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平
成
二
十
五
年
度 

 

博
士
論
文 

         

北
村
透
谷
の
著
作
と
中
国
文
学
の
対
比
研
究 

―
―
受
容
と
影
響
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
試
論
―
― 
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年
三
月 

  

 
 



【
凡
例
】 

 
一
、 
北
村
透
谷
の
引
用
は
原
則
と
し
て
勝
本
清
一
郎
編
『
透
谷
全
集
』
（
全
三
巻
）
岩
波
書

店
、
一
九
五
〇
年
七
月
十
五
日
、
一
九
五
〇
年
十
月
三
十
日
、
一
九
五
五
年
九
月
十
日

に
よ
っ
た
。 

 

二
、
傍
線
、
太
字
、
番
号
な
ど
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
引
用
者
が
付
す
る
。 

 

三
、
中
国
古
典
文
学
の
引
用
の
日
本
語
訳
は
特
に
断
り
の
な
い
場
合
、
す
べ
て
『
新
釈
漢
文

大
系
』（
明
治
書
院
）
に
よ
る
。 

                  

 
 



中
国
語
要
旨 

     
关
于
北
村
透
谷
的
作
品
受
外
国
文
学
影
响
这
点
，
很
多
学
者
都
已
经
指
出
了
。
例
如
，
他
的
长
诗
《
楚

囚
之
诗
》
受
英
国
拜
伦
的
《
西
庸
的
囚
徒
》
的
影
响
，
剧
诗
《
蓬
莱
曲
》
受
拜
伦
的
《
曼
弗
雷
德
》
的
影

响
等
，
甚
至
是
将
他
的
作
品
和
歌
德
的
《
浮
士
德
》，
莎
士
比
亚
，
爱
默
生
等
的
作
品
进
行
比
较
研
究
的
论

文
也
不
在
少
数
。
但
是
，
关
于
他
的
作
品
和
中
国
文
学
的
关
系
，
特
别
是
受
中
国
古
典
文
学
的
影
响
，
这

方
面
的
研
究
还
比
较
少
。
因
此
，
本
文
将
研
究
重
点
放
在
北
村
透
谷
和
中
国
文
学
的
关
联
性
上
。
到
目
前

为
止
，
关
于
北
村
透
谷
和
中
国
文
学
的
研
究
大
多
集
中
在
他
的
评
论
上
，
本
文
则
将
避
开
这
点
，
将
重
点

集
中
在
他
的
诗
和
小
说
上
来
进
行
研
究
。 

    

首
先
，
在
序
言
部
分
，
综
述
目
前
关
于
北
村
透
谷
的
研
究
状
况
，
即
大
多
偏
重
于
他
和
西
洋
文
学
的

关
系
。
并
且
指
出
，
涉
及
他
和
中
国
文
学
关
系
的
相
关
研
究
较
少
。
在
此
基
础
上
，
点
出
本
研
究
的
目
的
，

对
象
以
及
研
究
方
法
等
。 

    

第
一
章
，
主
要
介
绍
北
村
透
谷
自
幼
的
成
长
环
境
（
包
括
家
庭
，
朋
友
等
），
以
及
他
自
己
创
作
的
诗

词
等
，
让
读
者
对
他
的
汉
学
水
平
有
一
个
总
体
的
认
识
。 

    

第
二
章
到
第
三
章
，
分
别
从
他
创
作
的
诗
和
小
说
两
个
题
材
出
发
，
来
研
究
它
们
和
中
国
古
典
文
学

的
影
响
和
关
联
。
具
体
来
说
，
在
第
二
章
第
一
节
，
主
要
是
围
绕
他
的
处
女
作
〈
楚
囚
之
诗
〉
里
的
〈
楚

囚
〉
这
一
词
而
展
开
的
。
大
多
数
以
往
研
究
都
将
〝
楚
囚
〟
和
《
春
秋
左
氏
传
》
，
文
天
祥
的
《
正
气
歌
》

等
相
关
联
，
而
在
我
们
看
来
，
比
起
前
两
者
，
更
能
让
人
想
起
的
是
屈
原
的
《
楚
辞
》。
研
究
透
谷
的
人
都

知
道
，《
楚
囚
之
诗
》
的
创
作
是
和
他
自
己
参
加
民
权
运
动
的
经
历
有
关
。
那
里
所
包
含
的
忧
郁
的
氛
围
和

《
春
秋
左
氏
传
》
，
文
天
祥
的
《
正
气
歌
》
里
所
反
映
出
的
志
士
的
慷
慨
激
昂
的
感
情
是
有
所
不
同
的
。
本

节
是
在
区
别
了
《
楚
囚
之
诗
》、《
春
秋
左
氏
传
》
和
文
天
祥
的
《
正
气
歌
》
的
微
妙
感
情
差
异
的
基
础
上
，

探
讨
了
北
村
透
谷
知
道
屈
原
的
《
楚
辞
》
可
能
性
，
认
为
这
首
诗
正
是
反
映
了
他
民
权
时
代
的
好
友
大
矢

正
夫
为
民
权
运
动
而
奔
波
，
最
后
失
败
入
狱
的
事
。
以
屈
原
的
经
历
来
暗
示
他
的
好
友
，
所
以
题
名
为
楚

囚
。
进
而
对
屈
原
《
楚
辞
》
的
代
表
作
《
离
骚
》
里
使
用
的
比
兴
手
法
，
即
以
女
性
来
自
比
，
进
行
了
详

细
的
介
绍
。
笔
者
认
为
透
谷
的
《
楚
囚
之
诗
》
里
的
「
新
娘
」
这
一
角
色
，
正
是
透
谷
借
用
比
兴
这
一
手

法
的
体
现
。
北
村
透
谷
将
自
己
比
喻
成
新
娘
，
来
追
忆
他
和
〝
楚
囚
〟
（
好
友
大
矢
正
夫
）
民
权
运
动
时

期
在
一
起
的
岁
月
。
第
二
节
里
主
要
是
围
绕
着
透
谷
的
剧
诗
《
蓬
莱
曲
》
来
进
行
论
述
的
。
目
前
为
止
，

关
于
这
部
作
品
，
特
别
是
主
人
公
柳
田
素
雄
的
恋
人
露
姬
死
后
成
仙
女
这
部
分
，
很
多
的
研
究
都
曾
指
出

它
受
白
居
易
《
长
恨
歌
》
和
《
琵
琶
形
》
的
影
响
。
在
本
文
里
，
我
们
将
通
过
透
谷
写
《
蓬
莱
曲
》
之
前

所
写
的
日
记
等
线
索
进
一
步
分
析
他
受
白
居
易
作
品
的
影
响
。
同
时
通
过
中
国
古
典
的
史
书
来
分
析
透
谷

 
 



明
治
十
八
年
登
富
士
山
和
他
将
作
品
命
名
为
〝
蓬
莱
〟
的
关
系
，
本
文
还
对
作
品
最
后
出
现
的
〝
过
河
到

彼
岸
〟
这
一
场
景
的
设
置
进
行
考
察
。
最
后
通
过
对
《
蓬
莱
曲
》
的
〝
序
〟
〝
曲
中
人
物
〟
〝
构
成
〟
等

的
分
析
，
明
确
《
蓬
莱
曲
》
里
包
含
的
中
国
要
素
以
及
它
和
唐
代
传
奇
《
枕
中
记
》《
杜
子
春
传
》
等
的
相

似
点
。
第
三
节
里
，
主
要
是
在
概
括
透
谷
后
期
所
作
抒
情
诗
的
基
础
上
，
对
《
路
倒
》
、《
髑
髏
舞
》、《
萤
》
、

以
及
蝶
的
三
部
作
（
《
蝶
的
芳
踪
》
《
睡
蝶
》
《
双
蝶
的
离
别
》）
和
中
国
古
典
文
学
的
关
联
性
进
行
了
详
细

探
讨
。
明
治
二
十
五
年
十
一
月
五
日
，
透
谷
发
表
了
《
鬼
心
非
鬼
心
（
実
聞
）
》，
在
这
篇
随
笔
的
最
后
，

我
们
可
以
看
到
透
谷
被
陶
渊
明
的
《
乞
食
》
所
感
动
。
笔
者
以
此
为
线
索
，
对
透
谷
的
《
路
倒
》
和
陶
渊

明
的
《
乞
食
》
进
行
了
对
比
研
究
。
同
时
，
对
他
的
《
髑
髏
舞
》
和
白
居
易
的
《
琵
琶
行
》
，
蝶
的
三
部
作

和
白
居
易
的
《
秋
蝶
》，
《
萤
》
和
杜
甫
的
《
萤
火
》
进
行
了
详
细
对
比
。 

    

第
三
章
主
要

围
绕着
透
谷
生
涯
里
所
写
的

仅
有
的
三
篇
小
说
，
特
别
是
当
时
的
文
坛
上
引
起
一
定
影

响
的
《
宿
魂
鏡
》
进
行
详
细
论
述
。
首
先
在
第
一
节
里
，
综
述
了
关
于
《
宿
魂
鏡
》
历
来
的
研
究
，
第
二

节
里
，
重
点
放
在
《
宿
魂
鏡
》
里
的
〝
幻
镜
〟
设
置
上
，
结
合
《
宿
魂
鏡
》
以
前
透
谷
作
品
里
出
现
的
关

于
〝
镜
〟
的
段
落
，
来
分
析
透
谷
从
明
治
二
十
四
年
所
写
的
《
蓬
莱
曲
》
里
的
〝
魂
镜
〟
，
到
后
来
所
写

的
评
论
里
出
现
的
〝
明
镜
〟
〝
心
镜
〟
等
含
比
喻
意
义
的
〝
镜
〟
，
到
了
明
治
二
十
六
年
的
《
宿
魂
鏡
》

则
是
像
题
目
里
所
写
的
一
样
，
想
要
留
住
（
〝
宿
〟
）
〝
魂
镜
〟
，
这
一
过
程
当
中
透
谷
的
心
理
变
化
。

最
后
，
在
第
三
节
里
，
主
要
是
围
绕
着
《
宿
魂
鏡
》
的
〝
镜
〟
和
在
以
往
研
究
中
已
经
被
提
到
的
岛
崎
藤

村
翻
译
的
《
红
楼
梦
》
，
来
分
析
两
者
的
相
同
点
和
不
同
点
，
特
别
是
关
于
两
者
的
不
同
点
，
结
合
中
国
古

典
文
学
里
与
〝
镜
〟
相
关
的
故
事
，
来
考
察
透
谷
在
〝
镜
〟
以
及
和
〝
镜
〟
相
关
的
情
节
设
计
受
中
国
古

典
文
学
影
响
的
可
能
性
。 

 
 
 
 

    

第
四
章
主
要
是
围
绕
中
国
近
现
代
文
学
里
对
北
村
透
谷
的
研
究
情
况
展
开
的
。
第
一
节
，
围
绕
鸦
片

战
争
，
日
清
战
争
中
国
惨
败
这
一
背
景
下
，
抱
着
强
烈
的
民
族
危
机
感
而
留
学
日
本
的
鲁
迅
，
周
作
人
兄

弟
，
是
如
何
接
触
并
受
到
日
本
浪
漫
主
义
影
响
的
？
特
别
是
和
日
本
浪
漫
主
义
的
先
驱
北
村
透
谷
有
着
怎

样
的
联
系
等
问
题
进
行
深
入
探
讨
。
第
二
节
，
主
要
介
绍
自
一
九
一
八
年
周
作
人
第
一
次
将
北
村
透
谷
的

名
字
介
绍
到
中
国
以
来
，
中
国
文
坛
关
于
北
村
透
谷
的
研
究
状
况
，
以
及
存
在
的
问
题
。 

    

结
语
部
分
，
首
先
，
概
括
各
章
的
内
容
，
进
一
步
强
调
北
村
透
谷
不
仅
有
较
高
的
汉
学
水
平
，
而
且

通
过
对
其
作
品
的
研
究
我
们
可
以
发
现
，
他
的
作
品
大
多
不
是
大
篇
幅
的
引
用
汉
文
，
而
是
在
理
解
的
基

础
上
融
入
自
己
作
品
中
的
。 
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一 
北
村
透
谷
は
二
十
五
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
明
治
の
詩
人
、
評
論
家
で
あ
る
。
「
そ
の
惨
澹
と

し
た
戰
ひ
の
跡
に
は
拾
つ
て
も
拾
つ
て
も
盡
き
な
い
や
う
な
光
つ
た
形
見
が
残
つ
た
。
彼
は
私
達
と
同
時

代
に
あ
つ
て
、
最
も
高
く
見
、
遠
く
見
た
人
の
一
人
だ
。
そ
し
て
私
達
の
た
め
に
、
早
く
も
い
ろ

〱
な

支
度
を
し
て
置
い
て
呉
れ
た
や
う
な
気
が
す
る
」
と
島
崎
藤
村
の
透
谷
を
偲
ん
だ
言
葉
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
（
１
）
。
藤
村
は
透
谷
の
最
初
の
『
透
谷
集
』
（
２
）
を
編
集
し
た
後
、
『
春
』
（
明
治
四
十
一
年
）

や
『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』
（
大
正
七
年
）
で
透
谷
と
の
交
友
を
描
い
た
。
彼
は
透
谷
と
親
し
い
関
係
に

あ
り
、
思
想
だ
け
で
な
く
人
間
と
し
て
も
強
く
影
響
を
受
け
た
人
で
あ
り
、
透
谷
を
最
初
に
理
解
し
、
高

い
評
価
を
与
え
た
人
で
も
あ
る
。
「
そ
の
短
く
燃
え
つ
き
た
生
涯
の
苛
酷
な
「
戦
ひ
」
に
注
目
し
た
こ
と

で
、
藤
村
の
理
解
は
透
谷
の
あ
る
核
心
に
ふ
れ
た
、
優
れ
た
も
の
だ
っ
た
」
、
し
か
し
、
「
惨
澹
た
る
「
戰

ひ
」
の
意
味
内
容
が
何
で
あ
っ
た
か
。
透
谷
は
何
を
「
高
く
見
」
、
「
遠
く
見
」
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
藤
村
の
理
解
は
曖
昧
な
の
で
あ
る
」
と
中
山
和
子
が
評
し
て
い
る
（
３
）
よ
う
に
、
透
谷
の

真
の
思
想
的
課
題
は
十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
藤
村
の
言
か
ら
透
谷
の
姿
が
正

確
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
作
品
の
内
容
や
思
想
は
深
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
藤
村
の
透
谷
へ
の
関
心
は
透
谷
受
容
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

最
初
に
実
証
的
に
透
谷
を
研
究
し
た
神
崎
清
は
「
け
れ
ど
も
、
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
の
巨
大
な
圧
力
は
、
満

州
事
変
前
後
か
ら
、
も
え
あ
が
る
青
春
の
火
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
た
た
き
つ
ぶ
し
て
い
っ
た
。
そ
の
抑
圧
と
闇

黒
の
な
か
で
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
北
村
透
谷
の
幻
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
自
由
民
権
運
動
の

挫
折
と
社
会
運
動
の
崩
壊
は
、
時
代
的
な
相
似
形
を
描
い
て
い
る
。
人
間
的
自
由
の
欠
乏
、
民
主
主
義
の

危
機
が
、
墓
場
の
な
か
か
ら
透
谷
を
よ
び
む
か
え
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
」と
透
谷
の
形
象
を
描
い
た（
４
）
。

彼
は
透
谷
の
生
き
た
時
代
を
民
権
運
動
が
挫
折
し
た
時
代
と
し
て
捕
ら
え
、
注
目
し
た
。
そ
れ
以
後
の
透

谷
研
究
は
、
近
代
日
本
社
会
に
対
す
る
問
い
か
け
を
中
心
に
深
化
し
て
い
く
。 

と
り
わ
け
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
、
透
谷
研
究
は
盛
ん
に
な
る
。
そ
の
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が

小
田
切
秀
雄
で
あ
る
。
彼
は
「
透
谷
は
、
政
治
的
な
闘
争
か
ら
敗
退
し
て
か
ら
、
自
由
民
権
の
民
主
主
義

的
な
要
求
を
も
っ
ぱ
ら
精
神
の
世
界
に
内
面
的
・
美
的
に
確
立
す
る
方
向
に
む
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
５
）

と
い
う
「
政
治
か
ら
文
学
へ
」
と
い
う
図
式
を
論
じ
た
最
初
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
平
岡
敏
夫
は

小
田
切
秀
雄
の
影
響
下
か
ら
出
発
し
、
「
現
実
を
拒
否
し
観
念
世
界
に
わ
け
入
り
な
が
ら
、
し
か
も
あ
く

ま
で
「
国
民
」
に
自
己
を
か
け
る
こ
と
で
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
透
谷
を
透
谷
た
ら
し
め
た

も
の
で
あ
る
」と
、透
谷
の
思
想
を
現
実
の
側
に
引
き
寄
せ
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
（
６
）
。
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ま
た
、
こ
の
時
期
の
色
川
大
吉
の
「
北
村
透
谷
は
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
た
数
少
な
い
文
学
者
の
ひ
と

り
と
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
地
位
を
し
め
し
て
い
る
」
（
７
）
と
い
う
発
言
を
含
む
『
北
村
透
谷
』
が
更
に

透
谷
論
の
視
野
を
広
げ
た
。 

 

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
桶
谷
秀
昭
が
展
開
し
た
反
近
代
的
な
透
谷
論
が
出
る
。
彼
は
透
谷
が
自
由

民
権
運
動
の
挫
折
な
ど
の
現
実
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
後
、
妥
協
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、「
状
況
の
奈
落
」
下

で
暗
い
意
識
を
彷
い
、
近
代
の
裏
側
へ
突
き
抜
け
た
先
の
「
冥
暗
の
場
」
に
お
け
る
透
谷
像
を
提
示
し
た

（
８
）。
そ
し
て
そ
の
桶
谷
の
「
暗
き
透
谷
」
像
の
影
響
を
受
け
、
よ
り
主
体
の
内
面
的
な
葛
藤
に
踏
み
込

ん
で
表
出
過
程
に
迫
ろ
う
と
す
る
北
川
透
に
よ
っ
て
『
北
村
透
谷
・
試
論
』
の
三
部
作
が
書
か
れ
た
。 

 

昭
和
五
十
年
に
入
る
と
、
研
究
は
一
気
に
拡
散
、
多
角
化
す
る
。
透
谷
の
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
の

執
筆
時
期
、
人
生
相
渉
論
争
に
か
か
わ
る
解
析
、『
明
治
文
学
管
見
』
中
絶
の
意
味
解
読
に
つ
い
て
、
細
緻

に
読
み
込
ま
れ
た
。
平
岡
敏
夫
の
『
北
村
透
谷
研
究
第
三
』
、
佐
藤
善
也
の
研
究
群
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

平
成
六
年
の
透
谷
歿
後
百
年
を
迎
え
、
透
谷
研
究
史
は
一
つ
の
大
総
括
期
に
入
り
、
着
実
な
透
谷
解
読

と
そ
の
成
果
の
報
告
が
相
続
い
た
。
透
谷
書
簡
五
点
が
鶴
巻
孝
雄
に
よ
り
、
平
成
四
年
十
二
月
、
多
摩
自

由
民
権
運
動
家
吉
野
泰
三
の
子
孫
の
家
で
新
た
に
発
見
さ
れ
、
色
川
大
吉
に
よ
り
広
く
紹
介
さ
れ
た
。 

以
上
、
透
谷
死
後
、
藤
村
を
初
め
、
多
く
の
研
究
者
の
研
究
を
通
し
て
、
透
谷
像
が
実
存
的
透
谷
像
（
勝

本
清
一
郎
）、
キ
リ
ス
ト
教
的
透
谷
像
（
笹
淵
友
一
）
、
近
代
自
我
的
透
谷
像
（
小
田
切
秀
雄
）
な
ど
の
各

角
度
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。 

  
 
 
 
 
 

二 

透
谷
の
受
容
問
題
に
関
し
て
は
、
桜
井
明
石
が
「
透
谷
子
を
追
懐
す
」
に
「
学
殖
は
大
し
た
も
の
で
は

無
か
つ
た
。
和
漢
学
は
言
ふ
に
足
ら
ぬ
」（
９
）
と
言
及
し
て
以
来
、
透
谷
を
欧
米
文
学
と
結
び
つ
け
る
研

究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
早
く
か
ら
本
間
久
雄
の
「
透
谷
と
ハ
ム
レ
ッ
ト
」（
１０
）
、
太
田
三
郎
の
「
北

村
透
谷
と
外
国
作
家
」
（
１１
）
、
矢
野
峰
人
の
「
「
文
学
界
」
と
西
洋
文
学
」
（
１２
）
な
ど
は
透
谷
と
西
欧

近
代
文
学
と
い
う
視
点
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。
そ
の
集
大
成
的
到
達
で
あ
る
の
は
笹
淵
友
一
の
「
北
村
透

谷
」（
１３
）
、
吉
田
精
一
の
「
北
村
透
谷
」（
１４
）
で
あ
る
。
彼
ら
の
研
究
に
基
づ
い
て
、
そ
の
後
、
多
く

の
研
究
者
が
透
谷
の
「
楚
囚
之
詩
」
が
バ
イ
ロ
ン
と
の
深
い
感
鳴
を
受
け
た
上
で
、
書
か
れ
た
と
指
摘
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
が
バ
イ
ロ
ン
の
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
お
よ
び
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ

ウ
ス
ト
』
の
圧
倒
的
な
感
化
を
受
け
た
上
で
、
書
か
れ
た
と
い
う
指
摘
も
定
説
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
も
、

透
谷
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
や
エ
マ
ー
ソ
ン
な
ど
の
西
洋
作
家
に
つ
い
て
、
今
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ

て
、
追
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
透
谷
と
和
漢
文
学
、
特
に
漢
文
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
ま
だ
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は
っ
き
り
し
て
な
い
点
が
多
い
。
明
治
元
年
に
生
ま
れ
た
透
谷
は
子
供
時
代
か
ら
漢
学
に
触
れ
、
驚
く
べ

き
漢
学
の
能
力
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
こ
う
し
た
透
谷
と
漢
文
学
と
の

関
り
は
桜
井
明
石
の
言
説
と
相
反
す
る
。 

明
治
維
新
の
大
変
革
は
日
本
人
の
世
界
観
を
一
変
し
、
突
如
現
れ
た
欧
米
文
化
が
、
飛
鳥
、
奈
良
朝
の

古
い
時
代
か
ら
日
本
の
思
想
文
化
一
切
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
中
国
文
化
と
衝
突
し
、
よ
り
強
い
影
響
力
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
文
学
は
衰
滅
の
気
運
に
転
落
し
た
が
、
一
千
数
百
年
の
長
き
に
亘
っ
て
、
日
本

の
国
土
に
培
わ
れ
て
き
た
漢
文
学
が
一
朝
に
し
て
消
滅
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。こ
れ
は
明
治
期
の
漢
詩
、

漢
文
、
及
び
文
人
達
の
漢
学
教
養
な
ど
に
よ
り
、
分
か
る
。
明
治
の
文
苑
を
見
る
と
、
初
期
の
こ
ろ
は
江

戸
時
代
に
引
き
続
き
、
漢
作
文
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
作
文
上
重
要
な
修
辞
法
と
助
字
の
使
い
方
に
関
す
る

書
も
あ
ま
た
出
版
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
助
辭
新
譯
』
（
東
條
一
堂
、
明
治
三
年
）、
『
文
章
訓
蒙
』（
東

正
純
、
明
治
十
年
）
、『
漢
譯
文
則
』（
信
夫
粲
、
明
治
十
五
年
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
視
察
、
留

学
な
ど
海
外
に
遊
ぶ
者
が
し
だ
い
に
増
え
て
き
た
こ
と
に
つ
れ
て
、
そ
の
風
土
、
人
情
な
ど
を
お
の
ず
か

ら
漢
詩
文
に
詠
ん
だ
も
の
も
多
く
も
残
っ
て
い
る
。
『
東
京
才
人
絶
句
』
（
森
春
濤
、
明
治
八
年
）
、
『
海
外

詠
史
百
絶
』（
河
口
寛
、
明
治
十
年
）
、
『
漫
遊
記
程
』
（
中
井
弘
、
明
治
十
一
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
西
洋

文
学
に
お
い
て
該
博
な
知
識
を
有
し
た
鴎
外
が
ド
イ
ツ
作
家
ハ
ウ
ス
の
童
話
を
わ
ざ
わ
ざ
漢
詩
体
『
盗
侠

行
』
と
し
て
意
訳
し
た
（
１５
）
。
こ
う
し
た
漢
詩
に
よ
る
表
現
手
段
が
当
時
の
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
稀
有

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。 

ま
た
、
維
新
前
後
、
一
種
新
詩
形
と
し
て
の
「
漢
詩
入
都
々
逸
」
が
巷
間
の
愛
唱
歌
と
な
っ
た
。「
都
々

逸
の
文
句
の
上
の
句
と
下
の
句
と
の
中
間
に
、
漢
詩
の
一
二
節
或
は
全
體
を
挟
む
だ
も
の
、
即
ち
普
通
に
、

『
詩
入
都
々
逸
』
と
云
つ
て
お
る
も
の
は
維
新
前
後
に
か
け
て
全
國
的
に
大
流
行
を
な
し
た
も
の
ゝ
よ
う

で
あ
る
」
と
山
崎
金
男
が
「
漢
詩
入
都
々
逸
の
研
究
」
（
１６
）
で
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
続
け
て
「
昭
和

の
今
日
に
於
て
も
尚
狭
斜
の
巷
に
於
て
は
耳
に
し
う
る
機
會
は
絶
無
と
云
ふ
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
時
々

諸
家
の
筆
に
上
つ
た
事
も
あ
る
か
ら
敢
て
珍
し
い
代
物
で
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
明
治
八
、
九
年
頃
か
ら
漢
詩
文
を
主
と
す
る
雑
誌
が
に
わ
か
に
起
っ
た
。
『
新
文
詩
』（
森
春

濤 

明
治
八
年
七
月
）、『
明
治
詩
文
』（
佐
田
白
茅
、
明
治
九
年
十
二
月
）、『
花
月
新
誌
』（
成
島
柳
北 

明

治
十
年
一
月
）
、
『
古今
詩
文
詳
解
』
（
吉
田
次
郎
、
明
治
二
十
年
）
な
ど
が
そ
れ
あ
る
（
１７
）
。
の
ち
、
森

槐
南
た
ち
が
起
こ
し
た
詩
壇
革
新
の
様
子
を
、
大
町
桂
月
は
次
の
如
く
、
明
治
文
壇
の
奇
現
象
だ
と
評
し

て
い
る
。 

 

明
治
の
世
に
な
り
て
、
西
洋
の
文
學
や
、
思
想
や
、
俄
に
入
り
来
れ
り
。
さ
れ
ど
、
こ
れ
未
だ
奇
と
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す
る
に
足
ら
ず
。
小
説
、
面
目
を
改
め
て
勃
興
せ
り
。
さ
れ
ど
、
こ
れ
未
だ
奇
と
す
る
に
足
ら
ず
。
新

躰
詩
興
れ
り
。
こ
れ
と
て
も
、
奇
に
は
非
ず
。
た
ゞ
廃
滅
す
る
な
る
べ
し
と
期
し
た
り
し
漢
詩
が
、
却

つ
て
盛
に
な
り
、
且
つ
上
手
に
な
り
し
こ
と
は
、
吾
人
の
不
思
議
に
思
は
ざ
る
を
得
ざ
る
所
な
り
。（
「
明

治
文
壇
の
奇
現
象
」
『
太
陽
』
明
治
三
十
六
年
五
月
） 

 

つ
ま
り
、
欧
米
文
学
の
翻
訳
が
隆
盛
し
た
明
治
二
十
年
代
は
完
全
な
る
漢
詩
の
、
漢
文
学
の
最
後
の
光

明
を
見
せ
た
時
期
で
あ
っ
た
。 

明
治
の
作
家
で
あ
る
正
宗
白
鳥
は
昭
和
に
復
興
し
た
「
漢
詩
朗
吟
」
の
背
景
の
下
で
、
学
校
に
通
っ
た

時
代
の
自
分
を
回
想
し
、「
明
治
二
十
年
代
、
学
生
に
は
当
時
の
新
思
想
を
よ
く
反
映
し
た
の
は
民
友
社
の

出
版
物
で
あ
つ
て
も
、
若
い
感
情
、
若
い
心
魂
は
漢
詩
に
よ
つ
て
感
激
さ
れ
、
慰
め
ら
れ
も
し
て
ゐ
た
や

う
で
あ
」
り
、「
年
少
の
頭
脳
に
受
け
た
印
象
は
い
つ
ま
で
も
拭
ひ
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
否
應
な
し
に
注

ぎ
込
ま
れ
た
漢
詩
趣
味
は
、
數
十
年
漢
籍
に
は
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
た
私
の
心
に
も
何
處
か
に
宿
つ
て
ゐ
る
」

と
明
治
維
新
以
後
の
輸
入
さ
れ
た
欧
米
思
想
や
文
学
な
ど
が
盛
ん
に
輸
入
さ
れ
て
も
、
漢
詩
が
自
ら
心
の

奥
に
残
っ
た
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
回
想
し
て
い
る
（
１８
）
。 

ま
た
、
幸
田
露
伴
も
「
明
治
初
期
文
学
界
」
で
明
治
初
期
（
「
明
治
二
十
年
頃
ま
で
」
と
露
伴
は
定
義
し

て
い
る
）
の
純
文
学
の
面
で
は
、「
漢
詩
と
和
歌
と
が
首
座
を
占
め
て
ゐ
た
こ
と
は
無
論
で
あ
る
。
漢
詩
は

幕
末
か
ら
引
つ
ゞ
い
た
も
の
で
、
明
治
に
な
つ
て
か
ら
と
て
特
に
際
立
つ
た
變
化
は
な
か
つ
た
や
う
で
あ

る
」
と
回
想
し
、
当
時
は
「
民
間
で
も
舊
寺
子
屋
式
又
漢
學
私
塾
式
の
教
育
が
猶
行
は
れ
て
、
單
に
習
字

及
び
素
讀
を
課
す
る
を
宜
し
い
と
し
て
ゐ
る
習
慣
も
廃
さ
れ
ず
（
中
略
）
そ
し
て
、
漢
学
國
學
の
素
養
あ

り
て
而
も
洋
學
を
傳
ふ
る
人
々
の
新
し
い
一
派
が
漸
く
世
に
認
め
ら
れ
出
し
た
の
で
あ
る
」
。「
世
は
そ
れ

ら
の
人
（
福
沢
諭
吉
、
福
地
源
一
郎
、
中
村
正
直
、
成
島
柳
北
、
西
村
茂
樹
、
西
周
な
ど
―
―
引
用
者
注
）

の
洋
學
の
造
旨
の
深
淺
等
よ
り
も
漢
學
國
學
の
素
養
あ
る
點
に
就
て
文
學
上
に
は
尊
敬
と
仰
慕
と
を
寄
せ

た
」
と
述
べ
て
い
る
（
１９
）
。 

「
幕
末
明
治
の
日
本
人
が
圧
倒
的
な
力
を
も
っ
て
迫
っ
て
く
る
西
洋
文
学
に
対
し
て
抵
抗
力
を
持
ち
え

た
の
は
、
同
じ
く
普
遍
的
文
明
で
あ
る
中
国
文
明
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
漢
学
を
持
っ
て
い
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
２０
）
と
後
年
の
漢
文
学
研
究
者
で
あ
る
入
谷
仙
介
が
述
懐
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
透
谷
の
処
女
作
「
楚
囚
之
詩
」
出
版
前
に
、
一
連
の
漢
詩
を
作
っ
た
こ
と
は

注
目
に
価
す
る
。
そ
れ
ら
の
詩
は
い
ず
れ
も
『
新
体
詩
抄
』
以
後
の
、
新
詩
改
良
運
動
の
初
期
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
勝
本
清
一
郎
は
、
透
谷
が
書
い
た
破
格
な
形
式
で
あ
る
唐
詩
に
対
し
て
、「
漢
詩
そ
の
も

の
を
捨
て
て
日
本
語
の
新
し
い
詩
へ
と
い
う
意
識
は
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
」
（
２１
）
と
い
い
、
古
田
芳
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江
も
「
日
本
語
に
よ
る
新
し
い
詩
形
を
求
め
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
唐
詩
の
範
囲
の
中
で
の
工
夫

で
あ
る
」
（
２２
）
と
述
べ
て
い
る
。
漢
学
が
ま
だ
支
配
的
な
地
位
を
占
め
る
明
治
初
期
に
活
躍
し
た
透
谷

の
作
品
に
お
い
て
は
必
ず
中
国
古
典
と
離
れ
ら
れ
な
い
関
り
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
研
究
者
の
意
識

内
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
二
十
五
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
透
谷
に
は
、
蔵
書
目
録
も
な
く
、

多
く
な
い
著
作
の
中
に
直
接
中
国
古
典
に
言
及
し
た
箇
所
も
少
な
い
。
こ
う
い
っ
た
資
料
の
乏
し
さ
も
透

谷
を
西
洋
文
学
と
関
連
付
け
た
研
究
が
主
流
と
な
り
、
透
谷
と
中
国
古
典
文
学
と
関
連
付
け
た
研
究
が
進

展
し
な
か
っ
た
一
因
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

  
 
 
 
 
 

三 

透
谷
と
中
国
古
典
文
学
に
関
す
る
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 １
、
関
良
一
「
透
谷
と
和
漢
文
学
」
（『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
第
二
十
四
号
、
一
九
五
八
年
六
月
） 

２
、
笹
淵
友
一
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
（
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
） 

３
、
山
田
謙
次
「
北
村
透
谷
に
お
け
る
陽
明
学
」（『
近
代
文
学
試
論
』
第
十
六
号
、
一
九
七
七
年
十
一
月
） 

４
、
槙
林
滉
二
「
北
村
透
谷
と
漢
学
―
陸
士
衡
、
荘
子
を
中
心
に
―
」（
『
国
語
学
国
文
学
論
攷
』
溪
水
社
、

一
九
七
八
年
十
二
月
） 

５
、
槙
林
滉
二
「
初
期
民
友
社
派
と
漢
字
―
北
村
透
谷
の
様
相
と
対
比
し
つ
つ
」
（『
研
究
論
文
集
』
第
二

十
七
巻
第
二
号
、
一
九
七
九
年
二
月
） 

６
、
槙
林
滉
二
「
続
・
北
村
透
谷
と
漢
学
―
『
文
選
』
を
中
心
に
―
」
（『
国
語
教
育
研
究
』
第
二
十
六
巻

上
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
） 

７
、
蘭
明
「
透
谷
「
山
庵
雑
記
」
に
お
け
る
『
菜
根
譚
』
の
受
容
」
（『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
十
四
巻
第

九
号
、
一
九
九
七
年
九
月
） 

８
、
蘭
明
「
万
物
の
声
と
詩
人
」
に
お
け
る
老
荘
思
想
―
六
朝
文
論
と
の
類
似
性
か
ら
み
る
場
合
」（
『
透

谷
と
現
代
』
一
九
九
八
年
五
月
） 

９
、
蘭
明
「
「
心
」
と
「
行
」
の
葛
藤
―
透
谷
に
お
け
る
儒
基
融
合
の
あ
り
方
」（
『
立
教
大
学
ラ
ン
ゲ
ー
ジ

セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
五
巻
、
二
〇
〇
二
年
二
月
） 

 

関
良
一
の
「
透
谷
と
和
漢
文
学
」
は
、
透
谷
と
中
国
古
典
文
学
の
嚆
矢
で
あ
る
。
関
の
論
文
は
透
谷
の

早
期
の
自
作
漢
詩
、
処
女
作
「
楚
囚
之
詩
」、
劇
詩
「
蓬
莱
曲
」
に
お
け
る
和
漢
文
学
の
影
響
関
係
を
主
に

論
じ
て
い
る
。
古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
日
本
古
典
文
学
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
な
が
ら
、
透
谷
と
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中
国
古
典
文
学
（
関
良
一
は
「
漢
文
学
」
と
表
記
し
て
い
る
）
に
も
部
分
的
に
触
れ
て
い
る
。
透
谷
と
中

国
古
典
文
学
と
を
中
心
と
す
る
考
察
で
は
な
い
が
、
後
世
の
研
究
者
た
ち
に
示
唆
を
与
え
た
役
割
を
担
っ

た
。
例
え
ば
、「
透
谷
の
浪
漫
的
思
考
法
は
、
西
洋
的
な
も
の
の
洗
礼
を
受
け
る
前
に
陽
明
学
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
関
の
指
摘
で
、
山
田
謙
次
は
「
北
村
透
谷
に
お
け
る
陽
明
学
」

の
中
で
、
透
谷
の
「
心
池
蓮
」
や
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
な
ど
の
一
連
の
「
心
宮
論
」
を
取
り
上
げ
、

陽
明
学
の
「
知
行
合
一
説
」
や
「
致
良
知
説
」
と
の
類
似
性
を
詳
し
く
論
じ
、
陽
明
学
が
透
谷
の
キ
リ
ス

ト
教
の
受
容
基
盤
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
笹
淵
友
一
の
透
谷
の
唯
心
傾
向
の
中
心
に
は

キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
説
に
一
石
を
投
げ
る
。
ま
た
、
関
は
透
谷
の
文
学
生
涯
が
ま
だ
開
け

て
い
な
い
時
期
に
書
い
た
漢
詩
は
『
荘
子
』
や
文
天
祥
の
「
正
気
歌
」
を
連
想
し
、「
蓬
莱
曲
」
は
白
居
易

の
『
長
恨
歌
』
を
思
わ
せ
る
と
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
佐
藤
善
也
が
注
釈
し
た
『
北
村
透
谷
と
徳
富

蘆
花
』
や
桶
谷
秀
昭
の
『
北
村
透
谷
』
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
透
谷
研
究
の
通
念
と
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
透
谷
の
思
想
と
文
学
は
西
洋
浪
漫
主
義
文
学
の
受
容
を
中
心
と
論
じ
た
笹
淵
友
一
は
『「
文
学

界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
の
中
で
、
透
谷
の
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
を
キ
リ
ス
ト
教
の
「
心
」
と
対
比

す
る
時
、「
二
十
五
、
六
年
当
時
の
透
谷
の
思
想
を
形
成
し
た
要
因
と
し
て
老
荘
思
想
だ
け
で
は
な
く
、
広

く
東
洋
的
神
秘
主
義
思
想
が
参
与
し
て
ゐ
た
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
透
谷
の
日
本

の
伝
統
的
な
精
神
文
化
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
よ
っ
て
活
か
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
も
の
の
、
透
谷
思

想
の
底
に
潜
ん
で
い
る
東
洋
、
特
に
、
老
荘
、
陽
明
な
ど
の
中
国
思
想
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も

感
じ
る
。
そ
し
て
、「
宿
魂
鏡
」
と
い
う
小
説
の
中
の
「
鏡
」
を
愛
情
の
象
徴
と
し
た
着
想
は
『
白
表
・
女

学
雑
誌
』
第
三
二
一
号
（
明
治
二
十
五
年
六
月
）
に
載
っ
て
い
る
島
崎
藤
村
が
訳
し
た
中
国
古
典
文
学
『
紅

楼
夢
』
の
翻
訳
「
紅
楼
夢
の
一
節
―
風
月
宝
鑑
の
辞
」
に
よ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
透
谷
と
中
国
古
典
文

学
と
の
関
連
を
全
く
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
後
二
十
年
、
透
谷
と
中
国
文
学
と
の
研
究
は

ほ
ぼ
停
滞
し
て
い
る
。 

一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
、
槙
林
滉
二
は
年
に
一
本
ず
つ
透
谷
と
漢
学
と
の
論
文
を
書
い
た
。

い
ず
れ
も
用
語
・
用
字
に
関
す
る
類
似
点
を
指
摘
し
た
論
文
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
北
村
透
谷
と
漢
学
―
陸

士
衡
、
荘
子
を
中
心
に
―
」
で
は
「
富
嶽
の
詩
神
を
思
ふ
」
（『
文
学
界
』
第
一
号
、
明
治
二
十
六
年
一
月

三
十
一
日
）、
「
松
島
に
於
て
芭
蕉
翁
を
読
む
」
（『
女
学
雑
誌
』
第
三
一
四
号
、
明
治
二
十
五
年
四
月
二
十

三
日
）、
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
（『
平
和
』
第
六
号
、
明
治
二
十
五
年
九
月
十
五
日
）、
「『
黙
』
の
一
字
」

（
『
平
和
』
第
七
号
、
明
治
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
）、「
『
然
』
と
『
否
』
」（『
平
和
』
第
八
号
、
明
治
二

十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
）
、「
心
の
死
活
を
論
ず
」（
『
平
和
』
第
十
号
、
明
治
二
十
六
年
一
月
二
十
六
日
）、

「
万
物
の
声
と
詩
人
」
（『
評
論
』
第
十
四
号
、
明
治
二
十
六
年
十
月
七
日
）
な
ど
の
表
現
と
中
国
古
典
文
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学
か
ら
の
出
典
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。「
続
・
北
村
透
谷
と
漢
学
―
『
文
選
』
を
中
心
に
―
」
で
は
、
さ
ら

に
そ
の
対
比
を
増
や
し
、「
一
種
の
攘
夷
思
想
」（『
平
和
』
第
三
号
、
明
治
二
十
五
年
六
月
十
五
日
）
、「
頑

執
妄
排
の
弊
」
（
『
文
学
界
』
第
五
号
、
明
治
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
）
に
対
応
す
る
中
国
古
典
の
出
典

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。 

最
後
に
、
二
十
世
紀
末
に
な
っ
て
、
中
国
人
の
透
谷
研
究
者
で
あ
る
蘭
明
が
「
透
谷
「
山
庵
雑
記
」
に

お
け
る
『
菜
根
譚
』
の
受
容
」
で
、
星
野
天
知
の
回
想
録
に
基
づ
き
、
透
谷
の
エ
ッ
セ
ー
「
山
庵
雑
記
」

（
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
三
九
号
、
明
治
二
十
六
年
二
月
二
十
五
日
）
に
お
け
る
中
国
の
明
・
洪
自

誠
の
『
菜
根
譚
』
の
受
容
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
万
物
の
声
と
詩
人
」
に
お
け
る
老
荘
思

想
―
六
朝
文
論
と
の
類
似
性
か
ら
み
る
場
合
」
に
お
い
て
は
、
「
万
物
の
声
と
詩
人
」
と
中
国
の
六
朝
時

代
の
文
論
と
の
親
近
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
が
透
谷
と
中
国
古
典
文
学
研
究
の
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト

研
究
と
言
え
る
。 

  
 
 
 
 
 

四 

 

透
谷
と
中
国
古
典
文
学
と
関
連
付
け
る
研
究
は
、
透
谷
と
西
洋
文
学
と
関
連
付
け
る
研
究
よ
り
少
な
い
。

ま
た
、
論
文
の
主
旨
は
、
ほ
と
ん
ど
透
谷
の
エ
ッ
セ
ー
へ
の
言
及
に
集
中
し
、
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
老
荘

思
想
及
び
王
陽
明
の
思
想
を
め
ぐ
っ
て
、
言
葉
の
類
似
や
内
容
な
ど
の
影
響
の
痕
跡
を
辿
る
論
が
多
い
。

け
れ
ど
も
透
谷
が
著
作
で
触
れ
た
中
国
古
典
に
関
る
人
物
は
、
思
想
家
だ
け
で
は
な
く
、
詩
人
、
例
え
ば

白
楽
天
、
陶
淵
明
、
高
青
邱
な
ど
の
名
前
も
多
く
出
て
く
る
（
詳
細
は
第
一
章
第
二
節
）
。 

従
っ
て
、
本
論
文
で
は
、
先
行
研
究
で
数
多
く
取
り
扱
わ
れ
た
透
谷
の
エ
ッ
セ
ー
を
除
き
、
彼
の
詩
と

小
説
を
対
象
と
し
て
論
を
展
開
し
、
中
国
思
想
で
は
な
く
、
中
国
の
詩
と
小
説
と
の
親
近
性
を
中
心
に
論

じ
て
い
き
た
い
。 

第
一
章
で
は
、
透
谷
の
生
い
立
ち
に
触
れ
、
透
谷
の
縁
者
や
友
人
、
さ
ら
に
教
育
環
境
な
ど
の
周
縁
、

彼
自
身
が
作
っ
た
漢
詩
な
ど
の
鑑
賞
を
通
し
て
、
透
谷
の
漢
文
学
素
養
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
後
年

の
透
谷
の
著
作
の
中
に
明
記
さ
れ
た
中
国
古
典
に
関
る
人
物
の
箇
所
を
指
摘
し
、
透
谷
の
少
年
時
代
の
漢

学
素
養
を
検
討
す
る
。 

第
二
章
で
は
、
透
谷
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
古
典
文
学
と
の
類
似
性
を
三
節
に
分
け
て
論
じ
る
。 

第
一
節
で
は
、
処
女
作
「
楚
囚
之
詩
」
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
多
く
論
じ
ら
れ
た
バ
イ
ロ
ン
の
『
シ
ヨ
ン

の
囚
人
』
と
の
違
い
を
明
白
に
し
た
上
で
、
中
国
戦
国
時
代
の
楚
国
の
大
詩
人
・
屈
原
の
「
離
騒
」（
『
楚

辞
』
）
と
結
び
つ
け
、
そ
の
類
似
性
及
び
「
離
騒
」
の
中
の
比
興
と
い
う
創
作
手
法
に
よ
る
「
楚
囚
之
詩
」

の
「
花
嫁
」
に
関
す
る
新
し
い
解
釈
を
試
み
る
。 
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第
二
節
で
は
、
透
谷
の
劇
詩
「
蓬
莱
曲
」
を
中
心
と
し
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
白
楽
天
の
『
長
恨

歌
』『
琵
琶
行
』
と
の
関
連
を
ま
と
め
た
上
で
、
透
谷
が
白
楽
天
の
詩
を
愛
誦
し
た
可
能
性
な
ど
を
分
析
す

る
。
ま
た
、
今
ま
で
触
ら
れ
て
い
な
い
「
蓬
莱
曲
」
の
序
、
曲
中
の
人
物
、
構
成
に
見
ら
れ
る
中
国
的
な

要
素
を
分
析
し
た
上
で
、
唐
代
伝
奇
の
『
枕
中
記
』、
『
杜
子
春
伝
』、
『
遊
仙
窟
』
と
の
親
近
性
を
詳
細
に

論
じ
る
。 

第
三
節
で
は
、
透
谷
の
後
期
の
抒
情
詩
、
特
に
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
、「
髑
髏
舞
」、「
ほ
た
る
」
、
蝶
の
三
部

作
（
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」「
眠
れ
る
蝶
」「
双
蝶
の
わ
か
れ
」）
を
め
ぐ
っ
て
、
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
、
白
楽
天
の

『
琵
琶
行
』、
杜
甫
の
「
螢
火
」
、
『
荘
子
・
斉
物
論
』
と
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

論
じ
る
。 

第
三
章
で
は
、
透
谷
の
小
説
を
中
心
と
し
、
特
に
、
小
説
の
中
で
も
最
後
の
作
と
な
っ
た
「
宿
魂
鏡
」

を
め
ぐ
っ
て
、
今
ま
で
指
摘
さ
れ
た
『
紅
楼
夢
』
と
の
類
似
点
と
相
違
点
を
分
析
し
た
上
で
、
中
国
古
典

に
お
け
る
「
鏡
」
に
関
す
る
説
話
と
比
較
し
、
「
鏡
」
の
新
た
な
意
味
を
考
え
る
。 

第
四
章
で
は
、
前
三
章
に
お
け
る
透
谷
の
作
品
と
中
国
古
典
文
学
と
の
関
連
と
い
う
視
点
か
ら
離
れ
、

中
国
近
代
文
学
界
に
お
け
る
透
谷
研
究
状
況
に
つ
い
て
論
じ
る
。
中
国
二
十
世
紀
初
期
、
日
本
に
留
学
し

た
周
作
人
、
韓
侍
桁
に
よ
っ
て
、
初
め
て
透
谷
の
名
が
中
国
に
紹
介
さ
れ
た
。
透
谷
を
中
国
に
紹
介
し
た

第
一
人
者
と
言
え
る
周
作
人
の
初
期
作
品
に
は
浪
漫
主
義
思
想
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
浪
漫
主
義
思
想
は
日

本
に
留
学
し
た
際
に
接
し
た
日
本
の
浪
漫
主
義
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
延
い
て
は
日
本
の
浪
漫

主
義
の
初
期
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
透
谷
の
浪
漫
主
義
思
想
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
透
谷
の
名
が
近
代
中
国
に
入
っ
て
か
ら
百
年
あ
ま
り
経
つ
が
、
透
谷
に
関
す
る
研
究

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
特
に
、
八
十
年
代
以
後
の
透
谷
作
品
の
翻
訳
や
研
究
状
況
に
つ
い
て
概

説
す
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
研
究
を
通
し
て
、
次
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
、
透
谷
と
中
国
古
典
文
学
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
従
来
の
不
備
を
補
足
す
る
。 

一
、
透
谷
と
中
国
文
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
は
エ
ッ
セ
ー
に
の
み
、
注
目
し
て
き
た
。
本

論
文
で
は
特
に
、
詩
・
小
説
に
焦
点
を
当
て
、
分
析
を
試
み
る
。 

一
、
中
国
に
お
け
る
透
谷
研
究
の
状
況
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
透
谷
研
究
に
中
国
近
代
文
学

界
に
お
け
る
透
谷
論
を
資
料
と
し
て
提
供
す
る
。 
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第
一
章 

透
谷
の
漢
文
学
の
知
識 

 

は
じ
め
に 

 

本
章
は
二
節
に
分
け
て
、
透
谷
の
漢
文
学
素
養
を
論
じ
る
。
第
一
節
で
は
、
透
谷
の
生
い
立
ち
や
通
っ

た
学
校
、
同
窓
、
さ
ら
に
、
彼
の
人
生
に
強
い
影
響
を
与
え
た
親
友
な
ど
と
の
接
触
を
通
し
て
、
透
谷
の

漢
学
、
漢
文
学
の
素
養
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
透
谷
が
文
学
の
道
に
踏
み
込
む
前
の
明
治
十
六
年
か
ら
明

治
十
八
年
の
間
に
、
書
か
れ
た
五
首
の
漢
詩
を
紹
介
し
、
そ
の
中
に
読
み
取
れ
る
中
国
古
典
文
学
の
風
景

に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
二
節
で
は
、
透
谷
の
著
作
に
現
わ
れ
る
中
国
古
典
人
物
の
箇
所
を
抽
出
し
、
透
谷

の
漢
学
素
養
を
追
究
す
る
。 

 

第
一
節 

透
谷
の
漢
文
学
の
素
養 

 

一 

家
族
（
祖
父
・
玄
快
と
父
親
・
快
蔵
） 

 

北
村
透
谷
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
二
十
九
日
（
陰
暦
十
一
月
十
六
日
）
に
神
奈
川
県
小
田

原
市
万
年
町
四
丁
目
、
北
村
快
蔵
、
ゆ
き
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
名
を
門
太
郎
と
い
っ
た
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
父
快
蔵
は
、
大
蔵
省
に
出
仕
の
た
め
幼
い
透
谷
を
祖
父
母
に
託
し
、
生
ま
れ
ば
か
り
の
次

男
垣
穗
を
伴
っ
て
上
京
し
た
。
透
谷
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
数
え
年
六
歳
か
ら
十
一
歳
ま
で
、
郷
里

の
小
田
原
に
お
い
て
、
祖
父
と
継
祖
母
の
も
と
で
育
っ
た
。
祖
父
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
の
生
ま

れ
で
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
年
）
に
歿
し
た
。
祖
父
は
か
つ
て
小
田
原
城
主
大
久
保
忠
隆
に
仕
え
、

藩
医
を
勤
め
且
つ
儒
学
に
も
通
じ
て
い
た
（
２３
）
。「
江
戸
時
代
の
地
方
藩
医
の
教
育
は
藩
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
中
期
ま
で
中
国
の
医
書
を
中
心
と
し
て
い
る
。
特
に
、
彦
根
藩
で
の
医
療
寮

で
は
明
治
維
新
に
到
る
ま
で
洋
書
が
教
授
さ
れ
た
形
跡
は
全
く
な
い
」
（
２４
）
こ
と
か
ら
も
、
藩
医
で
あ

っ
た
透
谷
の
祖
父
も
深
い
漢
学
素
養
を
持
っ
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
透
谷
は
五
年
間
（
明
治
六

年
九
月
〜
明
治
十
二
年
四
月
）
、
祖
父
の
そ
ば
で
過
ご
し
た
こ
と
が
、
漢
文
学
に
興
味
を
寄
せ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。「
凡
そ
世
に
め
づ
ら
し
き
嚴
格
の
人
」で
あ
る
祖
父
の
そ
ば
に
い
た
透
谷
は
「
祖

父
の
最
も
嚴
禁
す
る
所
」
に
「
軍
事
を
ま
ね
」
て
、「
自
ら
軍
師
と
な
り
て
、
進
退
運
轉
を
司
ど
」
る
遊
戯

を
し
た
り
、あ
る
い
は
本
を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
た
。「
其
頃
生
の
最
も
好
み
た
る
小
説
は
楠
公
三
代
記
、

漢
楚
軍
談
、
三
國
志
等
に
し
て
、
日
夜
是
等
の
小
説
を
手
離
す
事
能
は
ざ
り
し
程
な
り
し
」
（
２５
）
と
あ
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る
。
中
国
で
の
有
名
な
歴
史
物
語
で
あ
る
「
漢
楚
軍
談
」「
三
國
志
」
は
当
時
の
日
本
人
に
流
布
し
て
い
た

が
、
透
谷
も
こ
れ
を
愛
読
し
た
の
で
あ
る
。
透
谷
の
後
年
の
評
論
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」（『
文

学
界
』
第
二
号
、
明
治
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
）
の
「
一
人
の
敵
を
學
ぶ
の
非
な
る
は
、
萬
人
の
敵
を

學
び
て
も
猶
ほ
失
敗
し
た
る
項
羽
す
ら
、
之
を
発
見
せ
り
。
萬
人
の
敵
を
學
ぶ
は
百
萬
人
の
敵
を
學
ぶ
に

如
か
ざ
れ
ば
な
ら
む
。
百
萬
人
の
敵
を
學
び
た
る
（
仮
定
し
て
）
漢
王
も
、
亦
た
「
死
朽
」
と
い
ふ
不
可

算
の
敵
の
前
に
は
、
無
言
に
し
て
仆
れ
た
り
」
と
い
う
一
節
は
透
谷
の
子
供
時
代
に
愛
読
し
た
項
羽
や
漢

王
の
「
漢
楚
軍
談
」
の
記
憶
で
あ
る
。
透
谷
が
愛
読
し
た
「
漢
楚
軍
談
」「
三
國
志
」
は
お
そ
ら
く
「
仮
名

草
子
の
『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
や
『
通
俗
三
国
志
』
な
ど
は
ど
う
か
」
と
平
岡
敏
夫
が
推
測
し
て
い
る
（
２６
）
。

実
は
「
三
國
志
」
が
日
本
で
広
く
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
て
、
三
〇
〇
年
、
そ
の
歴
史
の
中
で
、
最
初
に

大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
の
が
中
国
の
演
義
小
説
『
三
国
志
演
義
』（
羅
貫
中
）
を
底
本
と
し
、
出
版
さ
れ

た
『
通
俗
三
国
志
』
（
文
山
訳
、
元
禄
四
年
）
を
も
と
と
し
た
『
繪
本
通
俗
三
国
志
』
（
池
田
東
籬
亭
主
人

校
正
、
葛
飾
戴
斗
畫
圖
）
で
あ
る
。『
繪
本
通
俗
三
国
志
』
は
天
保
年
間
（
七
〜
十
二
年
）
に
絵
入
り
・
平

仮
名
と
の
体
裁
で
刊
行
さ
れ
、
幅
広
い
層
で
「
三
國
志
」
が
受
容
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
式
亭
三
馬
『
浮

世
床
』（
文
化
十
一
年
刊
）
二
編
巻
之
下
に
「
斯
す
る
と
女
に
も
讀
る
シ
、
お
い
ら
に
も
お
ち
か
づ
き
の
字

に
な
っ
て
い
ゝ
」
（
２７
）
と
評
価
し
て
い
る
。
絵
師
・
葛
飾
戴
斗
に
よ
る
迫
力
満
点
の
画
が
描
か
れ
て
い

る
『
絵
本
通
俗
三
国
志
』
の
ほ
う
は
少
年
時
代
の
透
谷
の
関
心
が
最
も
寄
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
『
通

俗
三
国
志
』
を
は
じ
め
と
し
、
元
禄
八
年
や
は
り
演
義
小
説
を
底
本
と
す
る
翻
訳
書
で
あ
る
『
通
俗
漢
楚

軍
談
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
は
一
八
二
九
年
刊
の
『
繪
本
漢
楚
軍
談
』
（
曲
亭
馬
琴
撰 
、
北
尾
重

政
画
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
幼
い
透
谷
に
と
っ
て
、『
繪
本
通
俗
三
国
志
』
と
『
繪
本
漢
楚
軍
談
』
の
方
が
大

人
向
け
に
書
か
れ
た
も
の
よ
り
魅
力
的
に
映
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。 

一
方
、
透
谷
の
父
親
・
快
蔵
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
八
月
三
十
日
、
父
玄
快
・
母
チ
カ
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
教
育
に
関
し
て
は
、
小
田
原
藩
医
で
あ
っ
た
父
親
の
関
係
で
、
江
戸
時
代
、
各
藩
で

藩
士
の
子
弟
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
公
的
教
育
機
関
と
い
う
「
藩
黌
」
に
入
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
当
時
、

神
奈
川
県
小
田
原
藩
で
唯
一
の
「
藩
黌
」
は
集
成
館
で
あ
っ
た
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
一
月
、
小
田

原
藩
第
七
代
藩
主
大
久
保
忠
真
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
集
成
館
は
朱
子
学
を
奉
じ
た
。
教
育
課
程
は
次

の
通
り
で
あ
る
（
２８
）
。 

 

書
道
（
習
字
の
稽
古
、
家
庭
で
行
う
こ
と
が
多
い
） 

素
読
（
漢
字
・
漢
文
を
声
を
あ
げ
て
読
み
こ
な
す
学
習
） 

講
釈
（
教
師
の
指
導
で
、
教
科
書
を
熟
読
吟
味
し
て
、
そ
の
意
味
を
く
み
と
る
学
習
。
一
般
に
は
「
講
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読
」
と
い
っ
た
） 

会
読
（
生
徒
相
互
が
集
団
研
究
を
す
る
学
習
。
今
日
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
近
い
。
小
田
原
藩
で
は
「
会

釈
」
と
も
い
っ
た
） 

教
科
書 

 
 

経
書
―
『
小
学
』、
四
書
（
『
大
学
』『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』
）、『
近
思
録
』
、
五
経
（『
易
』『
書
』

『
詩
』
『
春
秋
』
『
礼
記
』）
な
ど
。 

 
 

史
書
―
中
国
や
日
本
の
歴
史
書
な
ど
。 

 
 

文
学
―
『
唐
宋
八
家
文
』
『
唐
詩
選
』
な
ど
。 

 

こ
れ
ら
は
藩
校
の
必
修
課
程
で
あ
っ
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
・
明
治
元
年
）
の
は
じ
め
ご
ろ
、
透

谷
の
父
親
は
小
田
原
藩
士
大
河
内
宇
左
衛
門
の
三
女
・
ユ
キ
と
結
婚
し
、
同
年
末
に
長
男
門
太
郎
が
生
ま

れ
て
い
た
。
妻
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
透
谷
を
残
し
、
単
身
で
上
京
し
、
幕
府
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
昌

平
坂
学
問
所
（
昌
平
黌
）
に
入
学
し
た
。
こ
こ
に
は
、
明
治
四
年
七
月
、
学
校
の
閉
鎖
ま
で
在
籍
し
て
い

た
（
２９
）
。
昌
平
黌
の
起
こ
り
は
幕
府
儒
官
林
羅
山
が
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
冬
、
上
野
忍
岡
の
私
邸

に
孔
子
廟
を
創
建
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
、「
寛
政
異
学
の
禁
」
の
発
令
に
伴
い
、

一
六
〇
余
年
に
わ
た
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
た
林
家
塾
を
捨
て
て
、
幕
府
直
営
の
学
問
所
を
作
っ
た
。
科
目

設
定
か
ら
み
る
と
、
林
家
の
時
代
か
ら
経
学
科
、
歴
史
科
、
詩
文
科
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
に
な
る

と
、
経
学
専
修
を
一
擲
し
、
漢
学
を
教
科
、
法
科
、
文
科
の
三
科
に
分
け
た
。
漢
学
に
関
す
る
教
科
書
使

用
は
漢
学
塾
と
殆
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
『
左
伝
』『
史
記
』
『
文
章
軌
範
』
『
八
家
読
本
』
な
ど
の
よ
う
な
通

用
の
教
科
書
で
あ
る
（
３０
）
。
後
、
透
谷
が
入
塾
し
た
綏
猷
堂
（
３１
）
の
経
営
者
で
あ
っ
た
岡
千
仭
も
昌

平
坂
学
問
所
出
身
で
あ
っ
た
（
３２
）
。「
学
問
吟
味
」
と
「
素
読
吟
味
」
と
い
う
昌
平
坂
学
問
所
の
特
殊
な

試
験
に
合
格
し
、
二
年
間
ぐ
ら
い
在
学
し
た
北
村
快
蔵
の
漢
学
素
養
は
頗
る
高
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
透
谷

の
小
学
校
の
同
窓
で
あ
っ
た
桜
井
明
石
「
透
谷
子
を
追
懐
す
」
中
、
透
谷
の
直
話
で
は
父
親
は
従
来
漢
籍

を
愛
読
し
、「
官
途
か
ら
退
い
た
の
ち
は
従
来
愛
読
し
た
漢
籍
其
他
書
物
と
い
ふ
書
物
は
一
括
し
て
閣
上
に

積
み
置
い
て
、
新
聞
紙
以
外
一
切
読
書
と
い
ふ
こ
と
は
し
な
い
人
」
（
３３
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 
 

後
年
の
研
究
者
・
関
良
一
も
「
透
谷
は
士
族
の
子
弟
と
し
て
漢
籍
と
縁
の
あ
る
育
ち
方
を
し
た
の
で
あ

る
」
（
３４
）
と
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
幼
少
期
、
藩
医
で
あ
っ
た
祖
父
の
膝
下
に
あ
っ
た
と
き
も
、
そ

の
後
父
母
と
同
居
し
て
い
た
と
き
も
、
漢
学
が
常
に
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
想
像
さ
れ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 

学
校 
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明
治
八
年
、
透
谷
は
小
田
原
で
小
学
下
等
八
級
に
入
学
し
た
ら
し
い
。
学
校
が
順
次
、
総
合
改
称
さ
れ

た
た
め
、
啓
蒙
館
、
新
玉
学
校
、
緑
学
校
、
啓
蒙
学
校
の
順
に
学
ぶ
（
３５
）
。
維
新
前
か
ら
小
田
原
に
は

武
士
階
級
の
子
弟
の
学
ぶ
藩
校
集
成
館
が
あ
っ
た
が
、
明
治
二
年
、
校
名
を
文
武
館
と
定
め
、
明
治
五
年

四
月
廃
校
と
な
っ
た
。
こ
の
年
九
月
の
学
制
公
布
に
よ
り
、
文
武
館
の
建
物
・
場
所
が
書
籍
・
教
師
の
一

部
と
も
ど
も
小
田
原
最
初
の
小
学
校
日
新
館
と
な
り
、中
学
校
の
小
田
原
英
学
校
も
と
も
に
開
校
さ
れ
た
。

以
後
さ
ま
ざ
ま
な
廃
立
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
明
治
十
三
年
六
月
か
ら
、
啓
蒙
学
校
（
男
子
）、
幸
学
校
（
女

子
）
の
二
小
学
校
並
立
時
代
が
明
治
二
十
五
年
ま
で
継
続
し
た
（
３６
）
。
明
治
八
年
、
入
学
年
齢
に
な
っ

た
透
谷
は
明
治
五
年
九
月
、
開
校
し
た
「
日
新
館
」
に
入
学
し
た
に
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
明
治
十
四
年

四
月
、
家
族
を
伴
い
、
東
京
に
移
住
す
る
ま
で
、
五
年
間
、
そ
の
学
校
に
学
ん
で
い
た
。
日
新
館
の
教
則

に
よ
る
と
、「
句
讀
」
は
「
午
前
第
九
時
ヨ
リ
第
十
一
時
迄
午
後
第
二
時
ヨ
リ
第
三
時
ト
ス
」
。
内
容
は
『
元

明
史
畧
』
『
清
三
朝
事
畧
』
『
十
八
史
畧
』『
勸
善
訓
蒙
』
『
小
学
』
『
孟
子
』
『
学
庸
』
『
論
語
』『
孝
経
』
な

ど
が
あ
る
。「
講
義
及
質
問
」
は
「
午
前
第
九
時
ヨ
リ
第
十
二
時
迄
午
後
第
二
時
ヨ
リ
第
三
時
ト
ス
」。
内

容
は
『
通
鑑
』
『
詩
経
』
『
左
氏
傳
』
『
史
記
』
な
ど
が
あ
る
（
３７
）
。 

  

透
谷
は
ま
だ
小
学
生
で
あ
っ
た
が
、
様
々
な
漢
文
学
に
接
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（日新館の教則『日本教育史資料』より） 
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明
治
十
四
年
、
家
族
と
一
緒
に
上
京
し
た
透
谷
は
泰
明
小
学
校
に
転
校
し
、
翌
年
一
月
、
泰
明
小
学
校

を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
透
谷
は
岡
千
仭
の
綏
猷
堂
（
明
治
五
年
開
塾
）
に
入
っ
た
（
３８
）
。
綏
猷
堂
と

は
幕
末
・
明
治
時
代
の
漢
学
者
で
あ
っ
た
岡
千
仭
が
、
維
新
後
、
太
政
官
修
史
局
、
東
京
府
等
に
務
め
た

が
ほ
ど
な
く
辞
任
し
、
芝
愛
宕
下
の
旧
仙
台
藩
邸
を
利
用
し
て
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
門
弟
の
教
育
活
動

に
当
た
り
、
原
敬
、
福
本
日
南
、
尾
崎
紅
葉
、
片
山
潜
、
国
分
青
崖
な
ど
多
く
の
偉
人
が
門
を
叩
い
た
、

当
時
著
名
な
漢
学
塾
で
あ
る
。
神
辺
靖
光
の
研
究
に
よ
る
と
、
明
治
初
期
の
漢
学
塾
で
は
、
四
書
五
経
が

漢
学
塾
の
必
修
科
目
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。「
明
治
五
年
・
開
学
願
書
」
中
に
、
教
科
書
が
記

載
さ
れ
て
あ
る
二
十
七
塾
に
は
透
谷
が
在
学
し
た
岡
千
仭
の
綏
猷
堂
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
二
十
七
塾

に
つ
い
て
使
用
教
科
書
を
集
計
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
３９
）
。 

   
 

       

 

こ
の
表
は
二
十
七
塾
の
漢
籍
重
視
の
度
合
い
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
透
谷
は
山
梨
県
南
巨
摩
郡
睦

合
村
南
部
に
あ
っ
た
近
藤
喜
則
経
営
の
基
督
教
主
義
を
加
味
し
た
英
・
漢
・
数
の
私
塾
蒙
軒
学
社
に
入
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
後
年
の
『
透
谷
全
集
』
を
編
集
し
た
勝
本
清
一
郎
が
当
時
、
甲
州
の
蒙
軒
学
社
で
透
谷

と
同
窓
だ
っ
た
尾
島
牧
師
を
訪
ね
、
初
め
て
透
谷
と
出
会
っ
た
風
景
や
蒙
軒
学
社
で
学
ん
だ
も
の
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。「
校
庭
の
一
隅
で
北
村
門
太
郎
と
名
乗
る
少
年
と
相
語
つ
た
春
の
頃
の
山
間

の
季
節
の
光
景
も
、
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
門
太
郎
少
年
は
、
甲
府
と
鰍
沢
の
中
間
の
小
笠
原
村
と
、
相

州
小
田
原
と
両
方
に
家
が
あ
つ
て
、
小
笠
原
村
の
南
部
（
な
ん
ぶ
）
に
来
た
、
と
云
つ
て
い
た
と
云
う
。

當
時
生
徒
は
三
十
五
六
人
で
あ
つ
た
。
み
な
毎
日
の
よ
う
に
唐
詩
と
漢
文
を
作
ら
さ
れ
た
」（
４０
）
。
ち
ょ

う
ど
、
十
六
〜
八
歳
ご
ろ
の
透
谷
に
は
唐
詩
を
沢
山
作
っ
て
い
た
。
後
年
透
谷
の
妻
に
な
っ
た
美
那
子
の

透
谷
と
大
矢
正
夫
に
つ
い
て
の
回
想
は
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
（
４１
）
。
現
存
の
透
谷
の
詩
は
十
六
歳
の

史 経 部
門 

十
八
史
略 

国 
 

語 

史 
 

記 

漢 
 

書 

温 
 

史 

 
 

 

左 
 

伝 

孝 
 

経 

書
名 

一
一 

一
一 

一
〇 

 

八 

 

六 

 
 

一
七 

一
一 

点
数 

日
本
史 

類 集 子 部
門 

国
史
略 

日
本
外
史 

皇
朝
史
略 

 

蒙 
 

求 

文
章
軌
範 

唐
宋
八
家
文 

小 
 

学 

 
書
名 

一
一 

一
一 

 

六 

 

六 

 

七 

 

五 

 

八 

点
数 
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時
の
ガ
ラ
ス
写
真
の
桐
箱
の
蓋
の
表
裏
に
一
首
ず
つ
書
い
た
七
言
絶
句
と
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
の
中

の
七
絶
一
首
、
五
言
と
七
言
と
を
交
互
に
混
え
た
長
詩
一
篇
と
五
七
・
七
五
体
の
短
詩
一
首
で
あ
る
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
、
勝
本
は
「
當
時
の
透
谷
は
ま
だ
日
本
語
の
詩
を
作
り
始
め
る
事
に
は
全
然
目
覺
め
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
何
年
か
の
漢
詩
製
作
時
代
が
あ
つ
た
わ
け
で
あ
つ
た
。
ま
た
後
年
の
日

本
語
の
詩
や
散
文
に
於
い
て
も
漢
文
風
の
漢
字
の
當
て
か
た
は
、
死
の
年
に
至
る
ま
で
透
谷
の
作
品
の
特

色
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
、
ど
こ
か
で
少
年
透
谷
が
漢
詩
漢
文
を
か
な
り
や
ら
さ
れ
た
所
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
」
と
述
て
い
る
（
４２
）
。 

明
治
十
六
年
九
月
、
透
谷
は
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
の
政
治
科
に
入
り
、
「
（
和
漢
文

学
）
の
文
章
規
範
、
八
家
文
、
史
記
」「（
作
文
）
の
和
漢
作
文
」
な
ど
を
多
少
履
修
し
た
と
柳
田
泉
の
「
透

谷
傳
の
一
節
」
に
あ
る
（
４３
）
。『
早
稲
田
文
学
八
十
年
誌
』
に
も
『
半
世
紀
の
早
稲
田
』（
４４
）
に
も
当

時
、
透
谷
が
在
籍
し
た
「
政
治
経
済
学
科
」
の
授
業
科
目
が
次
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

 

学
園
が
開
か
れ
た
当
時
、
経
済
の
缺
乏
や
講
師
の
不
足
な
ど
が
あ
り
、
政
治
経
済
学
科
は
主
と
し
て
、

高
田
早
苗
、
天
野
為
之
、
山
田
一
郎
が
担
当
し
た
。
漢
文
学
の
科
目
の
テ
キ
ス
ト
の
取
り
扱
い
に
関
し
て

は
、
高
田
早
苗
の
『
半
峰
昔
ば
な
し
』
中
の
「
豫
備
門
時
代
の
漢
學
先
生
に
信
夫
恕
軒
先
生
よ
い
ふ
方
が
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居
ら
れ
た
。
こ
の
人
の
『
文
章
規
範
』『
史
記
列
傳
』
の
講
釋
は
我
々
に
頗
る
利
益
を
與
へ
た
。
私
の
少
々

計
り
持
つ
て
居
る
漢
文
趣
味
は
、
信
夫
先
生
の
賜
と
言
つ
て
も
然
る
べ
し
と
思
ふ
」
（
４５
）
と
い
う
一
節

に
そ
の
一
端
が
窺
え
る
。し
か
し
、
東
京
専
門
学
校
に
入
塾
し
た
透
谷
は
授
業
に
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
が
、

図
書
室
で
政
治
学
、
社
会
学
、
歴
史
の
英
書
、
和
漢
書
を
読
み
漁
っ
た
ら
し
い
。「
生
は
常
に
学
問
の
仕
方

は
自
ら
脩
め
自
ら
窮
む
る
禅
宗
臭
い
説
を
持
ち
居
け
り
、
左
れ
ば
、
学
校
に
在
り
て
も
教
科
書
を
し
ら
べ

ん
よ
り
は
数
多
の
書
史
に
渉
獵
す
る
こ
そ
面
白
し
と
、
日
々
書
籍
室
に
入
り
て
漸
く
鬱
を
慰
め
居
け
り
」

（
４６
）
と
あ
る
。
こ
の
時
期
の
透
谷
の
読
書
範
囲
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
楠
公
三
代
記
、
漢
楚
軍
談
、
三
国

志
等
」
の
英
雄
小
説
の
レ
ベ
ル
の
枠
を
越
え
出
て
、
伝
習
録
、
韓
非
子
、
荘
子
な
ど
の
中
国
の
思
想
家
の

本
に
ま
で
も
及
ん
だ
。 

 

三 

友
人 

 

明
治
十
四
年
、
上
京
し
、
後
、
自
由
民
権
運
動
に
投
身
し
た
透
谷
は
、
明
治
十
五
年
秋
か
ら
明
治
十
六

年
春
に
か
け
て
五
歳
年
長
の
大
矢
正
夫
を
知
り
、
の
ち
大
矢
を
通
し
て
、
川
口
村
の
民
権
老
政
客
の
秋
山

国
三
郎
を
知
っ
た
。
大
矢
正
夫
と
秋
山
国
三
郎
は
民
権
家
の
中
で
透
谷
が
も
っ
と
も
親
交
を
結
び
、
生
涯

忘
れ
難
い
記
憶
を
抱
く
に
い
た
っ
た
二
人
の
人
間
で
あ
る
。
後
年
の
「
三
日
幻
境
」（
『
白
表
・
女
學
雑
誌
』

第
三
二
五
号
、
三
二
七
号
、
明
治
二
十
五
年
八
月
三
十
日
、
九
月
十
日
）
に
は
透
谷
の
気
質
、
心
情
、「
疎

狂
」
を
よ
く
理
解
し
、
温
か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
た
蒼
海
・
大
矢
正
夫
と
竜
子
・
秋
山
国
三
郎
と
一
緒
に

過
ご
し
た
時
期
へ
の
回
想
が
あ
る
。
「
は
じ
め
て
こ
の
幻
鏡
に
入
り
し
時
、
蒼
海
は
一
田
家
に
寄
寓
せ
り
、

再
び
往
き
し
時
に
、
彼
は
一
畸
人
の
家
に
寓
せ
り
、
我
を
駐
め
て
共
に
居
ら
し
め
、
我
を
酔
は
し
む
る
に

濁
酒
あ
り
（
中
略
）
我
を
し
て
我
疎
狂
を
知
る
は
獨
り
彼
の
み
、
と
の
歎
を
発
せ
し
め
ぬ
。
お
も
む
ろ
に

庭
樹
を
瞰
め
て
奇
句
を
吐
か
ん
と
す
る
も
の
は
此
家
の
老
畸
人
、
剣
を
撫
し
時
事
を
慨
ふ
る
も
の
は
蒼
海
、

天
を
仰
ぎ
流
星
を
数
ふ
る
も
の
は
我
れ
、
こ
の
三
箇
一
室
に
同
臥
同
起
し
て
、
玉
兎
幾
度
か
罅
け
、
幾
度

か
満
ち
し
」
と
い
う
記
述
が
そ
れ
で
あ
る
。
色
川
大
吉
の
研
究
に
よ
る
と
、
透
谷
が
川
口
村
に
最
初
に
入

っ
た
の
は
明
治
十
七
年
七
月
二
十
四
日
で
、
大
矢
正
夫
が
秋
山
（
梅
太
郎
か
）
家
に
寄
寓
し
て
い
た
。
二

度
目
に
入
っ
た
の
は
明
治
十
七
年
十
一
月
で
、
大
矢
正
夫
が
隣
家
の
秋
山
国
三
郎
家
に
寄
寓
し
て
い
た
。

三
度
目
に
行
っ
た
の
は
明
治
十
八
年
十
月
で
、
大
矢
正
夫
に
別
れ
を
告
げ
に
い
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う

と
色
川
は
指
摘
し
て
い
る
（
４７
）
。
特
に
二
回
目
（
明
治
十
七
年
十
一
月
十
五
日
）
は
「
透
谷
が
公
歴
ら

の
読
書
会
に
姿
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
後
か
、
透
谷
、
上
川
口
村
に
大
矢
を
訪
ね
、
秋
山
国
三
郎
宅
で
翌
年

春
ご
ろ
ま
で
起
居
を
共
に
す
る
」
（
４８
）
。
「
透
谷
の
一
番
心
を
開
い
て
行
っ
て
居
ま
し
た
友
人
は
大
矢
正
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夫
さ
ん
と
い
う
方
で
し
た
」
（
４９
）
と
美
那
子
の
回
想
に
あ
る
通
り
、
当
時
の
透
谷
に
は
大
矢
正
夫
が
一

番
親
し
か
っ
た
友
人
で
あ
る
。
大
矢
正
夫
の
漢
学
の
知
識
に
つ
い
て
は
、
彼
の
自
筆
し
た
『
大
矢
正
夫
自

徐
傳
』
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
「
恩
師
に
し
て
救
命
の
主
」
だ
と
さ
れ
る
相
摸
原
の
開
拓
の
祖
の
長
男
孝
之

助
か
ら
授
け
ら
れ
た
。
彼
は
「
毎
夕
正
夫
の
為
に
漢
籍
を
講
授
し
、
詩
文
を
訓
解
す
る
を
以
て
、
唯
一
の

楽
と
為
す
」
と
回
想
し
て
い
る
（
５０
）。
後
年
、
獄
中
で
の
大
矢
は
数
百
首
の
漢
詩
を
制
作
し
て
い
る
（
５１
）

こ
と
か
ら
、
大
矢
の
漢
学
の
知
識
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
後
年
の
透
谷
の
妻
・
美
那
子
の
回

想
に
も
「
其
の
頃
（
大
矢
正
夫
と
交
友
し
て
い
た
頃
―
―
引
用
者
注
）
は
漢
詩
を
作
つ
た
何
ん
で
も
大
矢

さ
ん
の
話
に
依
る
と
一
ヶ
月
に
三
千
首
も
作
る
。
而
も
奇
妙
な
詩
句
を
並
べ
て
あ
る
の
で
大
矢
さ
ん
に
は

判
ら
な
か
つ
た
「
お
い
北
村
之
れ
は
何
だ
、
ち
つ
と
も
判
ら
な
い
ぢ
や
な
い
か
と
云
は
れ
る
と
「
も
う
少

し
勉
強
す
る
さ
」
と
済
し
た
も
の
で
す
」
と
あ
る
。
漢
詩
を
書
く
傾
向
で
友
人
た
ち
に
「
筆
の
虫
」
と
言

わ
れ
、
後
に
到
る
ま
で
激
し
か
っ
た
と
美
那
子
が
回
想
し
て
い
る
（
５２
）
。
透
谷
に
と
っ
て
は
大
矢
と
の

漢
詩
の
競
作
の
時
期
は
非
常
に
愉
快
な
時
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

明
治
十
六
年
九
月
一
日
と
二
日
に
透
谷
は
東
京
専
門
学
校
の
入
学
試
験
を
受
け
て
同
七
日
に
政
治
科
に

入
学
し
た
。
翌
年
の
七
月
二
十
六
日
、
宮
崎
湖
處
子
が
東
京
専
門
学
校
政
治
経
済
学
科
に
入
学
、
夏
に
透

谷
と
相
知
る
。
そ
の
後
、
透
谷
は
自
由
民
権
運
動
に
身
を
投
じ
、
一
時
期
退
学
し
、
明
治
十
八
年
九
月
十

六
日
東
京
専
門
学
校
に
再
入
学
し
た
。
今
度
は
新
設
の
専
修
英
学
科
で
あ
っ
た
。
「
明
治
十
九
年
末
ま
で
、

と
に
か
く
東
京
専
門
学
校
に
籍
だ
け
あ
っ
た
ら
し
い
」
（
５３
）
の
で
、
前
後
少
な
く
と
も
二
年
間
、
湖
處

子
と
同
窓
で
あ
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
陶
淵
明
を
愛
読
し
、
中
国
古
典
文
学
へ
の
深
い
知
識
を
持
っ

て
い
る
湖
處
子
と
交
友
し
た
透
谷
は
中
国
古
典
文
学
に
関
し
て
、
好
き
な
作
家
や
作
品
な
ど
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
語
り
合
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 

四 

自
作
の
漢
詩 

明
治
二
十
年
八
月
十
八
日
の
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）
」
に
は
、
少
年
期
以
来
、

透
谷
を
と
ら
え
た
「
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
」
の
歴
史
が
告
白
さ
れ
て
い
る
。「
此
時
の
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
は
前
日
の

其
れ
と
は
全
く
別
物
に
し
て
、
名
利
を
貧
ら
ん
と
す
る
の
念
慮
は
全
く
消
え
憐
む
可
き
東
洋
の
哀
運
を
恢

復
す
可
き
一
個
の
大
政
治
家
と
な
り
て
己
れ
の
一
身
を
苦
し
め
萬
民
の
為
め
に
大
に
計
る
所
あ
ら
ん
と
熱

心
に
企
て
起
し
け
り
」。
こ
れ
が
明
治
十
七
年
の
、
も
っ
と
も
激
し
く
燃
え
盛
っ
た
「
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
」
の

姿
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
前
の
明
治
十
六
年
、
つ
ま
り
透
谷
の
数
え
年
十
六
歳
の
時
、
自
分
の
肖
像
写
真
の

桐
箱
の
蓋
の
表
裏
に
一
首
ず
つ
書
い
た
最
初
の
漢
詩
文
計
二
首
が
記
さ
れ
て
い
る
（
５４
）
。 
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世
途
困
難
復
奚
疑 

 

世
途
困
難 

ま
た
奚
ぞ
疑
わ
ん 

志
存
濟
時
望
不
覊 

 

志
は
濟
時
に
存
す
る
も
不
覊
を
望
む 

三
寸
筐
裡
蓄
眞
影 

 

三
寸
の
筐
裡 

眞
影
を
蓄
う 

何
論
青
史
姓
名
垂 

 

何
ぞ
青
史
に
姓
名
垂
る
を
論
ぜ
ん 

 

自
笑
身
世
一
蜉
蝣 

 

自
ら
笑
う 

身
と
世
は
一
蜉
蝣 

生
死
窮
榮
何
必
憂 

 

生
死
窮
榮 
何
ぞ
必
ず
し
も
憂
え
ん 

區
々
丹
心
堅
鐡
石 

 

區
々
た
る
丹
心 
堅
き
こ
と
鐡
石
の
ご
と
し 

 

一
鞭
又
足
振
神
州 

 

一
鞭 

又
た
神
州
を
振
う
に
足
ら
ん 

 

勝
本
清
一
郎
の
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
の
「
解
説
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
政
治
少
年
の
意
気
込
み
」
を
見

せ
る
作
品
で
あ
る
。「
世
途
困
難
」
へ
の
自
覚
、「
不
覊
」
を
望
む
気
持
ち
、
政
治
的
理
想
に
托
し
た
夢
に
、

当
時
の
透
谷
の
「
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
」
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
目
の
漢
詩
の
起
句
「
自
笑
身
世

一
蜉
蝣
」
は
「
間
接
に
は
『
荘
子
』
に
、
直
接
に
は
蘇
軾
の
「
前
赤
壁
賦
」
の
「
寄
蜉
蝣
於
天
地 

渺
蒼

海
一
粟
」
に
も
と
づ
い
た
発
想
で
あ
ろ
う
」
（
５５
）
と
関
良
一
が
指
摘
し
て
い
る
。 

ま
た
、
明
治
十
八
年
の
紀
行
文
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
の
中
に
五
言
と
七
言
を
交
互
に
組
み
合
わ
せ

た
変
体
的
な
漢
詩
が
三
首
あ
る
。
最
初
の
も
の
は
甲
洲
路
を
吉
野
宿
に
着
い
て
、
午
飯
を
済
ま
し
、
一
休

み
し
た
と
き
に
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。「
鈴
木
屋
と
な
む
、
云
へ
る
旅
亭
に
入
り
て
、
午
飯
を
済
ま
し
、

余
り
熱
さ
の
劇
し
く
て
、
健
康
の
考
も
あ
れ
バ
、
し
ば
し
此
家
の
奥
室
に
、
眠
を
貪
る
事
と
し
ぬ
、
や
が

て
、
二
時
頃
と
も
覚
ゆ
る
頃
、
崖
下
千
仭
の
底
よ
り
吹
き
上
る
、
冷
風
に
眼
を
覚
ま
し
、
紙
を
探
し
て
唐

歌
を
」
に
続
い
て
次
の
七
言
絶
句
が
来
る
。 

 
 
 
 
 
 

勝
景
堪
洗
世
俗
縁 

 

勝
景
洗
う
に
堪
え
る 

世
俗
の
縁 

 

却
向
崖
底
呼
神
仙 

 

却
て
崖
底
に
向
っ
て
神
仙
を
呼
ぶ 

 

酒
杯
元
是
歸
塵
事 

 

酒
杯
も
と
是
れ
塵
事
に
歸
す 

 

静
促
凉
風
笑
仰
天 

 

静
か
に
凉
風
を
促
し
て
仰
天
を
仰
い
で
笑
う 

 

二
つ
目
は
富
士
山
の
八
合
目
の
茶
屋
に
泊
り
、
明
け
方
四
時
頃
起
き
て
、
外
に
出
た
時
の
霊
山
の
情
景

に
感
ず
る
と
こ
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
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四
望
意
氣
豪 

 
 
 

四
望
す
れ
ば
意
氣
豪
な
り 

山
是
不
高
氣
是
高 

 

山
是
れ
高
か
ら
ず
氣
是
れ
高
し 

仰
天
有
崖
地
亦
狭 

 

天
を
仰
げ
ば
崖
有
り
地
ま
た
狭
し 

心
淵
獨
淘
々 

 
 
 

心
淵 

獨
り
淘
々
た
り 

代
枕
好
有
月 

 
 
 

枕
に
代
わ
る
月
有
る
を
好
む 

入
夢
枕
上
神
出
沒 

 

夢
に
入
り
枕
上
に
神
出
沒
す 

面
是
如
月
容
如
花 

 

面
は
是
れ
月
の
如
く
容
は
花
の
如
し 

向
我
將
何
曰 

 
 
 

我
に
向
い
て
將
に
何
を
か
曰
わ
む
と
す 

問
我
何
國
人 

 
 
 

我
に
問
う 

何
れ
の
國
の
人
ぞ 

道
是
男
児
國
之
民 

 

道
う 

是
れ
男
児
の
國
の
民
な
り 

男
児
國
今
在
何
處 

 

男
児
の
國
今
何
處
に
在
り
や 

不
見
地
球
濱 

 
 
 

地
球
の
濱
に
見
え
ず 

是
在
地
球
外 

 
 
 

是
れ
地
球
の
外
に
在
り 

皇
々
明
光
無
汚
穢 

 

皇
々
た
る
明
光 

汚
穢
な
し 

不
能
知
是
人
與
神 

 

是
れ
人
と
神
と
知
る
能
わ
ず 

男
児
最
可
尚 

 
 
 

男
児 

最
も
尚
ぶ
べ
し 

神
問
男
児
仙 

 
 
 

神 

男
児
の
仙
に
問
う 

如
今
營
宮
有
何
邊 

 

如
今 

營
宮
（
す
ま
い
）
何
邊
に
有
る
や 

則
應
雲
間
東
方
國 

 

則
ち
應
う 

雲
間
東
方
の
國
と 

伴
神
共
降
天 

 
 
 

神
を
伴
い
共
に
天
を
降
り
る 

萬
里
駕
雲
隊 

 
 
 

萬
里
雲
に
駕
し
隊
つ 

飄
蕩
蹈
踄
南
又
北 

 

飄
蕩
と
し
て
蹈
踄
す
南
又
た
北 

遙
得
我
國
瞥
一
視 

 

遙
か
に
我
が
國
を
瞥
一
視
し
得
て 

嘲
容
見
神
態 

 
 
 

嘲
容 

神
態
に
見
る
わ
る 

當
年
氣
不
盈 

 
 
 

當
年 

氣
盈
た
ず 

男
児
心
膓
追
日
輕 

 

男
児
の
心
膓
日
を
追
て
輕
し 

美
酒
為
池
悉
沈
醉 

 

美
酒
池
を
為
し
悉
く
沈
醉
す 

我
獨
咄
一
驚 

 
 
 

我
獨
り
咄 

一
驚
す 

神
則
整
奇
薬 

 
 
 

神
則
ち
奇
薬
を
整
う
れ
ば 
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醉
漢
比
起
交
雄
躍 

 

醉
漢 

比
び
起
ち
て
交
雄
躍
す 

此
薬
能
振
男
児
心 

 

此
の
薬 

能
く
男
児
の
心
を
振
い 

使
胸
中
綽
々 

 
 
 

胸
中
を
し
て
綽
々
た
ら
し
む 

夢
乎
也
惘
々 

 
 
 

夢
乎
ま
た
惘
々 

身
在
蓬
莱
高
嶽
上 

 

身
は
蓬
莱
高
嶽
上
に
在
り 

不
得
奇
薬
我
常
惱 

 
奇
薬
を
得
ず
我
常
に
惱
み 

尚
恃
五
尺
杖 

 
 
 

尚
お
五
尺
の
杖
を
恃
む 

 

こ
の
詩
は
、
五
言
七
言
交
錯
体
三
十
六
句
の
変
型
長
詩
で
、
蓬
莱
山
に
登
っ
て
夢
に
女
神
に
会
い
、
曇

を
踏
ん
で
と
も
に
東
方
の
男
児
の
国
を
眺
め
る
と
、
そ
の
国
人
た
ち
は
こ
と
ご
と
く
美
酒
に
沈
酔
し
て
い

た
。
そ
こ
で
神
が
奇
薬
を
整
え
（
彼
ら
に
与
え
）
る
と
、
酔
漢
た
ち
が
起
き
上
が
っ
て
雄
躍
し
た
。
さ
て
、

夢
が
さ
め
て
見
る
と
、
わ
が
身
は
蓬
莱
山
の
上
に
お
り
、
奇
薬
を
得
ず
悩
ん
で
い
る
が
、
な
お
五
尺
の
杖

を
恃
み
と
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
入
夢
枕
上
神
出
沒 

面
是
如
月
容
如
花
」
と
い
う
詩
句
に
つ
い
て

関
良
一
は
「
東
洋
的
な
神
仙
思
想
の
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
幻
想
的
な
作
品
で
あ
る
」
と
評
し
、
さ
ら
に
「
不

見
地
球
濱
」「
萬
里
駕
雲
隊 

飄
蕩
蹈
踄
南
又
北
」
等
の
表
現
は
「
神
女
と
と
も
に
曇
間
よ
り
下
界
を
見
る

と
い
う
構
案
は
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
を
連
想
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
５６
）
。
こ
の
時
期
の
透
谷
の

漢
詩
に
対
し
は
、「
十
六
歳
の
少
年
に
し
て
は
よ
く
こ
れ
だ
け
の
漢
語
を
並
べ
た
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

当
時
の
明
治
の
青
年
た
ち
の
漢
詩
熱
に
よ
る
濫
作
ぶ
り
を
思
え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
」

（
５７
）
、
あ
る
い
は
「
志
士
的
慷
慨
の
述
志
に
よ
く
あ
る
常
套
的
表
現
」
「
透
谷
の
漢
詩
は
う
ま
く
な
い
。

独
創
的
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
」
（
５８
）
と
い
っ
た
評
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
志
士
の
慷
慨
を

歌
う
こ
と
を
中
心
と
す
る
こ
の
詩
は
硬
い
激
昂
な
口
調
で
歌
う
こ
と
を
避
け
、
代
わ
り
に
女
神
の
出
沒
、

男
児
国
な
ど
の
よ
う
な
神
秘
的
な
雰
囲
気
と
結
び
つ
け
て
い
る
と
い
う
点
は
、
透
谷
の
独
創
な
作
り
方
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
神
女
と
と
も
に
曇
間
よ
り
下
界
を
見
る
と
い
う
発
想
は
白
居
易
の
『
長
恨
歌
』
を
連

想
さ
せ
、
「
男
児
國
」
と
い
う
発
想
は
『
西
遊
記
』
の
「
女
児
国
」
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
「
東
女
国
」（『
旧
唐

書
』
と
『
新
唐
書
』
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
）
を
想
起
さ
せ
る
。 

 

最
後
に
、
富
士
山
の
頂
上
で
、
透
谷
は
も
う
一
篇
の
漢
詩
を
作
っ
て
い
る
。 

 

自
驚
天
地
大 

 
 
 

自
ら
驚
く 

天
地
大
な
り 

 

恍
視
山
川
一
様
清 

 

恍
と
し
て
山
川
を
視
れ
ば
一
様
に
清
し 
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感
情
出
憶
外 

 
 
 

感
情 

憶
外
に
出
る 

 
悠
然
下
瞰
白
雲
行  

  

悠
然
と
し
て
下
瞰
す 

白
雲
の
行
く
を 

 

「
悠
然
」
と
い
う
言
葉
は
陶
淵
明
が
よ
く
使
う
言
葉
で
あ
る
。 

ま
た
、
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
に
は
、
「
支
那
の
詩
に
も
昔
か
ら
糸
場
の
少
女
の
や
さ
し
さ
を
筆
に
な

し
つ
る
記
憶
も
あ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
透
谷
が
機
織
女
に
心
を
ひ
か
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。

そ
の
「
支
那
の
詩
」
と
は
織
女
を
詠
ん
だ
李
白
の
『
烏
夜
啼
』
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
関
良
一
が
指
摘
し

て
い
る
（
５９
）
。 
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第
二
節 

透
谷
の
著
作
中
の
中
国
古
典
に
関
わ
る
人
物 

 
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
二
日
、
「
透
谷
子
漫
録
摘
集
」
に 

 

「
楊
貴
妃
」
わ
れ
支
那
歴
史
的
エ
ピ
ッ
ク
又
は
ド
ラ
マ
を
作
り
て
白
楽
天
を
泣
か
し
む
べ
し 

 と
透
谷
が
白
楽
天
の
「
楊
貴
妃
」
に
関
す
る
中
国
古
典
の
故
事
を
ま
ね
、
さ
ら
に
越
え
よ
う
と
す
る
姿
が

読
み
取
れ
る
。「
白
楽
天
」
は
透
谷
の
著
作
に
最
初
に
言
及
さ
れ
る
始
め
て
触
れ
た
中
国
古
典
の
人
物
で
あ

る
。
翌
年
の
五
月
に
自
費
で
出
版
し
た
「
蓬
莱
曲
」
に
登
場
す
る
「
仙
姫
」
と
い
う
仙
女
の
造
り
方
は
、

白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
関
連
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
並
ぶ
傑
作
で
あ
る
『
琵
琶

行
』
と
の
類
似
点
も
指
摘
さ
れ
る
（
６０
）
。「
蓬
莱
曲
」
に
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
お
よ
び
『
琵
琶
行
』
か

ら
引
用
し
た
箇
所
が
七
つ
あ
る
（
詳
細
は
第
二
章
第
二
節
）
。 

明
治
二
十
五
、
六
の
二
年
間
、
透
谷
が
き
わ
め
て
精
力
的
に
多
く
の
評
論
を
書
い
た
こ
と
か
ら
窺
え
る

よ
う
に
、
彼
は
社
会
に
対
し
て
敏
感
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
五
年
の
七
月
二
日
か
ら
三
十
日

ま
で
『
女
学
雑
誌
』（
第
三
三
二
〜
三
三
四
号
）
に
相
次
い
で
「
幕
府
時
代
の
平
民
的
理
想
（
七
月
二
日
）、

「
徳
川
氏
時
代
の
平
民
的
理
想
」
（
七
月
十
六
日
）
、
「
徳
川
時
代
平
民
的
理
想
」
（
七
月
三
十
日
）
の
三
篇

を
（
第
一
）（
第
二
）（
第
三
）
と
し
て
発
表
し
た
。（
第
一
）
の
冒
頭
で
は
焉
馬
、
三
馬
、
源
内
、
一
九
な

ど
の
著
作
に
一
種
の
平
民
的
虚
無
思
想
が
潜
ん
で
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
自
由
は
人
間
天
賦
の
霊
性
の

一
な
り
。
極
め
て
自
然
な
る
願
欲
の
一
」
で
あ
り
、「
徳
川
氏
末
世
の
平
民
」
も
自
由
を
求
め
よ
う
と
し
た

が
、
自
由
を
求
め
る
煩
悶
を
味
わ
い
、
そ
の
苦
痛
に
耐
え
が
た
か
っ
た
た
め
、「
権
勢
家
の
剛
愎
に
し
て
暴

慢
な
る
抑
制
を
離
れ
て
別
に
一
種
の
思
想
境
を
造
」
っ
て
そ
こ
に
自
足
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
一
種
の
「
平

民
的
虚
無
思
想
」
な
の
だ
と
し
て
い
る
。（
第
二
）
で
は
、
星
野
天
知
の
「
侠
客
論
」
を
枕
と
し
て
、
徳
川

時
代
に
平
民
の
理
想
と
な
っ
た
の
は
「
侠
」
と
「
粋
」
で
あ
っ
た
と
し
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。 

 

至
粹

E

し

す

ゐ

A

は
極
致
の
翼
に
し
て
、
天
地
に
充
滿
す
る
一
種
の
精
氣
な
り
。（
中
略
）
至
粋
の

AE

降

E

く

だ

A

る
と
こ
ろ
、

臨
む
と
こ
ろ
、
時
代
之
を
受
け
て
其
時
代
の
理
想
を
造
り
、
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
も
の
之
を
己
が
理

想
の
中
心
と
な
す
。
自
由
を
熱
望
す
る
時
代
に
は
至
粹
は
自
由
の
氣
と
な
り
て
、
ウ
ィ
リ
ヤ
ム
・
テ
ル

の
如
き
代
表
者
の
上
に
不
朽
な
る
氣
禀
を
あ
ら
は
し
、
忠
節
に

AE

凝

E

こ

A

れ
る
時
代
に
は
楠
公
の
如
き
、
は

た
岳
飛
、
張
巡
の
徒
の
如
き
、
忠
義
の
精
氣
に
盈
ち
た
る
歴
史
的
の
人
物
を
生
ず
る
に
至
る
な
り
。 
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と
透
谷
は
「
岳
飛
、
張
巡
」
を
挙
げ
、「
至
粋
」
と
は
何
か
を
説
明
す
る
。
七
月
十
日
に
発
表
さ
れ
た
「
徳

川
氏
時
代
の
平
民
的
理
想
」（
三
）
」
に
は
「
史
記
」、「
韓
非
子
」
、「
老
子
」
、
と
い
う
中
国
古
典
書
籍
や
人

物
の
名
前
が
見
え
る
。（
第
三
）
の
前
半
部
で
、
元
禄
文
学
を
「
我
邦
に
挙
げ
ら
れ
た
る
平
民
の
声
」
と
し

た
時
点
で
、「
我
邦
の
生
命
」
す
な
わ
ち
、
民
衆
の
自
由
な
精
神
が
形
成
し
た
思
想
の
存
在
を
確
認
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
後
半
で
は
、
平
民
は
も
と
よ
り
劣
等
の
種
類
で
は
な
く
、「
社
界
の
大
傾
向
な
る
共
和
的
思

想
は
斯
か
る
抑
圧
の
間
に
も
」
自
然
に
発
達
し
て
い
た
と
主
張
し
、
再
び
「
粋
」
と
「
侠
」
に
か
か
わ
る

平
民
的
理
想
が
尋
ね
ら
れ
て
い
る
。 

 

支
那
の
大
歴
史
家
同
じ
く
「
遊
俠
傳
」
な
る
一
小
篇
を
の
こ
し
て
曰
へ
る
こ
と
あ
り
。
今
游
侠
、
其

行
雖
レ

不
レ

軌
二

於
正
義
一

、
然
其
言
必
信
、
其
行
必
果
、
已
諾
必
誠
、
不
レ

愛
二

其
軀
一

、
赴
二

士
之
阨
困
一

、

既
已
存
亡
死
生
矣
、
而
不
レ

矜
二

其
能
一

、
羞
レ

伐
二

其
徳
一

、
蓋
亦
有
二

足
レ

多
者
一

。 

韓
非
子
の
俠
を
論
ず
る
の
語
に
曰
く
、
儒
以
レ

文
亂
レ

法
、
俠
以
レ

武
犯
レ

禁
。
老
子
は
俠
を
談
じ
て
、

大
道
廃
有
二

仁
義
一

、
仁
義
者
道
之
異
稱
也
、
而
有
二

似
而
非
者
一

。
と
曰
ふ
に
對
し
て
、
馬
琴
は
、
夫
俠

之
為
レ

言
、
彊
也
持
也
、
輕
レ

生
高
レ

氣
、
排
レ

難
解
レ

紛
、
孔
子
所
謂
、
殺
レ

身
成
レ

仁
者
是
已
。
と
言
へ

り
。 

 

馬
琴
の
「
侠
客
伝
」
の
序
（
６１
）
か
ら
『
史
記
・
遊
侠
列
伝
六
十
四
』
、
韓
非
子
『
五
蠹
第
四
十
九
』
、

『
老
子
俗
薄
第
十
八
』、
孔
子
『
論
語
衛
霊
公
第
十
五
』
の
中
の
「
侠
」
に
つ
い
て
の
言
説
が
孫
引
き
さ
れ

て
い
る
。 

二
ヵ
月
後
の
『
平
和
』
第
六
号
の
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」（
明
治
二
十
五
年
九
月
十
五
日
）
で
は
、「
こ

こ
ろ
」
の
現
象
の
存
在
論
的
究
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
は
、
自
己
を
説
明
す
る
こ
と
、
自
ら
何

も
の
で
あ
る
か
を
証
明
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
、
人
間
を
「
常
久
不
滅
の
霊
」
を

も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
欧
の
思
想
の
変
遷
が
辿
ら
れ
、
変
遷
を
貫
く
一
条
の
弦
は
「
心

を
以
て
基
礎
と
す
る
思
想
及
び
信
仰
」で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、「
心
こ
そ
凡
て
の
も
の
を
涵
す
る
止
水
な
れ
」

と
、
迷
い
も
悟
り
も
、
殺
す
も
仁
も
、
愛
も
非
愛
も
、
そ
の
根
底
は
心
に
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
心

は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。 

 

基
督
教
に
於
て
心
を
重
ん
ず
る
事

斯か

く

の
如
し
。
唯
だ
夫
れ
老
莊
の
、
心
を
以
て
太
虚
と
な
し
、
こ

の
太
虚
こ
そ
眞
理
の
形
象
な
り
と
認
む
る
如
き
、
又
は
陽
明
派
の
良
知
良
能
、
禪
僧
の
心
は
宇
宙
の
至

粹
に
し
て
心
と
眞
理
と

殆
ほ
と
ん
ど

一
躰
視
す
る
が
如
き
は
、
基
督
教
の
心
を
備
へ
た
る

後の

ち

に
眞
理
を
迎
ふ
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る
も
の
と
同
一
視
す
べ
か
ら
ず
。 

 
津
田
洋
行
は
「
透
谷
の
い
う
「
心
」
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
と
か
な
り
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
」
と
し
、
「
透
谷
に
お
け
る
心
は
よ
り
〈
東
洋
的
〉
で
あ
」
り
、
「
透
谷
の
「
心
」
の
構
造
的
把
握

は
陽
明
の
心
観
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
津
田
に
よ
れ

ば
、「
彼
が
無
意
識
に
書
い
て
い
る
と
自
然
に
そ
の
よ
う
な
発
想
に
傾
く
の
で
あ
り
」、「
キ
リ
ス
ト
教
は
彼

に
あ
っ
て
は
意
識
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
識
下
に
老
荘
的
、
禅
的
、
そ
し
て
陽
明
学
的
な
も
の
が
思

考
の
エ
ト
ス
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
（
６２
）
。 

明
治
二
十
五
年
十
一
月
五
日
に
「
鬼
心
非
鬼
心
（
実
聞
）
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
が
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』

第
三
三
一
号
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
最
後
に
、 

 

昨
夜
は
淵
明
が
食
を
乞
ふ
の
詩
を
讀
み
て
、
其
清
節
の
高
き
に
服
し
、
今
夜
は
惨
憺
た
る
実
聞
を
も

の
し
て
、
思
は
ず
袖
を
濕
ら
し
け
り
。 

 

こ
こ
に
は
餓
え
を
め
ぐ
っ
て
、
陶
淵
明
の
清
節
に
感
動
し
た
透
谷
の
姿
が
見
え
る
。
半
月
後
の
「
ゆ
き

だ
ふ
れ
」（『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
三
二
号
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
）
に
も
、
半
年
後
の
「
客

居
偶
録
」
（『
評
論
』
第
九
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
）
に
も
、
陶
淵
明
の
名
前
が
何
回
も
引
用
さ
れ
て
い

る
（
第
二
章
第
三
節
で
詳
細
に
論
述
）。
さ
ら
に
透
谷
の
縊
死
の
一
ヶ
月
前
、
つ
ま
り
明
治
二
十
七
年
四
月

に
民
友
社
で
出
版
さ
れ
た
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
に
は
、
第
一
章
で
は
「
エ
マ
ル
ソ
ン
小
傳
」
と
題
し
て
エ
マ

ー
ソ
ン
の
生
涯
の
足
跡
が
述
べ
ら
れ
、
第
二
章
か
ら
第
五
章
に
は
、「
自
然
論
」「
報
酬
論
」「
自
信
論
」「
英

雄
論
」
に
分
け
て
、
作
品
の
内
容
に
即
し
て
叙
述
・
解
説
さ
れ
て
い
る
。
第
六
章
で
は
、「
エ
マ
ル
ソ
ン
小

論
」
と
し
て
、
七
つ
の
観
点
か
ら
エ
マ
ー
ソ
ン
に
対
す
る
見
解
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
六
章
の
「
エ

マ
ル
ソ
ン
小
論
」
の
「
其
二 

彼
は
詩
人
な
り
や
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

余
が
エ
マ
ル
ソ
ン
に
對
す
る
尊
敬
は
、
彼
の
論
文
に
あ
り
て
、
彼
の
詩
に
あ
ら
ざ
る
を
。
余
は
彼
の

詩
の

恬て

ん

寂せ

き

を
愛
せ
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
余
は
王
陽
明
を
詩
人
と
し
て
取
る
能
は
ざ
る
が
如

く
、
彼
を
詩
人
と
し
て
崇
拝
す
る
こ
と
能
は
ず
。 

 

透
谷
は
エ
マ
ー
ソ
ン
を
王
陽
明
と
比
較
し
た
上
で
、
エ
マ
ー
ソ
ン
へ
の
尊
敬
は
彼
の
詩
で
は
な
く
、
彼

の
論
文
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。 
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「
其
四 

エ
マ
ル
ソ
ン
の
地
位
」
に
は
エ
マ
ー
ソ
ン
を
王
陽
明
と
陶
淵
明
と
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
文
が

見
え
る
。 

 

彼
（
エ
マ
ー
ソ
ン
―
―
引
用
者
注
）
は
王
陽
明
の
思
辯
を
以
て
、
陶
淵
明
の
幽
寂
に
身
を
置
け
り
。 

 

「
其
五 

エ
マ
ル
ソ
ン
の
自
然
教
」
で
は
透
谷
は
宮
崎
湖
處
子
の
「
ヲ
ル
ヅ
ヲ
ル
ス
」（
『
十
二
文
豪
叢

書
』
民
友
社
、
明
治
二
十
六
年
六
月
）
と
い
う
著
作
に
注
目
し
、「
ウ
ォ
ー
ヅ
ウ
オ
ル
ス
と
淵
明
の
比
較
論

は
、
湖
處
子
の
技
倆
を
以
て
始
め
て
之
を
為
す
べ
し
、
東
西
精
神
の
相
異
な
れ
る
、
其
第
一
元
因
に
於
て

己
に
相
背
馳
せ
り
、
其
の
諸
種
の
成
果
を
取
つ
て
之
を
比
論
す
る
は
、
余
に
於
て
成
し
得
べ
か
ら
ざ
る
と

こ
ろ
、
之
を
以
て
余
は
余
の
主
人
公
の
人
物
と
東
洋
の
或
る
人
物
と
の
比
較
は
之
を
後
の
學
者
に
殘
し
て

置
く
こ
と
ゝ
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
、「
或
邊
に
於
て
は
、
彼
は
淵
明
に
似
た
り
と
も
云
ふ
べ
し
、
或

邊
に
於
て
は
彼
は
陽
明
に
似
た
り
と
も
い
ふ
べ
し
、
或
邊
に
於
て
は
、
彼
は
孟
軻
に
似
た
り
と
も
い
ふ
べ

し
」
と
宮
崎
湖
處
子
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
と
淵
明
の
比
較
論
に
刺
激
さ
れ
、
エ
マ
ー
ソ
ン
と
中
国
の
詩
人
（
陶

淵
明
・
王
陽
明
・
孟
軻
）
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
。 

翌
年
（
明
治
二
十
六
）
の
二
月
十
一
日
、
透
谷
は
「
閑
窓
茶
話
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
を
書
き
、『
白
表
・

女
学
雑
誌
』
第
三
三
八
号
に
発
表
し
、 

 

高
青
邱
の
「
效

ナ
ラ
フ

二

楽
天
一

」
と
題
す
る
古
詩
に
左
の
句
あ
り
。「
功
名
如

ク

二

美
味

ノ

一

、
染メ

テ

レ

指
ヲ

已
二

云
コ
コ
二

足レ
リ

、
何

ゾ

待タ
ン

厭
飽
餘

エ
ン
パ
ウ
ノ
ヨ

、
腸

胃
ニ

生
ズ
ル
ヲ

二

疢
毒

チ
ン
ド
ク
ヲ

一

、
」
知
ら
ず
、
今
日
幾
多
の
功
名
の
士
が
膓
胃
に
、
疢
毒

ち
ん
ど
く

い
か
ば
か
り
多
き
ぞ
。 

 

と
二
十
八
行
か
ら
な
る
高
青
邱
の
詩
「
效
楽
天
」の
二
十
一
行
目
か
ら
二
十
四
行
目
ま
で
引
用
し
て
い
る
。

そ
の
直
前
に
は
、
透
谷
が
「
名
譽
は
人
間
に
備
は
り
た
る
快
楽
の
中う

ち

に
も
緊
要
な
る
者
な
る
べ
け
れ
ど
、

一
生
を
名
譽
の
為
に
追
ひ

役つ

か

は
れ
て
終
る
は
、
達
士
の
為
さ
ゞ
る
と
こ
ろ
な
る
べ
し
」
と
「
名
譽
」
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
後
年
、
平
田
禿
木
が
書
い
た
「
北
村
透
谷
―
故
北
村
透
谷
の
事
ど
も
―
」

（
『
中
央
文
学
』
一
九
一
九
年
八
月
）
に
は
「
問
題
の
北
村
透
谷
君
は
、
實
に
稀
れ
に
見
る
思
索
の
士
で
あ

つ
た
。
天
地
の
精
に
喰
い
入
ら
ね
ば
已
ま
ぬ
と
い
つ
た
慨
の
あ
つ
た
の
は
、
實
に
彼
の
人
だ
。
明
の
高
青

邱
の
詩
を
愛
讀
し
て
、
一
方
な
ら
ず
こ
れ
に
傾
倒
し
て
ゐ
た
が
そ
の
『
青
邱
子
歌
』
の
一
節
の
如
き
は
確

か
に
君
の
意
氣
を
語
つ
て
ゐ
る
、『
向
水
際
独
坐
、
林
中
独
行
。
斲
元
気
、
搜
元
精
。
造
化
萬
物
難
隠

情
。
』
そ
の
起
句
の
、
『
青
邱
子
臞
而
清
。
本
是
五
云
閣
下
之
仙
卿
。
何
年
降
謫
在
世
間
。
』
も
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明
ら
か
に
君
の
風
貌
を
語
つ
て
ゐ
る
。
『
臞
而
清
』
、
あ
り

く
と
君
の
姿
が
偲
ば
れ
る
」
と
透

谷
が
高
青
邱
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
回
想
文
に
禿
木
は
「
吉
原
、
鈴
川
へ
の

『
春
』
の
旅
で
、
沼
津
か
ら
が
た
馬
車
へ
乗
つ
て
一
同
三
島
へ
向
つ
た
時
、
透
谷
君
が
御
者
臺
へ
腰
を
下

し
て
、
自
ら
鞭
を
取
つ
た
時
の
、
凄
い
風
貌
は
、
同
人
誰
も
忘
れ
な
い
。
支
那
な
ら
ば
、『
少
為
闘
鶏
児
…

…
氣
服
諸
俠
徒
。
不
依
父
與
兄
…
…
』
」
と
述
べ
て
い
る
。
禿
木
は
高
青
邱
の
『
青
邱
子
歌
』
と
『
感
舊
酬

宋
軍
咨
見
寄
』
を
借
り
、
透
谷
を
し
の
ん
で
い
る
（
６３
）
。 

 

数
日
後
、
透
谷
は
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」（
明
治
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
）
を
『
文
学
界
』

第
二
号
に
発
表
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
項
羽
」
と
「
漢
王
」
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。 

 

肉
の
力
は
肉
の
力
を
撃
つ
に
足
る
べ
し
、
死
し
た
る
も
の
ゝ
死
し
た
る
も
の
を
葬
む
る
を
得
る
と
い

ふ
眞
理
は
、
ナ
ザ
レ
の
人
の
子
も
之
れ
を
説
け
り
。
然
れ
ど
も
死
し
た
る
も
の
ゝ
葬
む
る
こ
と
を
得
ざ

る
も
の
あ
る
は
、
肉
の
力
の
撃
碎
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
あ
る
と
共
に
、
他
の
一
側
に
横
は
れ
る
眞

理
な
り
。
一
人
の
敵
を
學
ぶ
の
非
な
る
は
、
萬
人
の
敵
を
學
び
て
も
猶
ほ
失
敗
し
た
る
項
羽
す
ら
、
之

を
発
見
せ
り
。
萬
人
の
敵
を
學
ぶ
は
百
萬
人
の
敵
を
學
ぶ
に
如
か
ざ
れ
ば
な
ら
む
。
百
萬
人
の
敵
を
學

び
た
る
（
仮
定
し
て
）
漢
王
も
、
亦
た
「
死
朽
」
と
い
ふ
不
可
算
の
敵
の
前
に
は
、
無
言
に
し
て
仆
れ

た
り
。「
死
朽
」
と
い
ふ
敵
に
對
し
て
、
吾
人
は
吾
人
の
刀
劔
を
揮
ふ
こ
と
、
愛
山
生
の
所
謂
英
雄
劔
を

揮
ふ
如
く
す
る
も
、
成
敗
の
數
は
始
め
よ
り
定
ま
り
て
あ
る
如
く
、
吾
人
は
自
然
（
力
と
し
て
の
）
の

前
に
立
ち
て
脆
弱
な
る
勇
士
に
て
あ
る
な
り
。 

 こ
の
評
論
は
民
友
社
の
山
路
愛
山
の
「
頼
襄
を
論
ず
」
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
「
自
然
」
は
「
暴
虐
を

専
一
と
す
る
兵
馬
の
英
雄
の
如
き
に
あ
ら
ず
、
一
方
に
於
て
風
雨
雷
電
を
駆
つ
て
吾
人
を
困
し
ま
し
む
る

と
同
時
に
、
他
方
に
於
て
は
、
美
妙
な
る
絶
對
的
の
も
の
を
あ
ら
は
し
て
吾
人
を
楽
し
ま
し
む
る
な
り
」

と
透
谷
は
論
じ
た
。
透
谷
の
「
自
然
」
は
観
念
的
な
領
域
へ
の
飛
翔
を
す
る
。
そ
れ
は
「
人
間
の
霊
魂
を

建
築
せ
ん
と
す
る
」
文
士
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
愛
山
の
「
文
章
即
ち
事
業
な
り
、
文
士
筆
を
揮
う

猶
英
雄
劔
を
揮
う
が
如
し
」
と
い
う
、
文
学
の
直
接
的
な
効
用
を
説
く
理
論
に
対
し
て
、
透
谷
は
「
自
然

（
力
と
し
て
の
）
の
前
に
立
ち
て
脆
弱
」
で
あ
る
項
羽
や
漢
王
の
例
を
上
げ
て
い
る
。 

翌
月
二
十
六
日
、
透
谷
は
「
心
池
蓮
」
を
『
平
和
』
第
一
一
号
に
発
表
し
た
。 

 

何
ぞ
絶
對
と
云
は
む
。
何
ぞ
天
國
と
謂い

は
む
。
何
ぞ
高
天
を
仰
ひ
で
眞
善
美
を
喚
呼
す
る
須も

ち

ひ
む
。

吾
人
は
こ
の
娑
婆
世
界
に
於
て
、
彼
の
遠
天
に
求
む
べ
き
香
妙
の
物
を
享
有
す
る
の
路
を
有
す
る
な
り
。 
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坐
中
即
是
天
台
路
不
須
漁
郎
更
問
津 

と
謳
ひ
た
る
陽
明
は
、
薄
弱
な
る
厭
世
家
を
戒
む
る
に
餘
り
あ
り
。 

 

と
透
谷
は
「
心
池
蓮
」
の
冒
頭
で
王
陽
明
の
『
王
陽
明
全
集
』
の
「
別
方
叔
賢
四
首
」
の
「
道
本
无
為

只
在
人 

自
行
自
住
豈
須
隣 

坐
中
便
是
天
台
路 

不
用
漁
郎
更
問
津
」
（
６４
）
の
最
後
の
二
行
を
引
用

し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
道
」
の
徹
底
し
た
内
化
を
説
く
も
の
で
、「
心
」
を
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
根
源
と
す
る

陽
明
の
内
面
主
義
の
特
色
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
」
（
６５
）
と
山
田
謙
次
が
評
し
て
い

る
。 

 

明
治
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
、
透
谷
は
「
内
部
生
命
論
」
を
『
文
学
界
』
第
五
号
に
発
表
し
た
。
ま

ず
、
心
と
造
化
と
の
対
応
を
説
き
、
次
に
、
内
部
生
命
を
根
底
に
し
て
文
学
史
観
と
状
況
認
識
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
最
後
に
、
作
品
創
造
の
過
程
の
論
証
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
部
分
で
は
、「
吾
人
は
人

間
に
生
命
あ
る
事
を
信
ず
る
者
な
り
」
と
宣
言
し
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。「
今
日
の
思
想
界
は
佛
教
思

想
と
耶
教
思
想
と
の
間
に
於
け
る
競
爭
な
り
と
云
ふ
よ
り
、
寧
ろ
生
命
思
想
と
不
生
命
思
想
と
の
戰
爭
な

り
と
云
ふ
を
可
と
す
。」「
吾
人
は
生
命
思
想
を
以
て
不
生
命
思
想
を
滅
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
」
と
述
べ
、

「
ソ
ク
ラ
テ
ス
も
靈
魂
不
朽
を
説
か
ざ
れ
ば
、
一
個
の
功
利
論
家
を
出
る
能
は
ざ
る
な
り
、
孔
子
も
道
は

邇ち

か

き
に
あ
り
と
説
か
ざ
れ
ば
、
一
個
の
藪
医
者
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
な
り
」
と
し
て
真
理
を
内
部
世
界
に

追
求
す
る
。 

 

以
上
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
透
谷
の
著
作
に
触
れ
た
中
国
人
物
は
思
想
家
（
韓
非
子
、
老
子
、
荘
子
、
孔

子
、
孟
軻
、
王
陽
明
）
、
詩
人
（
白
楽
天
、
陶
淵
明
、
高
青
邱
、
韓
愈
）
、
英
雄
（
岳
飛
、
張
巡
、
項
羽
、

漢
王
）
と
い
う
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ま
と
め 

 

本
章
で
は
、
透
谷
の
漢
学
の
素
養
に
つ
い
て
、
家
族
や
友
人
な
ど
の
影
響
を
う
け
た
可
能
性
や
通
っ
た

学
校
で
教
科
書
な
ど
の
資
料
か
ら
、
透
谷
が
漢
学
を
学
ん
だ
程
度
や
範
囲
な
ど
を
詳
し
く
検
討
し
、
ま
た
、

透
谷
自
身
が
作
っ
た
漢
詩
の
風
景
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
透
谷
が
当
時
か
ら
漢
文
学
素
養
を
十
分
に
持
っ
て

い
た
こ
と
が
確
認
し
た
。
第
二
節
で
は
、
透
谷
の
著
作
に
出
た
中
国
の
人
物
の
名
前
（
詩
人
・
思
想
家
・

英
雄
）
に
関
す
る
箇
所
を
引
用
し
な
が
ら
、
透
谷
の
中
国
古
典
か
ら
の
影
響
の
度
合
い
を
検
討
し
て
い
る
。
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透
谷
と
中
国
古
典
文
学
の
比
較
研
究
は
透
谷
の
エ
ッ
セ
ー
を
中
心
と
し
て
お
り
、
透
谷
の
文
学
作
品
を
め

ぐ
っ
て
の
研
究
は
少
な
い
。
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
次
章
で
論
じ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 
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第
二
章 

透
谷
の
詩
に
お
け
る
中
国
古
典
文
学 

 

は
じ
め
に 

 

透
谷
は
短
い
文
学
生
涯
に
お
い
て
、
詩
、
評
論
、
小
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
手
を
染
め
て
い

る
。
透
谷
の
詩
は
岩
波
版
全
集
に
よ
れ
ば
長
短
ま
じ
え
て
二
十
四
篇
で
あ
っ
た
。   

明
治
二
十
二
年
四
月
、
北
村
門
太
郎
の
名
で
書
い
た
自
由
律
長
詩
「
楚
囚
之
詩
」
が
透
谷
の
最
初
の
発

表
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
透
谷
は
自
信
を
失
っ
て
そ
れ
を
破
棄
し
、
少
数
部
が
書
店
に
出
た
。「
透
谷
子

漫
録
摘
集
」
の
明
治
二
十
二
年
四
月
十
二
日
の
条
に
、 

 

「
楚
囚
之
詩
」
と
題
し
て
多
年
の
思
望
の
端
緒
を
試
み
た
り
、
大
に
江
湖
に
問
は
ん
と
印
刷
に
附
し

て
春
陽
堂
よ
り
出
版
す
る
こ
と
と
し
、
去
る
九
日
に
印
刷
成
り
た
る
が
、
又
熟
考
す
る
に
餘
り
大
膽
に

過
ぎ
た
る
を
慚
愧
し
た
れ
ば
、
急
ぎ
書
肆
に
走
り
て
中
止
す
る
こ
と
を
頼
み
、
直
ち
に
印
刷
せ
し
も
の

を
切
り
ほ
ぐ
し
た
り
。
自
分
の
参
考
に
も
成
れ
と
一
冊
を
左
に
綴
込
み
置
く
。 

 と
あ
る
。
山
路
愛
山
は
、
は
じ
め
て
上
京
し
た
明
治
二
十
二
年
銀
座
を
歩
い
て
偶
然
こ
れ
を
入
手
、「
余
は

之
れ
を
読
ん
で
其
言
の
鬱
愴
た
る
を
奇
と
し
た
り
き
」
（
６６
）
と
も
ら
し
て
い
る
。
僅
か
な
冊
数
の
み
世

に
出
た
が
、「
明
治
十
五
年
刊
の
外
山
正
一
ら
『
新
体
詩
抄
』
以
来
の
近
代
詩
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
の
上

に
、
初
め
て
実
質
的
な
近
代
詩
の
内
容
を
創
り
出
し
た
も
の
で
、「
山
頂
の
鷲
」
だ
っ
た
誇
り
高
い
青
年
の

獄
中
の
苦
し
み
を
歌
う
中
に
、
自
我
と
人
間
を
め
ぐ
る
新
た
な
価
値
意
識
、
そ
れ
に
基
づ
く
文
学
的
追
求

が
未
熟
な
な
り
に
強
烈
に
記
さ
れ
た
」
（
６７
）
と
そ
の
未
熟
さ
を
持
っ
て
い
る
透
谷
の
処
女
作
の
価
値
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
い
く
つ
か
の
「
春
」
と
「
夢
」
に
つ
い
て
の
詩
が
書
か
れ
た
が
、
い
ず
れ

も
透
谷
の
死
後
、
友
人
の
藤
村
と
天
知
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。 

「
楚
囚
之
詩
」
よ
り
二
年
後
、
明
治
二
十
四
年
五
月
、
透
谷
作
品
中
最
も
長
篇
の
大
作
で
あ
る
「
蓬
莱

曲
」
が
出
版
さ
れ
た
。
処
女
作
「
楚
囚
之
詩
」
の
二
年
後
に
、
書
い
た
「
蓬
莱
曲
」
の
序
に
は 

 

蓬
莱
曲
将
に
稿
を
脱
せ
ん
と
す
、
友
人
某
来
り
て
之
を
一
讀
し

詰
な
じ
つ

て
日
く
、
蓬
莱
山
は
古
来
瑞
雲

の

靉
靆

た

な

び

く
と
こ
ろ
、
楽
仙
の
盤
桓

ば
ん
わ
ん

す
る
と
こ
ろ
、
汝
何
す
れ
ぞ
濫
に
靈
山
を
不
祥
な
る
舞
臺
に
仮
り

来
つ
て
狂
想
者
を
悲
死
せ
し
む
る
。
又
た
何
す
れ
ぞ
わ
が
邦
固
有
の
戯
曲
の
躰
を
破
つ
て
擅
に
新
奇
を

衒
は
ん
と
は
す
る
。 
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 と
あ
り
、
日
本
の
「
固
有
の
戯
曲
の
体
」
を
破
ろ
う
と
し
、
新
し
さ
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
透
谷
の
意
気

込
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
日
本
近
代
詩
史
で
の
位
置
に
関
し
て
は
、「
全
体
と
し
て
は
な
お
、

い
た
い
た
し
い
未
成
熟
の
形
を
脱
し
え
な
か
っ
た
が
、
そ
の
個
々
の
詩
句
の
な
か
に
は
、
苦
悩
す
る
魂
の

表
現
に
お
い
て
人
間
性
の
深
い
真
実
と
そ
の
価
値
を
強
烈
に
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
日
本
近
代
詩

史
上
の
最
初
の
収
穫
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
ご
の
日
本
近
代
詩
史
に
叙
事
詩
的
な
試
み
が
発
展
し

な
か
っ
た
の
に
た
い
し
て
鋭
く
対
照
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
」
（
６８
）
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

「
楚
囚
之
詩
」
、
「
蓬
莱
曲
」
は
叙
事
性
に
富
む
一
方
で
、
抒
情
性
に
乏
し
い
が
、
明
治
二
十
五
年
以
後

の
透
谷
の
詩
風
は
一
変
し
、
抒
情
的
要
素
が
増
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
透
谷
の
詩
は
、
明
治
二
十
五
年
で

分
け
る
こ
と
が
で
き
、「
蓬
莱
曲
」
ま
で
と
そ
れ
以
後
の
二
期
に
分
け
て
考
え
る
の
が
通
説
で
あ
る
。「
み
ゝ

ず
の
う
た
」
か
ら
「
弾
琴
と
嬰
児
」
ま
で
は
地
上
的
生
存
の
過
酷
さ
を
う
た
う
内
容
を
中
心
と
し
、「
ほ
た

る
」
か
ら
「
露
の
い
の
ち
」
ま
で
は
天
空
に
飛
翔
す
る
生
命
の
は
か
な
さ
を
訴
え
る
内
容
で
あ
る
。
未
熟

さ
を
残
す
も
の
の
、
日
本
近
代
詩
上
の
意
義
を
認
め
ら
れ
た
「
楚
囚
之
詩
」
と
「
蓬
莱
曲
」
と
比
べ
て
、

透
谷
の
後
期
の
抒
情
詩
も
劣
ら
ぬ
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
笹
淵
友
一
は
「
彼
の
詩
―
特
に
晩
年
（
二
十
六

年
頃
）
の
抒
情
詩
―
が
近
代
詩
の
形
成
に
と
っ
て
没
却
し
え
な
い
価
値
を
も
」
ち
、「
表
現
上
幾
多
の
欠
陥

を
伴
ひ
な
が
ら
内
に
珠
玉
の
や
う
な
光
を
蓄
へ
て
ゐ
る
」
（
６９
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
桶
谷
秀
昭
は

「
透
谷
の
晩
年
の
抒
情
詩
の
魅
力
は
、
そ
の
自
然
な
情
景
描
写
が
そ
の
ま
ま
で
思
想
的
な
暗
示
を
放
出
し

て
い
る
深
さ
で
あ
る
」
（
７０
）
と
透
谷
の
晩
年
の
抒
情
詩
の
優
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。 

先
行
研
究
で
は
透
谷
の
詩
の
源
泉
を
西
洋
の
詩
に
求
め
て
い
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
明
治
二
十
五

年
以
前
の
叙
事
詩
「
楚
囚
之
詩
」
を
バ
イ
ロ
ン
の
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
、
劇
詩
「
蓬
莱
曲
」
を
バ
イ
ロ
ン
の

『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
、
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
な
ど
と
比
べ
て
、
章
句
の
借
用
、

思
念
の
影
響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
の
西
洋
文
学
は
透
谷
が
親
し
ん
で
い
た
も
の

で
あ
り
、
内
容
的
に
も
双
方
の
間
に
近
似
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
西
洋
文
学
が
透
谷
に

一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
い
う
見
解
は
説
得
性
が
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
、

そ
う
し
た
西
洋
文
学
と
の
親
近
性
の
他
に
、
中
国
文
学
と
の
親
近
性
を
探
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
検
討

し
た
い
。「
楚
囚
之
詩
」
の
「
楚
囚
」
は
文
天
祥
の
「
正
気
歌
」（
７１
）
や
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
物
語
（
７２
）

か
ら
来
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、「
蓬
莱
曲
」
の
「
蓬
莱
」
は
も
と
中
国
の
伝
説
の
、
東
海
に
あ
っ
て

仙
人
が
住
み
、
不
老
不
死
の
地
と
さ
れ
る
霊
山
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
７３
）
。
さ
ら
に
、
透
谷
が

白
楽
天
を
愛
好
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
蓬
莱
曲
」
と
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』『
琵
琶
行
』
と
の
章
句
な
ど
の

類
似
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７４
）
。 

29 
 



一
方
、
透
谷
の
後
期
の
抒
情
詩
の
源
泉
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
例
え
ば
、「
髑
髏
舞
」

の
「
霓
裳
羽
衣
を
舞
ひ
お
さ
め
」
の
「
霓
裳
羽
衣
」
と
い
う
曲
は
「
唐
の
玄
宗
が
夢
に
見
た
月
の
宮
殿
で

の
舞
楽
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
ご
く
基
本
的
な
指
摘
に
限
ら
れ
て
い
る
（
７５
）
。
透
谷
の

後
期
の
抒
情
詩
を
中
国
古
典
文
学
と
結
び
つ
け
て
、
そ
の
関
連
性
を
詳
し
く
論
じ
た
先
行
研
究
は
管
見
で

は
見
当
た
ら
な
い
。 

本
章
で
は
、「
楚
囚
之
詩
」、「
蓬
莱
曲
」
と
後
期
の
抒
情
詩
を
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国

古
典
文
学
と
の
関
連
を
詳
し
く
検
討
す
る
。 
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第
一
節 

「
楚
囚
之
詩
」 

 

 
「
楚
囚
之
詩
」
は
明
治
二
十
二
年
四
月
九
日
に
自
費
で
出
版
さ
れ
、
著
者
は
神
奈
川
県
士
族
北
村
門
太

郎
、
京
橋
区
弥
三
衛
門
町
七
番
地
、
発
行
所
は
春
祥
堂
と
あ
る
。
現
存
の
透
谷
詩
中
最
も
早
い
も
の
で
、

叙
情
詩
的
な
内
容
を
も
つ
独
白
体
の
長
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
満
十
七
歳
に
満
た
な
い
少
年
透
谷
の
、
民

権
壮
士
と
し
て
の
政
治
的
経
歴
に
重
ね
て
理
解
さ
れ
、
従
来
の
研
究
で
は
、
特
に
「
大
阪
事
件
」
や
「
大

赦
の
事
実
」
と
い
っ
た
同
時
代
的
の
政
治
的
事
件
を
解
釈
の
手
が
か
り
と
す
る
試
み
が
主
流
を
占
め
て
い

る
。
詩
は
十
六
連
か
ら
な
る
。
全
体
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
７６
）
。 

 

第
一
、
全
体
の
序
。
主
人
公
「
余
」
の
楚
囚
と
な
っ
た
理
由
を
述
べ
、
花
嫁
も
共
に
捕
ら
わ
れ
た
こ
と

を
言
っ
て
、
テ
ー
マ
の
所
在
を
暗
示
す
る
。 

第
二
、
「
余
」
の
獄
中
の
境
遇
と
感
情
。 

第
三
、
入
獄
時
の
獄
舎
内
の
あ
り
さ
ま
。
同
囚
四
人
の
境
遇
を
一
括
し
て
叙
す
。 

第
四
、
花
嫁
の
境
遇
を
過
去
と
対
比
し
つ
つ
語
ろ
う
と
し
て
、「
余
」
の
感
慨
に
終
わ
る
。 

第
五
、
花
嫁
を
除
く
三
人
の
壮
士
の
境
遇
と
感
情
を
現
実
と
夢
想
の
対
比
を
用
い
て
述
べ
つ
つ
、
「
余
」

の
心
情
に
収
斂
す
る
。 

第
六
、
月
へ
の
執
着
と
往
時
の
追
想
。 

第
七
、
あ
る
夜
の
感
慨
を
述
べ
る
。 

第
八
、
月
光
に
触
発
さ
れ
た
往
時
の
回
想
だ
が
、
主
と
し
て
「
第
六
」
の
「
少
か
り
し
時
」
よ
り
は
近

時
に
属
し
、
ま
た
「
第
六
」
の
ご
と
き
直
接
月
と
関
係
す
る
回
想
で
も
な
い
。
作
者
自
身
の
抒
情
が

著
し
く
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
る
。 

第
九
、
獄
中
生
活
の
急
変
。
同
志
・
花
嫁
の
移
転
に
よ
っ
て
受
け
た
「
余
」
の
衝
撃
。 

第
十
、
孤
独
の
日
々
に
お
け
る
「
余
」
の
思
い
。 

第
十
一
か
ら
第
十
二
ま
で
、
こ
う
も
り
の
来
訪
・
捕
獲
・
解
放
に
つ
い
て
述
べ
、「
余
」
に
と
っ
て
唯
一

の
他
者
で
あ
る
も
の
へ
の
期
待
と
要
求
と
が
他
者
の
現
実
を
認
識
す
る
と
共
に
、
減
じ
、
消
失
し
た

こ
と
を
言
う
。 

第
十
三
、
こ
う
も
り
の
出
現
に
よ
っ
て
虚
脱
状
態
か
ら
立
ち
直
っ
た
「
余
」
は
往
時
の
故
郷
へ
の
回
想

に
没
入
す
る
。
美
・
自
由
・
愛
・
平
和
へ
の
憧
憬
が
歌
わ
れ
る
。 

第
十
四
か
ら
第
十
五
ま
で
、
鶯
の
飛
来
と
遁
逃
と
が
「
余
」
に
与
え
た
も
の
。
す
な
わ
ち
神
の
恵
み
へ

の
幻
想
か
ら
覚
醒
、
死
へ
の
予
感
を
述
べ
る
。 
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第
十
六
、
結
び
。
自
由
と
愛
の
回
復
。 

 
「
楚
囚
之
詩
」
の
研
究
史
で
は
、
バ
イ
ロ
ン
の
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
早
く
柳

田
泉
が
明
治
文
学
談
話
会
主
催
の
北
村
透
谷
第
三
回
研
究
会
で 

 

楚
囚
の
詩
は
シ
オ
ン
の
囚
人
の
換
骨
奪
胎
で
あ
り
、
蓬
莱
曲
は
至
る
と
こ
ろ
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
を
翻
案

し
て
ゐ
る
。
所
々
多
少
違
ひ
、
女
性
観
な
ど
に
い
く
ら
か
の
相
違
を
見
出
す
。 

 
 
 
 

と
語
っ
て
お
り
（
７７
）
、
さ
ら
に
、
昭
和
十
五
年
の
高
木
市
之
助
の
「
楚
囚
之
詩
―
とTh

e Pr
iso

ne
r 

o
f
 Ch

il
lon

」
で
は
「
楚
囚
之
詩
」
と
バ
イ
ロ
ン
と
の
具
体
的
な
交
渉
が
四
点
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７８
）
。

そ
れ
以
来
、
多
く
の
研
究
者
が
バ
イ
ロ
ン
の
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
と
の
関
連
に
注
目
し
て
い
る
。
笹
淵
友

一
の
『
文
学
界
と
そ
の
時
代 

上
』
に
は
高
木
市
之
助
の
論
点
を
継
承
す
る
立
場
で
、
両
作
の
間
に
、
構

想
上
、
語
句
上
の
類
似
は
、
高
木
市
之
助
の
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
益
田
道
三
の
挙
げ
た
三
例
と
佐

藤
善
也
の
挙
げ
た
二
例
を
加
え
た
十
七
例
を
あ
げ
た
。「
楚
囚
之
詩
」
の
文
体
や
詩
語
は
バ
イ
ロ
ン
の
『
シ

ヨ
ン
の
囚
人
』
の
そ
れ
ら
と
共
通
点
が
多
く
、
両
作
の
間
に
一
定
の
影
響
関
係
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
佐
藤
善
也
は
、
「
「
楚
囚
之
詩
」
執
筆
当
時
の
透
谷
に
と
っ
て
、
バ
イ
ロ
ン

は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
存
在
で
は
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
バ
イ
ロ
ン
の
、
た
と
え
ば
、
「
マ
ン
フ

レ
ッ
ド
」
の
苦
悩
が
透
谷
と
無
縁
だ
つ
た
と
は
言
わ
な
い
。
た
だ
、
心
か
ら
同
感
で
き
る
類
の
も
の
で
な

か
つ
た
こ
と
は
確
か
だ
と
思
う
」
（
７９
）
と
透
谷
を
バ
イ
ロ
ン
と
の
結
び
つ
け
る
こ
と
へ
の
違
和
感
を
述

べ
て
い
る
。
「
心
か
ら
同
感
で
き
る
類
の
も
の
で
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
佐
藤
善
也
は
何
か
を
暗
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
透
谷
や
透
谷
の
時
代
と
さ
ほ
ど
へ
だ
た
り
の
な
い
時
代
の
日
本
人
に
心
か
ら
共
感

で
き
た
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
正
宗
白
鳥
は
「
詩
吟
時
代
」
に
バ
イ
ロ
ン
の
詩
を

読
ん
だ
時
の
回
想
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
８０
）
。 

 

バ
イ
ロ
ン
の
詩
を
愛
讀
し
て
も
、
そ
の
詩
の
持
つ
て
ゐ
る
音
調
が
私
の
心
魂
を
動
揺
さ
せ
る
の
で
は

な
い
。（
中
略
）
我
々
が
學
生
時
代
に
學
ん
だ
バ
イ
ロ
ン
の
詩
『
シ
オ
ン
の
囚
人
』
は
微
小
な
冊
子
に
印

刷
さ
れ
て
賣
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
私
は
伊
太
利
行
の
汽
車
を
待
つ
間
に
讀
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

感
慨
に
耽
つ
た
の
だ
が
、
そ
の
間
に
思
ひ
出
し
た
の
は
、
唐
詩
人
の
作
つ
た
或
る
有
名
な
詩
で
あ
つ
た
。

「
山
は
故
国
を
圍
ん
で

周
遭

し
う
さ
う

と
し
て
在
り
、
潮

う
し
ほ

は
空
城
を
打
つ
て
寂
寞
と
し
て

回か

へ

る
」
云
々
と
云

ふ
の
で
、
そ
れ
を
口
の
中
で
吟
じ
な
が
ら
、
古
城
を
見
て
ゐ
る
と
、
一
層
詩
的
境
地
が
深
く
な
つ
た
。 
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明
治
維
新
以
後
、
西
洋
の
文
学
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
漢
学
を
中
心
と
す
る
伝
統
的
な
日
本
文
学
に
影

響
を
与
え
た
時
に
、
そ
の
時
代
に
生
ま
れ
た
人
々
も
、
そ
の
環
境
下
で
、
西
洋
文
学
に
影
響
さ
れ
な
い
わ

け
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
心
魂
に
響
く
も
の
を
相
変
わ
ら
ず
漢
学
は
維
持
し
て
い
た
。
バ
イ
ロ
ン
に

対
し
て
「
心
か
ら
同
感
で
き
る
類
の
も
の
で
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
う
し
た
事
情
を
裏
か
ら
述

べ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
「
楚
囚
之
詩
」
の
受
容
に
関
す
る
先
行
研
究
は

ほ
と
ん
ど
西
洋
文
学
と
関
連
付
け
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
漢
学
の
環
境
で
育
て
ら
れ
た
透
谷
の
「
楚
囚

之
詩
」
を
、
漢
文
学
と
結
合
し
て
論
じ
る
論
文
は
筆
者
の
管
見
で
は
見
つ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
バ
イ
ロ

ン
の
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
を
読
む
白
鳥
が
思
い
出
す
の
は
唐
の
劉
禹
錫
の
『
石
頭
城
』
で
あ
る
（
８１
）
。 

 

山
圍
故
國
周
遭
在 

 
 
 

山
は
故
国
を
圍
ん
で
周
遭
し
て
在
り 

潮
打
空
城
寂
寞
回 

 
 
 

潮
は
空
城
を
打
っ
て
寂
寞
と
し
て
回
る 

淮
水
東
邊
舊
時
月 

 
 
 

淮
水
東
辺 

旧
時
の
月 

夜
深
還
過
女
牆
來 

 
 
 

夜
深
う
し
て
還
た
女
牆
を
過
ぎ
て
来
た
る 

 

こ
の
詩
は
劉
禹
錫
の
詩
の
う
ち
、
特
に
、
懐
古
の
詩
の
代
表
作
『
金
陵
五
題
』
の
一
つ
目
で
あ
る
。
金

陵
も
石
頭
城
も
今
の
南
京
の
別
称
で
あ
る
。
昔
、
三
国
時
代
の
孫
権
が
、
秣
陵
を
建
業
と
改
称
、
清
凉
山

に
石
頭
城
を
建
設
し
た
。
当
時
、
長
江
は
清
凉
山
下
流
を
流
れ
て
い
て
、
石
頭
城
の
軍
事
的
重
要
性
は
突

出
し
て
い
た
。
呉
で
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
水
軍
基
地
と
し
、
以
後
数
百
年
間
、
軍
事
上
の
要
衝
と
な
っ

た
。
南
北
朝
時
代
、
何
度
も
勝
負
の
帰
趨
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
現
在
で
も
、
南
京
に
、
城
壁
の

一
部
が
残
っ
て
い
る
。
六
朝
以
来
栄
華
を
極
め
た
古
都
は
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
て
い
た
姿
に
慨
嘆
し
て
、

劉
禹
錫
が
描
い
た
詩
作
で
あ
る
（
８２
）
。 

「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）
に
よ
る
と
、
透
谷
が
少
年
時
代
に
、
一
番
愛
読
し

た
の
は
「
漢
楚
軍
談
」「
三
國
志
」
で
あ
る
。
後
年
に
書
か
れ
た
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
に
も

項
羽
や
漢
王
・
劉
邦
の
「
漢
楚
軍
談
」
の
記
憶
が
生
き
て
い
る
（
詳
細
は
第
一
章
第
二
節
）
。
三
国
演
義
の

第
八
十
六
回
に
は
「
南
徐
沿
江
一
帯
、
直
至
石
頭
城
。
一
連
数
百
里
、
城
郭
舟
車
、
連
綿
不
絶
。（
南
徐
の

沿
岸
一
帯
は
、
石
頭
城
に
至
る
ま
で
、
数
百
里
に
わ
た
っ
て
城
郭
・
舟
・
馬
車
、
連
綿
と
う
ち
続
い
て
お

り
ま
す
。）
」（
８３
）
と
い
う
描
写
が
あ
る
。 

透
谷
よ
り
十
一
歳
年
下
の
正
宗
白
鳥
は
バ
イ
ロ
ン
の
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
を
読
む
時
、
お
の
ず
か
ら
唐

詩
を
思
い
出
し
た
が
、
透
谷
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
推
測
に
任
せ
る
し
か
な
い
が
、
唐
代
文
学
が
日
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本
文
学
へ
の
強
い
影
響
を
加
え
て
み
る
と
、
透
谷
が
正
宗
白
鳥
の
よ
う
に
唐
詩
を
連
想
し
た
可
能
性
も
高

い
だ
ろ
う
。 

透
谷
の
「
楚
囚
之
詩
」
と
バ
イ
ロ
ン
と
の
具
体
的
な
交
渉
を
説
い
た
人
は
高
木
市
之
助
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
最
初
に
異
を
唱
え
た
の
は
坂
本
浩
で
あ
る
。
彼
は
『
北
村
透
谷
』
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
（
８４
）
。 

 

バ
イ
ロ
ン
の
「
シ
オ
ン
の
囚
人
」
を
透
谷
が
読
ん
だ
か
ら
「
楚
囚
之
詩
」
が
生
ま
れ
た
と
す
る
の
も
、

そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
文
学
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
よ
う
に
外
在
的
な
も
の

に
よ
り
機
械
的
に
制
作
さ
れ
う
る
な
ら
、
文
学
者
た
る
も
容
易
な
る
か
な
で
あ
る
。
影
響
は
影
響
と
し
て

調
査
す
る
こ
と
を
私
と
て
否
定
は
し
な
い
。
だ
が
そ
れ
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
作
品
そ
の
も
の
が
作
家
自

体
の
内
面
と
い
か
に
関
係
し
あ
つ
て
い
る
か
と
い
う
一
事
で
は
な
い
か
。 

 

表
面
的
な
影
響
よ
り
は
、
作
品
と
作
家
自
身
の
内
面
と
の
関
係
に
注
目
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
具
体
的
に
両
詩
の
相
違
箇
所
に
注
目
し
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
詳
し
く
論
じ
始
め
た
の
は
海
老
池
俊

治
で
あ
る
（
８５
）
。
た
だ
し
海
老
池
が
注
目
し
て
い
る
の
は
両
作
の
結
末
部
分
だ
け
で
あ
る
。
「
『
楚
囚

之
詩
』
で
は
、
主
人
公
は
花
嫁
に
迎
え
ら
れ
て
、
明
る
い
人
生
の
再
出
発
を
感
じ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
シ

ロ
ン
の
囚
人
』
で
は
、
主
人
公
は
釈
放
さ
れ
て
も
喜
び
や
希
望
を
抱
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
牢
獄
の
闇
に

同
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
そ
の
後
、
平
岡
敏
夫
が
全
面
的
に
両
詩
の
相
違
を
論
じ

る
研
究
を
発
表
し
、
両
詩
を
比
較
し
、
「
大
ま
か
に
言
っ
て
、
類
似
点
の
あ
る
節
は
獄
中
の
場
面
で
、
暗

い
述
懐
が
聞
か
れ
、
類
似
点
の
な
い
節
は
、
獄
外
に
「
余
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
、
類
似
を
指
摘
で
き
な
い
部
分
を
「
観
念
世
界
へ
の
飛
翔
」
で
あ
る
と
し
て
透
谷
の
独

自
性
を
見
た
（
８６
）
。
具
体
的
な
違
い
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。 

 

第
一
節
で
は
「
花
嫁
」
が
出
て
く
る
。 

第
六
節
で
は
富
士
山
頂
の
月
、
隅
田
川
の
月
に
憧
れ
る
。 

第
八
節
で
は
思
い
出
を
歌
い
、
自
然
や
故
郷
へ
の
憧
憬
が
強
い
。 

第
九
節
は
、
目
が
覚
め
る
と
花
嫁
が
急
に
い
な
く
な
り
、
ほ
か
の
壮
士
ら
も
失
せ
て
い
る
と
い
う
主
人 

公
の
消
え
方
が
『
シ
オ
ン
の
囚
人
』
と
違
う
。 

第
十
一
、
十
二
は
蝙
蝠
の
出
現
で
あ
る
。 

第
十
三
は
第
八
の
繰
り
返
し
と
見
て
よ
く
、
自
然
や
故
郷
が
憧
憬
さ
れ
て
い
る
。 
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第
一
節
に
出
て
く
る
「
花
嫁
」
は
、
「
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
に
は
な
く
、
「
楚
囚
之
詩
」
で
は
、
第
二
、

第
三
、
第
六
、
第
十
三
連
を
除
い
て
す
べ
て
出
て
お
り
、
第
四
の
節
な
ど
は
「
花
嫁
」
を
主
と
し
て
う
た

い
、
全
篇
で
も
っ
と
も
行
が
割
か
れ
て
い
る
」
と
平
岡
敏
夫
は
述
べ
て
い
る
（
８７
）
。
民
権
壮
士
を
モ
チ

ー
フ
と
す
る
作
品
に
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
行
を
割
い
て
「
花
嫁
」
が
登
場
さ
せ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

先
行
研
究
で
は
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。
「
楚
囚
之
詩
」
の
描
写
の
主
要
対
象
と
な
る
「
花

嫁
」
の
正
体
や
そ
の
存
在
の
意
味
付
け
に
つ
い
て
は
結
論
が
保
留
さ
れ
た
ま
ま
で
、
花
嫁
の
登
場
に
つ
い

て
は
「
観
念
世
界
へ
の
飛
翔
」
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
に
と
ど
め
て
い
る
。 

周
知
の
よ
う
に
、
「
楚
囚
之
詩
」
は
牢
獄
に
繋
が
れ
た
囚
人
の
憂
愁
と
煩
悶
に
充
ち
た
生
活
を
叙
し
た

詩
で
あ
る
。「
囚
」
と
い
う
字
は
そ
れ
を
暗
示
し
て
い
る
が
、
何
故
「
囚
」
の
前
に
「
楚
」
と
い
う
字
が
つ

い
て
い
る
の
か
と
思
わ
ず
読
者
に
疑
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
実
は
、
「
楚
囚
」
の
語
に
つ
い
て
の
先
行

研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
佐
藤
善
也
が
、
文
天
祥
の
「
正
気
歌
」
は
当
時
の
壮
士
が
好
ん
だ
詩
で
あ
る
と
し

て
、「
正
気
歌
」（
８８
）
の
一
句
「
楚
囚
纓
其
冠
」
と
透
谷
の
親
友
・
大
矢
正
夫
の
獄
中
作
「
浪
華
獄
中
対

月
明
」
の
一
句
「
敗
衄
歎
楚
囚
恨
」
と
の
関
係
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
佐
藤
は
、
も
し
大
矢
正
夫

の
獄
中
作
を
「
親
友
・
透
谷
に
知
ら
せ
た
と
す
る
と
「
敗
衄
歎
楚
囚
恨
」
の
一
句
は
「
楚
囚
之
詩
」
の
題

名
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
と
推
測
し
て
い
る
（
８９
）
。
ま
た
橋
詰
静
子
は
、
漢
籍
『
春

秋
左
氏
伝
』
成
公
九
年
の
「
文
子
曰
、
楚
囚
君
子
也
。
言
称
先
職
不
背
本
也
」
と
の
つ
な
が
り
の
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
る
。
橋
詰
に
よ
れ
ば
、『
春
秋
左
氏
伝
』
中
の
鐘
儀
が
敵
国
に
囚
わ
れ
た
人
と
な
っ
て
な
お

故
郷
を
忘
れ
な
い
物
語
（
９０
）
の
意
味
合
い
は
透
谷
の
同
時
代
の
日
本
の
現
実
の
状
況
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、「
楚
囚
之
詩
」
は
「
当
時
の
日
本
政
府
、
即
ち
明
治
新
政
府
の
置
か
れ
た
場
所
「
江
戸
」

に
志
を
抱
い
て
上
京
し
た
が
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
の
、
故
郷
を
忘
れ
え
ぬ
心
情
の
う
た
」
と
解
釈

で
き
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
橋
詰
は
「
民
権
運
動
に
挫
折
し
た
透
谷
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
こ
の
詩
が
書

か
れ
た
の
で
は
あ
っ
て
も
、
透
谷
は
こ
の
詩
に
民
権
挫
折
そ
の
も
の
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

し
て
い
る
（
９１
）
。
佐
藤
善
也
も
、
大
矢
正
夫
の
獄
中
作
で
は
「
重
点
は
「
歎
」
と
「
恨
」
に
置
か
れ
、

『
楚
囚
之
詩
』
で
は
全
く
「
正
気
歌
」
と
は
無
縁
と
な
る
」（
９２
）
と
も
追
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
楚

囚
」
と
い
う
語
の
含
ま
れ
る
大
矢
の
獄
中
作
は
当
時
の
志
士
が
好
ん
で
吟
じ
た
文
天
祥
の
「
正
気
歌
」
の

余
韻
が
取
れ
る
が
、
し
か
し
、
重
点
は
文
天
祥
の
「
正
気
歌
」
の
一
句
「
楚
囚
纓
其
冠
」
に
現
れ
て
い
る

よ
う
に
、
拘
禁
さ
れ
て
も
故
国
を
忘
れ
な
い
激
昂
の
愛
国
感
情
と
違
っ
て
、「
歎
」
と
「
恨
」
に
置
か
れ
た
。

「
楚
囚
之
詩
」
に
も
、
大
矢
の
獄
中
作
に
響
い
て
い
る
「
歎
」
と
「
恨
」
が
読
み
取
れ
る
。
透
谷
の
「
楚

囚
之
詩
」
と
大
矢
の
獄
中
作
に
現
れ
て
い
る
「
歎
」
と
「
恨
」
が
一
体
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
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記
の
先
行
研
究
に
お
い
て
意
味
付
け
が
保
留
さ
れ
た
ま
ま
の
「
花
嫁
」
の
正
体
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

 

一 

「
楚
囚
」
と
屈
原
の
『
楚
辞
』 

 

「
楚
囚
」
の
語
が
中
国
の
文
献
に
初
め
て
現
れ
る
の
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
お
い
て
で
あ
り
、
成
公
九

年
、
晋
候
（
景
公
）
が
武
庫
を
見
て
ま
わ
っ
た
時
、
楚
の
鍾
儀
を
見
て
、「
あ
の
南
国
の
冠
を
つ
け
て
捕
虜

に
な
っ
て
い
る
者
は
だ
れ
か
」
と
役
人
に
尋
ね
、
役
人
が
「
鄭
人
所
獻
楚
囚
也
（
鄭
人
獻
ぜ
し
所
の
楚
囚

な
り
）
」
と
答
え
る
く
だ
り
に
見
え
る
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
こ
の
く
だ
り
は
、
た
と
え
敵
に
拘
禁
さ
れ
て

も
故
国
を
忘
れ
な
か
っ
た
鐘
儀
の
愛
国
心
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
天

祥
の
「
正
気
歌
」
中
の
「
楚
囚
纓
其
冠
（
楚
囚
は
其
の
冠
を
纓
び
）
」
の
一
句
は
自
分
の
こ
と
を
『
春
秋
左

氏
伝
』
の
鍾
儀
に
な
ぞ
ら
え
、
拘
禁
さ
れ
て
も
故
国
を
忘
れ
ず
、
死
に
直
面
し
て
も
怖
じ
る
こ
と
の
な
い

堅
固
な
愛
国
感
情
を
表
し
て
い
る
。
一
方
、
透
谷
の
「
楚
囚
之
詩
」
は
民
権
運
動
の
挫
折
を
歌
っ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
の
が
従
来
の
一
般
的
な
解
釈
で
あ
り
、
透
谷
の
親
友
・
大
矢
正
夫
が
関
わ
っ
た
事
件
（
後

述
）
と
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
の
憲
法
発
布
に
際
す
る
国
事
犯
の
大
赦
が
反
映
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
「
楚
囚
之
詩
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
主
人
公
の
心
理
状
況
に
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
鐘

儀
や
「
正
気
歌
」
の
文
天
祥
の
よ
う
な
、
志
士
の
慷
慨
、
激
昂
の
感
情
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
の
た

め
に
身
を
尽
く
そ
う
と
し
て
も
、
志
を
遂
げ
ら
れ
な
い
大
矢
正
夫
や
民
権
壮
士
の
憂
い
や
憂
鬱
の
情
が
響

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
後
年
、『
文
学
界
』
の
同
人
で
あ
っ
た
星
野
天
知
は
透
谷
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 

透
谷
の
本
名
は
門
太
郎
で
、
相
州
小
田
原
に
居
て
自
由
党
の
壮
士
で
も
あ
り
、
又
宣
教
師
の
通
訳
を

し
て
基
督
教
思
想
を
解
し
、
自
由
党
大
井
憲
太
郎
が
朝
鮮
で
事
を
起
さ
ん
と
し
た
折
、
軍
用
金
調
達
の

非
常
手
段
実
行
員
を
命
ぜ
ら
れ
て
憤
慨
し
、
正
義
を
高
唱
し
て
断
然
政
党
を
脱
し
以
来
文
学
に
走
つ
た

と
い
ふ
、
其
妻
女
栄
子
〈
ミ
ナ
〉
さ
ん
は
小
田
原
名
家
石
坂
昌
幸
〈
孝
〉
の
女
で
教
会
の
信
者
交
際
か

ら
意
気
投
合
し
た
が
、
貧
富
の
懸
隔
か
ら
反
対
者
に
妨
げ
ら
れ
、
情
熱
迸
つ
て
終
に
共
に
手
を
提
へ
て

走
る
事
と
成
つ
た
、
以
来
専
ら
文
筆
で
口
を
糊
す
る
や
う
に
成
り
、
酸
苦
の
生
活
は
此
天
才
を
弥
々
鍛

錬
さ
せ
る
も
の
が
在
つ
た
、
其
高
想
逹
識
と
瘠
骨
羸
弱
と
は
如
何
に
も
楚
辞
を
諷
誦
す
る
の
趣
が
見
ら

れ
た
、
理
想
的
の
政
治
観
、
犀
利
な
る
皮
肉
論
評
、
そ
れ
は
斉
藤
緑
雨
の
漫
罵
に
比
す
べ
き
冷
笑
も
出

来
な
い
事
も
な
い
が
、
緑
雨
に
無
い
高
韻
な
理
想
が
あ
つ
て
同
日
の
論
で
は
な
い
（
９３
）
。 
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星
野
は
ま
ず
透
谷
の
出
身
と
民
権
運
動
離
脱
の
原
因
お
よ
び
結
婚
の
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
結
婚
後
、

「
専
ら
文
筆
で
口
を
糊
す
る
」
透
谷
の
「
酸
苦
の
生
活
は
此
天
才
を
弥
々
鍛
錬
さ
せ
る
も
の
」
と
書
き
、

さ
ら
に
透
谷
の
高
邁
な
も
の
の
考
え
方
や
知
見
と
、
や
せ
細
り
衰
弱
し
た
体
は
、
い
か
に
も
『
楚
辞
』
を

音
読
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
見
え
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
き
方
は
、
透
谷
が
『
楚
辞
』
を
読

ん
で
い
た
こ
と
を
遠
ま
わ
し
に
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

『
楚
辞
』
は
中
国
の
戦
国
時
代
の
楚
地
方
に
お
い
て
謡
わ
れ
た
詩
の
様
式
で
あ
り
、
『
詩
経
』
と
と
も

に
、
中
国
文
学
の
源
流
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
詩
経
』
は
浪
漫
性
や
神
秘
的
な
色
彩
に
欠
け
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
『
楚
辞
』
は
神
秘
な
存
在
に
対
す
る
憧
憬
や
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
情
調
が
極
め
て
著
し

い
。
奈
良
の
正
倉
院
文
書
の
天
平
二
年
（
西
紀
七
三
〇
年
）
の
「
写
書
雑
用
帳
」
に
「
離
騒
三
帙
十
六
巻
」

が
見
え
る
か
ら
、『
楚
辞
』
の
書
が
確
か
に
日
本
に
伝
来
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
９４
）。
江
戸
時
代

に
な
る
と
、
刊
刻
さ
れ
た
『
楚
辞
』
の
テ
キ
ス
ト
は
主
要
な
も
の
が
三
種
あ
る
（
９５
）
。『
楚
辞
』
は
日
本

で
広
く
読
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
大
作
「
離
騒
」
を
結
ぶ
屈
原
は
戦
国
時
代
の
大
国
で
あ
っ
た
楚
の
王
族
に

生
ま
れ
、
自
分
の
才
能
を
頼
ん
で
祖
国
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
し
た
が
、
同
僚
か
ら
嫉
妬
さ
れ
て
讒
害
を

被
り
、
失
脚
し
て
憂
愁
に
暮
れ
、
遂
に
汨
羅
に
沈
ん
で
死
ん
だ
と
さ
れ
る
（
９６
）
。
こ
の
屈
原
の
不
遇
を

か
こ
つ
気
持
ち
や
憂
鬱
と
同
じ
よ
う
な
心
理
が
透
谷
の
「
楚
囚
之
詩
」
に
も
響
い
て
い
る
。
透
谷
は
、
屈

原
的
な
憂
鬱
を
表
現
し
た
「
楚
囚
之
詩
」
に
よ
っ
て
、
国
の
た
め
に
身
を
尽
く
そ
う
と
し
て
志
を
遂
げ
ら

れ
な
か
っ
た
透
谷
の
親
友
・
大
矢
正
夫
の
心
理
状
況
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。 

第
一
章
で
は
、
透
谷
の
生
い
立
ち
、
家
族
、
友
人
、
な
ど
の
側
面
を
通
し
て
、
透
谷
の
漢
文
学
の
素
養

に
つ
い
て
記
述
し
た
が
、
特
に
、
民
権
同
志
の
蒼
海
・
大
矢
正
夫
と
民
権
家
の
竜
子
・
秋
山
国
三
郎
は
二

人
と
も
漢
文
学
の
素
養
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
明
治
十
五
年
秋
か
ら
明
治
十
六
年
春

に
か
け
て
二
人
を
知
り
、
彼
ら
と
の
親
交
は
、
透
谷
の
生
涯
に
と
っ
て
、
忘
れ
難
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

彼
ら
と
知
っ
た
、
ほ
ぼ
同
じ
年
（
明
治
十
六
年
）
九
月
に
、
東
京
専
門
学
校
の
政
治
科
に
入
学
し
、
在
籍

中
、
「（
和
漢
文
学
）
の
文
章
規
範
、
八
家
文
（「
唐
宋
八
家
文
」
―
―
引
用
者
注
）
、
史
記
」
「（
作
文
）
の

和
漢
作
文
」
な
ど
を
多
少
履
修
し
た
こ
と
は
柳
田
泉
の
研
究
で
、
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
透
谷
が

通
っ
た
岡
千
仭
の
綏
猷
堂
で
は
、『
文
章
軌
範
』
も
使
用
教
科
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
（
詳
細
は
第
一
章

第
一
節
）
。 

『
文
章
規
範
』
は
、
正
編
と
続
編
に
分
か
れ
て
い
る
。
正
編
は
宋
の
謝
枋
得
（
一
二
二
六
〜
一
二
八
九

年
）
の
編
纂
し
た
「
古
文
」
を
選
ん
で
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
昔
の
中
国
で
は
受
験
参
考
書
・
模
範
文
例
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集
で
あ
っ
て
、
ふ
つ
う
の
意
味
で
い
う
傑
作
集
で
は
な
い
が
、
日
本
で
の
評
価
は
違
っ
て
い
た
。
挙
業
な

ど
と
い
う
も
の
の
な
い
日
本
で
は
作
文
の
教
科
書
と
し
て
受
け
ら
れ
た
。
漢
詩
・
漢
文
を
作
る
こ
と
は
、

江
戸
時
代
の
儒
者
に
と
っ
て
必
須
の
教
養
で
あ
っ
た
（
９７
）
。『
続
・
文
章
規
範
』
は
王
陽
明
の
門
人
鄒
東

郭
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
正
篇
に
漏
れ
た
名
文
を
、
上
は
先
秦
か
ら
下
は
明
代
に
亘
っ

て
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
明
の
世
宗
の
嘉
靖
三
十
三
年
（
一
五
五

四
）
甲
寅
夏
五
月
で
あ
る
。
日
本
に
伝
わ
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
約
五
十
年
後
の
慶
長

十
年
（
一
六
〇
五
）
夏
、
藤
原
惺
窩
（
五
十
四
歳
）
が
林
羅
山
に
続
文
章
規
範
を
貸
覧
し
た
こ
と
が
窺
え

る
書
翰
が
あ
る
（
９８
）
。 

 

透
谷
が
学
ん
だ
『
文
章
規
範
』
が
正
続
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
続
・
文
章

規
範
』
の
中
の
「
巻
之
一 

昭
字
集 

放
膽
文
」
に
「
屈
原
傳
、
ト
居
、
漁
父
辭
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

「
屈
原
傳
」
は
、
『
史
記
』
の
「
屈
原
賈
誼
列
伝
」
の
屈
原
に
関
す
る
部
分
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

透
谷
が
明
治
二
十
五
年
七
月
に
発
表
し
た
「
徳
川
氏
時
代
の
平
民
的
思
想
（
三
）」
中
の
「
侠
」
に
関
す
る

論
説
は
『
史
記
（
列
伝
）
』
の
第
六
十
四
「
遊
侠
列
伝
」
か
ら
原
漢
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
り
、
透
谷

が
『
史
記
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
槙
林
滉
二
の
研
究
で
は
、
透
谷
の
著
作
と

『
文
選
』
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
９９
）
。
さ
ら
に
、『
文
選
』
に
は
「
騒
」
の
部
が
立
て
て
あ
り
、

屈
原
離
騒
経
一
首
を
収
め
て
い
る
（
１００
）。『
史
記
』
中
の
「
屈
原
伝
」
に
は
、
屈
原
の
境
遇
、
地
位
、
屈

原
が
讒
言
さ
れ
た
原
因
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、「
屈
平
疾
王
聽
之
不
聰
也 

讒
諂
之
蔽
明
也 

邪
曲

之
害
公
也 

方
正
之
不
容
也 

故
憂
愁
幽
思
而
作
離
騒
（
屈
平
、
王
の
聴
の
聡
な
ら
ず
、
讒
諂
の
明
を
蔽

ひ
、
邪
曲
の
公
を
害
し
、
方
正
の
容
れ
ら
れ
ざ
る
を
疾
む
。
故
に
憂
愁
幽
思
し
て
離
騒
を
作
る
。）
」
と
書

か
れ
て
い
る
（
１０１
）
。「
離
」
は
遭
う
、「
騒
」
は
憂
う
、
の
意
で
あ
り
、「
離
騒
」
は
憂
え
に
遭
う
意
を
表

す
。
「
離
騒
」
と
い
う
と
、
『
楚
辞
』
全
体
を
代
表
す
る
こ
と
が
あ
る
。
透
谷
は
国
の
た
め
に
身
を
尽
し
、

志
を
遂
げ
ら
れ
な
い
大
矢
正
夫
や
民
権
壮
士
の
姿
を
見
て
、
屈
原
が
国
を
思
い
つ
つ
も
、
疏
ん
ぜ
ら
れ
、

憂
愁
幽
思
し
て
作
っ
た
「
離
騒
」
の
こ
と
を
想
起
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

明
治
二
十
六
年
の
『
文
学
界
』
第
一
号
の
古
藤
庵
の
「
北
村
透
谷
に
寄
す
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。 

 
 
 

 

滄
浪
の
浪
間

な

み

ま

に
落
つ
る
聲
き
け
ば
、 

君
は
世
に
鳴
く
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
な
。 

家
破
れ
、
世
は
う
つ
る
と
も
、
夏
く
れ
ば
、 

山
青
く
、
水
お
の
づ
か
ら
流
れ
行
く
。 
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ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
う
き
世
の
空
に
鳴
か
ん
と
き
、 

こ
ゝ
ろ
み
に
木
曾
山
中
の
か
な
た
向
け
、 

わ
れ
も
ま
た
君
が
聲
を
ば
便
り
に
て
、 

青
山
の
か
の
い
た
ゞ
き
に
立
ち
と
ま
り
、 

五
月
雨

E

さ

み

だ

れ

A

に
君
の
姿
を
あ
ふ
ぎ
み
む
。 

 島
崎
藤
村
が
透
谷
を
思
い
起
こ
し
た
時
、
藤
村
は
屈
原
を
も
同
時
に
連
想
し
、
屈
原
の
言
葉
を
用
い
て
透

谷
を
評
し
て
い
る
。
「
滄
浪
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
有
名
な
文
は
『
楚
辞
・
漁
父
』
の
「
滄
浪

之
水
清
兮 

可
以
濯
吾
纓 

滄
浪
之
水
濁
兮 

可
以
濯
吾
足
（
滄
浪
の
水
清
ま
ば
、
以
て
吾
が

纓
を
濯
ふ
可
し
、
滄
浪
の
水
濁
ら
ば
、
吾
が
足
を
濯
ふ
可
し
。
）
」
（
１０２
）
で
あ
る
。
藤
村
は

屈
原
の
「
滄
浪
の
水
」
を
借
り
て
、
透
谷
の
高
潔
を
暗
喩
し
て
い
る
。
以
下
で
は
透
谷
の
「
楚
囚
之
詩
」

と
屈
原
の
「
離
騒
」
と
の
具
体
的
な
交
渉
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

 
 

二 

「
楚
囚
之
詩
」
と
屈
原
の
「
離
騒
」
（
『
楚
辞
』
） 

 

１ 

冒
頭
の
自
己
紹
介
と
入
獄
理
由 

 

第
一 

曾
つ
て
誤
つ
て
法
を
破
り 

 
 
 
 

政
治
の
罪
人

つ
み
び
と

と
し
て
捕
は
れ
た
り
、 

余
と
生
死
を
誓
ひ
し
壯
士
等
の 

 
 
 
 

數
多
あ
る
う
ち
に
余
は
其
首
領
な
り
、 

 
 
 
 
 
 

中な

か

に
、 

余
が
最
愛
の 

 
 
 
 
 
 

ま
だ
蕾
の
花
な
る
少
女
も
、 

 
 
 
 
 
 

國
の
為
と
て
諸
共
に 

 
 
 
 
 
 

こ
の
花
婿
も
花
嫁
も
。 

 

こ
れ
は
「
楚
囚
之
詩
」
の
発
端
部
で
あ
る
。
主
人
公
が
獄
中
に
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
次
第
と
、
そ
の

手
下
と
彼
の
妻
と
の
間
柄
を
説
明
し
て
い
る
。 

一
方
、「
離
騒
」
は
楚
の
屈
原
の
代
表
作
で
あ
り
、
楚
辞
文
学
の
最
高
傑
作
で
あ
る
。
全
三
七
五
句
よ
り
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な
る
一
大
長
編
叙
事
詩
で
あ
る
が
、
本
文
は
、
文
脈
か
ら
考
え
る
と
大
き
く
前
後
二
段
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
前
段
は
、
主
と
し
て
、
語
り
手
が
讒
言
に
よ
っ
て
疎
ん
ぜ
ら
れ
、
清
廉
高
潔
の
己
が
身
を

濁
世
に
置
く
苦
悩
憂
憤
の
情
を
述
べ
、
後
段
は
、
文
意
一
変
し
、
語
り
手
が
周
く
天
地
の
間
を
歴
遊
し
て

神
女
を
求
め
、
こ
れ
と
結
婚
し
よ
う
と
す
る
が
、
結
局
、
そ
の
望
み
は
叶
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
そ
の

趣
旨
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は 

 

帝
高
陽
之
苗
裔
兮 

 
 
 

帝
高
陽
の
苗
裔
（
１ ０ ３
） 

朕
皇
考
曰
伯
庸 

 
 
 
 

朕
が
皇
考
を
伯
庸
と
曰
う 

攝
提
貞
於
孟
陬
兮 

 
 
 

摂
提
孟
陬
に
貞
し
く 

惟
庚
寅
吾
以
降 

 
 
 
 

惟
れ
庚
寅
に
吾
以
て
降
れ
り 

皇
覽
揆
余
初
度
兮 

 
 
 

皇
覧
て
余
を
初
度
に
揆
り 

肇
錫
余
以
嘉
名 

 
 
 
 

肇
め
て
余
に
錫
う
に
嘉
名
を
以
て
す 

名
余
曰
正
則
兮 

 
 
 
 

余
を
名
づ
け
て
正
則
と
曰
い 

字
余
曰
靈
均 

 
 
 
 
 

余
を
字
し
て
霊
均
と
曰
う 

 

と
正
則
・
霊
均
の
自
己
紹
介
が
見
え
る
。
し
か
し
、
従
来
強
く
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
バ
イ
ロ
ン
『
シ

オ
ン
の
囚
人
』
に
は
冒
頭
の
自
己
紹
介
の
よ
う
な
箇
所
が
見
当
た
ら
な
い
。「
か
く
も
わ
れ
鎖
に
つ
な
が
れ
、

死
に
迫
ら
る
ゝ
は
、⁄

こ
れ
、
わ
が
父
の
信
仰
の
た
め
な
り
。
わ
が
父
は
毅
然
と
し
て
棄
て
ざ
る
信
仰
の

た
め
、⁄

つ
ひ
に
刑
場
の
露
と
消
え
」
（
１０４
）
と
直
接
に
主
人
公
の
父
親
が
何
故
入
獄
し
た
の
か
と
い
う

理
由
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
楚
囚
之
詩
」
の
第
二
連
で
は
主
人
公
が
「
國
の
為
」
に

罪
を
犯
し
た
入
獄
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
父
親
、
祖
父
の
入
獄
理
由
も
紹
介
さ
れ
る
。 

 

噫
此
は
何
の
科と

が

ぞ
や
？ 

た
ゞ
國
の
前
途
を
計
り
て
な
り
！ 

噫
此
は
何
の
結
果
ぞ
や
？ 

此
世
の
民
に
盡
し
た
れ
ば
な
り
！ 

去
れ
ど
獨
り
余
な
ら
ず
、 

吾
が
祖
父
は
骨
を
戰
野
に
暴さ

ら

せ
り
、 

吾
が
父
も
國
の
為
め
に
生
命

い

の

ち

を
捨
た
り
、 

余
が
代よ

に
は
楚
囚
と
な
り
て
、 
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と
こ
し
な
へ
母
に
離
る
な
り
。 

 
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
で
は
「
信
仰
」
の
た
め
に
、
つ
ま
り
「
宗
教
迫
害
の
嵐
」
に
抗
し
て
の
死
で
あ
る

と
は
っ
き
り
し
た
入
獄
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
が
、「
楚
囚
之
詩
」
に
は
「
曾
つ
て
誤
つ
て
法
を
破
り⁄

政
治

の
罪
人
と
し
て
捕
は
れ
た
り
（
中
略
）
國
の
為
め
に
生
命
を
捨
て
」
た
と
い
う
曖
昧
な
理
由
が
述
べ
ら
れ
、

何
故
入
獄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
ど
う
い
う
活
動
に
お
い
て
生
命
を
捨
て
る
ほ
ど
の
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
い
う
点
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
、「
吾
が
祖
父
は
骨
を
戰
野
に
暴
せ
り
」、「
吾
が
父
も
國
の
為

め
に
生
命
を
捨
て
た
り
」
と
祖
父
と
父
親
の
二
人
が
言
及
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
で
は

主
人
公
の
父
親
だ
け
が
言
及
さ
れ
る
。「
楚
囚
之
詩
」
の
「
吾
が
祖
父
」
と
い
う
人
物
は
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』

に
は
登
場
し
て
い
な
い
。 

「
吾
が
祖
父
」「
吾
が
父
」
と
い
う
言
い
方
は
た
だ
祖
父
と
か
父
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
身
を
以
て
国

を
守
る
祖
先
た
ち
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
屈
原
の
祖
先
た
ち
（
１０５
）
は
国
家
の
富
強
を
謀
る

こ
と
に
懸
命
の
努
力
を
し
た
忠
良
の
士
で
あ
る
。
戦
場
で
勇
名
を
と
ど
ろ
か
し
た
者
も
い
る
し
、
国
政
に

す
ぐ
れ
た
才
腕
を
発
揮
し
た
者
も
い
る
。
屈
原
は
祖
先
の
よ
う
に
国
の
為
に
身
を
尽
く
そ
う
と
し
た
が
、

讒
害
を
被
り
失
脚
の
憂
き
目
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
、
透
谷
の
目
に
映
っ
た
大
矢
は
ま
さ

に
屈
原
と
同
じ
よ
う
に
、
国
の
た
め
に
奔
走
し
な
が
ら
、
逆
に
「
楚
囚
」
と
な
っ
た
目
に
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

２ 

「
楚
囚
之
詩
」
に
お
け
る
「
花
嫁
」
と
「
離
騒
」
に
お
け
る
「
比
興
手
法
」 

 

透
谷
が
「
楚
囚
之
詩
」
を
書
い
た
モ
チ
ー
フ
は
、
透
谷
の
政
治
運
動
の
同
志
で
あ
っ
た
大
矢
正
夫
な
ど

が
大
阪
事
件
に
連
坐
し
た
こ
と
で
あ
る
と
、
従
来
、
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

若
い
透
谷
は
自
由
民
権
運
動
の
影
響
を
う
け
、
政
治
家
を
志
望
し
て
東
京
専
門
学
校
政
治
科
に
学
ん
だ
。

政
治
熱
に
浮
か
さ
れ
た
彼
は
壮
士
の
仲
間
に
加
わ
り
、
明
治
十
八
年
、
政
治
運
動
の
盟
友
・
大
矢
正
夫
か

ら
渡
航
費
な
ど
の
資
金
調
達
の
た
め
に
、
強
盗
の
計
画
に
参
加
す
る
よ
う
勧
誘
さ
れ
た
が
、
結
局
、「
髪
を

剃
り
筇
を
曳
き
て
」
（
１０６
）
大
矢
に
強
盗
行
へ
の
不
参
加
を
告
げ
て
許
し
を
乞
う
て
い
る
。
透
谷
の
気
質

や
心
情
を
だ
れ
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
る
大
矢
は
「
遂
に
我
（
透
谷
―
―
引
用
者
注
）
に
迫
ら
」
な
か
っ

た
ら
し
い
（
１０７
）
。「
こ
の
と
き
の
大
矢
の
「
寛
容
」
こ
そ
が
ま
た
透
谷
を
か
え
っ
て
深
く
煩
悶
さ
せ
、
長

く
苦
し
め
た
の
で
あ
る
」
（
１０８
）
。
「
三
日
幻
鏡
」
（
『
白
表
・
女
學
雑
誌
』
第
三
二
五
、
三
二
七
号
、
明
治

二
十
五
年
八
月
十
三
日
）
に
も
「
こ
の
後
幾
多
の
苦
獄
を
経
歴
し
た
る
は
又
た
是
非
も
な
し
」
と
書
か
れ
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て
い
る
。
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
、
帝
国
憲
法
発
布
に
際
し
て
大
赦
の
令
が
下
り
、
同
志
た
ち
が
恩

典
に
浴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
大
矢
に
は
併
合
罪
と
し
て
強
盗
罪
が
あ
っ
た
た
め
、
取
り
残
さ
れ
た
。

そ
れ
を
思
っ
た
透
谷
は
古
傷
の
う
ず
く
痛
み
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。
大
阪
未
決
監
獄
で
の
大
矢
正
夫
の

作
に 

 

去
年
今
夜
墨
堤
畔 

 
 
 

去
年
の
今
夜
墨
堤
の
畔 

壮
士
相
約
志
盟
成 

 
 
 

壮
士
相
約
し
て
志
盟
成
る 

今
年
今
夜
浪
花
獄 

 
 
 

今
年
今
夜
浪
花
の
獄 

月
照
鉄
窓
寂
金
声 

 
 
 

月
照
鉄
窓 

寂
た
り
金
声 

敗
衄
歎
楚
囚
恨 

 
 
 
 

敗
衄
の
嘆
き
楚
囚
の
恨
み 

終
宵
転
側
眠
難
就 

 
 
 

終
宵
転
側
眠
り
就
り
難
し 

明
年
今
夜
果
何
処 

 
 
 

明
年
の
今
夜
果
し
て
何
処
ぞ 

将
在
北
海
哭
月
明 

 
 
 

将
に
北
海
に
在
り
て
月
明
に
哭
せ
ん 

 

と
あ
る
（
１０９
）
。
こ
の
詩
を
親
友
の
透
谷
が
読
ん
だ
と
す
る
（
１１０
）
な
ら
ば
、
政
治
改
革
の
た
め
に
極
端

な
手
段
に
走
っ
た
が
、
資
金
調
達
の
難
航
や
朝
鮮
革
命
の
任
務
を
担
う
磯
山
の
離
反
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た

大
矢
正
夫
の
無
念
の
思
い
を
暗
示
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
ま
た
、
透
谷
と
大
矢
の
か
つ
て
の
友
情
を
記
念

す
る
た
め
に
、
「
楚
囚
之
詩
」
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

屈
原
の
大
作
「
離
騒
」（
『
楚
辞
』
）
の
叙
述
形
式
の
特
色
は
比
興
の
手
法
を
好
ん
で
用
い
て
い
る
点
で
あ

り
、
主
に
君
臣
の
関
係
を
仮
託
的
、
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
。『
楚
辞
』
の
象
徴
的
表
現
に
用
い
ら
れ
た

素
材
の
代
表
的
な
も
の
は
香
草
香
木
と
女
性
で
あ
る
。
香
草
香
木
は
人
間
の
品
徳
の
高
潔
さ
を
象
徴
す
る

比
興
の
素
材
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
例
え
ば
『
詩
経
』
に
お
い
て
も
、
比

興
の
素
材
と
し
て
自
然
現
象
の
風
雨
雷
雪
と
な
ら
ん
で
生
物
の
虫
魚
、
鳥
獣
、
草
木
が
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
『
詩
経
』
に
お
い
て
は
、
女
性
を
比
興
の
素
材
と
す
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
離
騒
」

に
お
い
て
、
女
性
を
比
興
の
素
材
と
し
て
い
る
主
要
な
詞
句
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。 

五
章
に
「
惟
草
木
之
零
落
兮 

恐
美
人
之
遅
暮
（
草
木
の
零
落
す
る
を
惟
ひ
、
美
人
の
遅
暮
を
恐
る
）」

と
あ
る
。「
美
人
は
美
し
い
ひ
と
。
王
逸
は
懐
王
を
さ
す
と
い
い
、
洪
興
祖
は
「
屈
原
、
美
人
を
以
て
君
に

喩
ふ
る
者
あ
り
。
美
人
の
遅
暮
を
恐
る
る
は
是
な
り
」
と
い
う
。
朱
熹
も
「
美
好
の
婦
人
、
蓋
し
詞
を
託

し
て
意
を
君
に
寄
す
る
な
り
」
と
解
し
て
い
る
」。
ま
た
十
二
章
に
「
初
既
與
余
成
言
兮 

後
悔
遁
而
有
他
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（
初
め
に
既
に
余
と
言
を
成
せ
し
も
、
後
に
悔
い
遁
れ
て
他
有
り
）
」
と
あ
る
。
成
言
は
結
婚
の
誓
約
の
こ

と
で
、
君
臣
の
信
愛
関
係
を
男
女
の
婚
姻
に
喩
え
て
述
べ
て
い
る
。
二
十
二
章
の
「
衆
女
嫉
余
之
蛾
眉
兮 

謡
諑
謂
余
以
善
淫（
衆
女
余
の
蛾
眉
を
嫉
み
て
、謠
諑
し
て
余
を
謂
ふ
に
善
く
淫
す
る
を
以
て
す
）」で
は
、

蛾
眉
は
女
子
の
美
貌
を
意
味
し
、
屈
原
が
自
分
の
こ
と
を
喩
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

特
に
四
十
六
章
か
ら
六
十
五
章
ま
で
の
「
求
女
行
」（
即
ち
求
君
、
つ
ま
り
、
立
派
な
君
子
を
求
め
る
行

為
を
象
徴
し
て
い
る
）
で
は
、「
君
」
を
美
女
に
比
し
、「
己
」
を
、
女
性
に
求
婚
す
る
男
に
喩
え
て
い
る
。

楚
国
に
お
い
て
「
己
」
は
不
遇
で
あ
る
の
で
、
天
地
四
方
を
遊
観
し
て
美
女
を
捜
し
求
め
る
よ
う
と
す
る
。

最
初
に
天
上
界
に
赴
き
、
帝
宮
の
玉
女
を
求
め
た
が
、「
忽
反
顧
以
流
涕
兮 

哀
高
丘
之
無
女
（
忽
ち
反
顧

し
て
以
て
流
涕
し
、
高
丘
の
女
無
き
を
哀
し
む
）」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
下
界
の
美
女
を
求
め
た

が
「
及
榮
華
之
未
落
兮 

相
下
女
之
可
貽
（
榮
華
の
未
だ
落
ち
ざ
る
に
及
ん
で
、
下
女
の
貽
る
可
き
を
相

ん
）
」、
す
な
わ
ち
、
探
求
の
方
法
が
悪
く
拙
い
た
め
に
、
失
敗
に
帰
し
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
楚
国
の

外
に
賢
君
を
求
め
て
天
下
を
周
遊
し
て
み
た
が
、
ど
こ
に
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
女
性
を
も
っ
て
比
興
の
材
料
と
す
る
例
は
屈
原
の
「
離
騒
」
を
嚆
矢
と
す
る
（
１１１
）
。 

一
方
、「
楚
囚
之
詩
」
に
お
い
て
、
第
一
連
の
主
人
公
の
自
己
紹
介
の
く
だ
り
に
「
花
嫁
」
が
出
て
く
る

の
を
初
め
と
し
て
、
全
体
で
も
っ
と
も
多
く
の
行
が
割
か
れ
て
お
り
、「
花
嫁
」
を
主
と
し
て
う
た
う
の
は

既
に
、
平
岡
敏
夫
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
民
権
壮
士
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
作
品
に
多
く
の
行
を
割
い
て
「
花

嫁
」
に
登
場
さ
せ
る
と
い
う
疑
問
点
は
、
透
谷
が
屈
原
の
手
法
を
踏
襲
し
た
の
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、「
花

嫁
」
の
登
場
の
謎
は
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
『
楚
囚
之
詩
』
中
の
「
花
嫁
」
は
、
「
離
騒
」
の
「
求
女
行
」

に
な
ら
っ
て
、
大
矢
に
比
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、『
楚
囚
之
詩
』
の

叙
述
に
そ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
箇
所
に
注
目
し
て
み
た
い
。 

 

第
四 

彼
は
余
と
故
郷
を
仝
じ
う
し
、 

余
と
手
を
携
へ
て
都
へ
上
り
に
き
―
― 

 

（
中
略
） 

花
の
美
く
し
さ
は
美
く
し
け
ど
、 

吾
が
花
嫁
の
美び

は
、 

其
蕊し

べ

に
あ
り
、 

梅
が
枝え

に
さ
へ
づ
る
鳥
は
多
情
な
れ
、 

吾
が
情
は
た
ゞ
赤
き
心
に
あ
り
、 

彼
れ
の
柔よ

わ

き
手
は
吾
が
肩
に
あ
り
て
、 
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「
彼
は
余
と
故
郷
を
仝
じ
う
し
、
余
と
手
を
携
へ
て
都
へ
上
り
に
き
―
―
」
で
は
昔
、
透
谷
が
大
矢
と
一

緒
に
都
を
出
て
、
大
矢
の
「
柔
き
手
は
吾
が
肩
に
」
か
け
た
り
、
二
人
と
も
「
赤
き
」
心
を
も
っ
て
、
常

に
国
の
為
に
身
を
つ
く
そ
う
と
し
た
思
い
出
が
語
ら
れ
る
。 

 

第
五 

余
が
愛
す
る
少
女
の
魂た

ま

も
跡
を
追
ひ 

諸
共
に
、
昔
の
花
園

は
な
そ
の

に
舞
ひ
行
き
つ 

塵

E

ち

り

A

な
く

A
E

汚

E

け
が
れ

A

な
き
地
の
上
に

A
E

は

E

〔
マ
マ
〕

A

ふ
バ
イ
ヲ
レ
ツ
ト 

其
名
も
ゆ
か
し
き
フ
ォ
ゲ
ッ
ト
ミ
イ
ナ
ツ
ト 

其
他
種い

ろ

々〱
の
花
を
優
し
く
摘
み
つ 

ひ
と
ふ
さ
は
我
胸
に
さ
し
か
ざ
し 

他
の
ひ
と
ふ
さ
は
我
が
愛
に
與
へ
つ 

ホ
ツ
！ 

是こ

は
夢
な
る
！ 

見
よ
！ 

我
花
嫁
は
此
方
を
向
く
よ
！ 

そ
の
痛
ま
し
き
姿
！ 

嗚
呼
爰
は
獄
舎

ひ

と

や 

此
世
の
地
獄
な
る
。 

 

こ
の
連
の
「
余
が
愛
す
る
少
女
の
魂
も
跡
を
追
ひ⁄

諸
共
に
、
昔
の
花
園
に
舞
ひ
行
き
つ
」
で
は
、
大
矢

と
一
緒
に
遊
ん
だ
こ
と
の
追
憶
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
「
見
よ
！
我
花
嫁
は
此
方
を
向
く
よ
！
そ
の
痛
ま
し

き
姿
！
嗚
呼
爰
は
獄
舎⁄

此
世
の
地
獄
な
る
」で
は
、
大
矢
が
強
盗
計
画
に
参
画
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

透
谷
が
あ
る
本
能
的
な
直
観
か
ら
、
大
阪
事
件
の
陰
謀
に
危
険
な
違
和
感
を
感
じ
取
っ
て
い
る
こ
と
が
暗

示
さ
れ
る
。  

第
六
連 

嗚
呼
少わ

か

か
り
し
時
、
曾
つ
て
富ふ

嶽が

く

に
攀よ

ぢ

上の

ぼ

り
、 

近
か
く
、
其
頂い

た

上ゞ

き

に
相
見
た
る
美
く
し
の
月 

美
の
女
王
！ 

曾
つ
て
又
た
隅
田
に
舸ふ

ね

を
投
げ
、 

花
の

懐
ふ
と
こ
ろ

に
も

汝
な
ん
ぢ

と
は
契
を
こ
め
た
り
き
。 
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仝
じ
月
な
ら
ん
！ 

左
れ
ど
余
に
は
見
え
ず
、 

仝
じ
光
な
ら
ん
！ 

左
れ
ど
余
に
は
来
ら
ず
、 

呼
べ
ど
招
け
ど
、 

も
う 

汝
は
吾
が
友
な
ら
ず
。 

 

こ
の
部
分
は
、
昔
、
大
矢
と
一
緒
に
過
ご
し
た
思
い
出
の
暗
示
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
大
矢
正
夫
と
の
別

れ
の
苦
し
み
、
切
実
な
過
去
の
思
い
出
も
現
在
の
自
分
を
真
に
力
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
大
矢
は
も
う

戻
れ
な
い
と
い
う
絶
望
が
透
谷
を
苦
し
め
る
。
ま
た
、「
花
の
懐
に
も
汝
と
は
契
を
こ
め
た
り
き
」
の
「
汝

と
は
契
を
こ
め
」
る
こ
と
は
「
離
騒
」
の
「
初
既
與
余
成
言
」（
初
め
に
既
に
余
と
言
を
成
し
も
）
の
「
成

言
」
、
つ
ま
り
、
結
婚
の
誓
約
の
こ
と
を
意
味
す
る
比
喩
と
対
応
し
て
い
る
。 

 

第
八 

想
ひ
は
奔
る
、
往
き
し
昔
は
日
々
に
新
な
り 

彼
山
、
彼
水
、
彼
庭
、
彼
花
に
余
が
心
は
残
れ
り
、 

彼
の
花
！ 

余
と
余
が
母
と
余
が
花
嫁
と 

も
ろ
と
も
に
植
ゑ
に
し
花
に
も
別
れ
て
け
り
、 

思
へ
ば
、
余
は

暇
い
と
ま

を
告
ぐ
る
隙ひ

ま

も
な
か
り
し
な
り
。 

誰
れ
に
気き

兼が

ね

す
る
に
も
あ
ら
ね
ど
、
ひ
そ
ひ
そ 

余
は
獄
窻
の
元
に
身
を
寄
せ
て
ぞ 

 第
八
連
は
視
点
が
変
わ
り
、
大
矢
を
「
余
」
と
し
、
大
矢
と
そ
の
妻
の
こ
と
が
述
べ
始
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
「
思
へ
ば
、
余
は
暇
を
告
ぐ
る
隙
も
な
か
り
し
な
り
。
誰
れ
に
気
兼
す
る
に
も
あ
ら
ね
ど
、

ひ
そ
ひ
そ⁄

余
は
獄
窓
の
元
に
身
を
よ
せ
て
ど
」
は
、
大
矢
が
入
獄
前
に
、
親
戚
に
暇
を
告
げ
る
時
間
も

な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
重
な
っ
て
い
る
（
１１２
）
。 

続
く
、
詩
行
は
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

送
り
来
れ
る
ゆ
か
し
き
菊
の

香
か
を
り

！
（
１１３
） 

余
は
思
は
ず
も
鼻
を
聳
え
た
り
、 

こ
は
我わ

が

家や

の
庭
の
菊
の
我
を
忘
れ
で
、 

遠
く
西
の
國
ま
で
余
を
見
舞
ふ
な
り
、 
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あ
ゝ
我
を
思
ふ
友
！ 

恨
む
ら
く
は
こ
の

香
か
を
り 

 

我
手
に
は
觸
れ
ぬ
な
り
。 

 

こ
れ
は
大
矢
の
前
妻
・
菊
子
に
つ
い
て
の
回
想
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
矢
の
妻
は
菊
子
と
い
い
、

山
中
学
校
で
教
鞭
を
取
っ
た
時
期
の
学
務
委
員
の
森
甚
太
郎
の
妹
で
あ
る
。
し
か
し
大
矢
は
結
婚
し
て
ま

も
な
く
、
嫁
と
姑
の
折
り
合
い
の
悪
さ
の
た
め
に
、
翌
年
三
月
に
出
産
を
控
え
た
妻
を
離
縁
す
る
。
翌
年
、

子
供
の
扶
養
を
森
に
依
頼
し
て
い
る
（
１１４
）
。
い
つ
も
国
の
改
良
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
大
矢
は
「
正

ニ
尽
く
す
べ
き
の
義
理
を
欠
き
、
妻
子
に
対
し
て
人
情
を
無
視
せ
る
行
為
に
対
し
て
ハ
、
恰
も
鋭
錐
を
以

て
、
胸
を
刺
さ
る
ゝ
の
感
あ
り
き
」
（
１１５
）
と
負
い
目
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
透
谷
は
「
三
日

幻
鏡
」
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
矢
と
長
く
一
緒
に
い
た
時
に
、
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。
大
矢
は
、
牢
獄
に
居
る
時
、
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
嫁
に
悪
い
こ
と
を
し
た
と
後
悔
し
た
で

あ
ろ
う
と
、
透
谷
が
想
像
し
な
が
ら
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
九 

余
は
吾
花
嫁
の
方
に
先
づ
眼
を
送
れ
ば
、 

 
 
 

こ
は
如
何
に
！ 

影
も
な
き
吾
が
花
嫁
！ 

 
 

思
ふ
に
彼
は
他
の
獄
舎

ひ

と

や

に
送
ら
れ
け
ん
、 

 
 
 

余
が
睡
眠

ね

む

り

の
中
に
移
さ
れ
た
り
け
ん
、 

 
 

と
は
あ
は
れ
な
！ 

一
目
な
り
と
一
せ
き
な
り
と
、 

 
 
 

（
何
ぜ
、
言
葉
を
交か

は
す
事
は
許
さ
れ
ざ
れ
ば
） 

 
 

永
別

わ

か

れ

の

印
し
る
し

を
か
は
す
事
も
か
な
は
ざ
り
け
ん
！ 

 
 

三
個

み

た

り

の
壯
士
も
み
な
影
を
留
め
ぬ
な
り
、 

 
 
 

ひ
と
り
此
廣
間
に
余
を
殘
し
た
り
、 

 
 

朝
寢
の
中
に
見
た
る
夢
の
僞
な
り
き
、 

 
 
 

噫
僞
り
の
夢
！ 

皆
な
徃
け
り
！ 

徃
け
り
、
我
愛
も
！ 

ま
た
同
盟
の
眞
友
も
！ 

 

「
余
は
吾
花
嫁
の
方
に
先
づ
眼
を
送
れ
ば
、
こ
は
如
何
に
！
影
も
な
き
吾
が
花
嫁
！
思
ふ
に
彼
は
他
の
獄
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舎
に
送
ら
れ
け
ん
、
余
が
睡
眠
の
中
に
移
さ
れ
た
り
け
ん
」
は
花
嫁
の
転
舎
と
三
人
の
壮
士
の
蒸
発
に
気

づ
い
た
透
谷
が
「
永
別
の
印
を
か
は
す
事
も
か
な
は
ざ
り
け
ん
！
」
と
、
大
矢
や
盟
友
と
の
永
遠
の
別
れ

を
認
識
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
第
十 

暗
さ
物
憂
さ
に
も
余
は
感
情
を
失
ひ
て
、 

 
 
 

今
は
唯
だ
膝
を
組
む
事
の
み
知
り
ぬ
、 

罪
も
望
も
、
世
界
も
星
辰
も
皆
盡
き
て
、 

余
に
は
あ
ら
ゆ
る
者
皆
、
…
…
無
に
歸
し
て 

た
ゞ
寂
寥
、
…
…
微か

す

か
な
る
呼
吸
―
― 

 
 
 

生
死
の
闇
の

響
ひ
ゞ
き

な
る
、 

 

第
十
連
で
は
、
大
矢
と
別
れ
た
後
の
透
谷
が
「
感
情
を
失
ひ
て
」
、「
罪
も
望
み
も
、
世
界
も
星
辰
も
皆
盡

き
て
」、
「
無
に
帰
し
て
」、
「
寂
寥
」
と
「
微
か
な
る
呼
吸
」
だ
け
が
「
生
死
の
闇
の
響
な
る
」
と
い
う
よ

う
な
痛
苦
、
孤
独
感
を
語
っ
て
い
る
。 

 

第
十
一
連 

余
に
は
日
と
夜
と
の
區
別
な
し
、 

左
れ
ど
余
の
倦う

み

た
る
耳
に
も
聞
き
し
、 

暁あ

け

の

鷄
に
は
と
り

や
、
ま
た
塒
に
急い

そ

ぐ

烏
か
ら
す

の
聲
、 

兎と

は
言
へ
其
形
…
…
想
像
の
外ほ

か

に
は
曾
つ
て
見
ざ
り
し
。 

ひ
と
宵よ

ひ

余
は
早
く
よ
り
木
の
枕
を 

窻
下
に
推
し
當
て
、
眠
り
の
神
を 

祈
れ
ど
も
、
ま
だ
こ
の
疲
れ
た
る
腦
は

安
や
す
ま

ら
ず
、 

半
分

E

な

か

ば

A

眠
り
―
―
且
つ
死
し
、
な
ほ
半
分
は 

生
き
て
あ
り
、
―
―
と
は
願
は
ぬ
も
の
を
。 

AE

突

E

と

つ

AAE

如

E

じ

ょ

A

窻
を
叩
い
て
余
が
靈
を
呼
ぶ
者
あ
り 

あ
や
に
く
余
は
過
に
し
花
嫁
を
思
出
た
り 

（
中
略
） 

始
め
て
世
界
の
生
物

せ
い
ぶ
つ

が
見
舞
ひ
来
れ
り
。 
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彼
は
獄
舎
の
中
を
狭
し
と
思
は
ず
、 

梁
E

は

り
A

の
上
梁
の
下
俯
仰
自
由
に
羽
を
伸
ば
す
、 

能
き
友
な
り
や
、
こ
は
太
陽
に
嫌
は
れ
し
蝙
蝠

か
う
も
り

、 

我
無
聊
を
訪
来
れ
り
、
獄
舎
の
中
を
厭
は
ず
、 

想
ひ
見
る
！ 
此
は
我
花
嫁
の
化
身
な
ら
ず
や 

嗚
呼
約
せ
し
事
望
み
し
事
は
遂
に
来
ら
ず
、 

忌
は
し
き
形
を
假
り
て
、
我
を
慕
ひ
来く

る
と
は
！ 

て
も
可
憐

あ

は

れ

な
！ 

余
は
蝙
蝠

か
う
も
り

を
去
ら
し
め
ず
。 

 

第
十
一
連
の
冒
頭
で
は
大
矢
と
決
別
し
た
後
の
ど
う
し
て
も
大
矢
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
透
谷
の
状

態
を
述
べ
続
け
て
い
る
。「
あ
や
に
く
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
「
花
嫁
を
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
よ
か
っ

た
と
の
公
開
の
気
持
ち
が
働
い
た
表
現
。（
中
略
）
同
時
に
幾
年
も
忘
れ
果
て
て
い
な
が
ら
、
わ
ず
か
の
き

っ
か
け
で
す
ぐ
表
面
に
浮
か
び
出
て
く
る
ほ
ど
、
他
の
何
よ
り
も
強
く
、
意
識
下
に
付
着
し
て
い
た
と
い

え
よ
う
」
と
佐
藤
善
也
は
説
明
し
て
い
る
（
１１６
）
。
「
他
の
何
よ
り
も
強
く
、
意
識
下
に
付
着
し
て
い
た
」

も
の
は
大
矢
と
の
別
れ
の
こ
と
、
別
れ
て
も
も
う
一
度
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
潜
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
。
あ
る
と
き
、
「
始
め
て
世
界
の
生
物
」
で
あ
る
蝙
蝠
が
「
見
舞
ひ
来
れ
り
」
。
蝙
蝠
の
訪
れ

は
「
我
花
嫁
の
化
身
な
ら
ず
や
」
と
透
谷
が
大
矢
の
こ
と
を
思
い
出
す
。「
余
は
蝙
蝠
を
去
ら
し
め
ず
」
と

い
う
表
現
に
は
、
大
矢
を
引
き
と
め
よ
う
と
す
る
透
谷
の
気
持
ち
が
読
み
取
れ
る
。 

 

第
十
二 

余
が
花
嫁
は
斯か

ゝ

る
悪に

く
き
顔
に
て
は
！ 

左
れ
ど
余
は
彼
を
逃
げ
去
ら
し
め
ず
、 

何
ぜ
…
…
此
生
物
は
余
が
友
と
な
り
得
れ
ば
、 

好
し
…
…
暫
時

し

ば

し

獄
中
に
留
め
置
か
ん
に
、 

左
れ
ど
如
何
に
せ
ん
？ 

彼
を
留
め
置
く
に
は
？ 

吾
に
力
な
き
か
、
此
一
獸
を
留
置
く
に
さ
へ
？  

 

第
十
二
連
の
後
段
の
「
余
が
花
嫁
は
悪
く
き
顔
」
を
し
て
い
る
の
は
強
盗
計
画
へ
の
参
画
を
誘
わ
れ
た
透

谷
の
目
に
映
っ
た
大
矢
の
怖
い
姿
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
吾
に
力
な
き
か
、
此
一
獸
を
留
置
く
に
さ
へ
？
」

と
い
う
一
句
で
は
、
大
矢
を
引
き
留
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
歎
い
て
い
る
。 
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第
十
三 

恨
む
ら
く
は
昔
の
記
憶
の
消
え
ざ
る
を
、 

 

若
き
昔
時

む

か

し

…
…
其
の
楽
し
き
故
郷
！ 

暗
ら
き
中
に
も
、
回
想
の
眼
は
い
と
明あ

か

る
く
、 

 

畫
と
見
え
て
畫
に
は
あ
ら
ぬ
我
が
故
郷
！ 

（
中
略
） 

曾
つ
て
我
が
愛
と
共
に
逍
遥
せ
し
、 

楽
し
き
野
山
の
影
は
如
何
に
せ
し
？ 

摘
み
し
野
花
？ 

聴
き
し
溪た

に

の
楽
器
？ 

あ
ゝ
是
等
は
余
の
最
も
親
愛
せ
る
友
な
り
し
！ 

 

「
恨
む
ら
く
は
昔
の
記
憶
の
消
え
ざ
る
を
」
と
い
う
表
現
は
、
大
矢
と
の
友
情
を
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
忘

れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
か
え
っ
て
、
透
谷
の
胸
を
痛
め
る
、
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。
一
方
、「
若
き

昔
時
…
…
其
の
楽
し
き
故
郷
！
暗
ら
き
中
に
も
、
回
想
の
眼
は
い
と
明
る
く
、
画
と
見
え
て
画
に
は
あ
ら

ぬ
我
が
故
郷
！
」
で
は
、
大
矢
と
遊
ん
だ
故
郷
の
自
然
の
回
想
が
透
谷
の
精
神
的
な
支
え
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
十
四 

鶯
に
！ 

鐵
窻
の
外
に
鳴
く
鶯
に
！ 

（
中
略
） 

余
は
再
び
疑
ひ
そ
め
た
り
…
…
此
鳥
こ
そ
は 

 
 
 

眞
に
、
愛
す
る
妻
の
化
身
な
ら
ん
に
。 

鶯
は
余
が
幽
靈
の
姿
を
振
り
向
き
て 

 

飛
び
去
ら
ん
と
は
な
さ
ず
し
て 

再
び
歌
ひ
出
で
た
る
聲
の
す
ゞ
し
さ
！ 

 

余
が
幾
年
月
の
鬱う

さ

を
拂
ひ
て
。 

卿

E

お
ん
み

A

の
美
し
き
衣
は
神
の
恵
み
な
る
、 

卿
の
美
し
き
調
子
も
神
の
恵
み
な
る
、 

（
中
略
） 
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余
が
不
幸
を
慰
む
る
厚
き
心
な
る
！ 

 
 
 

嗚
呼
夢
に
似
て
な
ほ
夢
な
ら
ぬ
、 

（
中
略
） 

斯
く
し
て
、
再
び
余
が
憂
鬱
を
訪
ひ
来
る
―
― 

A
E

誠

E

ま
こ
と

A

の
愛
の
友
！ 
余
の
眼
に
涙
は
充
ち
て
け
り
。 

 

こ
の
連
に
出
現
す
る
鶯
は
透
谷
の
妻
・
ミ
ナ
を
象
徴
し
て
い
る
。
鶯
の
出
現
は
春
の
来
る
よ
う
に
「
余
が

幾
年
月
の
鬱
さ
を
拂
ひ
て
」
、「
神
の
恵
」
の
よ
う
に
、
透
谷
を
慰
め
、
透
谷
に
生
の
希
望
を
与
え
る
。「
余

が
不
幸
を
慰
む
る
」
等
の
言
い
方
は
透
谷
の
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
。 

 

第
十
五 

鶯
は
再
び
歌
ひ
出
て
た
り
、 

 
 
 

余
は
其
の
歌
の
意
を
解と

き
得
る
な
り
、 

百
種
の
言
葉
を
聴
き
取
れ
ば
、 

 
 
 

皆
な
余
を
慰
む
る
愛
の
言
葉
な
り
！ 

浮
世
よ
り
か
、
將
た
天
國
よ
り
来
り
し
か
？ 

余
に
は
神
の
使
と
の
み
見
ゆ
る
な
り
。 

（
中
略
） 

鳥
の
愛
！ 

世
に
捨
て
ら
れ
し
此
身
に
も
！ 

鶯
よ
！ 

卿
お
ん
み

は
籠
を
出
で
た
れ
ど
、 

 
 
 

余
は
死
に
至
る
ま
で
は
許
さ
れ
じ
！ 

余
を
泣
か
し
め
、
又
た
笑ゑ

ま
し
む
れ
ど
、 

 
 
 

卿
の
歌
は
、
余
の
不
幸
を
救
ひ
得
じ
。 

 

し
か
し
、
第
十
五
連
に
な
る
と
、
「
卿
の
歌
は
、
余
の
不
幸
を
救
ひ
得
じ
」
と
し
た
透
谷
は
「
卿
」
（
妻
・

ミ
ナ
）
が
慰
め
る
こ
と
が
で
き
て
も
牢
獄
か
ら
自
分
を
解
放
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
意
識
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
妻
・
ミ
ナ
が
透
谷
に
生
の
希
望
を
与
え
た
が
、
結
局
、
透
谷
を
心
の
牢
獄
か
ら
救
い
だ
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 

第
十
六 
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久
し
振
に
て
獄
吏
は
入
り
来
れ
り
。 

遂
に
余
は
放ゆ

る

さ
れ
て
、 

大
赦
の
大
慈

め

ぐ

み

を
感
謝
せ
り 

門
を
出
れ
ば
、
多
く
の
朋
友
、 

 
 
 

集つ

ど

ひ
、
余
を
迎
へ
来
れ
り
、 

中
に
も
余
が
最
愛
の
花
嫁
は
、 

 

走
り
来
り
て
余
の
手
を
握
り
た
り
、 

彼
れ
が
眼め

に
も
余
が
眼
に
も
仝
じ
涙
―
― 

 
 
 

又
た
多
數
の
朋
友
は
喜
ん
で
踏
舞
せ
り
、 

先
き
の
可
愛

か

は

ゆ
き
鶯
も
爰
に
来
り
て 

再
び
美
妙
の
調
べ
を
、
衆み

な

に
聞
か
せ
た
り
。 

 

こ
の
連
で
は
、
透
谷
が
大
赦
を
設
定
し
て
、「
余
」
は
「
放ゆ

る

」
さ
れ
、「
余
を
迎
へ
来
れ
り
、
中
に
も
余
が

最
愛
の
花
嫁
」
と
想
像
し
て
い
る
。「
花
嫁
」
は
「
走
り
来
り
て
余
の
手
を
握
り
た
り
、
彼
れ
が
眼
に
も
余

が
眼
に
も
仝
じ
涙
」
と
い
う
想
像
の
場
面
は
、
大
矢
と
の
誤
解
が
と
け
、
昔
の
親
友
に
戻
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
透
谷
の
気
持
ち
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
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第
二
節 

「
蓬
莱
曲
」 

  

明
治
二
十
四
年
五
月
に
透
谷
作
品
中
最
も
長
篇
の
大
作
で
あ
る
「
蓬
莱
曲
」が
出
版
さ
れ
た
。「
蓬
莱
曲
」

は
「
序
」
、
三
齣
八
場
と
「
別
篇
」
（
慈
航
湖
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
素
雄
と
い
う
蓬
莱
山
中
に
分

け
入
っ
た
若
い
修
業
者
が
、
亡
き
恋
人
（
露
姫
）
の
幻
を
追
い
つ
つ
、
山
中
で
道
士
に
会
う
が
、
そ
の
仙

術
も
彼
の
苦
悩
を
救
い
え
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
経
つ
つ
、
最
後
に
蓬
莱
山
上
で
大
魔
王
に
出
会
い
、

わ
が
権
力
に
服
せ
と
と
言
わ
れ
、
従
わ
ず
し
て
つ
い
に
命
を
絶
つ
と
い
う
内
容
を
前
篇
と
し
、
こ
れ
に
続

く
別
篇
「
慈
航
湖
」（
未
定
稿
）
に
お
い
て
は
、
露
姫
が
失
神
し
た
素
雄
を
の
せ
た
船
を
彼
岸
に
進
め
、
や

が
て
琵
琶
の
音
に
目
を
覚
ま
し
た
素
雄
は
も
は
や
肉
の
隷
縛
を
は
な
れ
、
永
遠
な
る
「
平
和
」
の
世
界
に

到
り
え
た
こ
と
を
知
る
。 

 

発
表
当
時
か
ら
今
日
ま
で
の
「
蓬
莱
曲
」
に
関
す
る
研
究
は
数
十
篇
も
あ
る
。
ま
ず
、
同
時
代
批
評
は
、

そ
の
先
駆
的
試
み
の
気
魄
と
勇
気
、
理
想
に
共
感
を
寄
せ
つ
つ
も
、
内
容
の
意
味
は
あ
ま
り
明
瞭
で
な
い

と
し
て
い
る
。
『
読
売
新
聞
』
（
無
署
名
、
明
治
二
十
四
年
六
月
十
三
日
）
は
「
北
村
蝉
羽
子
が
新
作
の
戯

曲
な
り
。
柳
田
素
雄
と
い
ふ
一
箇
の
厭
世
家
が
其
の
愛
姫
を
慕
う
て
蓬
莱
曲
に
さ
ま
よ
う
に
托
し
て
、
作

者
が
満
腔
の
情
懐
を
吐
く
。
理
想
頗
る
高
く
、
且
雅
や
か
な
り
」
と
共
感
を
寄
せ
つ
つ
も
、「
造
語
・
造
訓

多
き
が
為
に
、
新
体
の
歌
調
解
し
易
か
ら
ず
、
再
三
復
誦
し
て
や
う
や
く
其
意
を
得
る
所
尠
し
と
せ
ず
」

と
述
べ
て
い
る
。
『
女
学
雑
誌
』（
雲
峯
生
、
同
月
同
日
）
は
「
余
は
本
篇
が
如
何
な
る
も
の
に
て
何
の
目

的
あ
つ
て
作
ら
れ
し
か
を
明
ら
か
に
す
る
能
は
ず
。
卑
俗
猥
褻
の
嫌
な
く
文
字
意
匠
共
に
清
潔
な
る
所
本

篇
の
長
所
と
い
ふ
べ
し
」
と
い
う
。
『
亜
細
亜
』（
別
天
楼
、
明
治
二
十
四
年
六
月
創
刊
号
）
は
「
若
し
夫

れ
此
曲
の
五
ペ
ー
ジ
を
読
過
し
、
而
し
て
尚
ほ
且
つ
疲
労
せ
ざ
る
人
あ
ら
ば
、
洵
に
耐
忍
力
に
富
め
る
の

人
と
云
は
ざ
る
可
ら
ず
」、
「
只
だ
其
の
拮
崛
贅
牙
、
漠
と
し
て
捕
ふ
処
な
き
に
至
て
は
、
乃
ち
大
に
遺
憾

な
し
と
せ
ず
。
」
「
然
り
と
雖
も
著
者
が
人
に
先
ち
て
此
長
篇
を
作
為
し
、
刊
出
し
た
る
の
気
魂
と
勇
気
と

に
至
り
て
は
、
豈
に
感
ず
る
所
な
し
と
せ
ん
や
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
評
論
』
（
明
治
二
十
四
年

六
月
）
は
「
蓬
莱
曲
」
の
未
熟
さ
を
認
め
な
が
ら
も
韻
文
的
戯
曲
、
即
ち
劇
詩
の
嚆
矢
に
当
た
る
と
評
価

し
て
い
る
。 

 

「
蓬
莱
曲
」
の
刊
行
十
五
年
後
、
岩
城
準
太
郎
の
『
明
治
文
学
史
』
に
は
「
世
を
憤
り
戀
人
を
捨
て
、

尚
足
ら
す
し
て
己
の
滅
び
を
願
ふ
憐
れ
の
塵
の
子
が
内
界
に
於
け
る
神
人
二
性
の
戰
に
悩
み
て
蓬
莱
原
に

あ
く
か
れ
歩
き
、
危
巖
削
立
雪
崩
大
地
を
動
か
す
靈
山
の
絶
巓
に
攀
ぢ
て
大
魔
王
に
遭
遇
し
、
其
の
嘲
罵

に
反
抗
し
て
」
い
る
が
、
こ
こ
に
も
「
章
句
散
漫
に
し
て
渾
成
の
詩
體
に
遠
く
、
間
々
甚
し
く
散
文
的
に

し
て
全
體
の
詩
調
を
破
る
事
あ
り
」
と
あ
る
（
１１７
）
。
そ
の
後
、
日
夏
耿
之
介
は
「
そ
れ
は
詩
形
を
な
さ
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ず
、
結
構
を
な
さ
ず
、
支
離
滅
裂
の
も
の
を
、
無
理
に
綴
り
合
せ
た
に
す
ぎ
ぬ
。
た
だ
透
谷
の
萬
腔
激
烈

な
人
生
苦
は
、
ば
ら

〱
の
形
の
間
に
、
途
切
れ
途
切
れ
に
稚
い
、
然
し
な
が
ら
熱
烈
な
吐
息
を
つ
い
て

ゐ
る
」
（
１１８
）
と
酷
評
し
つ
つ
も
、
透
谷
の
「
熱
烈
な
吐
息
」
を
認
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
一
方
、
勝

本
清
一
郎
は
「
蓬
莱
曲
」
を
高
く
評
価
し
た
。
「『
蓬
莱
曲
』
に
は
、
神
の
世
界
に
魔
の
世
界
を
対
置
し
て

後
者
を
肯
定
す
べ
く
懐
疑
し
苦
悩
し
思
索
し
た
近
代
人
の
世
界
観
芸
術
た
る
本
質
が
あ
る
。
」「
日
本
の
近

代
文
学
史
上
に
も
当
然
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
の
、
歴
史
的
な
意
味
の
世
界
観
的
作
品
が
、
前
後
を

通
じ
て
た
ゞ
一
人
、
廿
二
歳
の
透
谷
に
よ
っ
て
と
に
か
く
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
語
句
や
詩
法
の

未
熟
さ
・
生
硬
さ
は
末
の
問
題
で
あ
る
」
（
１１９
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
北
川
透
や
津
田
洋
行
は
「
蓬

莱
曲
」
の
「
大
魔
王
」
と
柳
田
素
雄
の
対
峙
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
北
川
透
は
「
大
魔
王
と
は
暗
黒
の

仮
面
を
か
む
っ
た
わ
が
明
治
国
家
の
、
透
谷
に
お
け
る
無
意
識
の
表
象
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
津
田
洋

行
は
「
こ
の
大
魔
王
と
は
遠
く
海
を
渡
っ
て
明
治
日
本
の
近
代
を
籠
絡
し
支
配
し
て
い
る
西
洋
文
明
寓
意

と
し
て
読
み
取
る
事
が
出
来
る
」
と
寓
意
的
な
大
魔
王
の
読
み
の
多
様
性
を
指
摘
し
て
い
る
。 

こ
の
作
品
の
源
泉
と
の
影
響
関
係
に
関
し
て
は
、
思
想
面
で
は
仏
教
思
想
の
影
響
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想

の
投
影
に
つ
い
て
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
。
作
品
か
ら
の
影
響
の
面
で
は
透
谷
の
実

際
の
創
作
プ
ラ
ン
の
目
立
つ
「
西
行
伝
」
と
「
天
香
君
」
に
基
づ
き
、
日
本
伝
統
文
芸
、
特
に
謡
曲
、
能

楽
と
の
関
連
に
つ
い
て
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
イ
ロ
ン
の
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ

ァ
ウ
ス
ト
』、
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
、
さ
ら
に
、
シ
ェ
リ
ー
の
『
ア
ラ
ス
タ
ー
』
等
の
西
洋
文
学
の
影
響
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
１２０
）
。
特
に
、
バ
イ
ロ
ン
の
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
と
の
関
係
は
多
く
の
研
究
家
の
間

に
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
本
間
久
雄
の
「
北
村
透
谷
論
」
（『
文
學
論
攷
』
東
京
堂
、
一
九
三
一
年

五
月
）
や
太
田
三
郎
の
「『
蓬
莱
曲
』
と
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
比
較
研
究
」（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
二
十

七
巻
第
五
号
、
一
九
五
〇
年
五
月
）
、
橋
浦
兵
一
の
「
蓬
莱
曲
―
位
相
と
本
質
」
（『
文
芸
研
究
』
第
十
号
、

一
九
五
二
年
六
月
）
が
作
中
人
物
や
語
句
の
上
の
類
似
が
比
較
的
詳
し
い
考
察
を
行
っ
て
い
る
（
１２１
）
。

さ
ら
に
、
吉
武
好
孝
の
「
北
村
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
と
バ
イ
ロ
ン
の
「
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
」
」
で
は
両
作
品
の

類
似
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
相
違
（
恋
愛
観
、
宗
教
観
、
琵
琶
と
い
う
道
具
）
に
も
注
目
し
、
特
に
「
蓬

莱
曲
」
の
「
筋
立
て
や
幕
の
切
り
方
な
ど
で
は
、
原
作
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

が
、「
蓬
莱
曲
」
の
筋
立
て
や
幕
の
切
り
方
は
一
見
、
ほ
と
ん
ど
中
国
的
な
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
詳

細
は
第
二
章
第
二
節
）
こ
と
に
つ
い
て
は
深
く
追
究
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
は
両
作
品
の

人
物
を
い
ち
い
ち
対
応
さ
せ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
蓬
莱
曲
」
の
多
く
の
人
物
は
中
国
の
古
典

に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
人
物
名
に
非
常
に
似
て
い
る
と
い
う
点
に
注
意
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従

来
、
両
作
品
の
内
容
上
の
類
似
に
関
し
て
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
品
や
、
日
本
古
典
と
の
関
係
に
つ
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い
て
の
も
の
が
多
い
。
本
稿
で
は
特
に
中
国
古
典
と
の
関
係
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
た
い
。 

「
蓬
莱
曲
」
と
中
国
古
典
文
学
と
の
関
連
性
に
触
れ
る
論
文
は
長
く
書
か
れ
な
か
っ
た
が
、
関
良
一
の

「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
が
一
九
五
八
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
。
関
の
論
文
は
「
蓬
莱
曲
」
と
中
国
古

典
文
学
、
さ
ら
に
透
谷
と
中
国
文
学
に
関
す
る
研
究
の
扉
を
開
い
た
論
文
と
な
っ
て
い
る
。
漢
文
学
が
正

統
の
地
位
を
占
め
た
明
治
初
期
に
完
成
さ
れ
た
「
蓬
莱
曲
」
と
中
国
古
典
文
学
と
の
関
連
を
め
ぐ
る
論
文

が
何
故
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
関
良
一
は
抱
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
れ
こ
そ
彼
が「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」

を
書
く
動
機
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
論
文
は
、
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
に
つ
い
て
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』

と
『
琵
琶
行
』
と
の
関
連
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
佐
藤
善
也
の
注
釈
し
た
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆

花
集
』
で
も
桶
谷
秀
昭
の
『
北
村
透
谷
』
で
も
、
関
の
指
摘
は
言
及
さ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
関
良
一
の
提

示
に
留
ま
っ
て
お
り
、
大
き
な
発
展
は
見
え
な
い
。 

以
下
で
は
、
今
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、「
蓬
莱
曲
」
と
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
行
』
と
の
具

体
的
な
類
似
性
を
ま
と
め
た
上
で
、
透
谷
が
十
八
歳
の
時
に
富
士
山
に
登
っ
た
事
実
に
注
目
し
、「
蓬
莱
曲
」

の
蓬
莱
と
い
う
山
と
中
国
古
典
に
出
る
仙
山
で
あ
る
「
蓬
莱
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
追
究
す
る
。
ま
た
、

「
蓬
莱
曲
」
の
「
序
」、
曲
中
の
人
物
、
構
成
に
着
目
し
、
今
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
「
蓬
莱
曲
」
に
お

け
る
中
国
古
典
文
学
の
要
素
を
明
ら
か
に
し
、
唐
代
伝
奇
の
『
枕
中
記
』
や
『
杜
子
春
伝
』
な
ど
と
対
比

し
て
み
た
い
。 

 

一 

「
蓬
莱
曲
」
と
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
行
』 

 

 

従
来
、「
蓬
莱
曲
」
と
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
と
の
大
き
な
違
い
は
露
姫
と
ア
ス
タ
ル
テ
と
の
違
い
、
つ
ま

り
、
両
作
品
に
表
れ
る
恋
愛
観
や
女
性
観
の
違
い
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１２２
）
。
マ
ン
フ
レ
ッ
ド

の
恋
人
ア
ス
タ
ル
テ
は
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
と
血
縁
の
あ
る
女
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
の
血
縁
と
い
う
の
が
、

果
た
し
て
彼
の
姉
と
か
妹
と
い
う
意
味
な
の
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ

は
死
に
価
す
る
ほ
ど
の
罪
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
は
死
ん
だ
恋
人
の
ア
ス
タ
ル
テ
と
の
恋

に
関
し
て
、
た
え
ず
罪
の
意
識
を
感
じ
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
蓬
莱
曲
」
の
主
人
公
の
柳
田

素
雄
は
、
死
ん
だ
恋
人
の
露
姫
の
幻
影
に
恋
い
焦
が
れ
て
い
る
が
、
そ
の
恋
慕
の
情
は
全
く
清
純
で
ロ
マ

ン
テ
ッ
ク
な
恋
の
焔
で
あ
っ
て
、
彼
は
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
の
よ
う
な
罪
の
意
識
な
ど
を
少
し
も
持
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、
佐
藤
善
也
の
注
釈
に
「
仙
姫
は
仙
女
。
山
を
守
る
女
神
だ
が
、
か
つ
て
現
実
世

界
に
存
在
し
、
今
は
仙
女
に
な
っ
た
露
姫
は
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
に
お
け
る
楊
貴
妃
に
相
当
す
る
」（
１２３
）

と
あ
り
、
ま
た
桶
谷
秀
昭
も
「
蓬
莱
山
と
い
う
場
面
設
定
に
は
古
く
か
ら
の
伝
統
的
な
イ
メ
イ
ジ
が
つ
き
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ま
と
っ
て
い
る
。
海
上
の
霊
山
、
不
老
不
死
の
仙
界
で
あ
っ
て
、
透
谷
が
こ
の
劇
詩
を
作
る
の
に
参
照
し
、

そ
の
部
分
的
イ
メ
イ
ジ
を
借
用
し
た
白
楽
天
『
長
恨
歌
』
や
謡
曲
『
楊
貴
妃
』
に
も
、
そ
れ
は
あ
き
ら
か

で
あ
る
」
（
１２４
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
二
日
の
透
谷
の

日
記
に 

 

「
楊
貴
妃
」、
わ
れ
支
那
歴
史
的
エ
ピ
ッ
ク
又
は
ド
ラ
マ
を
作
り
て
白
楽
天
を
泣
か
し
む
べ
し 

 

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。こ
れ
は
透
谷
の
エ
ッ
セ
ー
に
最
初
に
言
及
し
た
中
国
人
の
名
前
の
箇
所
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
佐
藤
善
也
は
透
谷
が
『
長
恨
歌
』
の
全
文
を
書
写
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
１２５
）
。 

 

『
長
恨
歌
』
は
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
、
愛
人
楊
貴
妃
に
た
い
す
る
長
恨
、
即
ち
い
つ
い
つ
ま
で
も
尽
き
な

い
恋
の
恨
み
を
歌
っ
た
詩
で
あ
る
。
全
百
二
十
句
、
八
百
四
十
字
か
ら
成
る
長
編
で
あ
り
、
叙
事
詩
の
体

裁
で
歌
わ
れ
、
死
後
の
世
界
に
ま
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
る
。
制
作
時
は
憲

宗
皇
帝
の
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
、
時
に
詩
人
は
三
十
五
歳
、
長
安
の
西
郊
盩
厔
県
の
地
方
事
務
官
で
あ
っ

た
（
１２６
）
。
日
本
に
最
初
に
伝
わ
っ
た
白
楽
天
の
詩
が
『
白
氏
長
慶
集
』
の
類
で
あ
り
、
特
に
長
恨
歌
だ

け
を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
抄
写
し
た
り
物
語
っ
た
り
す
る
も
の
が
多
い
。
江
戸
時
代
以
後
で
も
寛
永
四
年

（
一
六
二
七
）
刊
本
・
寛
永
二
十
年
（
一
六
三
四
）
刊
本
・
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
・
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
刊
本
・
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
刊
本
・
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊
本
な
ど
が
相
次

い
で
出
て
い
る
。
一
方
、
そ
れ
に
解
釈
を
加
え
た
も
の
も
、『
長
恨
歌
鈔
』
（
寛
永
中
）
・
『
長
恨
歌
図
鈔
』

（
延
保
五
年
）
・
『
歌
行
詩
諺
解
』
（
貞
享
元
年
）・
『
長
恨
歌
新
抄
』
（
元
禄
二
年
）
な
ど
と
相
次
い
で
出
て

い
る
（
１２７
）
。 

さ
ら
に
、
関
良
一
の
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
に
は
白
楽
天
の
『
琵
琶
行
』
と
の
語
句
の
類
似
も
見

ら
れ
る
。『
琵
琶
行
』
と
い
う
作
品
は
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
白
楽
天
は
宰
相
に
さ
か
ら
っ
た
た
め
、
江

州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
の
秋
、
友
人
の
船
出
を
湓
浦
口
に
見
送
っ
た
時
、
月
白
く
風
清
き
夕

べ
、
舟
中
で
琵
琶
を
奏
で
る
者
が
い
る
。
そ
の
音
色
は
高
く
澄
ん
で
、
都
長
安
ぶ
り
の
調
べ
で
あ
る
。
そ

の
人
の
お
い
た
ち
を
聞
い
て
み
る
と
、
も
と
は
長
安
の
名
だ
た
る
歌
姫
で
、
そ
の
昔
、
琵
琶
を
穆
・
曹
と

い
う
二
人
の
師
匠
に
学
ん
だ
が
、
年
と
と
も
に
、
色
香
も
衰
え
た
の
で
、
商
人
の
妻
と
し
て
身
請
け
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
再
び
酒
を
注
文
し
て
宴
を
開
き
、
快
く
数
曲
を
弾
か
せ
て
み
た
。
弾
き
終

わ
っ
て
か
ら
、
衰
え
た
様
子
で
、
若
い
時
代
の
お
も
し
ろ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
語
り
、
そ
れ
に
引
き
換
え
、

今
は
落
ち
ぶ
れ
て
田
舎
を
さ
す
ら
っ
て
い
る
身
の
上
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
長
句
の
歌
を
作
り
、
こ
れ
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を
琵
琶
引
き
の
女
に
贈
っ
た
と
い
う
し
だ
い
で
、
全
六
百
十
六
語
か
ら
成
り
、
題
名
を
『
琵
琶
行
』
と
い

う
。
こ
の
作
品
は
宣
宗
の
弔
詩
に
「
童
子
解
吟
長
恨
曲
（
童
子
解
く
吟
ず
長
恨
の
曲
）
胡
児
能
唱
琵
琶
篇

（
胡
児
能
く
唱
ふ
琵
琶
の
篇
）
」
と
見
え
る
。
そ
の
後
の
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
諸
句
が
収
め
ら
れ
、
『
源
氏

物
語
』『
枕
草
子
』『
十
訓
抄
』『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』
謡
曲
『
方
丈
記
』『
太
平
記
』『
蕪
村
文
集
』

な
ど
に
影
響
が
あ
り
、
ま
た
『
唐
物
語
』
に
和
文
に
し
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
謡
曲
に
潯
陽
江
が
あ
る
な

ど
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
の
影
響
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。 

「
蓬
莱
曲
」
と
『
長
恨
歌
』
お
よ
び
『
琵
琶
行
』
が
類
似
し
て
い
る
箇
所
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。
（
前
句
は
「
蓬
莱
曲
」
か
ら
の
引
用
と
し
、
後
句
は
『
長
恨
歌
』
『
琵
琶
行
』
か
ら
の
引

用
と
す
る
。「
蓬
莱
曲
」
を
「
蓬
」
と
し
、『
長
恨
歌
』
を
『
長
』
に
し
、『
琵
琶
行
』
を
『
琵
』
と
略
記
す

る
。
） 

 ① 

「
蓬
」
「
ひ
と
り
寐
の
、
眠
り
の
成
ら
ぬ
暗
の
夜
に
、
覚
め
な
が
ら
切
歯
る
苦
悩
」 

『
長
』
「
夕
殿
螢
飛
思
悄
然 

孤
燈
挑
盡
未
成
眠
」
（
１２８
）
（
夜
の
御
殿
に
と
び
こ
う
螢
を
見
て
は
、

し
ょ
ん
ぼ
り
心
細
い
物
思
い
。
わ
び
し
い
一
つ
の
灯
明
を
か
き
た
て
か
き
た
て
、
か
き
た
て
つ
く

し
て
も
、
な
お
寝
付
か
れ
な
い
。
） 

佐
藤
善
也
は
第
一
幕
第
一
場
の
冒
頭
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、「
ひ
と
り
寐
の
、
眠
り
の
成
ら
ぬ
暗
の
夜
に
」

の
部
分
は
『
長
恨
歌
』
の
「
孤
燈
挑
盡
未
成
眠
」
に
依
拠
し
て
お
り
、「
覚
め
な
が
ら
切
歯
る
苦
悩
」
は
バ

イ
ロ
ン
の
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
冒
頭
の
第
二
幕
第
二
場
の"D

aughter of A
ir! I tell thee, since that 

hour-/But w
ords are breath-look on m

e in m
y sleep, O

r w
atch m

y w
atching-Com

e and sit by m
e! 

M
y solitude is solitude no m

ore, But peopled w
ith the Furies;-I have gnash’d/ M

y teeth in darkness 

till returning m
orn, Then cursed m

yself till sunset ;-I have pray’d/ For m
adness as a blessing-’tis 

denied m
e."

（
１２９
）
に
依
拠
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
蓬
莱
曲
」
の
引
用
箇
所
は

『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
冒
頭
部"The lam

p m
ust be replenish’d, but even then/ M

y slum
bers-if I 

slum
ber-are not sleep, But a continuance of enduring thought, W

hich then I can resist not: in m
y 

heart"

（
１３０
）
に
お
い
て
、
主
人
公
が
何
ら
か
の
苦
悩
の
た
め
に
、
眠
ら
れ
ぬ
夜
を
か
こ
つ
く
だ
り
と
も

類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。「
蓬
莱
曲
」
は
全
体
と
し
て
、
個
々
の
表
現
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
バ
イ
ロ

ン
の
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』、
『
長
恨
歌
』、
『
琵
琶
行
』
な
ど
の
複
数
の
先
行
作
品
か
ら
縦
横
に
着
想
を
得
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
表
現
の
影
響
の
源
泉
を
一
作
品
に
限
定
し
に
く
い
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

② 

「
蓬
」「
起
き
出
で
ゝ
こ
の
琵
琶
を
取
り
上
げ
、
切
々
と
揚
げ
て
弾
け
ば
、
陰
る
ゝ
悲
湧
上
り 

嘈
々 
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と
抑
へ
て
ひ
け
ば
重
ね
積
る
憂
は
消
ゆ
」 

『
琵
』
「
大
絃
嘈
嘈
如
急
雨 

小
絃
切
切
如
私
語 

嘈
嘈
切
切
錯
雑
弾 

大
珠
小
珠
落
玉
盤
」
（
大
絃

は
嘈
嘈
と
せ
わ
し
く
、
ま
る
で
夕
立
の
よ
う
だ
し
、
小
絃
は
切
切
と
細
く
つ
ま
っ
て
、
耳
元
で
さ

さ
や
く
こ
と
ば
の
よ
う
で
あ
る
。
嘈
嘈
の
声
と
切
切
の
声
と
が
入
り
混
じ
っ
て
弾
か
れ
る
と
、
大

き
な
、
ま
た
小
さ
な
真
珠
の
粒
が
カ
ラ
カ
ラ
、
サ
ラ
サ
ラ
と
硬
玉
の
さ
ら
の
上
に
落
ち
る
か
の
よ

う
だ
。
） 

こ
の
箇
所
の
両
作
品
の
類
似
に
つ
い
て
は
佐
藤
善
也
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
（
１３１
） 

 

③ 

「
蓬
」「
こ
の
琵
琶
よ
！
こ
の
琵
琶
よ
！
夜
鴉
苦
し
く
枯
枝
に
叫
ぶ
夜
半
も
、
鳴
血
鳥
窓
を
掠
め
て
飛 

 

ぶ
行
く
時
も
」 

『
琵
』
「
其
間
旦
暮
聞
何
物 

杜
鵑
啼
血
猿
哀
鳴
」
（
こ
こ
の
明
け
暮
れ
に
聞
こ
え
る
も
の
は
と
い
え

ば
、
血
を
吐
い
て
泣
く
杜
鵑
と
、
か
な
し
げ
に
泣
く
猿
の
声
ば
か
り
。
） 

こ
の
箇
所
の
両
作
品
の
類
似
に
つ
い
て
は
佐
藤
善
也
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
（
１３２
） 

 

④ 

「
蓬
」「
こ
の
人
の
調
べ
や
ら
ん
、
先
に
聞
し
琵
琶
の
天
高
く
鳴
り
渡
り
て
、
彼
所
の
家
の
わ
が
住
を 

 

迷
ひ
出
で
ゝ
こ
の
原
に
君
に
逢
ふ
か
な
」 

『
琵
』
「
轉
軸
撥
絃
三
两
聲 

未
成
曲
調
先
有
情
」
（
や
が
て
女
は
音
じ
め
を
し
て
、
バ
チ
で
絃
を
は

ら
っ
て
た
て
た
二
声
三
声
。
そ
れ
は
ま
だ
メ
ロ
デ
ィ
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
さ
き
か
ら
、
は
や
感

情
が
こ
も
っ
て
い
る
。
） 

こ
の
箇
所
の
両
作
品
の
類
似
に
つ
い
て
は
佐
藤
善
也
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
（
１３３
） 

 

⑤ 

「
蓬
」
「
否
、
否
、
否
、
汝
は
破
ら
じ 

わ
が
膓
の
破
る
ゝ
に
任
せ
な
ん
」 

『
長
』
「
行
宮
見
月
傷
心
色 

夜
雨
聞
鈴
断
腸
聲
」
（
行
宮
で
み
る
月
の
色
に
、
み
か
ど
の
心
は
感
傷

的
と
な
り
、
夜
雨
の
中
に
聞
こ
え
て
く
る
鈴
の
音
は
帝
の
耳
に
腸
を
断
ち
切
る
よ
う
に
鳴
る
。
） 

 

⑥ 

「
蓬
」「
浮
世
の
旅
の
修
行
の
間
を
、
し
ば
し
は
離
れ
乖
く
と
も
い
つ
か
は
元
の
比
翼
の
空
、
高
砂
の 

 

尾
上
の
松
を
下
に
見
て 

連
れ
飛
ぶ
べ
し
と
思
ひ
き
に
、
げ
に
つ
れ
な
き
別
れ
な
り
し
」 

『
長
』「
在
天
願
作
比
翼
鳥 

在
地
願
為
連
理
枝
」（
天
上
に
あ
っ
て
は
、
翼
の
く
っ
つ
き
あ
っ
た
鳥
、

地
上
に
あ
っ
て
は
、
幹
は
二
本
で
も
枝
の
く
っ
つ
い
た
木
に
な
ろ
う
ね
、
と
。
） 

こ
の
箇
所
の
両
作
品
の
類
似
に
つ
い
て
は
佐
藤
善
也
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
（
１３４
） 
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⑦ 
「
蓬
」「
堅
く
結
べ
る
其
の
花
の
口
元
に
は
、
時
代
を
し 

知
ら
ぬ
春
含
み
、
其
唇
頭
に
は
し
の
ゝ
め
、 

 

丹
き
雲
を
迷
は
せ
り
、
黄
金
の
か
た
き
も
い
か
で
か
は
、
其
の
暖
か
き
吐
気
に
會
ふ
て
解
け
ざ
ら

ん
。
緩
く
は
握
れ
ど
、
き
み
が
掌
中
に
は
、
盡
ぬ
終
ら
ぬ
平
和
と
至
善
、
か
た
く
は
閉
づ
れ
ど
き

み
が
眼
中
に
は
、
不
老
不
死
の
詩
歌
と
権
威
を
あ
つ
む
る
と
ぞ
見
ゆ
る
」 

『
長
』「
中
有
一
人
字
玉
真 

雪
膚
花
貌
参
差
是（
中
略
）
攬
衣
推
枕
起
徘
徊 

珠
箔
銀
屏
邐
迤
開 

雲

鬢
半
垂
新
睡
覚 

花
冠
不
整
下
堂
來
（
中
略
）
但
教
心
似
金
鈿
堅 

天
上
人
間
会
相
見
」（
と
く
に

耳
よ
り
な
の
は
そ
れ
ら
の
中
に
太
真
と
呼
ば
れ
る
仙
女
が
い
る
と
の
よ
し
。
肌
は
雪
の
よ
う
に
白

く
、
顔
は
花
の
よ
う
に
美
し
い
と
い
え
ば
、
こ
れ
こ
そ
、
捜
し
求
め
る
人
ら
し
い
が
果
た
し
て
そ

う
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
手
に
上
衣
を
と
り
、
枕
を
押
し
の
け
て
起
き
上
が
る
と
、
部
屋
の
中
を

行
っ
た
り
来
た
り
。
や
が
て
、
い
く
つ
も
続
く
部
屋
の
真
珠
の
す
だ
れ
、
銀
の
屏
風
が
次
々
に
開

か
れ
つ
つ
、
曇
り
な
す
鬢
の
毛
を
半
ば
た
ら
し
、
今
さ
っ
き
眠
り
か
ら
覚
め
た
ば
か
り
の
姫
が
花

の
冠
も
き
ち
ん
と
か
む
ら
ず
、
取
り
乱
し
た
か
っ
こ
う
で
、
奥
座
敷
か
ら
出
て
き
た
。（
中
略
）
そ

し
て
ま
た
言
っ
た
、
こ
の
か
ん
ざ
し
の
金
の
よ
う
に
、
螺
鈿
の
貝
の
よ
う
に
、
二
人
の
心
が
堅
固

で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
天
上
と
人
間
、
二
つ
の
世
界
に
分
か
れ
て
い
て
も
、
き
っ
と
ま
た
会
う
日

が
あ
り
ま
し
ょ
う
と
。
） 

こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
関
良
一
は
『
長
恨
歌
』
の
引
用
箇
所
を
「
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
」
と
指
摘
し

て
い
る
（
１３５
） 

 

白
楽
天
の
詩
が
日
本
に
愛
誦
さ
れ
、
も
て
は
や
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
岡
田
正
之

（
『
日
本
漢
文
学
史
』
）、
金
子
彦
二
郎
（『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
』）
、
青
木
正
児
（
『
支
那
文
学
芸
術

考
』
）
ら
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
白
楽
天
の
詩
の
中
で
も
、
特
別
、
『
長
恨
歌
』
が
流
行
し
宣
伝

せ
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
近
藤
春
雄
の
論
を
引
用
し
た
い
（
１３６
）
。 

 

第
一
、 

長
恨
歌
が
当
時
、
中
国
で
評
判
の
作
で
あ
り
、
人
々
が
愛
誦
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

第
二
、 

玄
宗
に
配
す
る
に
楊
貴
妃
を
も
っ
て
し
、
し
か
も
そ
の
限
り
な
い
愛
情
の
世
界
を
追
求
し
、

そ
の
長
恨
の
あ
わ
れ
が
人
々
の
共
感
を
呼
ん
だ
。 

第
三
、 

楊
貴
妃
の
宮
廷
に
お
け
る
栄
華
が
当
時
の
女
官
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
っ
た
と
も
に
、

そ
の
悲
し
み
末
路
が
自
分
た
ち
の
身
近
な
も
の
と
し
て
共
感
を
呼
ん
だ
。 

第
四
、 

平
易
流
暢
な
麗
筆
が
人
々
の
心
を
幻
惑
魅
了
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。 
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で
は
、『
長
恨
歌
』
が
透
谷
を
魅
了
し
た
理
由
は
何
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
二
番
目
の
「
限
り
な
い
愛
情
の
世

界
」
へ
の
追
求
が
も
っ
と
も
透
谷
の
心
に
響
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
蓬
莱
曲
」
に
お
け

る
柳
田
素
雄
と
露
姫
（
仙
姫
）、「
宿
魂
鏡
」
に
お
け
る
山
名
芳
三
と
弓
子
（
詳
細
は
第
三
章
）
、
彼
ら
の
永

遠
の
愛
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
ま
た
、
近
代
日
本
の
精
神
史
の
う
え
で
最
初
の
恋
愛
至
上
主
義
の
宣
言
と
言

わ
れ
る
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
（『
女
学
雑
誌
』
三
〇
三
、
三
〇
五
号
、
明
治
二
十
五
年
二
月
六
日
、
二
十

日
）
、
さ
ら
に
、「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
以
後
の
評
論
中
の
恋
愛
論
な
ど
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
粹
を
論
じ
て

「
伽
羅
枕
」
に
及
ぶ
」
で
は
透
谷
は
「
粹
」
の
本
質
を
分
析
し
な
が
ら
、「
恋
愛
」
の
本
質
を
述
べ
て
い
る
。

「
「
歌
念
佛
」
を
讀
み
て
」
で
は
、
透
谷
は
お
夏
の
恋
の
展
開
「

肉
情

セ
ン
シ
ュ
ア
ル→

情

愛

ア
ッ
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン→

恋
愛

ラ

ブ

」
に
満
足

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
生
命
あ
り
希
望
あ
り
永
遠
あ
る
の
戀
愛
」
と
い
う
理
想
的
な
恋
愛
を
持
ち
出
す
。

「
處
女
の
純
潔
を
論
ず
」
で
は
、
透
谷
は
処
女
の
純
潔
を
賛
美
し
、
高
尚
な
恋
愛
は
純
潔
に
そ
の
源
を
置

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
恋
愛
論
を
通
し
、
限
り
な
い
愛
情
の
世
界
へ
の
思
慕
を
表
明
し
て
い
る
。
透
谷

が
白
楽
天
の
作
っ
た
美
し
い
恋
愛
物
語
に
心
を
寄
せ
ら
れ
、
全
文
を
書
写
し
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。 

 

透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
は
『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
行
』
か
ら
着
想
さ
れ
た
と
思
わ
せ
る
主
な
部
分
は
柳
田

素
雄
と
仙
姫
に
関
わ
る
く
だ
り
で
あ
る
。
仙
姫
は
柳
田
素
雄
の
亡
く
な
っ
た
恋
人
の
分
身
と
し
て
登
場
す

る
。
特
に
第
二
齣
第
一
場
で
は
、
蓬
莱
山
頂
を
仰
い
だ
柳
田
素
雄
が
琵
琶
を
か
き
鳴
ら
し
な
が
ら
歌
っ
て

い
る
。
や
が
て
、
空
中
か
ら
そ
れ
に
和
し
た
仙
姫
の
声
が
き
こ
え
、
仙
姫
が
二
頭
の
鹿
を
連
れ
て
現
れ
、

素
雄
の
前
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
。
彼
は
そ
れ
を
死
ん
だ
恋
人
の
露
姫
だ
と
思
い
誤
り
、
琵
琶
を
捨
て

て
彼
女
の
方
へ
駆
け
寄
り
、
再
会
を
よ
ろ
こ
ん
で
話
し
か
け
る
と
、
声
ま
で
露
姫
に
そ
っ
く
り
な
の
で
、

彼
は
狂
喜
す
る
。
や
が
て
、
仙
童
雪
丸
が
姫
を
探
し
に
来
る
。
彼
女
が
仙
童
を
つ
れ
て
消
え
て
ゆ
く
。
彼

は
恋
人
露
姫
の
幻
に
欺
か
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
第
二
場
で
、
蓬
莱
山
の
道
士
（
鶴
翁
）
と
の
会
話
が
描
か

れ
て
い
る
の
は
、「
琵
琶
」
の
作
用
に
よ
っ
て
現
実
認
識
が
よ
み
が
え
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
蓬
莱
曲
」

は
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
行
』
か
ら
の
語
句
の
引
用
だ
け
で
な
く
、
現
実
世
界
に
愛
す
る
女
性

が
死
後
、
仙
女
に
な
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
だ
と

佐
藤
善
也
は
指
摘
す
る
。
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
透
谷
の
当
初
の
発
想
に
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
、
そ
の

成
立
過
程
に
つ
い
て
、
「
透
谷
子
漫
録
摘
集
」
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
み
た
い
。 

 

同 

廿
七
日
（
明
治
二
十
三
年
八
月
二
十
七
日
―
―
引
用
者
注
。
以
下
、
同
様
） 

東
京
に
歸
る
。「
天
香
君
」
の
中
に
、
露
姫
を
擁
し
て
出
る
時
、
か
し
の
實
を
取
り
て
仙
人
の
く
ら
し

を
す
る
様
、
面
白
か
る
べ
し
。 
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同 

三
十
日
（
明
治
二
十
三
年
八
月
三
十
日
） 

 
 

「
天
香
君
」
世
に
出
で
ゝ
演
劇
詩
の
可
否
決
す
べ
し
、
然
る
後
わ
れ
こ
れ
を
わ
が
舞
臺
と
せ
ん
。 

其
終
わ
り
は
、
天
地
ひ
と
り
で
に
静
平
に
し
て
、
こ
ゝ
に
天
、
露
ふ
た
り
立
ち
て
祝
す
る
言
葉
に
て

終
わ
る
べ
し
。 

其
表
紙
に
「
星
」
を
散
す
べ
し
、
其
下
に
は
琴
も
よ
か
ら
ん
。 

 

二
十
七
日
の
案
に
、
「
露
姫
」
と
い
う
名
前
が
初
め
て
「
天
香
君
」
に
出
て
く
る
。
「
三
十
日
の
案
に
よ

れ
ば
、
天
地
震
動
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
ら
し
く
、（
中
略
）
最
終
場
面
は
神
仙
界
で
、
仙
女
と
の
交
渉
を

も
つ
こ
と
等
「
蓬
莱
曲
」
の
構
想
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、（
中
略
）
「
天
香
君
」
と
「
蓬
莱
曲
」
と
が

極
め
て
密
接
な
関
係
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
」
（
１３７
）
と
笹
淵
友
一
が
指
摘
し
て
い
る
が
、

透
谷
の
三
十
日
の
案
の
結
末
は
「
蓬
莱
曲
」
の
結
末
と
は
違
い
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。 

 

同 

九
日
（
明
治
二
十
三
年
九
月
九
日
） 

 
 

「
初
戀
心
」
忘
る
な
よ
、
一
篇
の
詩
と
な
す
こ
と
を
。
「
新
蓬
莱
」
な
る
も
の
書
き
始
め
た
り
。（
中

略
）
業
平
朝
臣
の
曾
て
あ
り
し
如
し
、
大
神
宮
に
て
某
女
と
或
男
の
愛
せ
し
こ
と
を
昔
に
な
り
て
作
り

な
ば
興
あ
ら
ん
。 

 

「
新
蓬
莱
」
は
恐
ら
く
「
蓬
莱
曲
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
新
蓬
莱
」
は
業
平
の
「
伊
勢
物
語
」

中
の
大
神
宮
に
お
け
る
男
女
の
恋
愛
（
１３８
）
の
よ
う
な
も
の
を
頭
に
描
い
た
よ
う
だ
。 

 

同 

十
五
日
（
明
治
二
十
三
年
十
月
十
五
日
） 

「
蓬
莱
曲
」
は
余
が
最
初
の
作
と
し
て
出
づ
べ
し
。
彼
の
山
姫
が
前
に
出
で
ゝ
、
自
ら
の
世
に
あ
り

て
の
面
白
さ
を
談
り
、
姫
は
其
勇
気
を
ほ
む
れ
ど
、
な
ほ
彼
を
も
て
人
間
と
な
し
、
其
戀
心
を
悟
ら
ず
、

人
間
を
そ
し
る
べ
し
。 

 

「
蓬
莱
曲
」
の
結
末
の
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
姫
の
目
の
前
の
彼
は
「
人
間
と

な
し
」
と
い
う
一
句
を
見
る
と
、
山
姫
は
九
月
九
日
の
案
の
中
で
は
現
実
の
女
性
で
あ
っ
た
が
、
十
月
十

五
日
の
案
で
は
、
神
仙
界
の
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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同 

二
十
日
（
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
日
） 

 

戀
し
ら
ず
姫
は
到
底
「
蓬
莱
曲
」
に
寫
し
が
た
け
れ
ば
（
短
期
も
の
故
）
、
更
に
「
戀
し
ら
ず
」
な
る

散
文
を
書
く
べ
し
。
則
ち
田
舎
の
景
に
し
て
、
一
公
子
が
さ
ま
よ
ひ
行
き
て
戀
す
る
さ
ま
を
ゑ
が
く
べ

し
。
い
ろ

く
戀
わ
び
つ
る
こ
と
を
も
。 

 

「
戀
し
ら
ず
」
姫
に
つ
い
て
は
「
蓬
莱
曲
」
に
書
き
こ
む
の
が
難
し
く
て
も
、
捨
て
ら
れ
た
く
な
か
っ

た
気
持
ち
が
読
み
取
れ
る
。
「
散
文
を
書
」
こ
う
と
透
谷
は
考
え
た
が
、
「
蓬
莱
曲
」
に
は
意
外
に
、
素
雄

が
仙
姫
、
つ
ま
り
「
恋
し
ら
ず
」
姫
を
嘗
て
の
愛
人
露
姫
と
見
る
描
写
が
残
さ
れ
た
。
二
十
日
以
後
、
お

そ
ら
く
何
か
ヒ
ン
ト
を
得
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
十
月
二
十
二
日
の
日
記
（「
「
楊
貴
妃
」、
わ
れ
支
那
歴
史

的
エ
ピ
ッ
ク
又
は
ド
ラ
マ
を
作
り
て
白
楽
天
を
泣
か
し
む
べ
し
」
）
に
よ
る
と
、
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
の

中
の
ス
ト
ー
リ
ー
（
１３９
）
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
素
雄
の
愛
人
露
姫
が
死
ん
だ

後
、
仙
姫
に
な
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
恋
愛
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
影
響
を
受
け
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
愛
人
が
仙
女
に
な
っ
た
後
、
過
去
の
こ
と
を
忘
れ
、
元
の
彼
さ
え
も
知
ら
な
い

と
い
う
部
分
に
は
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
日
の
案
（「
戀
し
ら
ず
」
姫
）
を
入
れ
た
ら
し
い
工
夫
が
見
え

る
。
ま
た
、『
長
恨
歌
』
に
、
楊
貴
妃
が
死
後
、
玄
宗
が
彼
女
を
思
っ
て
泣
く
尽
き
せ
ぬ
、
す
る
と
、
方
士

を
し
て
楊
貴
妃
の
魂
を
探
し
求
め
さ
せ
る
に
対
し
て
、「
蓬
莱
曲
」
に
は
蓬
莱
山
に
柳
田
素
雄
が
自
ら
露
姫

を
探
し
に
行
っ
た
。『
長
恨
歌
』
の
方
士
が
天
に
昇
り
地
に
入
っ
て
く
ま
な
く
捜
し
求
め
た
結
果
、
海
上
に

仙
人
の
山
の
「
蓬
莱
宮
」
に
彼
女
を
見
つ
け
た
の
に
対
し
て
、「
蓬
莱
曲
」
で
は
、
仙
姫
を
死
ん
だ
恋
人
の

露
姫
だ
と
思
い
誤
り
、
恋
人
露
姫
の
幻
に
欺
か
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。「
日
記
」
の
仙
姫
が
前
世
の
恋
愛
を
憶

え
て
い
な
い
こ
と
や
決
定
版
の
「
蓬
莱
曲
」
の
仙
姫
に
騙
さ
れ
た
場
面
は
い
ず
れ
も
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』

の
恋
愛
よ
り
も
「
白
楽
天
を
泣
か
し
む
」
ほ
ど
に
悲
惨
で
あ
る
よ
う
に
設
定
し
た
透
谷
の
工
夫
で
あ
る
と

言
え
る
。 

一
方
、「
蓬
莱
宮
」
に
楊
貴
妃
を
見
つ
け
た
と
同
じ
よ
う
に
、
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
で
も
蓬
莱
山
を
舞
台

に
し
て
い
る
。
「
蓬
莱
山
」
と
は
、
透
谷
の
「
序
」
に
よ
れ
ば
、
「
富
士
山
」
で
あ
る
。 

 
 

蓬
莱
山
は
大
東
に
詩
の
精
を
迸
発
す
る
、
千
古
不
變
の
泉
源
を
置
け
り
、
田
夫
も
之
に
對
し
て
は
イ

ン
ス
ピ
レ
イ
シ
ョ
ン
を
感
じ
、
學
童
も
之
に
對
し
て
詩
人
と
な
る
、
余
も
亦
た
彼
等
と
同
じ
く
蓬
莱
嶽

に
對
す
る
詩
人
と
な
れ
る
こ
と
久
し
、
回
顧
す
れ
ば
十
有
六
歳
の
夏
よ
り
し
、
孤
筇

こ
き
ょ
う

其
絶
巓
に
登
り
た

り
し
時
に
余
は
始
め
て
世
に
鬼
神
な
る
者
の
存
す
る
を
信
ぜ
ん
と
せ
し
事
あ
り
し
。 
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蓬
莱
山
と
い
う
場
面
設
定
の
き
っ
か
け
は
、
明
治
十
七
年
の
富
士
登
山
の
体
験
に
あ
る
。
蓬
莱
山
は
「
も

と
中
国
の
伝
説
に
、
東
海
に
あ
っ
て
仙
人
が
住
み
、
不
老
不
死
の
地
と
さ
れ
る
霊
山
で
あ
る
」
（
１４０
）
と

さ
れ
て
い
る
。
桶
谷
秀
昭
は
「
蓬
莱
山
に
富
士
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
必
要
も
な
い
」
と
い
い
、「
架
空

の
、
現
実
の
時
空
の
制
約
の
外
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
、
作
者
の
思
索
の
基
盤
と
す
る
意
図
を
認
め
る
こ
と

の
方
が
重
要
で
あ
ろ
う
」（
１４１
）
と
い
う
。
さ
ら
に
、
橋
詰
静
子
は
「
『
蓬
莱
山
』
は
地
上
に
聳
え
る
山
で

は
な
い
。『
日
没
』
以
後
の
夜
に
向
か
っ
て
、
人
間
の
自
我
の
底
ひ
な
い
深
層
に
向
か
っ
て
、
逆
さ
ま
に
聳

え
立
つ
デ
ー
モ
ン
の
山
で
あ
る
」（
１４２
）
と
「
蓬
莱
山
」
を
架
空
の
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

佐
藤
善
也
は
そ
う
読
ん
で
し
ま
え
ば
「
「
蓬
莱
山
」
を
舞
台
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
が
な
く
な
る
」（
１４３
）

と
し
て
い
る
。 

中
国
で
は
、
蓬
莱
山
の
こ
と
を
伝
え
る
早
期
の
文
献
と
し
て
、『
山
海
経
』
に
「
蓬
莱
山
在
海
中
」
（
蓬

莱
山
は
海
の
中
に
あ
る
）
と
の
記
述
が
見
え
る
。
そ
れ
が
よ
り
詳
細
に
描
き
だ
さ
れ
た
の
は
、
司
馬
遷
の

『
史
記
』
で
あ
る
。
そ
の
「
封
禅
書
」
に
は
「
自
威
、
宣
、
燕
昭
使
人
入
海
求
蓬
莱
、
方
丈
、
瀛
洲
。
此

三
神
山
者
、
其
伝
在
渤
海
中
、
去
人
不
遠
、
患
且
至
、
則
船
風
引
而
去
。
蓋
嘗
有
至
者
、
諸
僊
人
及
不
死

之
薬
皆
在
焉
。（
威
、
宣
、
燕
の
昭
の
こ
ろ
よ
り
、
人
を
し
て
海
に
入
り
、
蓬
莱
、
方
丈
、
瀛
洲
を
求
め
さ

せ
て
い
た
。
こ
の
三
神
山
と
は
、
そ
の
い
い
伝
え
に
よ
る
と
、
渤
海
の
中
に
あ
る
。
人
里
か
ら
そ
う
遠
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
行
き
着
こ
う
と
す
れ
ば
、
船
は
風
で
引
き
も
ど
さ
れ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
そ
こ
に

た
ど
り
着
い
た
者
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
仙
人
た
ち
も
不
死
の
薬
も
あ
っ
た
と
い
う
。）
さ
ら
に
、

「
秦
始
皇
帝
本
紀
」
に
も
同
様
な
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
富
士
山
と
蓬
莱
山
が
重
な
っ
て
い
る
の
は
五

代
の
後
周
の
僧
で
あ
る
義
楚
が
編
集
し
た
『
義
楚
六
帖
』
（
巻
二
十
一
）
で
あ
る
。 

 

日
本
国
亦
名
倭
国
、
在
東
海
中
。
秦
時
、
徐
福
将
五
百
童
男
、
五
百
童
女
止
此
国
。（
中
略
）
又
東
北

千
余
里
、
有
山
名
富
士
、
又
名
蓬
莱
。
其
山
峻
、
三
面
是
海
。（
中
略
）
徐
福
止
此
謂
蓬
莱
、
至
今
子
孫

皆
曰
秦
氏
（
日
本
国
は
亦
の
名
を
倭
国
と
い
い
、
東
海
の
中
に
あ
る
。
秦
の
と
き
、
徐
福
が
五
百
の
童

男
と
五
百
の
童
女
を
つ
れ
て
こ
の
国
に
止
ま
っ
た
。（
中
略
）
ま
た
、
東
北
の
千
余
里
に
富
士
と
い
う
名

の
山
が
あ
り
、
ま
た
蓬
莱
と
も
い
う
。
そ
の
山
は
峻
険
で
、
三
面
は
海
で
あ
る
。（
中
略
）
徐
福
は
こ
こ

に
止
ま
り
、
蓬
莱
だ
と
い
っ
た
。
今
に
至
る
ま
で
そ
の
子
孫
は
み
ん
な
秦
氏
と
い
う
）。
（
１４４
） 

 

透
谷
が
自
身
が
登
山
し
た
富
士
山
を
蓬
莱
山
に
擬
し
た
の
は
、
ど
の
文
献
に
よ
る
か
は
確
定
で
き
な
い

が
、「
序
」
に
見
ら
れ
る
、
極
め
て
自
然
な
タ
イ
ト
ル
の
命
名
の
し
方
か
ら
、
透
谷
の
中
国
の
文
献
へ
の
親

炙
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
あ
る
。 
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「
蓬
莱
曲
」
の
最
後
で
、
素
雄
は
崖
で
倒
れ
た
。
そ
れ
は
劇
詩
の
終
わ
り
で
は
な
く
、
続
く
別
篇
が
あ

る
。
別
篇
で
は
素
雄
は
露
姫
と
一
緒
に
西
の
国
へ
の
旅
路
に
向
く
。
何
故
、
別
篇
を
書
い
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
「
蓬
莱
曲
別
篇
に
附
す
る
に
就
い
て
」
に
伺
え
る
。 

 

余
が

自

責

セ
ル
フ
・
ト
ー
メ
ン
ト

の
兒
な
る
蓬
莱
曲
は
初
め
兩
篇
に
別
ち
て
世
に
出
で
ん
と
企
て
ら
れ
た
り
。
即
ち

素
雄
が
山
頂
に
死
す
る
迄
を
第
一
篇
と
な
し
、
慈
航
湖
を
過
ぎ
て
彼
岸
に
達
す
る
よ
り
尚
其
後
を
綴
り

て
後
篇
を
成
き
ん
と
せ
し
も
、
痼
疾
余
を
苦
む
る
事
筆
を
握
る
毎
に
甚
し
き
を
覚
ゆ
る
を
以
て
、
中
道

に
し
て
變
じ
て
之
れ
を
一
巻
と
な
す
事
と
せ
り
。
故
に
僅
に
慈
航
湖
の
一
齣
を
附
加
す
る
の
止
を
得
ざ

る
に
至
れ
る
な
り
。 

 

「
湖
を
過
ぎ
て
彼
岸
に
達
す
る
」
と
い
う
設
定
は
中
国
の
故
事
を
翻
案
し
歌
物
語
の
形
式
に
し
た
説
話

物
語
集
で
あ
る
『
唐
物
語
』
に
見
ら
れ
る
。
『
唐
物
語
』
は
『
蒙
求
』『
白
氏
文
集
』
な
ど
を
主
要
な
出
典

と
し
、
多
く
は
有
名
な
故
事
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
る
。『
長
恨
歌
』
や
『
長
恨
歌
伝
』
な
ど
に
基
づ
い

て
作
ら
れ
た
『
唐
物
語
』
の
第
十
八
「
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
」
の
最
後
に
「
こ
の
世
を
も
厭
ひ
極
楽
を
も

厭
は
ば
、
苦
を
集
め
た
る
海
を
渡
り
て
、
楽
を
極
め
た
る
国
に
到
ら
む
こ
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
ず
、
ゆ
め
ゆ

め
出
て
難
き
悪
趣
に
帰
ら
す
し
て
、
行
き
易
き
浄
土
に
い
た
る
べ
し
」
と
あ
る
（
１４５
）
。
方
士
が
蓬
莱
宮

で
楊
貴
妃
と
出
会
っ
て
、
形
見
の
釵
を
玄
宗
皇
帝
に
渡
し
た
。
玄
宗
皇
帝
は
再
び
楊
貴
妃
と
出
会
う
日
を

待
遠
く
思
わ
れ
た
が
、
自
身
が
逝
去
し
て
し
ま
う
。
こ
の
世
は
皆
夢
幻
の
如
き
も
の
で
、
八
苦
を
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
現
世
は
ひ
た
す
ら
厭
う
べ
き
で
あ
り
、
も
し
、
こ
の
世
を
厭
い
、
極
楽
を

願
う
な
ら
ば
、
苦
海
を
渡
っ
て
、
楽
し
み
の
国
に
到
着
で
き
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
１４６
）
。
『
唐
物
語
』

の
最
後
の
「
海
を
渡
り
て
、
楽
を
極
め
た
る
国
に
到
ら
む
」
と
い
う
表
現
は
、
素
雄
が
慈
航
の
湖
の
船
に

乗
っ
て
、
露
姫
と
一
緒
に
西
の
国
へ
の
旅
路
に
向
く
と
い
う
別
篇
に
類
似
し
て
い
る
。 

 

二 

「
蓬
莱
曲
」
と
唐
代
伝
奇 

 

透
谷
は
「
蓬
莱
曲
」
の
作
中
意
図
に
つ
い
て
は
「
序
」
に
書
い
て
い
る
。 

 

崎
嶇

E

き

く

A

た
る
人
生
の
行
路
遂
に
余
を
し
て
彼
の
瑞
雲
横
は
り
仙
翁
楽
し
く
棲
め
る
と
言
ふ
靈
嶽
を
仮

り
来
つ
て
幽
冥
界
に
擬
し
半
狂
半
眞
な
る
柳
田
素
雄
を
悲
死
せ
し
む
る
に
至
れ
る
な
り
。
友
人
再
び
日

く
、
然
ら
ば
汝
は
魔
鬼
魅
魎
の
類
を
信
ず
る
や
。
余
答
へ
て
日
く
、
信
ず
る
に
も
あ
ら
ず
、
信
ぜ
ざ
る
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に
も
あ
ら
ず
、
悲
哀
極
つ
て
頓
眠
す
る
時
に
神
女
を
夢
み
、
劇
熱
を
病
ん
で
壁
上
に
怪
物
の
横
行
す
る

を
見
る
が
如
き
の
み
。 

 「
瑞
雲
横
は
り
仙
翁
楽
し
く
棲
め
る
と
言
ふ
靈
嶽
を
仮
り
来
つ
て
幽
冥
界
に
擬
し
半
狂
半
眞
な
る
柳
田
素

雄
を
悲
死
せ
し
む
る
に
至
れ
る
な
り
」
と
あ
り
、
柳
田
素
雄
に
「
瑞
雲
横
は
」
る
「
仙
翁
楽
し
く
棲
」
む

蓬
莱
山
に
悲
死
さ
せ
る
と
い
う
意
図
が
読
み
取
れ
、
ま
た
、
「
悲
哀
極
つ
て
頓
眠
す
る
時
に
神
女
を
夢
み
、

劇
熱
を
病
ん
で
壁
上
に
怪
物
の
横
行
す
る
を
見
る
が
如
き
の
み
」
に
よ
れ
ば
、
柳
田
素
雄
に
神
女
を
夢
見

さ
せ
、
怪
物
が
見
え
る
と
い
う
神
秘
的
な
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
翁
と
青
年
や
青
年

と
神
女
や
鬼
神
に
出
会
う
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
は
中
国
古
典
神
話
に
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。 

 

曲
中
の
人
物 

 
 
 

鶴 

翁 
 

（
蓬
莱
山
の
道
士
） 

 
 
 

源 

六 
 

（
樵
夫
） 

 
 
 

雲 

丸 
 

（
仙
童
） 

 
 
 

柳
田
素
雄 

（
子
爵
、
修
行
者
） 

 
 
 

勝
山
清
兵
衛
（
柳
田
の
從
者
） 

 
 
 

露 

姫 
 

（
仙
姫
） 

 
 
 

大
魔
王
、
鬼
玉
若
干
、
小
鬼
若
干
、 

 
 
 

恋
の
魅
、
青
鬼
、
等
。 

 
 
 
 

老
子
を
教
祖
に
据
え
、
最
終
的
に
不
老
不
死
の
神
仙
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
仙
術
を
自
在
に
使
う
こ
と

を
目
指
す
道
教
を
描
く
中
国
古
典
神
話
で
は
、
道
士
（
鶴
翁
）、
樵
夫
（
源
六
）
、
仙
童
（
雪
丸
）
な
ど
の

常
套
的
に
設
定
が
見
ら
れ
る
。 

 

構
成 

 

第
一
齣
（
一
場
）
蓬
莱
山
麓
の
森
の
中
、
日
没
後 

第
二
齣 

第
一
場 

蓬
莱
原
の
一 

 
 
 
 

第
二
場 

蓬
莱
原
の
二 

 

 
 
 
 

第
三
場 

蓬
莱
原
の
三
、
廣
野 

 
 
 
 

第
四
場 

蓬
莱
原
の
四
、
坑
中 
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第
五
場 

蓬
莱
原
の
五
（
素
雄
懸
瀑

け
ん
ば
く

に
對
す
る
崖
徑
に
立
つ
） 

第
三
齣 

第
一
場 

仙
姫
洞
（
素
雄
仙
姫
洞
の
外
に
立
出
て
） 

 
 
 
 

第
二
場 

蓬
莱
山
頂
（
柳
田
素
雄
山
頂
に
達
し
て
四
望
眺
矚
す
る
所
） 

別
篇
（
一
場
）
慈
航
湖 

 

「
蓬
莱
曲
」
は
構
成
上
、「
齣
」
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
「
齣
」
は
、
中
国
の
演
劇
・
語
り
物
な
ど
の
区
切

り
で
、
伝
奇
類
の
劇
に
お
け
る
一
段
で
あ
る
。「
齣
」
の
使
用
は
「
蓬
莱
曲
」
を
中
国
的
な
物
語
に
思
わ
せ

る
要
素
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。 

中
国
の
小
説
史
上
で
は
、
秦
漢
以
来
神
仙
の
説
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
鬼
神
志
怪
を
中
心
と
す
る
書

が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
魏
晋
以
後
六
朝
時
代
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
魯
迅
が
こ
れ
を
最
初
に
指

摘
し
、『
中
国
小
説
史
略
』
に
「
六
朝
之
鬼
神
志
怪
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
志
怪
小
説
と
い
う
表
現

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
不
思
議
な
あ
や
し
い
話
を
記
録
書
き
ま
と
め
た
六
朝
の
志
怪
小
説
に
対
し

て
、
人
生
を
比
喩
的
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
作
品
が
唐
に
な
る
と
現
わ
れ
る
。
魯
迅
は
「
小
説
亦
如
詩
、

至
唐
代
而
一
変
、
雖
尚
不
離
於
捜
奇
記
逸
、
然
叙
述
宛
轉
、
文
辭
華
艶
、
與
六
朝
之
粗
陳
梗
概
者
較
、
演

進
之
跡
甚
明
、
而
尤
顕
者
乃
在
是
時
則
始
有
意
為
小
説
。（
小
説
も
詩
と
同
じ
よ
う
に
唐
に
な
っ
て
一
変
す

る
。
ま
だ
奇
聞
を
捜
し
逸
事
を
記
す
こ
と
か
ら
離
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
叙
述
は
曲
折
に
と
み
、
文

章
は
華
麗
で
、
六
朝
の
梗
概
を
略
述
し
た
の
と
比
べ
る
と
、
そ
の
進
化
の
跡
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
な
か

で
も
顕
著
な
の
は
つ
ま
り
こ
の
時
代
か
ら
始
め
て
意
識
的
に
小
説
を
書
い
た
こ
と
で
あ
る
）
」と
述
べ
て
い

る
（
１４７
）
。 

 

「
蓬
莱
曲
」
の
第
二
駒
第
二
場
に
は
蓬
莱
山
の
道
士
・
鶴
翁
が
登
場
す
る
。
従
来
、
道
士
・
鶴
翁
は
『
マ

ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
大
僧
院
長
に
対
応
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
道
士
は
素
雄
に
自
然
な
生
活
を
送
り
希

望
を
抱
け
と
さ
と
し
、
僧
院
長
は
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
に
、
教
会
に
よ
っ
て
神
の
赦
し
を
受
け
平
和
に
な
れ
と

さ
と
す
。
つ
ま
り
、
主
人
公
の
魂
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
鶴
翁
と
僧
院
長
は
類
似
し
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
詳
細
的
に
検
討
す
れ
ば
、
微
妙
な
違
い
が
見
え
る
。『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
主
人
公
・

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
は
城
主
で
あ
り
、
数
多
の
家
来
を
使
っ
て
何
の
不
自
由
も
な
く
暮
ら
し
て
い
た
。
聖
モ
オ

リ
ス
の
僧
院
長
は
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
を
尊
敬
し
な
が
ら
、
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
城
主
で
あ
る
マ

ン
フ
レ
ッ
ド
に
対
し
て
の
言
葉
遣
い
は
「
蓬
莱
曲
」
の
鶴
翁
の
口
調
ほ
ど
強
く
な
い
。
切
迫
感
は
殆
ん
ど

な
い
。
一
方
、「
蓬
莱
曲
」
の
鶴
翁
は
若
い
素
雄
に
対
し
て
、
教
育
な
口
調
で
言
い
聞
か
せ
る
。
以
下
で
は

中
国
古
典
文
学
と
結
び
つ
け
て
検
討
す
る
。 

ま
ず
、
道
士
の
名
前
の
「
鶴
翁
」
に
つ
い
て
、
透
谷
は
意
識
的
に
名
づ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
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れ
る
。
中
国
古
典
文
学
で
は
「
鶴
」
は
単
な
る
鳥
で
は
な
く
、
神
仙
と
深
い
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

次
の
よ
う
に
鶴
を
仙
人
と
結
合
さ
れ
る
例
は
中
国
の
昔
か
ら
た
く
さ
ん
あ
る
（
１４８
）
。 

 

◯
王
子
喬
者
、
周
霊
王
太
子
晋
也
。
…
…
果
乗
白
鶴
、
駐
山
嶺
（
漢
・
劉
向
『
列
仙
伝
』
巻
上
） 

◯
有
数
十
鶴
、
飛
翔
其
中
、
翩
翩
然
降
於
蘇
氏
之
門
、
皆
化
為
少
年
（
『
太
平
広
記
』
十
三
、
拠
『
洞
神

伝
』
） 

◯
於
是
桓
君
服
天
衣
、
駕
白
鶴
、
昇
天
而
去
（
『
太
平
広
記
』
十
五
、
拠
『
神
仙
感
遇
伝
』
） 

◯
張
老
及
妹
、
各
乗
一
鳳
、
余
従
乗
鶴
者
十
数
人
、
漸
上
空
中
（
唐
・
李
復
言
『
続
玄
怪
録
』
） 

◯
（
薛
）
玄
同
沐
浴
、
餌
紫
霊
所
賜
之
丹
。
二
仙
女
亦
密
降
其
室
。
十
四
日
、
称
疾
而
卒
。
有
仙
鶴
三

十
六
隻
、
翔
集
庭
宇
。
（『
太
平
広
記
』
七
十
、
拠
『
墉
城
集
仙
録
』
） 

 

ま
た
、
鹿
や
龍
な
ど
は
中
国
神
話
伝
説
で
は
、
神
聖
の
意
を
帯
び
た
動
物
で
あ
る
（
１４９
）
。
一
方
、
仙
姫

に
つ
き
従
う
二
頭
の
鹿
や
第
二
齣
第
五
場
で
懸
瀑
を
見
る
素
雄
が
呼
ぶ
「
白
龍
」
な
ど
は
透
谷
が
、
中
国

の
伝
説
の
霊
山
・
蓬
莱
山
と
同
じ
名
の
神
秘
的
な
異
境
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
、
漢
文
学
の
知
識
を
生
か
し

て
、
工
夫
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
蓬
莱
曲
」
第
二
齣
第
二
場
で
は
、
主
人
公
・
柳
田
素
雄
は
す
べ
て
を
疑
い
、
人
生
を
は
か
な
む
。
彼

が
何
物
を
も
恐
れ
な
い
と
い
う
不
逞
の
精
神
を
語
る
と
、
鶴
翁
は
彼
を
道
術
で
済
度
し
よ
う
と
す
る
場
面

が
あ
る
。
若
者
が
世
を
厭
い
、
道
士
が
済
度
し
よ
う
と
す
る
場
面
は
中
国
の
唐
代
伝
奇
小
説
の
一
つ
で
、

唐
の
中
期
に
、
沈
既
済
が
書
い
た
『
枕
中
記
』
と
い
う
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
が
日
本
に
輸
入

さ
れ
た
時
代
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
室
町
時
代
の
『
太
平
記
』
の
「
黄
粱
午
炊

こ
う
り
ょ
う
い
っ
す
い

の
夢
」
や
謡
曲
『

邯
鄲

か
ん
た
ん

』
や
、
江
戸
時
代
の
黄
表
紙
、
恋
川
春
町
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
は
『
枕
中
記
』
の
プ
ロ
ッ
ト
を
借

用
し
て
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
（
１５０
）
。
つ
ま
り
、
古
く
か
ら
日
本
人
に
知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
内
容
を
概
観
す
る
と
、 

 

開
元
七
年
（
七
一
七
）、
道
子
の
呂
翁
な
る
者
が
、
旅
の
途
中
邯
鄲
の
と
あ
る
宿
屋
に
立
ち
寄
り
、
一

服
い
れ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
町
の
若
者
盧
生
が
身
の
不
遇
を
な
げ
い
て
い
る
の
を
聞
い

て
、
呂
翁
は
袋
の
中
か
ら
枕
を
取
り
出
し
授
け
た
。
睡
気
を
催
し
た
盧
生
は
、
そ
れ
を
枕
と
し
て
眠
っ

た
。
彼
は
時
の
名
族
清
河
の
崔
氏
の
娘
を
娶
り
、
進
士
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、
或
は
ね
た
み
や
中
傷

に
遇
っ
て
左
遷
さ
れ
、
ま
た
呼
び
返
さ
れ
て
高
官
に
つ
く
と
い
っ
た
よ
う
な
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら

も
、
地
方
に
出
て
は
将
軍
と
な
っ
て
功
を
立
て
、
中
央
に
入
っ
て
は
宰
相
と
な
っ
て
名
声
を
博
し
、
日
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頃
の
欲
望
は
か
な
え
ら
れ
死
ん
だ
。
だ
が
、
実
は
そ
れ
は
、
宿
屋
の
主
人
の
む
す
黍
の
ま
だ
煮
え
ぬ
間

の
一
瞬
の
夢
で
あ
っ
た
。（
１５１
） 

 
 

 

道
士
・
呂
翁
が
身
の
不
遇
に
苦
し
ん
で
い
る
盧
生
に
望
み
通
り
の
夢
を
見
せ
る
術
を
使
い
、
救
お
う
と

す
る
の
が
『
枕
中
記
』
の
主
な
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
翁
が
人
生
で
苦
し
ん
で
い
る
若
者
を
道
術
で
救

お
う
と
す
る
点
で
「
蓬
莱
曲
」
と
『
枕
中
記
』
は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
蓬
莱
曲
」
の
鶴
翁
は
結
局
、

素
雄
の
済
度
の
見
込
み
が
な
い
と
知
っ
て
去
る
が
、『
枕
中
記
』
に
お
い
て
は
、
盧
生
が
苦
し
み
か
ら
解
き

放
た
れ
る
。 

鶴
翁
が
柳
田
素
雄
を
説
得
す
る
具
体
的
な
描
写
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
唐
代
伝
奇
の
一
つ
で
あ
る
晩
唐

の
李
復
言
の
『
杜
子
春
伝
』
を
想
起
さ
せ
る
。『
杜
子
春
伝
』
と
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
杜
子
春
」
の
元
に

な
っ
た
話
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
内
容
の
前
半
部
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

杜
子
春
は
放
蕩
者
で
、
親
族
に
も
よ
せ
つ
け
ら
れ
ず
、
飢
寒
に
あ
え
い
で
い
た
。
あ
る
冬
の
夕
暮
、

長
安
は
東
市
の
西
門
で
歎
息
し
て
い
る
と
、
一
人
の
老
人
が
現
れ
、
三
百
万
の
銭
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、

相
変
わ
ら
ず
の
ふ
し
だ
ら
な
生
活
で
、
一
、
二
年
も
せ
ぬ
う
ち
に
、
ま
た
無
一
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

市
門
で
長
嘆
息
し
て
い
る
と
、
ま
た
も
や
先
の
老
人
が
子
春
の
手
を
握
っ
て
、
救
っ
て
や
ろ
う
と
言
う
。

今
度
は
一
千
万
を
も
ら
っ
た
。
今
度
こ
そ
は
と
発
憤
し
た
が
、
い
ざ
銭
が
手
に
は
い
っ
て
み
る
と
、
ま

た
ま
た
使
い
果
た
し
て
、
も
と
の
木
阿
弥
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
た
老
人
に
出
会
っ
た
。

老
人
は
恥
じ
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
子
春
の
袖
を
お
さ
え
て
、
三
千
万
を
与
え
、
こ
れ
で
も
駄
目
な
ら
お

前
の
貧
乏
は
救
い
よ
う
が
な
い
と
言
う
の
だ
っ
た
。
子
春
は
こ
の
老
人
の
恩
義
に
感
じ
、
こ
の
金
で
こ

の
世
の
事
を
す
べ
て
つ
ぐ
な
い
、
老
人
の
命
に
従
う
べ
く
、
翌
年
の
中
元
に
老
子
廟
で
の
再
会
を
約
し

た
。
事
を
す
ま
せ
、
期
日
に
及
ん
で
行
く
と
、
華
山
の
雲
台
峯
へ
と
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
仙
人
修
行
の
身

と
な
っ
た
（
１５２
）
。 

 

老
人
は
杜
子
春
を
救
う
た
め
に
、
合
わ
せ
て
三
回
、
莫
大
な
金
を
杜
子
春
に
渡
す
。
最
後
に
、
杜
子
春

は
老
人
の
恩
義
に
感
じ
、
共
に
、
華
山
雲
台
峯
に
行
っ
た
。
一
方
、「
蓬
莱
曲
」
で
も
、
鶴
翁
は
『
杜
子
春

伝
』
中
の
老
人
の
よ
う
に
、
人
生
に
飽
き
た
柳
田
素
雄
に
向
っ
て
、
繰
り
返
し
説
得
す
る
。
回
数
も
同
じ

く
三
回
で
あ
る
。 
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ま
ず
、
鶴
翁
は
「
わ
が
眼
は
あ
や
し
く
も
わ
が
内
を
の
み
見
て
外
は
見
ず
、
わ
が
内
な
る
諸
々
の
奇
し

き
こ
と
が
ら
は
必
ら
ず
究
め
て
残
す
こ
と
あ
ら
ず
」
と
し
、
暗
を
「
怖
る
ゝ
も
の
な
ら
ず
」
と
し
、
「
厭

ふ
者
な
ら
ず
」
「
逃
ぐ
る
者
な
ら
ず
」
と
す
る
素
雄
に
対
し
て
、 

 

世
の
人
に
煩
累

わ
づ
ら
ひ

あ
る
は
常
な
り
、
然
れ
ど
も
凡
そ 

わ
が
道み

ち

の
術
に
て
愈い

や

さ
ぬ
も
の
は
な
し
、 

き
み
が
足
ら
ぬ
と
言
へ
る
は
い
か
な
る
事
ぞ
、 

語
り
聞き

か

せ
よ
、
己
れ
は
之
を
立
ど
こ
ろ
に
愈い

や

し
て 

ん
。 

 と
自
分
の
道
術
で
、
光
よ
り
「
暗
」
を
好
む
素
雄
を
治
す
こ
と
を
望
む
。
し
か
し
、
素
雄
は
「
未
だ
わ
が

足
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
愈
す
者
に
あ
は
ず
」
と
言
う
。
鶴
翁
は
「
満
ち
足
ら
は
ぬ
が
ち
」
で
、「
お
の
れ
」
を
す

て
よ
う
と
す
る
素
雄
に
対
し
て
、
続
け
て
道
理
を
言
い
聞
か
せ
る
。 

 

そ
の
お
の
れ
て
ふ
自じ

儘ま

ゝ

者も

の

は
種さ

ま

々〲
の

趣
好

た

し

み

あ
る
も 

の
よ
、
石
塊

い
し
く
れ

を
拝
む
も
彼
な
り
、
酒
に
沈
む
も
彼 

な
り
、
佳
人
に
樂
し
む
も
彼
な
り
、
墨
に
現げ

ん

ず
る 

山
水
に
醉
ふ
も
彼
な
り
、
蠹し

み

と
同と

も

に

書
庫

ふ
み
ぐ
ら

に
眠
る 

も
彼
な
り
、
無つ

み

邪な

気げ

の
お
の
れ
か
な
、
是こ

は
わ
が 

道
術

み
ち
の
じ
ゅ
つ

に
て
濟
度

さ

い

ど

し
つ
る
も
の
ど
も
な
れ
ば
な
る
。 

世
に
は
ま
た
く
さ

〲
の
苦
し
み
あ
れ
ば
、
わ
れ 

は
「
望

の
ぞ
み

」
て
ふ
も
の
を
わ
が
術
に
て
世
の
人
の
懐
裡

ふ
と
こ
ろ 

に
投
げ
入
れ
、
な
や
み
恨
め
る
も
の
ゝ
蒼

あ
を
ざ

め
し
頬 

に
血
の
色
を
顯
は
し
、
ま
た
わ
が
術
に
て
世
の
、
見 

え
ず
し
て
權
勢

ち

か

ら

つ
よ
き
も
の
ゝ
繋
縛

な

は

め

を
ほ
ど
く 

「
自じ

由い

う

」
て
ふ
も
の
を
憤い

か

り
慨な

げ

け
る
も
の
ゝ
手
に
渡 

し
、
嬉た

の

し
み
の
聲
を
高
く
擧
げ
し
む
る
。
斯
く
し 

て

佛
ほ
と
け

と
な
ら
ぬ
も
の
は
な
し
、 

 

鶴
翁
は
「
お
の
れ
」
の
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
自
然
の
傾
向
を
引
き
出
し
て
、
各
自
が
「
自
由
」
に
、「
望
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み
」
を
持
っ
て
生
き
て
行
け
ば
よ
い
と
い
う
「
道
術
」
を
柳
田
素
雄
に
教
え
る
の
で
あ
る
が
、
素
雄
は
そ

れ
ら
が
「
玩
童
の
戯
具
」
で
あ
り
、「
嫗
の
寝
醒
の
囈
言
」
で
あ
る
と
言
い
返
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

鶴
翁
は
三
回
目
の
説
教
を
始
め
る
。 

 

あ
は
れ
な
る
不ふ

滿ま
ん

を
訴い

ふ
も
の
か
な
、
人
界

に
ん
が
い

を
離 

る
ゝ
は
、
身
を
人
界
に
置
き
て
も
か
な
は
ぬ
事
や 

あ
る
。
好よ

し
人
界
を
離
れ
得
る
と
も
、 

汝

E

い
ま
し

A

が
如
き
は
ま
こ
と
の

AE

安
慰

E

や

す

み

A

あ
る
者
な
ら
じ
。 

AE

考

E

お
も

A

へ
よ
、

AE

蒼
穹

E

あ
を
ぞ
ら

A

に
も
星
く
づ
の

AE

數

E

か
ず

A

は

A
E

限

E

か
ぎ
り

A

な
く
、 

A
E

爭

E

あ
ら
そ
ひ

A

は
日
と
し
て

AE

夜

E

よ

A

と
し
て
絶
間
な
く
、 

碎
か
れ
て
、
敗
ら
れ
て
落
ち
来く

る
者
は 

多
か
ら
ず
や
、 

好

E

よ

A

し
や

A
E

汝

E

い
ま
し

A

が
光
を

AE

放

E

は
な

A

つ
者
と
な
り
得
て
、 

高
く
彼
方

か

な

た

に
懸
る
と
も
、
汝

い
ま
し

の
願ね

ぎ

は
盈み 

つ
ま
じ
き
ぞ
。 

 

と
鶴
翁
は
世
間
に
は
「
砕
か
れ
て
、
敗
ら
れ
て
落
ち
来
る
者
」
、
つ
ま
り
素
雄
と
同
じ
よ
う
な
人
々
が
多

く
存
在
す
る
と
説
教
し
た
が
、
素
雄
は
自
分
を
ほ
か
の
恒
星
や
惑
星
と
違
う
「
芒
星
」
に
喩
え
、「
道
師
が

優
し
き
術
に
て
こ
の
暴
れ
た
る
心
の
風
を
静
め
得
」
な
い
と
言
っ
た
。「
世
を
逃
れ
」
よ
う
と
す
る
素
雄
に

向
っ
て
、
鶴
翁
は
諦
め
る
こ
と
な
く
、
説
諭
す
る
が
、
結
局
、「
希
有
な
る
か
な
、
わ
が
術
は
然
ら
ん
者
、

に
施
さ
ん
由
な
し
」
と
鶴
翁
は
「
往
き
ね
、
往
き
て
汝
が
心
の
侭
に
な
せ
よ
」
と
言
い
捨
て
る
。
『
杜
子

春
伝
』
に
お
い
て
は
、
一
回
目
に
も
ら
っ
た
三
百
万
を
使
い
切
っ
た
杜
子
春
は
、
老
人
に
会
っ
て
、「
慚
而

不
應
（
慚
ぢ
て
應
へ
ず
）
」
で
あ
る
。
二
回
目
に
も
ら
っ
た
一
千
万
を
使
い
切
っ
た
と
き
は
、
杜
子
春
は
「
不

勝
其
愧
（
其
の
愧
に
勝
へ
ず
）
」、
さ
ら
に
、
三
回
目
に
も
ら
っ
た
三
千
万
を
「
以
孤
孀
多
寓
淮
南
、
遂
転

資
揚
州
、
買
良
田
百
頃
、
郭
中
起
甲
第
、
要
路
置
邸
百
余
間
、
悉
召
孤
孀
分
居
第
中
。
婚
嫁
甥
姪
、
遷
祔

族
親
、
恩
者
煦
之
。
讐
者
復
之
。（
孤
孀
の
多
く
淮
南
に
寓
す
る
を
以
て
、
遂
に
転
じ
て
揚
州
に
資
し
、
良

田
百
頃
を
買
ひ
、
郭
中
に
甲
第
を
起
て
、
要
路
に
邸
百
余
間
を
置
き
、
悉
く
孤
孀
を
召
し
て
第
中
に
分
居

せ
し
む
。
甥
姪
を
婚
嫁
し
、
族
親
を
遷
祔
し
、
恩
者
に
は
之
に
煦
し
、
讐
者
に
は
之
に
復
す
）」
。
鶴
翁
の

説
諭
に
対
し
て
、
素
雄
は
毎
回
、
理
屈
を
言
い
返
す
。
こ
の
点
は
両
作
は
鮮
明
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。 
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杜
子
春
は
三
回
目
に
も
ら
っ
た
お
金
で
人
々
の
恩
沢
を
施
し
た
上
で
、
老
人
に
従
っ
て
、
華
山
の
雲
台

峯
に
入
る
。
そ
こ
で
、
老
人
が
白
石
三
丸
と
酒
一
杯
を
子
春
に
飲
ま
せ
、
堂
内
の
西
壁
に
一
枚
の
虎
皮
を

敷
い
て
東
向
き
に
坐
ら
せ
、
「
い
か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
決
し
て
口
を
き
い
て
は
な
ら
ぬ
」
と
誡
め
た
。

す
る
と
、
悪
鬼
・
夜
叉
・
猛
獣
や
地
獄
な
ど
が
現
れ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
責
め
苦
を
受
け
、
は
て
は
彼
の

妻
ま
で
一
寸
刻
み
に
さ
れ
、
夫
に
姓
名
を
名
の
る
こ
と
を
哀
願
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
子
春
は
ど
う
し
て

も
口
を
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
閻
魔
大
王
は
、
こ
れ
は
陰
賊
で
あ
る
と
し
て
、
女
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

た
。
生
ま
れ
お
ち
る
と
病
気
ば
か
り
で
、
一
日
と
し
て
鍼
・
灸
・
医
・
薬
な
ど
の
世
話
に
な
ら
ぬ
日
と
て

な
く
、
火
に
落
ち
た
り
も
し
た
が
、
声
を
出
さ
な
い
。
成
長
す
る
と
、
容
色
並
ぶ
者
な
く
、
同
郷
の
進
士

盧
珪
な
る
者
に
も
ら
わ
れ
、
一
男
を
生
ん
だ
。
夫
が
そ
の
子
を
抱
い
て
話
し
か
け
て
も
、
ど
う
し
て
も
口

を
き
か
な
い
。
盧
は
、
夫
を
卑
し
め
て
口
を
き
か
ぬ
の
か
と
大
い
に
怒
っ
て
、
子
供
の
脚
を
も
っ
て
石
の

上
に
そ
の
頭
を
叩
き
つ
け
る
（
１５３
）
。 

一
方
、「
蓬
莱
曲
」
の
第
三
齣
の
第
二
場
で
は
鶴
翁
が
済
度
を
果
た
せ
ず
、
去
る
と
、
大
魔
王
が
登
場
す

る
。
素
雄
は
大
魔
王
に
個
々
の
煩
悶
を
訴
え
る
。
す
る
と
、
大
魔
王
も
鶴
翁
が
素
雄
を
済
度
し
よ
う
と
し

た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
の
悩
み
を
安
ら
げ
て
や
ろ
う
と
す
る
。
素
雄
が
半
ば
不
信
を
述
べ
る
と
、
大
魔

王
は
下
界
の
悲
惨
な
風
景
を
眺
め
さ
せ
る
。
「
俯
し
覗
ひ
」
て
い
る
柳
田
素
雄
の
目
前
に
あ
る
都
は
す
べ

て
火
の
下
に
あ
る
。 

 

あ
ら
間ま

近ぢ
か

な
る
あ
の
烟

け
ぶ
り

は
？ 

燃
上

E

も
え
あ
が

A

る
、
あ
の
火
は
？ 

其
色
の
白
き
黒
き
、
赤 

き
青
き
入
雜

い
り
ま
じ

れ
る
は
、
何
事
ぞ
、
何
事
ぞ
！ 

あ
れ
、
あ
れ
、
あ
の
火
の
都

み
や
こ

の
方
よ
！ 

都

E

み
や
こ

A

よ
！ 

A
E

都

E

み
や
こ

A

！ 
A
E

都

E

み
や
こ

A

の
い
つ
の

AE

間

E

ま

A

に
か
こ
の
山
の
麓 

に
移
れ
り
と
覺
ゆ
る
、 

そ
の
火
！ 

そ
の
火
！ 

都
み
や
こ

！ 

都
み
や
こ

！ 

（
中
略
） 

さ
て
も
あ
の
白
き
火
は
？ 

こ
れ
は
出
づ
、
高か

う

廈か

珠し
ゆ

殿で
ん

の
間

あ
ひ
だ

よ
り
、 

さ
て
も
あ
の
黒
ろ
き
火
は
？ 

こ
れ
は
群ぐ

ん

籍
じ
や
く

寶は
う

典て
ん

の
眞ま

中な
か

よ
り
、 

さ
て
も
あ
の
赤
き
火
は
？ 
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こ
れ
は
酣か

ん

醉す
ゐ

蹈た
う

舞ぶ

の
際

あ
は
ひ

よ
り
、 

さ
て
も
あ
の
青
き
火
は
？ 

こ
れ
は
茅ば

う

屋を
く

廢は
い

家か

の
か
た
は
ら
よ
り
、 

陰
々
陽
々
瞹あ

い

々〱
憺た

ん

々〱
、
烟
と
な
っ
て
は
火
に
還
り
、 

 

火
の
下
に
あ
る
都
を
見
た
柳
田
素
雄
は
そ
の
後
、
「
巌
の
極
角
に
進
み
て
」
、
次
の
風
景
を
大
魔
王
に

見
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

む
か
し
の
家
は
な
く
生
命

い

の

ち

の
氣
も
な
し
、 

む
つ
み
遊
び
し
も
の
も
優
し
か
り
し
乙
女
子
も
、 

わ
が
植う

ゑ

た
り
し
草
も
樹
も
、 

ひ
と
つ
は
髑
髏
と
な
り
て
路
に
仆た

ふ

れ
、 

他
は
死
の
色
に
變か

は

れ
る
。
あ
れ
、
あ
れ
い
ま
は
し 

や
悪あ

く

鬼き

ど
も
灰
を
蹴け

立た
て

て
、
飛
び
つ
躍を

ど

り
つ
擧
ぐ 

る
か
ち
ど
き
、 

白
鬼
、
黒
鬼
、
赤
鬼
、
青
鬼
、
入
り
亂
れ
行
き
違 

ひ
、
叫
び
つ
舞
ひ
つ
、
鼓つ

ゞ

撃み
う

ち
跳は

ね
遊
び
、
祝
ひ 

歌
唱う

た

ひ
、
酒
庭

さ
か
む
し
ろ

ひ
ろ
げ
、
醉
ふ
て
は
な
ほ
も
狂
ひ 

躍
り
、 

落
散

E

お
ち
ち
れ

A

る
骨
を
か
き
集
め
て

AE

打

E

う
ち

A

た
ゝ
き
、 

ま
だ
足
ら
ぬ
、
ま
だ
足
ら
ぬ
と 

つ
ぶ
や
く
聲
の
き
こ
ゆ
る
。 

鳴
呼
、
わ
が
み
や
こ
！ 

あ
れ
、
あ
れ
、
み
や
こ
！ 

捨
て
た
り
と
は
言
へ
、
還か

へ
る
ま
じ
と
は
言
へ
、 

わ
が
み
や
こ
、
悲
し
き
か
な
、
あ
の
火
！ 

無

E

む

AAE

殘

E

ざ
ん

A

、
限
り
な
き
人
を 

AE

晩

E

お
そ

A

か
ら
す

AE

盡

E

み

A

な
灰
に
す
可
き
ぞ
。
」 

い
づ
こ
に
や
隠
れ
し
、
妙た

へ

な
る
法の

り

の
道
、 

い
づ
こ
に
や
逃
れ
し
、
ま
こ
と
世
を
愛め

づ

る
人
、 

あ
の
火
に
燬や

か
れ
し
か
、
は
た
恐
れ
て
去さ

れ

る
か
、 
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あ
な
や
！ 

あ
な
や
！ 

 
「
む
か
し
の
家
」
や
「
優
し
か
り
し
乙
女
子
も
」
や
「
草
も
樹
も
」
は
「
髑
髏
と
な
っ
」
た
り
、
「
死

の
色
」
に
変
る
。
「
悪
鬼
ど
も
」
は
「
灰
を
蹴
立
」
て
、
「
世
を
愛
る
人
」
は
す
べ
て
「
火
に
焼
か
れ
」

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悲
惨
な
場
面
を
見
る
。
悲
惨
な
場
面
を
見
せ
る
大
魔
王
の
行
動
は
、
杜
子
春
に
親
族

が
苦
痛
を
受
け
る
一
連
の
残
酷
な
場
面
を
見
せ
る
老
人
の
手
法
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
悲
惨
な
場
面
は

ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
の
「
地
獄
篇
」
（
１５４
）
、
或
い
は
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
第
二
部
第
五
幕
の

火
災
の
場
面
（
１５５
）
を
連
想
さ
せ
る
が
、
残
虐
な
場
面
を
主
人
公
に
直
接
経
験
さ
せ
た
り
、
見
せ
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
人
公
の
考
え
方
を
変
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
モ
チ
ー
フ
は
見
ら
れ
な
い
。 

次
に
、
青
年
と
神
女
と
の
恋
愛
を
描
く
も
の
と
い
う
と
、
中
国
の
古
代
に
数
多
く
例
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
先
駆
的
な
も
の
と
し
て
は
、
屈
原
の
「
離
騒
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
楚
辞
文
学

の
最
高
傑
作
で
あ
る
「
離
騒
」
の
前
段
で
は
、
主
と
し
て
、
語
り
手
が
讒
言
に
よ
っ
て
疎
ん
ぜ
ら
れ
、
清

廉
高
潔
の
己
が
身
を
濁
世
に
置
く
苦
悩
憂
憤
の
情
を
述
べ
、
後
段
は
、
文
意
一
変
し
、
周
く
天
地
の
間
を

歴
遊
し
て
神
女
を
求
め
、
こ
れ
と
結
婚
し
よ
う
と
す
る
が
、
結
局
、
そ
の
望
み
は
叶
え
ら
れ
な
い
。
後
段

で
は
、
語
り
手
が
神
女
を
求
め
る
部
分
を
も
っ
て
中
国
古
典
文
学
に
お
け
る
青
年
と
神
女
の
交
渉
の
描
写

の
嚆
矢
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
宋
玉
の
『
神
女
賦
』、
曹
植
の
『
洛
神
賦
』
、
晋
の
張
敏
の
『
神
女
賦
』
、

南
朝
・
宋
の
謝
霊
運
の
『
江
妃
賦
』
な
ど
、
女
神
と
の
邂
逅
を
描
い
た
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
唐

に
な
る
と
、
張
生
と
い
う
人
が
赴
任
す
る
途
中
で
、
神
仙
の
住
ま
い
を
訪
ね
、
神
女
と
出
会
う
『
遊
仙
窟
』

が
書
か
れ
た
。
そ
れ
は
中
国
か
ら
日
本
に
渡
っ
た
最
初
の
小
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
奈
良
朝
の

遣
唐
使
ま
た
は
留
学
僧
に
よ
っ
て
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
『
万
葉
集
』、
『
和

漢
朗
詠
集
』、
『
新
撰
朗
詠
集
』
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
平
安
朝
の
初
期
に
藤
原
佐
世
の
編
纂
し

た
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
も
そ
の
名
が
見
え
、
さ
ら
に
京
都
醍
醐
寺
所
蔵
の
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）・

名
古
屋
真
福
寺
所
蔵
の
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
の
二
種
の
写
本
と
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）・
元
禄
三

年
（
一
六
九
〇
）
の
二
種
の
刊
本
と
が
、
今
日
に
残
っ
て
い
る
（
１５６
）
。 

 

「
蓬
莱
曲
」
の
第
三
駒
第
一
場
で
は
、
素
雄
が
仙
姫
の
歌
に
伴
っ
て
、
洞
穴
に
は
い
る
場
面
が
描
か
れ

て
い
る
。 

 

こ
の
姫
を
？ 

蔽

E

お
ほ

A

へ
る
よ
も
ぎ
の
な
く
も
が
な
、
蔭
な
せ
る 

松
の
樹
梢

こ

ず

ゑ

を
ば
残
り
な
く
折
り
去
り
て
、
滿
々

ま

ん

〱 

72 
 



た
る
あ
の
月
を
こ
ゝ
に
下お

ろ

し
来
り
て 

天
E

て
ん

A

が
成
せ
る

A
E

眞

E

ま
こ
と

A

の
美
を
し
ら
べ

AE

盡

E

つ
く

A

さ
ま
し
、 

堅
く
結
べ
る
其
の
花
の
口
元
に
は
、
時
代

と

き

よ

を
し 

知
ら
ぬ
春
含
み
、 

其
唇
頭

く
ち
び
る

に
は
し
の
ゝ
め
の
、
丹あ

か

き
雲
を 

迷
は
せ
り
、 

黄
金

E

こ

が

ね

A

の
か
た
き
も
い
か
で
か
は
、
其
の
暖
か
き 

AE

吐
氣

E

い

き

A

に
會
ふ
て

AE

解

E

と
け

A

ざ
ら
ん
。 

緩
く
は
握
れ
ど
、
き
み
が
掌
中

た
な
ゝ
か

に
は
、
尽
ぬ 

終
ら
ぬ
平
和

へ

い

わ

と
至し

善ぜ
ん

、 

か
た
く
は
閉
づ
れ
ど
き
み
が
眼
中

ま
な
ゝ
か

に
は
、
不
老

お

い

ず 

不
死

E

し

な

ず

A

の

AE

詩
歌

E

し

か

A

と

AE

權
威

E

け

ん

ゐ

A

を
あ
つ
む
る
と
ぞ 

見
ゆ
る
、 

黒
髪
の
ひ
と
節す

ぢ

二
節す

ぢ

、
き
み
が
前
額

ひ

た

ひ

に
は 

天
地

E

あ
め
つ
ち

A

に

AE

盈

E

み

A

つ
る

AE

美

E

び

A

を

AE

凝

E

こ

A

ら
す
と
お
ぼ
し
。
」 

  

仙
姫
洞
に
寝
て
い
る
仙
姫
の
姿
の
具
体
的
な
描
写
の
く
だ
り
は
「
透
谷
が
一
生
の
間
に
描
き
え
た
最
も

生
々
し
い
性
の
描
写
の
よ
う
に
見
え
る
」
（
１５７
）
と
橋
詰
静
子
が
評
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
に
流
出
し

た
中
国
の
艶
本
の
一
つ
で
あ
る
『
遊
仙
窟
』
で
は
、
素
姓
の
は
っ
き
り
し
な
い
張
生
が
最
初
、
邸
宅
の
玄

関
脇
の
小
部
屋
に
入
れ
ら
れ
る
。
奥
に
ち
ら
っ
と
見
え
た
十
娘
の
顔
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
侍
女
に
頼
ん
で
、

十
娘
と
の
間
で
詩
の
や
り
取
り
を
繰
り
返
す
。
最
初
に
渡
し
た
恋
文
に
は
「
斂
咲
偷
殘
靥 

含
羞
露
半
唇

（
咲
み
を
斂
め
て
殘
靥
を
偷
め 

羞
を
含
ん
で
半
唇
を
露
に
す
）
」
と
十
娘
の
美
し
さ
の
描
写
が
見
え
る
。

ま
た
、「
口
上
珊
瑚
耐
拾
取 

頰
裏
芙
蓉
堪
摘
得
（
口
上
の
珊
瑚
は
拾
ひ
取
る
に
耐
へ
、
頰
裏
の
芙
蓉
は
摘

み
得
る
に
堪
ふ
）
」
と
か
、
「
奇
異
妍
雅 

貌
特
驚
新 

眉
間
月
出
疑
爭
夜 

頰
上
華
開
似
闘
春 

細
腰
偏

愛
轉 

笑
臉
特
宜
颦
（
中
略
）
黑
雲
裁
兩
鬓 

白
雪
分
雙
齒
（
奇
異
妍
雅
に
し
て 

特
貌
に
新
し
き
に
驚

く 

眉
間
に
月
出
で
夜
を
爭
ふ
が
疑
く 

頰
上
に
華
開
ひ
て
春
を
闘
ふ
が
似
し 

細
腰
偏
に
轉
る
に
愛
く 

笑
臉
特
に
颦
む
に
宜
し
（
中
略
）
黑
雲
兩
鬓
裁
ち 

白
雪
雙
齒
分
つ
）」（
１５８
）
な
ど
と
い
っ
た
描
写
が
次
々

と
展
開
す
る
。 

蓬
莱
山
麓→

蓬
莱
原→

仙
姫
洞→

蓬
莱
山
頂
と
い
う
順
路
を
辿
っ
た
柳
田
素
雄
は
、
山
麓
か
ら
山
頂
ま

で
上
昇
し
て
い
く
途
中
で
何
故
突
然
、
地
下
の
穴
で
あ
る
「
仙
姫
洞
」
を
訪
ね
た
の
だ
ろ
う
か
。「
仙
姫
洞
」
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の
部
分
は
「
蓬
莱
曲
」
の
多
く
の
詩
行
に
僅
か
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く

『
遊
仙
窟
』
の
女
性
の
描
写
に
引
か
れ
、
差
し
込
ん
だ
部
分
で
は
な
い
か
。
後
年
の
幸
田
露
伴
は
「
遊
仙

窟
」
（
明
治
四
十
年
）
に
お
い
て
、 

 

遊
仙
窟
入
り
て
後
、
我
が
邦
人
始
め
て
小
説
な
る
も
の
を
知
り
、
小
説
な
る
も
の
を
知
つ
て
後
、
幾

千
歳
月
を
經
て
、
始
め
て

竹
取
翁

た
け
と
り
の
お
き
な

物
語
出
で
、
而
し
て
我
が
邦
小
説
史
は
其
第
一
葉
の
文
字
を
得
た

る
な
り
。
遊
仙
窟
の
我
が
邦
文
學
に
於
け
る
、
奇
異
な
る
關
係
を
有
す
と
い
う
べ
し
。（
１５９
） 

 と
、『
遊
仙
窟
』
と
日
本
文
学
と
の
興
味
深
い
縁
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
艶
本
『
遊
仙
窟
』
は
十
娘
と
の

詩
句
の
や
り
取
り
の
後
に
、
露
骨
な
性
的
描
写
も
あ
る
が
、
透
谷
が
そ
れ
ら
に
関
心
を
寄
せ
な
か
っ
た
の

は
精
神
的
な
恋
愛
、
純
粋
な
恋
愛
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、「
蓬
莱
曲
」
と
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
及
び
『
琵
琶
行
』
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
出

発
し
、「
蓬
莱
曲
」
の
「
序
」、「
曲
中
の
人
物
」
、「
構
成
」
の
含
ま
れ
る
中
国
的
な
要
素
を
分
析
し
た
。
さ

ら
に
、
従
来
、
指
摘
さ
れ
た
バ
イ
ロ
ン
の
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
と
の
相
違
を
指
摘
し
、、
中
国
の
唐
代
伝
奇

の
『
枕
中
記
』
、
『
杜
子
春
伝
』
、『
遊
仙
窟
』
と
の
類
似
性
を
検
討
し
た
。 
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第
三
節 

透
谷
の
後
期
・
抒
情
詩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
蓬
莱
曲
」
以
後
の
明
治
二
十
五
、
六
年
の
二
年
間
に
は
、
地
上
的
生
存
の
過
酷
さ
を
う
た
う
詩
が
書

か
れ
、
例
え
ば
、
目
も
鼻
も
な
い
み
み
ず
、
「
み
に
く
」
く
「
い
た
ま
し
」
い
乞
食
、
「
み
す
て
ら
れ
つ
ゝ

海
」
に
住
む
平
家
蟹
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
透
谷
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
、
人
間
の
主
観
か
ら
見
て

過
酷
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
も
の
に
目
を
向
け
て
い
る
の
か
。
透
谷
に
は
早
い
時
期
か
ら
「
脳
病
」
の
自

覚
症
状
が
あ
っ
た
。
若
く
し
て
結
婚
し
、
子
供
を
も
う
け
た
透
谷
は
、
明
治
二
十
五
年
の
初
め
（
一
月
十

五
日
、
同
二
十
九
日
）、
通
訳
と
翻
訳
の
仕
事
が
解
雇
と
な
っ
た
（
１６０
）
。
経
済
上
の
困
難
と
病
気
の
た
め
、

自
立
し
た
生
活
が
で
き
な
い
こ
と
を
透
谷
は
非
常
に
苦
に
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
治
二
十

五
年
か
ら
、
透
谷
は
「
地
龍
子
」「
み
ゝ
ず
の
う
た
」
「
平
家
蟹
」
の
よ
う
な
地
を
這
う
も
の
、
さ
ら
に
、

「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
「
み
ど
り
ご
」
「
弾
琴
」
「
弾
琴
と
嬰
児
」
の
よ
う
な
「
自
立
で
き
な
い
も
の
」
に
仮

託
し
て
自
分
の
心
情
を
表
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
後
、
透
谷
の
詩
の
主
人
公
は
地
を
離
れ
て
天
空
に
飛
翔
す
る
。
さ
ら
に
、
夜
に
活
動
す
る
蛍
か
ら

昼
に
活
動
す
る
蝶
に
変
化
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
透
谷
の
作
品
の
主
人
公
の
登
場
す
る
季
節
は
殆
ん
ど
夏
の

末
、
秋
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
時
間
か
ら
見
る
と
、
殆
ん
ど
夕
べ
か
ら
翌
日
の
朝
ま
で
で
あ
っ
た
。
あ
る
い

は
闇
の
中
に
暮
ら
し
て
い
た
。
暗
黒
に
生
活
し
て
い
た
の
が
突
然
、
光
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
慣
れ
な
い
た

め
、
死
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
透
谷
の
詩
の
主
人
公
の
蛍
か
ら
蝶
へ
の
変
化
は
、
透
谷
自
身

の
死
へ
の
接
近
の
予
感
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
透
谷
の
筆
名
に
つ
い
て
は
、
「
蝉
」
と
関
わ
り
が
深
い
。
た
と
え
ば
、
「
蝉
羽
」
「
蝉
羽
子
」
「
透

谷
蝉
羽
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、「
蝉
」
は
彼
の
著
作
に
も
見
え
る
。
例
え
ば
、
「
蓬
莱
曲
」
の
「
ひ

え
わ
た
る
寝
床
に
も
眠
」
る
蝉
、
「
あ
は
れ
、
あ
は
れ
塵
を
蒐
め
し
空
蝉
」
、
さ
ら
に
、
「
客
居
偶
録
」

の
「
ゆ
ふ
べ
の
風
に
先
ち
て
簾
を
越
え
来
る
ひ
ぐ
ら
し
」
な
ど
の
よ
う
な
、
哀
感
を
そ
そ
る
蝉
の
姿
ば
か

り
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
蝉
」
に
自
分
を
喩
え
る
透
谷
は
な
ぜ
、
膨
大
な
詩
群
の
中
に
、
「
蝉
」
を
テ

ー
マ
に
す
る
詩
を
一
つ
も
残
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

蝉
と
蝶
の
大
き
な
違
い
は
、
蝉
は
鳴
く
が
、
蝶
は
鳴
か
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
透
谷
は
明
治
二
十
五
、

六
の
二
年
間
に
、
き
わ
め
て
精
力
的
に
多
く
の
評
論
を
書
き
、
社
会
に
対
し
て
敏
感
な
意
識
を
持
っ
て
い

た
。
そ
の
時
期
に
、
彼
は
「
蝉
」
と
し
て
し
き
り
に
鳴
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
が
て
、
鳴
く

力
を
失
い
、
日
の
下
に
、「
秋
の
野
面
を
そ
こ
は
か
と
、
尋
ね
て
迷
ふ
蝶
」
の
よ
う
に
、
さ
ま
よ
う
よ
う
に

な
っ
た
。 

死
ぬ
寸
前
、
透
谷
は
「
ゆ
う
べ
む
す
ん
で
け
さ
は
消
る
」
露
を
主
題
と
し
た
詩
を
書
い
た
。
そ
れ
は
自
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分
の
死
を
予
期
し
た
よ
う
な
詩
で
あ
る
。「
露
」
は
「
蓬
莱
曲
」
の
「
露
姫
」
の
名
前
の
よ
う
に
、
「
最
も

甘
味
な
る
〈
一
滴
〉を
示
す
」と
同
時
に
、「
双
蝶
の
わ
か
れ
」
第
二
連
一
行
目
の「
露
の
重
荷
に
下
垂
る
ゝ
、
」

の
よ
う
に
、「
草
の
よ
う
な
名
も
な
く
力
弱
い
存
在
の
上
に
の
し
か
か
る
も
の
と
し
て
の
「
重
荷
」
も
象
徴

し
」
て
い
る
。「
露
」
を
「
甘
味
」
と
「
重
荷
」
の
矛
盾
す
る
意
味
に
描
き
分
け
た
透
谷
は
自
分
の
生
涯
の

二
つ
の
側
面
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
妻
・
美
那
子
と
の
当
初
の
甘
い
生
活
と
、
そ
の
後
の
生
活
の
破
綻

の
苦
悶
が
そ
こ
に
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
一
連
の
抒
情
詩
を
中
国
古
典
文
学
と
関
連
づ
け
た
の
は
相
変
わ
ら
ず
関
良
一
で

あ
る
。
関
は
特
に
透
谷
の
蝶
に
関
す
る
詩
を
『
荘
子
』
斉
物
論
に
基
づ
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
１６１
）
。

蝶
に
つ
い
て
は
、
野
山
嘉
正
の
「
北
村
透
谷
の
抒
情
詩
―
蝶
の
イ
メ
ー
ジ
」
（
１６２
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
ほ
か
の
抒
情
詩
と
中
国
古
典
文
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
研
究
か
ぎ
り
で
は
、
見
当
ら
な

い
。
以
下
、「
髑
髏
舞
」
、「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
、「
ほ
た
る
」
及
び
蝶
の
三
部
作
を
取
り
上
げ
、
中
国
古
典
文
学

と
の
関
連
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
す
る
。 

 
 
 
 
 

一 

「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
陶
淵
明
の
「
乞
食
」 

 

「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
は
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
三
二
号
に
発
表
さ
れ
、

も
の
し
り
の
「
乞
食
」
と
「
浮
世
人
」
と
の
問
答
で
構
成
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。「
瘠
せ
に
や
せ
」「
枯

れ
に
か
れ
」「
何
を
病
み
」「
な
や
み
」
て
か
「
み
に
く
」
く
「
い
た
ま
し
」
く
、
ど
こ
の
誰
と
も
知
ら
ず
、

「
親
」
や
「
子
」
、「
妻
」
や
「
妹
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
わ
れ
る
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
た
者
の
姿
が
描

か
れ
て
い
る
。
そ
の
ち
ょ
う
ど
十
四
日
前
、
同
誌
に
「
鬼
心
非
鬼
心
（
実
聞
）
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
透
谷
が
東
禅
寺
の
近
く
に
す
ん
で
い
た
頃
に
、
按
摩
男
か
ら
聞
い
た
と
い
う
「
実

聞
」
に
よ
り
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
直
な
か
つ
ぎ
売
り
の
八
百
屋
を
経
営
す
る
夫
婦
は
数
年
来
の

金
融
の
逼
迫
に
よ
り
、
不
正
の
損
失
を
蒙
り
、
妻
が
気
鬱
に
罹
る
。
あ
る
日
、
妻
の
口
か
ら
「
も
し
こ
の

小
児
な
か
り
せ
ば
、
日
々
に
二
銭
を
省
く
こ
と
を
得
べ
き
に
」
と
い
う
言
葉
が
洩
れ
る
。
結
局
、
妻
は
息

子
を
殺
し
た
後
に
、
自
分
も
狂
う
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
透
谷
は
陶
淵
明
の
「
乞
食
」

を
引
用
し
て
い
る
。 

 

昨
夜
は
淵
明
が
食
を
乞
ふ
の
詩
を
讀
み
て
、
其
清
節
の
高
き
に
服
し
、
今
夜
は
惨
憺
た
る
実
聞
を
も 

の
し
て
、
思
は
ず
袖
を
濕
ら
し
け
り
。 
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陶
淵
明
の
「
乞
食
」
に
感
動
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
透
谷
が
陶
淵
明
に
接
し
た
可

能
性
、
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
と
の
類
似
点
な
ど
を
詳
し
く
検
討
し
た
い
。 

 

１ 

透
谷
と
陶
淵
明 

 透
谷
の
陶
淵
明
へ
の
愛
好
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
漢
学
塾
で
も
東
京
専

門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
で
も
『
文
章
軌
範
』
は
基
本
的
な
教
科
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

宋
の
謝
枋
得
（
一
二
二
六
〜
一
二
八
九
年
）
が
「
古
文
」
（
１６３
）
を
選
ん
で
集
め
た
名
文
集
で
あ
る
『
文

章
規
範
』
は
韓
愈
・
柳
宗
元
・
欧
陽
脩
・
蘇
洵
・
蘇
軾
な
ど
の
唐
宋
古
文
の
大
家
の
作
品
を
集
め
て
お
り
、

例
外
と
し
て
、
諸
葛
亮
（
「
前
出
師
表
」）・
陶
淵
明
（
「
帰
去
来
辞
」
）
と
い
う
六
朝
以
前
の
作
家
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。 

明
治
十
七
年
は
、「
東
洋
の
衰
運
を
回
復
す
べ
き
政
治
家
」
を
目
指
す
透
谷
の
自
由
民
権
熱
が
最
高
潮
し

た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
は
ま
た
、
権
力
の
激
し
い
弾
圧
下
に
運
動
は
敗
退
し
、
自
由
党
が
解
党
に
追

い
込
ま
れ
る
と
い
う
退
潮
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
透
谷
は
情
熱
の
や
り
場
を
失
い
、
不
如
意

な
時
代
の
到
来
を
「
世
運
傾
頽
」
と
歎
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（
「
哀
願
書
」
）
。
こ
の
時
期
、
透
谷
は
「
土

岐
（
時
の
変
え
字
）
運
来
」
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
小
間
物
の
行
商
を
し
た
（
１６４
）
。 

一
方
、
晋
が
衰
え
宋
が
興
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
感
慨
を
覚
え
た
陶
淵
明
は
「
時
運
遊
暮
春
也 

春
服
既

成 

景
物
斯
和 

偶
景
獨
遊 

欣
慨
交
心
（
時
運
、
暮
春
に
遊
ぶ
な
り
、
春
服
既
に
成
り
、
景
物
斯
れ
和

す
、
景
を
偶
べ
て
獨
遊
し
、
欣
慨
心
に
交
は
る
、
）」（
１６５
）
を
序
と
す
る
、「
時
運
」
を
題
名
と
す
る
詩
を

書
い
た
。
ま
た
、「
九
日
閑
居
」
に
は
「
如
何
蓬
廬
士 

空
視
時
運
傾
（
如
何
ぞ
蓬
廬
の
士
、
空
し
く
時
運

の
傾
く
を
視
る
、
）
」
と
陶
淵
明
の
「
時
運
」
に
対
す
る
感
慨
の
言
葉
が
見
え
る
。
東
京
専
門
学
校
な
ど
で

陶
淵
明
の
名
を
知
り
、
そ
の
後
、
自
由
民
権
運
動
に
嵌
っ
て
い
た
透
谷
が
陶
淵
明
の
「
時
運
」
と
い
う
詩

に
出
会
い
、
自
由
民
権
運
動
の
退
潮
を
見
て
、
陶
淵
明
の
詩
に
感
銘
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
推
測

し
て
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
「
時
運
」
の
中
の
「
襲
我
春
服
（
我
が
春
服
を
襲
け
）」
の

言
葉
通
り
、透
谷
も
そ
れ
を
ま
ね
て
、「
時
運
来
」と
い
う
ハ
ッ
ピ
を
着
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
明
治
十
八
年
の
紀
行
文
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
の
中
に
漢
詩
が
三
首
あ
る
。
最
後
の
一
首
に

お
け
る
「
悠
然
下
瞰
白
雲
行
（
悠
然
と
し
て
下
瞰
す 

白
雲
の
行
く
を
）」
の
「
悠
然
」
は
陶
淵
明
が
よ
く

使
う
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
飲
酒
」
の
「
采
菊
東
籬
下 

悠
然
見
南
山
（
菊
を
東
籬
の
下
に
採
り
、
悠

然
と
し
て
南
山
を
見
る
、）」
、
「
帰
鳥
」
の
「
日
夕
氣
清 

悠
然
其
懐
（
日
夕
氣
清
し
、
悠
然
と
し
て
其
れ

懐
ふ
、）
」、
「
癸
卯
歳
始
春
懐
古
田
舎
」
の
「
是
以
植
杖
翁 

悠
然
不
復
返
（
こ
れ
を
以
て
植
杖
の
翁
、
悠
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然
と
し
て
復
返
ら
ず
、）
」）
な
ど
が
あ
る
。 

東
京
専
門
学
校
政
治
科
に
入
学
し
た
透
谷
は
、
そ
の
翌
年
の
夏
、
宮
崎
湖
處
子
と
知
り
合
っ
た
（
１６６
）
。

少
年
時
代
か
ら
陶
淵
明
の
本
を
愛
読
す
る
湖
處
子
は
明
治
二
十
三
年
六
月
、『
帰
省
』
を
刊
行
し
、
故
郷
を

賛
美
し
た
田
園
文
学
の
嚆
矢
と
し
て
好
評
を
得
た
。
九
つ
の
部
分
か
ら
な
る
『
帰
省
』
の
冒
頭
に
は
殆
ん

ど
陶
淵
明
の
詩
で
始
ま
る
（
１６７
）
。
明
治
二
十
五
年
八
月
か
ら
『
国
民
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
帰
去
来
」

（
八
月
二
十
四
日
〜
九
月
十
八
日
）
は
再
び
東
京
か
ら
故
郷
に
帰
る
旅
を
描
い
た
紀
行
文
で
あ
る
。
題
名

は
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
透
谷
と
再
会
し
た
の
は
恐
ら
く
透
谷
の
「
楚
囚

之
詩
」
出
版
の
直
後
で
あ
っ
た
（
１６８
）
。
そ
の
時
期
か
ら
透
谷
の
自
殺
ま
で
「
暇
あ
る
毎
に
君
を
訪
ふ
」

と
あ
る
。
陶
淵
明
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
語
り
合
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

陶
淵
明
と
透
谷
に
関
連
す
る
先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
し
、
佐
藤
善
也
が
注
釈
し
た
『
北
村
透

谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
の
「
蓬
莱
曲
」
序
の
「
蓬
莱
山
は
古
来
端
雲
の
靉
靆
く
と
こ
ろ
、
楽
仙
の
盤
桓
す
る

と
こ
ろ
」
に
出
た
「
盤
桓
」
は
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
中
の
「
撫
孤
松
以
盤
桓
」
に
見
え
る
と
い
う
指

摘
が
あ
り
、「
蓬
莱
曲
」
の
発
行
所
で
あ
る
養
真
堂
の
「
養
真
」
は
陶
淵
明
の
「
辛
丑
歳
七
月
赴
仮
還
江
陵

夜
行
塗
口
」
中
の
語
で
あ
る
と
い
う
指
摘
だ
け
が
あ
る
（
１６９
）
。 

 

２ 

透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
陶
淵
明
の
「
乞
食
」 

 

「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
は
全
体
が
五
部
に
分
か
れ
、
そ
の
分
け
方
は
透
谷
詩
に
珍
し
い
「
〰
〰
」
印
で
あ
る
。 

第
一
部
で
は
、
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
た
者
に
対
す
る
世
間
の
人
の
感
想
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、

こ
の
よ
う
な
世
間
の
声
に
対
し
て
、
人
間
は
み
な
家
を
持
ち
、
故
郷
を
持
つ
も
の
と
決
め
込
ん
で
い
る
世

間
の
浅
は
か
さ
を
笑
う
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
た
者
の
内
心
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
部
は
、「
ゆ
き

だ
ふ
れ
」
た
者
の
「
出
世
間
説
」
に
怒
っ
た
「
浮
世
人
」
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
部
は
「
浮

世
人
」
に
立
ち
去
ら
れ
た
あ
と
の
「
も
の
し
り
こ
じ
き
」
の
あ
り
よ
う
を
描
く
。
第
五
部
は
死
の
眠
り
を

前
に
し
た
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
た
者
の
深
ま
っ
た
心
境
を
描
き
出
す
。
一
方
、
十
四
行
か
ら
な
る
陶
淵
明
の

「
乞
食
」
は
自
分
を
乞
食
に
喩
え
て
、
飢
え
に
駆
り
ら
れ
、
さ
ま
よ
う
姿
を
描
い
た
詩
で
あ
る
。
以
下
、

両
作
品
の
類
似
点
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
の
第
一
部
と
「
乞
食
」
を
掲

げ
る
。 

 

第
一
部 

○
瘠
せ
に
や
せ
た
る
そ
の
す
が
た
、 
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枯
れ
に
か
れ
た
る
そ
の
か
た
ち
、 

 
 

何
を
病
み
て
か
さ
は
か
れ
し
、 

 
 

何
を
な
や
み
て
左さ

は
や
せ
し
。 

○
み
に
く
さ
よ
、
あ
は
れ
そ
の
す
が
た
、 

い
た
ま
し
や
、
あ
は
れ
そ
の
か
た
ち
、 

 
 

い
づ
く
の
誰
れ
ぞ
何
人

な
に
び
と

ぞ
。 

 
 

里
は
い
づ
く
ぞ
、
ど
の
は
て
ぞ
。 

○
親
は
あ
ら
ず
や
子
も
あ
ら
ず
や
、 

妻
も
あ
ら
ず
や
妹い

も

も
あ
ら
ず
や
、 

 
 

あ
は
れ
こ
の
人
も
の
言
は
ず
、 

 
 

も
の
を
言
は
ぬ
は
唖
な
ら
む
。 

○
唖
に
も
あ
ら
ぬ
舌
あ
ら
ば
、 

 
 

い
か
に
た
び
ゞ
と
か
た
ら
ず
や
。 

 
 
 
 

い
づ
く
の
里
を
迷
ひ
出で

て
、 

 
 
 
 

い
づ
く
の
里
に
行
く
も
の
ぞ
。 

 
 
 
 

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰 

 

引
用
文
の
傍
線
部
に
よ
り
、「
里
は
い
づ
く
ぞ
、
ど
の
は
て
ぞ
。
」
「
い
づ
く
の
里
を
迷
ひ
出
て
、
」
「
い

づ
く
の
里
に
行
く
も
の
ぞ
」
の
よ
う
な
ど
こ
へ
い
く
の
か
分
か
ら
な
い
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
が
描
写
さ
れ
て

い
る
。 

 

乞
食 

 
 
 
 
 
 

食
を
乞
う 
 
 
 
 
 

陶
淵
明 

飢
來
驅
我
去 

 
 
 

飢
來
つ
て
我
を
驅
り
去ゆ

か
し
む 

 
 

不
知
竟
何
之 

 
 
 

知
ら
ず 

竟つ

ひ

に
何い

づ

く
に
之ゆ

か
ん 

 
 

行
行
至
斯
里 

 
 
 

行
き
行
き
て
斯
の
里
に
至
り 

 
 

叩
門
拙
言
辭 
 
 
 

門
を
叩
い
て
言
辭
拙
し 

 
 

主
人
解
余
意 

 
 
 

主
人
は
余
の
意
を
解
し 

 
 

遺
贈
豈
虚
來 

 
 
 

遺
贈
あ
り 

豈
に
虚む

だ

に
來
ら
ん
や 

 
 

談
諧
終
日
夕 

 
 
 

談
諧
し
て
日
夕
を
終お

え 

 
 

觴
至
輒
傾
杯 

 
 
 

觴
至
れ
ば
輒

す
な
わ

ち
杯
を
傾
く 
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情
欣
新
知
歡 

 
 
 

情
は
欣
ぶ 

新
知
の
歡 

 
 

言
詠
遂
賦
詩 

 
 
 

言
詠
し
て
遂
に
詩
を
賦
す 

 
 

感
子
漂
母
惠 

 
 
 

子
が
漂
母
の
惠
み
に
感
じ 

 
 

愧
我
非
韓
才 

 
 
 

我
の
韓
才
に
非
ざ
る
を
愧
づ 

 
 

銜
戢
知
何
謝 

 
 
 

銜
戢 

何
も
て
謝
す
る
を
知
ら
ん
や 

 
 

冥
報
以
相
貽 

 
 
 

冥
報 

以
て
相
貽お

く

ら
ん 

 

「
何
之
」、
「
行
行
」
と
い
う
言
葉
は
主
人
公
が
飢
え
で
食
を
乞
お
う
と
思
う
が
、
そ
ん
な
お
の
れ
を
恥

じ
る
矛
盾
し
た
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
と
う
と
う
何
処
と
定
め
る
こ
と
な
く
、
歩
き
歩
い

て
遂
に
里
に
至
る
。
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
の
「
里
」、「
い
づ
く
」「
迷
ひ
出
て
」
の
言
葉
遣
い
は
お
そ

ら
く
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
に
由
来
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
の
第
三
部
は
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。 

 

○
こ
は
め
づ
ら
し
き
も
の
ご
ひ
よ
、 

 
 

唖
に
は
あ
ら
で
も
の
し
り
の
、 

 
 
 
 

乞
食

こ
つ
じ
き

の
す
が
た
し
て
來
た
り
け
り
。 

 
 
 
 

い
な
乞
食

こ
つ
じ
き

の
物
知
顏
ぞ
あ
は
れ
な
る
。 

 

○
誰
れ
か
れ
と
言
ひ
あ
は
し
つ
、 

 
 

物
を
も
た
ら
し
、
つ
ど
ひ
し
に
、 

 
 
 
 

物
は
乞
は
ず
に
立
去
れ
と
、 

 
 
 
 

言
ふ
顏つ

ら

に
く
し
も
の
し
り
こ
じ
き
。 

○
里
も
な
く
家
も
な
き
身
に
あ
り
な
が
ら
、 

 
 

里
も
あ
り
家
も
あ
る
身
を
の
ゝ
し
る
は
、 

 
 
 
 

を
こ
な
る
心
の
し
れ
も
の
ぞ
、 

 
 
 
 

乞
食

こ
つ
じ
き

の
も
の
し
り
あ
は
れ
な
り
。 

 

○
世
に
も
人
に
も
す
て
ら
れ
は
て
し
、 

 
 
 
 

恥
ら
ふ
べ
き
身
を
知
る
や
知
ら
ず
や
、 

 
 
 
 

浮
世
人
と
そ
し
ら
る
ゝ
わ
れ
ら
は
、 

 
 
 
 

汝
い
ま
し

が
友
な
ら
ず
、
い
ざ
行
か
な
む
。 
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「
唖
に
は
あ
ら
で
」
、
「
物
は
乞
は
ず
に
立
去
れ
と
」
、
「
言
ふ
顏
に
く
」
い
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
も
同
じ
よ
う
に
、
「
門
を
叩
い
て
言
辭
拙
し
」
と
あ
る
。
こ
の
「
言

辭
拙
し
」
と
い
う
表
現
は
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
の
場
合
と
一
致
し
て
い
る
。 

「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
が
発
表
さ
れ
た
一
周
間
後
、
つ
ま
り
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
『
平
和
』

第
八
号
に
、「
餓
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
が
発
表
さ
れ
た
。 

 

「
餓
」
は
實
に
大
敵
な
り
。
別
し
て
精
神
的
人
物
の
大
敵
な
り
。
多
數
の
人
、「
餓
」
の
為
に
其
の
氣

節
を

枉ま

ぐ
。
彼
は
常
に
吾
人
の
周
圍
に

毒
箭

ど
く
せ
ん

を
注
射
す
。
そ
の

箭や

一
矢
は
一
矢
だ
け
吾
人
を
吾
人

の
正
當
の
位
地
よ
り
傷
く
る
事
つ
ね
な
り
。 

尋
常
以
上
の
氣
骨
あ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
「
餓
」
の
悪
敵
よ
り
射
出
す

毒
箭

ど
く
せ
ん

の
害
を
被
る

こ
と
な
き
能
は
ず
。
滔
々
た
る
天
下
「
餓
」
の
奴
隷
た
ら
ざ
る
も
の
幾
個
か
あ
る
。 

 

こ
れ
は
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
の
詩
へ
の
感
服
の
余
韻
が
ま
だ
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
殆

ん
ど
の
精
神
的
な
人
物
が
「
餓
え
」
の
前
に
屈
折
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。 

半
年
後
、
透
谷
は
「
客
居
偶
録
」
の
「
其
五
乞
食
」
（『
評
論
』
九
号
、
明
治
二
十
六
年
七
月
）
に
お
い

て
、
再
び
「
乞
食
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。 

 

天
の
人
に
對
す
る
何
ぞ
厚
薄
あ
ら
ん
。
富
め
る
も
の
驕
る
可
か
ら
ず
、
貧
し
き
も
の
何
ぞ
自
ら
愧
づ

る
を
須
ひ
ん
。
額
上
の
汗
は
天
與
の
黄
金
、
一
粒
の
米
は
之
れ
一
粒
の
玉
、
何
ぞ
金
殿
玉
樓
の
人
を
羨

ま
む
。
唯
だ
憫
れ
む
べ
き
は
食
を
乞
ふ
の
人
。
天
の
彼
を
罰
す
る
か
、
彼
の
自
ら
罰
す
る
か
、
韓
郎
の

古
事
、
世
に
期
し
難
く
、
靖
節
の
幽
意
、
人
の
悟
る
こ
と
な
し
。 

 

実
は
貧
し
い
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
金
殿
玉
楼
の
人
を
羨
む
必
要
は
な
い
と
い
う
意
味

を
含
む
陶
淵
明
の
「
幽
意
」
を
悟
る
人
は
少
な
い
と
透
谷
が
慨
嘆
し
て
い
る
。
続
い
て
、
夕
食
を
済
ま
せ

て
戸
外
に
出
た
透
谷
は
五
十
ぐ
ら
い
の
老
爺
が
木
車
を
挽
き
、
十
歳
ほ
ど
の
子
供
が
小
鼓
を
打
ち
な
が
ら

乗
る
姿
を
見
て
、「
当
年
豪
雄
の
戰
士
、
官
軍
を
悩
ま
し
奥
州
の
氣
運
を
支
へ
た
り
し
快
男
子
、
今
は
即
ち

落
魄
し
て
主
從
唯
だ
二
個
、
異
境
に
彷
徨
し
て
漁
童
の
嘲
罵
に
遭
ふ
。
然
も
主
は
僕
を
捨
て
ず
、
僕
は
主

を
離
ず
」
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
。
透
谷
は
こ
の
風
景
に
感
動
を
覚
え
、
こ
の
二
人
に
食
事
を
施
す
。 
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襌
羽
子
悄
然
と
し
て
立
つ
こ
と
少
時
、
渠
を
招
き
て
與
に
車
を
推
し
、
之
を
小
亭
に
引
き
て
飯
を
命

じ
、
鮮
魚
を
宰
し
て
食
は
し
め
、
未
だ
言
を
交
ゆ
る
事
多
か
ら
ず
、
そ
の
舊
事
を
回
想
せ
し
め
ん
事
を

恐
る
れ
ば
な
り
。
わ
れ
先
づ
去
る
、
去
る
時
語
な
く
無
限
の
情
あ
り
。 

 

陶
淵
明
の
「
乞
食
」
の
主
人
が
自
分
の
意
を
解
し
、
飲
食
を
さ
せ
て
く
れ
た
「
主
人
は
余
の
意
を
解
し
、

遺
贈
あ
り 

豈
に
虚
に
來
ら
ん
や
」と
い
う
や
り
と
り
と
同
じ
よ
う
に
、
透
谷
も
老
僕
を
店
に
引
き
入
れ
、

飯
を
注
文
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
不
可
能
だ
っ
た
鮮
魚
を
た
べ
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
食
を
終

え
た
陶
淵
明
と
主
人
の
「
談
諧
し
て
日
夕
を
終
え
、
觴
至
れ
ば
輒
ち
杯
を
傾
く
」
、
つ
ま
り
、
夕
方
ま
で
談

笑
し
、
杯
を
出
さ
れ
る
と
一
気
に
飲
み
干
す
と
い
う
愉
快
な
雰
囲
気
に
対
し
て
、
透
谷
の
方
は
旧
事
を
思

い
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
言
葉
も
あ
ま
り
交
わ
さ
ず
、
自
分
か
ら
先
に
去
っ
た
が
、
言
葉
な
く
と
も
無
限

の
情
が
あ
っ
た
。「
乞
食
」の
主
人
は
快
活
な
雰
囲
気
で
相
手
に
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
が
、
一
方
、

透
谷
は
無
言
で
先
に
去
る
こ
と
で
、
別
趣
の
思
い
や
り
が
感
じ
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
死
ぬ
前
に
最
後
に
書
か
れ
た
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』（
民
友
社
刊
、
明
治
二
十
七
年
四
月
）
の
中
に

も
陶
淵
明
の
名
前
が
何
回
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
其
四 

エ
マ
ル
ソ
ン
の
地
位
」
に
は
「
彼
（
エ

マ
ー
ソ
ン
―
引
用
者
）
は
王
陽
明
の
思
辯
を
以
て
、
陶
淵
明
の
幽
寂
に
身
を
置
け
り
」
と
言
い
、
続
い
て
、

「
其
五 

エ
マ
ル
ソ
ン
の
自
然
教
」
に
は
宮
崎
湖
處
子
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
と
淵
明
の
比
較
論
に
刺
激
さ
れ
、

「
或
邊
に
於
て
は
、
彼
は
淵
明
に
似
た
り
と
も
云
ふ
べ
し
、
或
邊
に
於
て
は
彼
は
陽
明
に
似
た
り
と
も
い

ふ
べ
し
、
或
邊
に
於
て
は
、
彼
は
孟
軻
に
似
た
り
と
も
い
ふ
べ
し
、
」
と
エ
マ
ー
ソ
ン
と
東
洋
詩
人
（
陶
淵

明
・
王
陽
明
・
孟
軻
）
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
病
気
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
透
谷
は

そ
れ
ら
に
関
す
る
比
較
は
「
之
を
後
の
學
者
に
残
し
置
く
こ
と
ゝ
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
言
っ
て
い
る
。 

 

 

二 

「
髑
髏
舞
」
と
白
楽
天
の
『
琵
琶
行
』 

  

『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
四
一
号
（
明
二
十
六
年
三
月
）
中
の
『
三
籟
』
第
一
号
の
予
告
に
「
髑
髏

舞
、
透
谷
」
と
あ
る
が
、
結
局
、「
髑
髏
舞
」
は
『
三
籟
』
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、
透
谷
没
後
、
明
治
二
十
七

年
五
月
三
十
日
『
文
学
界
』
第
十
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
全
体
が
六
連
構
成
で
あ
る
。
第
一
連
は
「
土
中
」

の
描
写
、
第
二
連
は
髑
髏
が
「
松
の
琴
」
の
音
に
ひ
か
れ
て
「
地
上
」
に
這
い
出
る
描
写
、
第
三
連
は
這

い
出
さ
れ
た
「
地
上
」
の
描
写
、
第
四
連
は
そ
の
「
地
上
」
を
取
り
巻
く
自
然
の
描
写
で
、
第
五
連
は
、

這
い
出
て
舞
う
「
髑
髏
の
舞
い
」
の
描
写
で
、
第
六
連
は
「
舞
」
の
果
て
に
再
び
「
土
中
」
に
帰
ろ
う
と

す
る
描
写
で
あ
る
。「
髑
髏
舞
」
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
で
は
、
最
初
に
、
梅
花
詩
と
の
影
響
の
痕
跡
を
指

82 
 



摘
し
て
い
る
の
は
宍
道
達
の
『
北
村
透
谷
』
で
あ
る
。
そ
の
後
、
笹
淵
友
一
が
「
こ
の
詩
と
梅
花
詩
と
の

関
連
は
、
共
に
主
人
公
が
小
町
と
い
ふ
美
女
の
成
の
果
で
あ
る
と
い
ふ
以
上
に
詩
情
の
関
連
は
さ
程
深
い

も
の
で
は
な
い
」
と
い
い
、「
む
し
ろ
幸
田
露
伴
の
「
対
髑
髏
」
が
与
へ
た
か
も
知
れ
ぬ
感
化
が
よ
り
重
要

な
意
味
を
も
つ
て
ゐ
る
」
（
１７０
）
と
指
摘
し
て
い
る
一
方
、
橋
詰
静
子
は
透
谷
の
謡
曲
へ
の
興
味
（
１７１
）

お
よ
び
、
こ
の
詩
の
「
前
書
き
」
に
あ
る
「
某
日
、
地
学
協
会
に
於
い
て
見
し
幻
燈
に
よ
り
て
想
を
搆
ふ
」

と
い
う
一
節
を
手
が
か
り
と
し
、
ま
た
、「
髑
髏
舞
」
の
草
稿
の
裏
に
あ
っ
た
「
日
本
の
詩
想
と
恋
愛
」
の

「
日
本
の
」
に
注
目
し
た
上
で
、「
透
谷
の
想
像
力
が
、
英
学
の
素
養
を
介
し
て
の
〈
死
の
舞
踏
〉（danse 

macabre , DA
NC
E o

f d
eat

h

）
の
図
像
と
伝
統
的
な
「
卒
都
婆
小
町
」
の
怨
念
に
巧
み
に
結
び
つ
い
た
と

こ
ろ
に
、
「
髑
髏
舞
」
一
篇
の
成
立
を
み
た
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
１７２
）
。 

 

し
か
し
、
明
治
初
期
に
生
ま
れ
、
漢
文
学
の
基
本
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
透
谷
の
詩
は
、
「
髑
髏
舞
」

の
草
稿
の
裏
に
あ
っ
た
「
日
本
の
詩
想
と
恋
愛
」
の
「
日
本
の
」
と
い
う
表
現
は
「
死
の
舞
踏
」
で
は
な

く
、
む
し
ろ
中
国
古
典
文
学
と
の
関
わ
り
を
想
起
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。 

明
治
二
十
三
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
幸
田
露
伴
の
「
対
髑
髏
」
の
最
後
の
「
縁
外
縁
の
後
に
書
す
」
に

「
上
は
荘
子
列
子
の
髑
髏
を
假
り
て
言
を
な
せ
し
よ
り
、
下
は
俗
書
の
韓
湘
子
歎
髑
髏
詞
、
一
休
骸
骨
草

紙
の
類
に
至
る
ま
で
、
思
を
構
へ
辞
を
属
す
る
も
の
の
、
枯
骨
を
累
す
る
も
ま
た
甚
多
し
と
い
ふ
べ
し
」

と
あ
る
。「
荘
子
列
子
の
髑
髏
を
假
り
て
」
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
『
荘
子
』
至
楽
篇
十
八
の
「
荘
子
嘆
髑

髏
」（
１７３
）
及
び
列
子
天
瑞
篇
（
１７４
）
の
髑
髏
を
借
り
て
生
命
へ
の
認
識
を
表
す
こ
と
を
指
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
簡
単
に
言
え
ば
、
「
荘
子
嘆
髑
髏
」
は
髑
髏
が
荘
子
の
夢
に
現
れ
て
、
死
後
至
楽
で
あ
る
た
め
、

復
生
は
望
ま
な
い
と
述
べ
た
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
列
子
の
髑
髏
の
物
語
に
現
わ
れ
る
思
想
も
「
荘
子

嘆
髑
髏
」
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
は
楽
し
い
と
思
わ
な
い
し
、
死
は
苦
し
い
と
思
わ
な
い
。

生
と
死
は
極
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
物
語
の
主
旨
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
命
へ
の
認
識
が
透

谷
の
抒
情
詩
に
も
貫
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

透
谷
の
「
み
ゝ
ず
の
う
た
」
で
は
、「
無
目
」（
「
お
の
れ
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
め
し
ひ
た
り
」
）、「
無
宿
」

（
「
い
づ
こ
を
ば
家
と
定
む
る
よ
し
も
な
し
」
）
、
「
無
鼻
」
（
「
お
の
れ
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
鼻
あ
ら
ず
」
）

「
み
ゝ
ず
」
が
、
最
後
に
「
蟻
」
の
大
群
に
囲
ま
れ
て
食
い
殺
さ
れ
る
。
ま
た
、「
平
家
蟹
」
で
は
理
由
も

分
か
ら
ず
平
家
蟹
が
「
神
々
に
、
み
す
て
ら
れ
つ
ゝ
海
そ
こ
に
、
深
く
沈
」
め
ら
れ
る
し
か
な
い
と
い
う

よ
う
な
現
実
世
界
の
残
酷
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
に
な
る
と
、「
み
ゝ
ず
の
う
た
」
や
「
平

家
蟹
」
に
描
写
さ
れ
た
現
実
社
会
の
残
酷
を
無
条
件
的
に
受
け
入
れ
る
主
人
公
の
姿
が
消
え
、
代
わ
り
に
、

「
浮
世
人
」
へ
の
批
判
が
読
み
取
れ
る
。
世
間
か
ら
見
る
と
、「
瘠
せ
に
や
せ
」「
枯
れ
に
か
れ
」「
何
を
病

み
」「
な
や
み
」
て
か
「
み
に
く
」
く
「
い
た
ま
し
」
い
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
が
「
家
」
を
持
ち
、
故
郷
を
持
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つ
世
間
の
人
々
に
対
し
て
羨
ま
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
た
な
い
だ
け
で
な
く
、
逆
に
、
世
間
の
人
々
の

次
元
の
低
さ
を
笑
う
。「
わ
れ
」
を
「
み
に
く
し
」
と
か
「
い
た
ま
し
」
い
と
い
う
が
、
そ
れ
は
「
形
」
に

す
ぎ
な
い
で
は
な
か
ろ
う
か
（「
わ
れ
は
形
の
あ
る
じ
に
て
、
形
は
わ
れ
の
ま
ろ
ふ
ど
な
れ
」
）。
こ
の
世
も

「
形
」
と
同
じ
く
「
か
り
」
の
も
の
で
、「
か
た
ち
も
す
が
た
も
す
て
」
た
と
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
は
考
え
る
。

最
後
に
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
に
残
さ
れ
た
喜
び
は
「
何
事
も
た
ゞ
忘
る
ゝ
を
た
の
し
み
に
、
草
枕
ふ
た
ゝ
び

覚
め
ぬ
眠
に
入
ら
な
む
」、
つ
ま
り
死
で
あ
る
。 

透
谷
は
「
み
ゝ
ず
の
う
た
」
や
「
平
家
蟹
」
な
ど
を
通
し
て
、
現
実
の
残
酷
さ
を
表
現
し
て
い
る
。「
ゆ

き
だ
ふ
れ
」
に
は
「
浮
世
人
」
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
死
が
最
後
の
楽
し
み
で
あ
る
と
悟
っ
た
と
い
う
死

へ
の
認
識
の
変
化
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、「
み
ど
り
こ
」
「
弾
琴
」
「
弾
琴
と
嬰
児
」
で
は
、
「
浮
世
を
し
ら

ぬ
」
「
み
ど
り
ご
」
が
「
浮
世
の
外
の
聲
を
聞
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
浮
世
の
外
」
つ
ま
り
、
死
後
の
世

界
へ
の
羨
望
も
託
さ
れ
る
。
生
と
死
へ
の
透
谷
の
認
識
は
中
国
古
典
文
学
の
荘
子
と
列
子
の
髑
髏
に
関
す

る
物
語
に
由
来
す
る
と
考
え
て
あ
な
が
ち
誤
り
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
方
、「
髑
髏
舞
」
を
伝
統
的
な
『
卒
都
婆
小
町
』
の
怨
念
に
巧
み
に
関
係
づ
け
る
橋
詰
静
子
の
指
摘
も

あ
る
。
『
卒
都
婆
小
町
』
（
観
阿
弥
作
）
の
出
典
は
古
書
の
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
で
あ
る
と
い
う
説
が

あ
る
（
１７５
）
。
平
安
中
期
な
い
し
末
期
に
成
立
し
た
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
の
序
の
最
後
に
「
因
茲
且

学
楽
天
秦
中
吟
之
詩
、
且
効
幸
地
魯
上
詠
之
賦
、
韻
造
古
調
、
詩
賦
新
章
示
爾
云
」
と
あ
る
。
ま
た
岩
波

版
の
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
の
解
説
に
は
作
者
は
「
魏
の
曹
植
の
詩
文
、
『
遊
仙
窟
』
、
唐
の
白
居
易
の

『
白
氏
文
集
』
、『
文
選
』
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
『
白
氏
文
集
』
の

影
響
が
最
も
強
く
、
壮
衰
書
の
作
者
は
白
居
易
の
熱
烈
な
愛
好
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
（
１７６
）
。『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
の
作
者
が
白
居
易
の
『
秦
中
吟
』
に
学
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
作
中
に
白
居
易
の
『
長
恨
歌
』
、
『
李
夫
人
』
な
ど
の
作
品
も
数
箇
所
引
用
さ
れ

て
い
る
。『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
た
『
卒
都
婆
小
町
』
は
中
国
古
典
文
学
と
離

れ
ら
れ
な
い
関
連
を
持
っ
て
い
る
。 

六
連
か
ら
な
る
「
髑
髏
舞
」
の
第
五
連
の
「
髑
髏
」
の
舞
を
歌
う
連
に
は 

 

舞
ふ
よ
髑
髏
め
づ
ら
し
や
髑
髏
の
舞
、 

 
 
 
 
 
 

忘
れ
は
す
ま
じ
花
小
町
。 

高
く
跳
ね
輕
く
躍
れ
ば
面
影
の
、 

 
 
 
 
 
 

霓
裳
羽
衣
を
舞
ひ
お
さ
め
。 

か
れ
し
咽
う
る
ほ
は
さ
ん
と
溪
の
面お

も

、 
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う
つ
る
す
が
た
の
あ
さ
ま
し
や
。 

は
ら

〱
と
落
つ
る
は
葉
末
の
露
な
ら
で
。 

花
の
髑
髏
の
ひ
と
し
づ
く
。
」 

 

と
あ
る
。
こ
れ
は
「
高
」
く
「
跳
」
ね
「
輕
」
く
「
躍
」
る
「
花
小
町
」
の
「
髑
髏
の
舞
」
の
描
写
で
あ

る
。
透
谷
が
唐
の
玄
宗
が
楊
貴
妃
の
た
め
に
作
っ
た
曲
（「
霓
裳
羽
衣
」
）
を
選
ん
だ
の
は
、
白
楽
天
に
親

し
ん
で
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
玄
宗
皇
帝
と
愛
人
楊
貴
妃
の
美
し
い
恋
愛
の
物
語
に
惹
か
れ
た
透
谷
が
、
霓

裳
羽
衣
曲
を
「
髑
髏
舞
」
中
に
引
用
し
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。 

第
二
連
に
は
、「
髑
髏
」
が
「
故
郷
」
を
見
た
い
と
思
い
、
琴
の
音
と
水
の
音
に
ひ
か
れ
て
動
き
出
す
場

面
は
、
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

 

め
づ
ら
し
や
今
宵
は
松
の
琴
き
こ
ゆ
、 

遠

E

を

ち

A

の

AE

水

E

み

AAE

音

E

お

と

A

も
面
白
し
。 

AE

深

E

し

ん

AAE

々

E

〱

A

と
更
け
わ
た
り
た
る
眞
夜
中
に
、 

鴉
の
鳴
く
は
い
ぶ
か
し
や
。 

何
に
も
あ
れ
わ
が
故
郷

ふ
る
さ
と

の

光
景

あ
り
さ
ま

を
、 

訪
は
ゞ
い
か
に
と
心
う
ご
く
。 

 

「
松
の
琴
」
や
「
遠
の
水
音
」
の
描
写
は
「
対
髑
髏
」
に
も
『
卒
都
婆
小
町
』
に
も
見
ら
れ
な
い
が
、

髑
髏
の
舞
い
を
誘
い
出
す
役
目
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
併
称
さ
れ
る
『
琵
琶
行
』
は
都
を
追
わ
れ
、
江
州
に
貶
謫
さ
れ
て
い

た
白
楽
天
が
あ
る
女
性
の
奏
で
る
琵
琶
の
音
に
心
を
動
か
さ
れ
、
そ
の
身
の
上
に
我
が
身
を
重
ね
て
詠
じ

た
歌
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
潯
陽
江
頭
夜
送
客
」
は
江
辺
で
客
人
を
送
る
場
面
を
設
定
し
、
の
ち
「
忽
聞
水

上
琵
琶
声
」
は
舟
の
中
で
琵
琶
を
弾
奏
す
る
の
が
聞
こ
え
て
、
琵
琶
の
音
に
引
か
れ
て
「
主
人
忘
帰
客
不

発
（
主
人
は
帰
る
を
忘
れ
、
客
は
発
た
ず
）」
と
な
る
。
江
辺
で
の
場
所
の
設
定
と
琵
琶
の
音
は
す
べ
て
後

の
琵
琶
女
の
出
現
へ
の
伏
線
だ
ろ
う
。水
と
琵
琶
の
音
で
主
人
公
を
引
き
出
す
手
法
は
透
谷
の「
髑
髏
舞
」

の
中
で
、
「
松
の
琴
」
や
「
遠
の
水
音
」
で
髑
髏
の
舞
い
を
誘
発
す
る
の
と
似
て
い
る
。
同
時
に
、
「
初
為

霓
裳
後
綠
腰
（
初
め
は
霓
裳
を
為
し
、
後
は
綠
腰
）」
と
い
う
琵
琶
女
の
弾
奏
す
る
曲
名
か
ら
見
る
と
、
霓

裳
羽
衣
曲
が
再
び
出
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
第
三
連
末
の
六
行
が
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 
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昔
は
と
語
る
も
を
し
き
こ
と
な
が
ら
、 

今
の
髑
髏
も
ひ
と
た
び
は
、 

百
千

E

も

ゝ

ち

A

の

A
E

男
E

を
の
こ

A

な
や
ま
せ
し
今
小
町
と
は 

う
た
は
れ
し
身
の
果
ぞ
と
よ
。 

忘
ら
る
ゝ
身
よ
り
も
忘
る
ゝ
人
心
、 

き
の
ふ
の
友
は
あ
ら
ず
か
や
。
」 

 

こ
れ
で
は
、
昔
の
栄
華
が
回
想
さ
れ
、
無
数
の
男
を
悩
殺
し
た
過
去
と
「
髑
髏
」
と
な
っ
た
現
在
と
を

思
い
比
べ
る
主
人
公
の
遣
る
瀬
な
い
心
境
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
白
楽
天
の
『
琵
琶
行
』
中
の
琵

琶
女
が
自
分
の
哀
れ
な
身
の
上
を
話
す
部
分
に
も
華
や
か
な
過
去
と
悲
惨
な
現
在
を
対
比
す
る
手
法
が
使

わ
れ
て
い
る
一
節
が
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

十
三
學
得
琵
琶
成 

 
 
 

十
三
歳
に
し
て
琵
琶
を
学
び
得
て
成
り 

名
屬
教
坊
第
一
部 

 
 
 

名
は
教
坊
の
第
一
部
に
属
な
る 

曲
罷
曾
教
善
才
伏 

 
 
 

曲
罷
み
て
は
曾
て
善
才
を
し
て
伏
せ
し
め 

粧
成
毎
被
秋
娘
妬 

 
 
 

粧
成
り
て
は
毎
に
秋
娘
に
妬
ま
る 

（
中
略
） 

弟
走
従
軍
阿
姨
死 

 
 
 

弟
は
走
り
て
軍
に
従
ひ 

阿
姨
は
死
し 

暮
去
朝
来
顔
色
故 

 
 
 

暮
れ
去
り
朝
来
り
て
顔
色
故
る 

門
前
冷
落
鞍
馬
稀 

 
 
 

門
前
は
冷
落
し
て
鞍
馬
は
稀
と
な
り 

老
大
嫁
作
商
人
婦 

 
 
 

老
大 

嫁
し
て
商
人
の
婦
と
作
る 

 「
十
三
歳
に
し
て
琵
琶
を
学
び
得
て
成
り
、
名
は
教
坊
の
第
一
部
に
属
な
る
。
曲
罷
み
て
は
曾
て
善
才

を
し
て
伏
せ
し
め
、
粧
成
り
て
は
毎
に
秋
娘
に
妬
ま
る
」
と
い
う
華
や
か
な
過
去
と
、「
弟
は
走
り
て
軍
に

従
ひ 

阿
姨
は
死
し
、
暮
れ
去
り
朝
来
り
て
顔
色
故
る
。
門
前
は
冷
落
し
て
鞍
馬
は
稀
と
な
り
、
老
大 

嫁

し
て
商
人
の
婦
と
作
る
」
と
い
う
悲
惨
な
現
在
を
対
比
す
る
手
法
が
、「
髑
髏
舞
」
と
『
琵
琶
行
』
に
共
通

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
過
去
と
現
在
の
姿
が
対
比
さ
れ
る
女
は
、『
琵
琶
行
』
に
お
い
て
は
語
り
手
に
琵
琶

を
引
き
聞
か
せ
る
女
で
あ
り
、「
髑
髏
舞
」
に
お
い
て
は
、
語
り
手
自
身
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
第

六
連
で
は
、 
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う
ら
め
し
や
見
る
人
な
き
も
こ
と
は
り
ぞ
、 

昨
日
に
か
は
れ
る
今
日
の
舞
。 

AE

纏
頭

E

て
ん
と
う

A

の
山
を
成
し
け
る
夢
の
跡
、 

覺
め
て
恥
か
し
露
の
前
。 

 

と
あ
る
。
「
纏
頭
」
と
い
う
言
葉
は
歌
舞
・
演
劇
に
携
わ
る
者
に
、
褒
美
と
し
て
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

「
纏
頭
」
は
か
つ
て
山
の
よ
う
に
多
か
っ
た
が
、
今
で
は
、
そ
れ
は
夢
の
跡
と
な
っ
た
と
す
る
「
髑
髏
舞
」

で
は
、「
纏
頭
」
は
過
去
と
現
在
を
対
比
す
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
白
楽
天
の
『
琵
琶
行
』
中
の

琵
琶
女
が
自
分
の
身
の
上
を
話
す
部
分
の
「
五
陵
年
少
争
纏
頭 

一
曲
紅
綃
不
知
數
（
五
陵
の
少
年 

争

ひ
て
纏
頭
し
、
一
曲
の
紅
綃 

数
を
知
ら
ず
。
）」
に
お
い
て
も
同
じ
対
比
の
意
味
を
表
す
働
き
と
し
て
、

使
わ
れ
て
い
る
。 

 

三 

「
ほ
た
る
」
と
杜
甫
の
「
螢
火
」 

 

透
谷
は
彼
の
詩
活
動
上
の
絶
筆
と
な
る
「
露
の
い
の
ち
」
を
描
き
出
す
ま
で
の
五
ヶ
月
の
う
ち
に
、「
ほ

た
る
」
・「
蝶
」
・
「
露
」
の
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
て
い
る
。
透
谷
の
残
り
少
な
い
生
命
に
、
「
ほ
た
る
」

は
作
品
の
中
心
モ
チ
ー
フ
と
し
て
選
ば
れ
た
。「
ほ
た
る
」
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
作
品

の
解
釈
に
と
ど
ま
り
、
受
容
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。 

「
ほ
た
る
」（
『
三
籟
』
第
四
号
、
明
治
二
十
六
年
六
月
三
十
日
）
が
発
表
さ
れ
た
五
十
年
後
、
つ
ま
り
、

一
九
三
四
年
二
月
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
雑
誌
の
〈
正
系
〉
」
と
い
え
る
位
置
を
占
め
る
『
詩
精
神
』
と
い

う
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
創
刊
号
の
巻
頭
に
透
谷
の
遺
稿
「
夢
中
の
詩
人
」
に
続
い
て
「
藤
村
氏
に

透
谷
を
き
く
」
「
透
谷
に
つ
い
て
」
な
ど
の
記
事
が
並
ん
で
い
る
。
「
藤
村
氏
に
透
谷
を
き
く
」
に
は 

 
 
 
 
 

北
村
氏
は
杜
子
美
を
讀
み
、
餘
程
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
は
れ
る
螢
の
詩
に
『
腐
草
を
出
で
て
』

と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ
れ
な
ど
杜
子
美
そ
の
ま
ゝ
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。 

 

と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
詩
精
神
』
を
創
刊
し
た
新
井
徹
が
藤
村
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
も
の
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
後
年
の
研
究
者
で
あ
る
尾
西
康
充
も
藤
村
の
こ
の
発
言
（
「
透
谷
を
嗣
ぐ
詩
人
た
ち
―
雑
誌
「
詩
精

神
」
と
梅
川
文
男
―
」
（
１７７
）
）
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
は
『
詩
精
神
』
を
中
心
と
し
、
特
に
、
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梅
川
文
男
ら
若
い
詩
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
「
高
く
翔
っ
た
透
谷
の
精
神
を
嗣
」
ぎ
、「
政
治
的
敗
北
を
乗

り
越
え
」
よ
う
と
し
た
の
か
を
論
じ
た
も
の
で
、
透
谷
の
「
ほ
た
る
」
と
杜
甫
の
詩
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
関
心
を
寄
せ
て
い
な
い
。
以
下
で
は
、
透
谷
の
「
ほ
た
る
」
と
杜
甫
の
「
螢
火
」
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

１ 

透
谷
の
「
ほ
た
る
」
と
杜
甫
の
「
螢
火
」 

 
 

落
日
の
光
茫
も
収
ま
っ
た
た
そ
が
れ
時
、
も
の
み
な
静
寂
な
細
川
の
水
辺
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
「
ほ
た

る
」
は
、
草
陰
に
「
わ
づ
か
に
影
を
點
」
し
て
、
月
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
た
ち
ま
ち
空
に
消
え
て
い
く

と
い
う
の
は
「
ほ
た
る
」
の
主
な
内
容
で
あ
る
。
引
用
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

ゆ
ふ
べ
の

A
E

暉

E

ひ
か
り

A

を
さ
ま
り
て
、 

 
 

ま
づ
暮
れ
か
ゝ
る
草
陰
に
、 

わ
づ
か
に
影
を

AE

點

E

し

る

A

せ
ど
も
、 

 
 

な
ほ
身
を
恥
づ
る
け
し
き
あ
り
。 

 

羽
虫
を
逐
ふ
て
細
川
の
、 

 
 

棧
瀬
を
は
し
る
若
鮎
が
、 

靜
ま
る
頃
や
ほ
た
る
火
は
、 

 
 

低
く
水
邊
を
わ
た
り
行
く
。 

 AE

腐
草

E

ふ

さ

う

A

に
生
を
う
く
る
身
の
、 

 
 

か
な
し
や
月
に
照
ら
さ
れ
て
、 

も
と
の
草
に
も
か
へ
ら
ず
に
、 

 
 

た
ち
ま
ち

AE

空

E

そ

ら

A

に
消
え
に
け
り
。 

 

一
方
、
杜
甫
の
「
螢
火
」
は
寓
意
の
あ
る
詠
物
の
詩
で
あ
る
。
当
時
の
宮
中
に
蔓
延
し
て
い
た
悪
い
宦

官
た
ち
の
事
を
誹
る
為
に
螢
を
借
り
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
。 

 

螢
火 

 
 
 
 
 
 

螢
火

け
い
く
わ 

 
 
 
 
 
 

杜
甫 
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幸
因
腐
草
出 

 
 
 

幸
に
腐
草
に
因
り
て
出
づ 

敢
近
太
陽
飛 

 
 
 

敢
へ
て
太
陽
に
近
づ
き
て
飛
ば
ん
や 

未
足
臨
書
巻 

 
 
 

未
だ
書
巻
に
臨
む
に
足
ら
ず 

時
能
點
客
衣 

 
 
 

時
に
能よ

く
客
衣
に
點
ず 

隨
風
隔
幔
小 

 
 
 

風
に
隨
ひ
て
幔
を
隔
て
て
小
さ
く 

帯
雨
傍
林
微 

 
 
 

雨
を
帯
び
て
林
に
傍そ

い
て
微
な
り 

十
月
清
霜
重 

 
 
 

十
月 

清
霜
重し

げ

し 

飄
零
何
處
歸 

 
 
 

飄
零 
何
れ
の
處
に
か
歸
ら
ん
（
１７８
） 

 

「
腐
草
」
か
ら
生
ま
れ
た
螢
は
、
日
陰
に
生
息
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
胆
に
も
太
陽
に
近
づ
こ
う
な
ど

と
は
し
な
い
。
一
方
、
透
谷
の
「
ほ
た
る
」
も
、「
身
を
恥
づ
る
」
こ
と
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
杜
甫
の
「
太

陽
」
に
対
照
的
な
「
月
」
を
描
き
、
加
え
て
、
そ
の
自
ら
輝
く
太
陽
に
「
近
づ
」
く
と
い
う
主
体
的
な
行

為
と
は
逆
の
客
体
的
な
発
想
で
「
照
ら
さ
れ
」
る
「
ほ
た
る
」
を
描
い
て
い
る
。 

杜
甫
の
「
螢
火
」
の
第
三
、
四
句
で
は
、
い
ま
だ
書
を
読
む
に
十
分
な
数
で
は
な
い
が
、
旅
人
の
衣
服

に
く
っ
つ
い
て
明
る
く
照
ら
す
く
ら
い
の
微
小
な
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
一
方
、
透
谷
の
「
ほ
た
る
」

で
は
「
客
衣
」
を
「
點
」
す
ど
こ
ろ
か
、
「
暮
れ
か
ゝ
る
草
陰
に
」
、
「
わ
づ
か
に
」
、
着
物
で
は
な
く

「
影
」
だ
け
を
「
點
」
し
て
い
る
。
透
谷
は
、
杜
甫
の
「
螢
火
」
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
憐
れ
な

存
在
と
し
て
「
ほ
た
る
」
を
描
い
て
い
る
。 

 ２ 

「
ほ
た
る
」
と
「
螢
」
（
草
稿
）
の
相
違
点 

 

「
ほ
た
る
」
が
明
治
二
十
六
年
六
月
三
十
日
『
三
籟
』
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
透
谷
没
後
、
明
治
三

十
一
年
一
月
一
日
『
文
学
界
』
終
刊
号
（
第
五
十
八
号
）
に
自
筆
草
稿
の
「
螢
」
が
掲
載
さ
れ
た
。「
螢
」

「
ほ
た
る
」
の
間
に
、
漢
字
の
使
い
方
の
相
違
を
除
い
て
殆
ん
ど
大
き
な
変
化
が
な
い
。
そ
れ
に
関
す
る

比
較
は
す
で
に
橋
詰
静
子
の
精
緻
な
考
察
が
あ
る
（
１７９
）
。
そ
の
最
終
連
を
挙
げ
よ
う
。 

 

腐
草

E

ふ

さ

う

A

に
生
を
う
く
る
身
の
、 

 
 
 
 

か
な
し
や
月
に
照
ら
さ
れ
て
、 

 
 

も
と
の
草
に
も
か
へ
ら
ず
に
、 

 
 
 
 

た
ち
ま
ち

AE

空

E

そ

ら

A

に
消
え
に
け
り
。 

89 
 



 

螢
（
草
稿
） 

腐
草

ふ

さ

う

に
生
を
享う

け
し
身
の 

 

月
の
光
に
照て

ら

さ
れ
て 

も
と
の
草
に
も
か
へ
ら
ず
に 

 

た
ち
ま
ち
空そ

ら

に
歸
り
け
り 

 橋
詰
静
子
は
第
一
行
に
関
し
て
、
草
稿
で
は
「
生
を
享
け
し
身
の
」
と
な
っ
て
お
り
、
発
表
本
文
の
「
生

を
う
く
る
身
の
」
と
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
言
う
。
前
者
は
「
文
法
上
の
受
身
形
ま
た
は
過
去
形
の
印
象

が
強
く
、
更
に
「
享
」
と
い
う
漢
字
が
与
え
る
〈
享
受
〉
に
通
ず
る
〈
～
さ
せ
て
く
だ
さ
い
〉
の
印
象
を

留
め
る
の
に
対
し
て
」
、
後
者
は
「
や
る
せ
な
い
悲
劇
の
身
上
を
繰
返
す
被
造
物
と
し
て
、
ひ
と
り
わ
が

身
を
超
え
て
、
人
間
一
般
に
普
遍
化
す
る
響
き
を
含
ん
で
い
る
」
と
言
う
。
ま
た
、
最
後
の
行
の
「
歸
る
」

「
消
え
る
」
の
相
違
が
重
要
で
、「
歸
る
」
に
は
「
も
と
あ
っ
た
状
態
に
戻
る
と
い
う
意
味
が
濃
厚
」
で
あ

り
、「
消
え
る
」
の
ほ
う
は
「
い
ず
こ
へ
と
も
な
く
行
く
と
い
っ
た
意
味
で
、
思
想
性
が
稀
薄
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
に
抒
情
的
な
色
合
が
濃
い
」
と
い
う
。
橋
詰
論
文
で
は
発
表
本
文
と
草
稿
と
の
相
違
が
詳
細
に
分

析
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
に
つ
い
は
触
れ
て
い
な
い
。
何
故
、
草
稿
で
は
「
享
」
と
「
歸
」
な
の
か
。
藤

村
の
指
摘
を
た
ど
る
と
、
草
稿
と
発
表
本
文
の
相
違
が
明
瞭
に
な
る
と
思
う
。 

 

草
稿
の
「
生
を
享
け
し
身
の
」
の
「
享
」
と
い
う
字
の
使
用
は
杜
甫
の
「
螢
火
」
の
「
幸
に
腐
草
に
因

り
て
出
づ
」
の
「
幸
」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
享
」
と
い
う
字
は
も
て
な
し
を
う
け

る
と
い
っ
た
あ
り
が
た
み
の
あ
る
「
享
け
る
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
腐
草
か
ら
生
ま
れ
る
の
を
厭
う
一
般

の
理
解
と
は
異
な
り
、
逆
に
そ
れ
を
喜
ん
で
う
け
い
れ
る
杜
甫
の
「
幸
」
と
同
様
、
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
う
け
て
、
透
谷
は
「
生
を
享
け
し
身
」
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
草
稿
に
あ
る
「
空
に
歸
り
け
り
」
は
杜
甫
の
「
螢
火
」
の
最
終
句
「
飄
零 

何
れ
の
處
に
か
歸

ら
ん
」
と
関
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
杜
甫
に
は
「
螢
火
」
の
以
外
に
「
見
螢
火
」
詩
に
も
同
じ
字
が
使

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
終
句
に
は
「
來
歳
如
今
歸
未
歸
（
來
歳

ら
い
さ
い

如
今

じ
ょ
こ
ん

歸か

へ

る
や
未い

ま

だ
歸か

へ

ら
ざ
る
や
。
）」

と
あ
る
。
透
谷
の
草
稿
に
お
け
る
「
帰
」
の
字
は
杜
甫
の
影
響
が
大
き
い
だ
ろ
う
。 

 

四 

「
蝶
」
の
三
部
作
（「
蝶
の
ゆ
く
へ
」「
眠
れ
る
蝶
」「
双
蝶
の
わ
か
れ
」）
と
『
荘
子
・

斉
物
論
』、
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』 

 

90 
 



縊
死
す
る
前
の
、
透
谷
の
詩
活
動
上
に
残
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
蝶
」
で
あ
る
。「
蝶
の
ゆ

く
へ
」
と
「
眠
れ
る
蝶
」
は
、
明
治
二
十
六
年
九
月
三
十
日
付
の
、
前
者
は
『
三
籟
』
に
、
後
者
は
『
文

学
界
』
に
、「
双
蝶
の
わ
か
れ
」
は
同
年
十
月
三
日
付
『
国
民
之
友
』
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、

透
谷
は
こ
の
「
蝶
」
の
三
部
作
を
も
っ
て
、
始
め
て
蝶
に
触
れ
た
の
で
は
な
い
。「
蝶
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
デ

ビ
ュ
ー
作
「
楚
囚
之
詩
」（
春
祥
堂
、
明
治
二
十
二
年
四
月
）
か
ら
見
ら
れ
る
。 

 

斯
く
云
ふ
我
が
魂た

ま

も
獄
中
に
は
あ
ら
ず
し
て 

 
 
 

日
々

ひ

ゞ

夜
々

や

ゝ

輕
る
く
獄
窻
を
逃
伸
び
つ 

余
が
愛
す
る
処
女
の
魂た

ま

も
跡
を
追
ひ 

 
 
 

諸
共
に
、
昔
の
花
園

は
な
そ
の

に
舞
ひ
行
き
つ 

 

明
確
に
蝶
と
い
う
言
葉
が
出
て
な
い
が
、
獄
窓
を
逃
げ
、
花
嫁
と
一
緒
に
、
昔
の
花
園
を
飛
翔
す
る
透

谷
の
表
現
か
ら
蝶
の
イ
メ
ー
ジ
は
容
易
に
連
想
で
き
る
。
ま
た
、
「
蓬
莱
曲
」
（
養
真
堂
、
明
治
二
十
四
年

五
月
）
に
は 

 

つ
ら

〱
思
へ
ば
、
こ
の
わ
れ
も
、 

世
の
形
骸

む

く

ろ

だ
に
脱
ぎ
得
た
ら
ん
に
は
、 

姫
が
清き

よ
き
魂た

ま

の
飜
々

ほ
ん
ぽ
ん

た
る
胡こ

蝶て
ふ

を
ば
、 

追

E

お

A

ふ
て

AE

舞

E

ま

A

ふ
可
し
空
高
く
。 

 

と
あ
り
、
「
胡
蝶
」
と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
上
、
現
実
社
会
に
絶
望
し
て
い
る
素
雄

は
「
世
の
形
骸
だ
に
脱
ぎ
得
」
れ
ば
、
姫
の
純
粋
な
魂
に
化
し
て
、
蝶
の
よ
う
に
空
に
舞
う
こ
と
を
期
待

す
る
気
持
ち
が
読
み
と
れ
る
。
「
楚
囚
之
詩
」
の
蝶
も
「
蓬
莱
曲
」
の
蝶
も
す
べ
て
、
透
谷
が
現
実
社
会

を
逃
げ
よ
う
と
す
る
時
に
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
翌
年
に
書
か
れ
た
次
の
三
作
に
は
、
前
の
よ
う
に
、
現

実
社
会
を
厭
う
時
、
蝶
に
化
し
て
、
逃
げ
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蝶
に
な
る
の
は

や
は
り
夢
で
あ
っ
た
か
と
透
谷
が
意
識
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

世
は
相
戰
ふ
、
人
は
相
爭
ふ
、
戰
ふ
に
盡
く
る
期
あ
る
か
。
爭
ふ
に
終
る
時
あ
る
か
。
殺
す
者
は
殺

さ
る
ゝ
者
と
な
り
、
殺
さ
る
ゝ
者
は

再ま

た
殺
す
者
と
な
る
。
勝
と
敗
と
誰
れ
か
之
を
決
す
る
。
シ
イ

ザ
ル
の
勝
利
、
拿
翁

ナ
ポ
レ
オ
ン

の
勝
利
、
指
を
屈
す
れ
ば
幾
十
年
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
も
亦
た
蝴
蝶
の
夢
か
。
誰
れ
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か
最
後
の
勝
利
者
た
る
、
誰
れ
か
永
久
の
勝
利
者
た
る
。
（
「
最
後
の
勝
利
者
は
誰
ぞ
」『
平
和
』
第
二

号
、
明
治
二
十
五
年
五
月
） 

 

或
時
は
、
我
手
し
て
露
の
玉
に

濕
う
る
ほ

ふ
花
の

頭
か
し
ら

を
う
ち
破
る
夢
を
見
、
又
た
或
時
は
、
春
に
後
れ
て

孤
飛
す
る
雌
蝶
の
羽
が
ひ
を
我
が
杖
の
先
に
て
打
ち
落
す
事
も
あ
り
、
か
つ
て
暴
ら
か
り
し
も
の
を
、

彼
女
に
會
ひ
て
よ
り
和
ら
げ
ら
れ
し
我
心
も
、
度
々
の
夢
に
虎
伏
す
野
に
迷
ひ
、
獅
子
吼
ゆ
る

洞ほ

ら

に

投
げ
ら
れ
し
よ
り
、
再
び
暴
れ
に
暴
れ
て
我
な
が
ら
あ
さ
ま
し
き
心
と
な
れ
り
。
（
「
我
牢
獄
」
『
白

表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
二
〇
号
、
明
治
二
十
五
年
六
月
四
日
） 

 

或
時
は
蝶
の
夢
の
覺
め
易
き
を
恨
み
、
ま
た
あ
る
時
は
蟲
の
音
の
夜
を
長
う
す
る
を
悲
し
む
。
こ
の

恨
み
、
こ
の
悲
し
み
を
何
が
故
の
恨
み
、
何
が
故
の
悲
し
み
ぞ
と
問
ふ
も
、
蝶
の
夢
は
夢
な
れ
ば
こ
そ

覺
め
、
蟲
の
音
は
秋
な
れ
ば
こ
そ
悲
し
き
な
れ
、
と
答
ふ
る
の
外
に
答
な
き
に
同
じ
。
（
「
哀
詞
序
」

『
評
論
』
第
十
二
号
、
明
治
二
十
六
年
九
月
九
日
） 

  

関
良
一
は
『
近
代
文
学
注
釈
大
系
―
近
代
詩
』
で
、
透
谷
の
蝶
に
関
す
る
詩
を
中
国
古
典
文
学
と
初
め

て
関
連
づ
け
た
。
透
谷
の
「
蝶
」
に
な
る
の
は
夢
で
あ
っ
た
と
い
う
思
考
の
「
蝶
」
は
根
源
的
に
は
『
荘

子
』
斉
物
論
に
基
づ
い
て
い
る
と
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
透
谷
に
は
他
に
も
「
孤
飛
蝶
」
「
蝶
の

ゆ
く
へ
」
「
雙
蝶
の
わ
か
れ
」
な
ど
、
「
蝶
」
の
詩
が
少
な
く
な
い
。
蝶
は
は
か
な
い
、
有
限
な
存
在
の
象

徴
で
あ
り
、
作
者
の
分
身
で
あ
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
俳
諧
の
そ
れ
を
お
も
な
媒
介
と
し
て
、
根
源
的

に
は
『
荘
子
』
斉
物
論
（
せ
い
ぶ
つ
ろ
ん
）
の
「
昔
者
（
む
か
し
）
荘
周
夢
二
故
蝶
（
こ
ち
よ
う
）
ト
為

ル
。
栩
栩
然
（
く
く
ぜ
ん
）
ト
シ
テ
胡
蝶
ナ
リ
。
自
（
み
ず
か
）
ラ
喩
（
た
の
）
シ
ミ
テ
志
二
適
（
か
な
）

ヘ
ル
カ
ナ
。
周
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
俄
然
ト
シ
テ
覚
ム
レ
バ
則
チ
蘧
蘧
然
（
き
ょ
き
ょ
ぜ
ん
）

ト
シ
テ
周
ナ
リ
。
知
ラ
ズ
、
周
ノ
夢
二
胡
蝶
ト
為
レ
ル
カ
、
胡
蝶
ノ
夢
二
周
ト
為
レ
ル
カ
ヲ
。
周
ト
胡
蝶

ト
ハ
、
則
チ
必
ズ
分
有
ラ
ン
。
此
（
こ
れ
）
ヲ
之
（
こ
）
レ
物
化
（
ぶ
っ
か
）
ト
謂
（
い
）
フ
」
に
も
と

づ
い
て
い
る
」（
１８０
）
。
ま
た
、
野
山
嘉
正
の
論
文
「
北
村
透
谷
の
抒
情
詩
―
蝶
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
も
「
蝶

の
ゆ
く
へ
」
の
「『
運
命
』
の
外
に
は
『
我
』
も
な
し
」
と
い
う
主
体
性
喪
失
の
嗟
嘆
は
「
荘
周
胡
蝶
夢
に

ほ
ゞ
等
し
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
野
山
は
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
「
荘

周
胡
蝶
夢
」
を
詩
題
と
し
た
作
品
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
、
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
（
加
藤
淵
編
、
文
政
十
二

年
）
の
田
能
村
竹
田
が
書
い
た
楊
貴
妃
縊
死
の
地
、
馬
嵬
を
思
い
描
い
た
作
品
を
取
り
上
げ
、「
秋
蝶
の
イ

メ
ー
ジ
を
配
し
た
発
想
は
卓
抜
で
あ
る
」
と
評
価
し
、「
仙
に
脱
化
し
た
楊
貴
妃
へ
の
歌
は
、
透
谷
の
三
つ
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の
詩
を
瞬
時
に
把
え
た
錯
覚
を
起
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
蝶
を
中
心
に
据
え
る
詩
の
季
節
を
「
秋
」

に
定
め
て
い
る
透
谷
は
、「
蝶
」
に
託
し
て
自
分
の
世
界
の
終
焉
に
立
ち
合
お
う
と
す
る
心
境
を
表
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。 

三
連
十
二
行
か
ら
な
る
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
の
第
一
連
に
は
、「
秋
の
野
面
を
そ
こ
は
か
と
、
尋
ね
て
迷
ふ

蝶
が
身
を
」
い
た
む
哀
傷
の
気
分
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
第
二
連
の
「
花
の
野
山
に
舞
ひ
し
身
は
、
花
な

き
野
邊
も
元
の
宿
」
の
「
花
な
き
野
邊
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、「
秋
」
の
季
節
感
が
窺
え
る
。
次
の
「
眠

れ
る
蝶
」
と
い
う
詩
の
大
半
が
「
秋
の
野
面
」
の
季
節
感
に
満
ち
た
描
写
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
価
す
る
。
冒
頭
の
「
け
さ
立
ち
そ
め
し
秋
風
に
、「
自し

然ぜ

ん

」
の
い
ろ
は
か
は
り
け
り
」
と
い
う
一
節

は
き
の
う
ま
で
華
や
か
な
夏
で
あ
っ
た
の
に
、
一
夜
が
明
け
て
み
る
と
秋
風
が
た
ち
、
突
然
に
訪
れ
た
秋

の
気
配
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
続
く
六
行
で
は
、「
細
く
」・「
悲
し
」・「
う
ら
が
れ
」・「
う
れ
ひ
」
と
い

う
よ
う
な
言
葉
で
、
す
べ
て
生
命
の
衰
え
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
第
二
連
の
「
早
や
も
来
ぬ
、
早
や
も
来

ぬ
秋
、
萬も

の

物み

な

秋
と
な
り
に
け
り
」
と
い
う
表
現
は
第
一
連
の
冒
頭
と
対
応
し
、
突
然
訪
れ
た
秋
景
色
が

「
自
然
」
全
体
を
襲
っ
た
さ
ま
を
叙
す
る
。 

孤
蝶
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
と
「
眠
れ
る
蝶
」
と
は
違
い
、
双
蝶
の
離
別
を
中
心
と
す

る
「
双
蝶
の
わ
か
れ
」
と
い
う
、
透
谷
の
蝶
を
テ
ー
マ
と
す
る
最
後
の
詩
で
は
、「
秋
の
無
情
」・「
野
は
寂さ

び

し
」
・
「
風

冷さ

む

し
」
・
「
秋
の
つ
る
ぎ
の
怖
ろ
し
や
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
、
秋
の
残
酷
さ
と
死
の
イ
メ

ー
ジ
が
繰
り
返
し
伝
え
ら
れ
る
。
蝶
を
秋
の
季
節
に
登
場
さ
せ
、
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
配
す
る
透
谷
の
工
夫

は
白
楽
天
の
「
秋
蝶
」
（

１ ８ １
）
に
も
読
み
と
れ
る
。
第
三
連
と
第
四
連
の
「
涼
風
」
と
「
夜

深
」
が
突
然
訪
れ
た
時
の
花
と
蝶
の
有
様
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

日
暮
涼
風
来 

 
 

 

日
暮
れ
て
涼
風
来
り 

紛
紛
花
落
叢 

 
 

 

紛
紛
と
し
て
花
叢
に
落
つ 

夜
深
白
露
冷 

 
 

 

夜
深
け
て
白
露
冷
や
か
に 

蝶
亦
死
叢
中 

 
 

 

蝶
も
亦
た
叢
中
に
死
す 

 無
常
の
秋
に
、
花
は
「
紛
紛
」
落
ち
、
蝶
は
「
死
叢
中
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
作
品
に
流

れ
て
い
る
秋
蝶
が
死
蝶
に
な
る
イ
メ
ー
ジ
は
透
谷
の
蝶
の
三
部
作
に
も
響
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。 と

こ
ろ
で
、
透
谷
死
後
、
友
人
で
あ
っ
た
島
崎
藤
村
が
透
谷
の
反
古
紙
を
抜
き
集
め
、
多
く
の
脚
本
の

断
片
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
五
縁
十
夢
と
い
う
脚
本
の
断
片
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
１８２
）
。 
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蝶
の
夢
脚
色 

 
 

第
一
齣 

 

雙
蝶
を
點
出
し
花
上
に
舞
は
し
め 

 
 

第
二
齣 

 

二
人
の
少
年
男
女
を
出
し
て
熱
き
愛
情
を
寫
し 

 
 

第
三
齣 

 
再
び
雙
蝶
を
點
出
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

蝶
と
人
と
同
じ
き
が
如
く
同
じ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
く
す
べ
し 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
藤
村
は
「
五
縁
十
夢
と
は
平
生
彼
が
戯
曲
に
對
す
る
希
望
に
し
て
、
其
内
五
縁
の
方

は
一
縁
も
筆
を
染
め
ず
、
十
夢
の
中
、
透
谷
集
に
出
で
た
る
斷
篇
の
悪
夢
、
別
に
毒
夢
と
題
せ
し
も
の
も

見
た
り
、
蝶
の
夢
も
亦
た
こ
の
夢
中
の
一
夢
な
る
べ
き
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。 

「
蝶
と
人
と
同
じ
き
が
如
く
同
じ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
く
」
と
い
う
一
句
は
、
透
谷
の
「
眠
れ
る
蝶
」
が

「
荘
周
の
夢
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
指
摘
し
た
関
良
一
の
分
析
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

「
熱
き
愛
情
」
を
持
つ
「
二
人
の
少
年
男
女
」
を
雙
蝶
と
結
び
つ
け
た
透
谷
の
構
想
は
、
中
国
の
四
大

民
間
説
話
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
（
１８３
）
の
物
語
を
源
流
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
杭
州
に
赴
き
学
問
に
携
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
二
人
の
男
女
が
旅
の
途
中
に
出
会
い
、

同
じ
学
校
に
入
学
し
、
三
年
間
、
生
活
を
共
に
し
、
互
い
に
助
け
合
い
、
二
人
の
感
情
は
友
情
か
ら
愛
情

に
ま
で
昇
華
し
た
。
し
か
し
、
祝
英
台
は
他
人
の
妻
と
な
り
、
梁
山
伯
は
英
台
を
想
い
焦
が
れ
る
あ
ま
り
、

病
気
に
な
り
、
死
ん
で
し
ま
う
。
祝
英
台
が
嫁
入
り
の
途
上
、
梁
山
伯
の
墓
の
そ
ば
を
通
り
か
か
る
と
急

に
嵐
が
起
こ
っ
た
。
輿
を
降
り
て
墓
の
前
に
行
く
と
墓
が
開
い
た
の
で
、
英
台
は
墓
穴
に
身
を
投
げ
た
。

そ
の
後
、
墓
穴
か
ら
二
匹
の
蝶
が
出
て
き
て
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
ん
で
い
っ
た
。
愛
情
を
分
か
ち
合
う
二
人
は

生
あ
る
時
、
一
緒
に
居
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
死
後
、
二
匹
の
蝶
に
変
り
、
永
遠
に
離
れ
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
の
物
語
は
透
谷
の
未
完
の
「
蝶
の
夢
脚
色
」
と
驚
く
ほ
ど
類
似
し
て
い
る
。

し
か
し
、
明
治
二
十
六
年
八
月
十
四
日
、
教
え
子
・
富
井
ま
つ
子
が
死
に
、
八
月
下
旬
に
花
巻
温
泉
で
妻
・

美
那
子
か
ら
の
激
し
い
不
満
を
つ
づ
る
手
紙
を
受
け
取
っ
た
透
谷
は
、
九
月
四
日
「
執
筆
渋
滞
。
精
神
の

当
を
失
し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
を
自
覚
」
し
、
九
月
四
、
五
日
ご
ろ
に
は
「
富
井
ま
つ
子
の
死
を
哭
し
、『
哀
詞

序
』
一
篇
を
つ
づ
る
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
当
時
の
透
谷
は
精
神
に
既
に
変
調
を
き
た
し
、
行
く
へ

を
迷
う
蝶
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
創
作
に
お
い
て
、「
熱
き
愛
情
を
寫
」
そ
う
と
す
る
彼
は
相

次
ぐ
出
来
事
に
よ
り
、
死
蝶
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
響
か
せ
た
蝶
の
三
部
作
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
自
殺
す
る
前
、
彼
は
妻
・
美
那
子
と
心
中
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
（
１８４
）
。
彼
女
と
の

か
つ
て
の
愛
情
を
守
り
き
れ
な
い
透
谷
は
苦
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
妻
と
心
中
し
よ
う
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と
考
え
て
い
た
透
谷
は
、
死
後
、
蝶
に
変
わ
る
こ
と
が
二
人
の
愛
を
永
遠
に
守
る
最
後
の
方
法
だ
と
考
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
透
谷
の
最
後
の
願
い
は
美
那
子
に
拒
絶
さ
れ
、「
双
蝶
の
わ
か
れ
」
の
最
後
の
「
こ

た
び
は
別
れ
て
西
ひ
が
し
、
振
り
か
へ
り
つ
ゝ
去
り
に
け
り
。」
と
い
う
よ
う
に
、
二
人
は
お
互
い
に
未
練

を
残
し
な
が
ら
、
西
と
東
に
別
れ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
七
年
五
月
十
六

日
、
透
谷
は
自
分
の
命
を
断
っ
た
。 

 

ま
と
め 

 

本
章
で
は
、
透
谷
の
詩
作
を
中
心
と
し
て
、
中
国
古
典
文
学
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま

ず
、
第
一
節
で
は
、
従
来
、
処
女
作
「
楚
囚
之
詩
」
と
バ
イ
ロ
ン
の
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
と
の
類
似
性
が

多
く
の
研
究
者
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
二
十
年
代
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
入
っ
て
き
た
ば
か
り
の

西
洋
の
詩
よ
り
や
は
り
幼
い
頃
教
育
さ
れ
た
漢
詩
の
方
が
心
の
奥
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
た
。
特
に
、
「
楚

囚
之
詩
」
に
現
れ
る
主
人
公
の
感
情
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
、
従
来
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
春
秋
左
氏
伝
』

や
「
正
気
歌
」
と
の
違
い
を
分
析
し
た
上
で
、「
楚
囚
之
詩
」
と
い
う
作
品
の
「
楚
囚
」
は
透
谷
が
楚
国
の

屈
原
の
愛
国
的
感
情
を
借
り
て
、
同
志
で
あ
っ
た
大
矢
の
こ
と
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
楚
囚
之
詩
」

は
、
屈
原
の
「
離
騒
」（『
楚
辞
』
）
の
比
興
の
手
法
に
依
拠
し
て
、
透
谷
と
大
矢
の
昔
の
友
情
を
回
想
し
た

作
品
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
牢
獄
に
い
る
「
花
嫁
」
に
よ
っ
て
、
獄
中
の
大
矢
を

暗
示
し
、
主
人
公
と
「
花
嫁
」（
透
谷
と
大
矢
）
の
愛
情
の
描
写
に
よ
っ
て
、
二
人
の
昔
の
友
情
を
偲
ぶ
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
大
矢
や
盟
友
と
の
離
別
に
よ
っ
て
透
谷
は
孤
独
に
落
ち
、
鶯
（=

妻
・
ミ
ナ
）
が
出
現

し
て
も
、
結
局
、
透
谷
は
救
わ
れ
な
い
。
透
谷
は
空
想
の
中
で
交
友
し
て
い
た
昔
に
戻
る
こ
と
を
期
待
す

る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。 

第
二
節
で
は
、
劇
詩
「
蓬
莱
曲
」
と
今
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
行
』

と
の
具
体
的
な
類
似
性
を
ま
と
め
た
上
で
、
現
実
世
界
に
愛
す
る
女
性
が
死
後
、
仙
女
に
な
っ
た
ス
ト
ー

リ
ー
が
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
こ
と
を
透
谷
の
「
日
記
」
に
追
究
し
た
。
ま
た
、
中

国
歴
史
書
を
通
し
て
、
透
谷
が
十
八
歳
時
、
登
っ
た
富
士
山
を
「
蓬
莱
山
」
と
す
る
可
能
性
及
び
、「
蓬
莱

曲
」
の
結
末
の
「
湖
を
過
ぎ
て
彼
岸
に
達
す
る
」
と
い
う
設
定
に
つ
い
て
追
求
し
た
。
さ
ら
に
、「
蓬
莱
曲
」

の
「
序
」、
「
曲
中
の
人
物
」
、
「
構
成
」
な
ど
に
含
ま
れ
る
中
国
古
典
文
学
の
要
素
を
明
ら
か
に
し
、
唐
代

伝
奇
の
『
枕
中
記
』
や
『
杜
子
春
伝
』、
『
遊
仙
窟
』
と
の
具
体
的
な
比
較
を
検
討
し
た
。 

第
三
節
で
は
、
透
谷
の
抒
情
詩
の
全
体
像
を
把
握
し
た
上
で
、「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
、「
髑
髏
舞
」
、「
ほ
た
る
」

と
蝶
の
三
部
作
、
と
中
国
古
典
文
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
た
。
具
体
的
に
い
う
と
、
明
治
二
十
五
年
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十
一
月
五
日
に
発
表
さ
れ
た
「
鬼
心
非
鬼
心
（
実
聞
）
」
の
最
後
に
、
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
に
感
動
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
手
掛
か
り
と
し
、
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
と
の

類
似
点
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
「
髑
髏
舞
」
の
成
立
に
関
し
て
は
、
従
来
、
幸
田
露

伴
の
「
対
髑
髏
」
と
観
阿
弥
の
『
卒
都
婆
小
町
』
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
の
二
つ
の
作
品
、
そ
れ
ぞ
れ
、

中
国
古
典
文
学
と
の
関
係
を
追
求
し
、
今
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
「
髑
髏
舞
」
と
白
楽
天
の
『
琵
琶
行
』

と
の
関
連
の
新
し
い
試
み
を
行
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
透
谷
詩
活
動
上
の
絶
筆
と
な
る
「
露
の
い
の
ち
」

を
描
き
出
す
ま
で
の
五
ヶ
月
の
う
ち
に
、「
ほ
た
る
」・「
蝶
」・「
露
」
の
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
残
し
て
い
る
。

そ
の
中
の
「
ほ
た
る
」
と
杜
甫
の
「
螢
火
」
、
蝶
の
三
部
作
に
響
い
て
い
る
秋
と
死
の
イ
メ
ー
ジ
と
白
楽

天
の
「
秋
蝶
」
と
の
か
か
わ
り
、
同
時
に
、
特
に
、
「
双
蝶
の
わ
か
れ
」
と
い
う
蝶
の
三
部

作
の
最
後
の
詩
作
は
、
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
の
物
語
を
も
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
島
崎
藤
村
の
「
亡

友
反
古
帖
」
に
記
録
さ
れ
た
五
縁
十
夢
の
一
つ
の
透
谷
の
未
完
の
「
蝶
の
夢
」
と
い
う
脚
本
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
の
愛
情
物
語
と
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

残
念
な
が
ら
、
明
治
二
十
六
年
八
月
十
四
日
以
後
の
透
谷
は
美
那
子
と
の
か
つ
て
の
愛
情
を
も
は
や
守
り

切
れ
ず
、「
西
ひ
が
し
」（「
双
蝶
の
わ
か
れ
」
中
の
一
句
）
に
分
か
れ
去
る
し
か
な
い
と
悟
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
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第
三
章 

透
谷
の
小
説
に
お
け
る
中
国
古
典
文
学 

―
「
宿
魂
鏡
」
を
中
心
と
し
て
― 

 

は
じ
め
に 

 
 
 透

谷
は
小
説
を
あ
ま
り
発
表
し
て
お
ら
ず
、
現
存
作
品
は
「
我
牢
獄
」
（『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
二

〇
号
、
明
治
二
十
五
年
六
月
四
日
）「
星
夜
」（『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
二
三
号
、
明
治
二
十
五
年
七
月

十
六
日
）「
宿
魂
鏡
」（『
国
民
之
友
』
第
一
七
八
号
、
明
治
二
十
六
年
一
月
十
三
日
）
の
三
篇
だ
け
で
あ
る
。

発
表
時
期
が
、
「
蓬
莱
曲
」
（
劇
詩
）
と
、「
内
部
生
命
論
」
（
評
論
）
の
間
の
時
期
に
当
た
る
こ
れ
ら
の
小

説
に
関
し
て
は
、
従
来
、
透
谷
の
詩
ほ
ど
に
は
関
心
は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

明
治
二
十
五
年
六
月
、『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
二
〇
号
に
発
表
さ
れ
た
「
我
牢
獄
」
は
「
客
観
描
写

に
乏
し
」
く
「
内
面
的
思
惟
の
独
白
に
終
始
し
て
ゐ
る
」（
１８５
）
あ
る
い
は
、「
小
説
ら
し
か
ら
ぬ
小
説
で

あ
る
」
（
１８６
）
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

「
も
し
我
に
い
か
な
る
罪
あ
る
か
を
問
は
ゞ
、
我
は
答
ふ
る
事
を
得
ざ
る
な
り
、
然し

か

れ
ど
も
我
は
牢
獄

の
中う

ち

に
あ
り
」
と
い
う
書
き
出
し
で
こ
の
小
説
は
始
ま
る
。
そ
の
牢
獄
に
獄
吏
は
お
ら
ず
全
く
孤
寂
な
世

界
で
あ
る
。
獄
吏
は
人
間
の
形
を
と
ら
ず
「
名
譽
是
な
り
、
權
勢
是
な
り
、
富
貴
是
な
り
、
榮
達
是
な
り
、

是
等
の
も
の
、
我
に
對
す
る
異
様
の
獄
吏
に
て
あ
る
な
り
」
と
「
我
」
に
と
っ
て
特
殊
な
作
用
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
、「
我
」
は
「
生
れ
な
が
ら
に
し
て
此
獄
室
に
あ
り
し
に
あ
ら
ず
」
と
あ
り
、
獄
室
で
の
生

活
を
生
涯
の
第
二
期
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
に
あ
ら
ゆ
る
自
由
を
持
っ
て
い
た
第
一
期
が
あ
り
、
こ
の
「
自

由
の
世
」
と
「
牢
囚
の
世
」
と
の
懸
隔
は
甚
だ
し
い
。「
我
」
は
こ
の
自
由
の
時
代
の
記
憶
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
牢
獄
を
厭
う
べ
き
も
の
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
我
」
は
「
我
牢
獄
以
外
を
我
が
故
郷

と
呼
ぶ
が
故
に
、
我
が
想
思
の
趣
く
と
こ
ろ
は
廣
濶
な
る
一
大
世
界
あ
る
の
み
、
而
し
て
此
大
世
界
に
わ

れ
は
吾
が
悲
戀
を
湊
中

そ
う
ち
ゅ
う

す
べ
き
者
を
有
せ
り
」
と
語
り
、
悲
恋
の
記
憶
が
ま
す
ま
す
広
が
る
こ
と
を
明
言

し
て
い
る
。「
我
は
白
状
す
、
我
が
彼
女
と
相
見
し
第
一
回
の
會
合
に
於
て
、
我
靈
魂
は
其
半
部
を
失
ひ
て

彼
女
の
中う

ち

に
入
り
、
彼
女
の
靈
魂
の
半
部
は
斷た

ゝ

れ
て
我
中う

ち

に
入
り
、
我
は
彼
女
の
半
部
と
我
が
半
部
と
を

有
し
、
彼
女
も
我
が
半
部
と
彼
女
の
半
部
と
を
有
す
る
こ
と
ゝ
な
り
し
な
り
」
と
、
我
と
彼
女
が
魂
を
共

有
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、「
こ
の
半
裁
し
た
る
二
靈
魂
が
合
し
て
一
に
な
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
彼
女
も
我

も
圓
成
せ
る
靈
魂
を
有
す
る
と
は
言
ひ
難
か
る
べ
し
」
と
、
一
つ
に
融
合
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
こ
そ
、

「
知
覚
我
を
離
れ
ん
と
す
、
死
の
刺は

り

は
我
が
後

う
し
ろ

に
来
り
て
機を

り

を
覗
へ
り
。
「
死
」
は
近
づ
け
り
、
然し

か

れ
ど

も
こ
の
時
の
死
は
、
生
よ
り
も
た
の
し
き
な
り
。
我
が
生
け
る
間
の
「
明
」
よ
り
も
、
今
ま
死
す
る
際き

は

の

97 
 



「
薄
闇

う
す
や
み

」
は
我
に
取
り
て
あ
り
が
た
し
。
暗
黒
！
暗
黒
！
我
が
行
く
と
こ
ろ
は
關

あ
づ
か

り
知
ら
ず
。
死
も
亦
た

眠
り
の
一
種
な
る
か
も
、「
眠
り
」
な
ら
ば
夢
の
一
つ
も
見
ざ
る
眠
り
に
て
あ
れ
よ
。
を
さ
ら
ば
な
り
、
を

さ
ら
ば
な
り
」
と
い
う
厭
世
思
想
を
生
じ
る
結
末
と
な
る
。「
我
牢
獄
」
は
人
間
社
会
に
普
遍
的
な
、
だ
が

肉
眼
で
は
見
え
な
い
人
間
性
の
牢
獄
だ
と
い
う
点
で
、「
蓬
莱
曲
」
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
の
精
神
的
位
相

に
近
い
と
笹
淵
友
一
、
勝
本
清
一
郎
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
幸
田
露
伴
の
『
風
流
佛
』
の
影
響

の
あ
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
は
「
我
」
と
「
彼
女
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
つ
づ
く
小
説
「
星

夜
」
で
も
同
じ
表
記
で
あ
る
。 

明
治
二
十
五
年
七
月
、『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
二
二
号
に
透
谷
の
小
説
の
第
二
作
「
星
夜
」
が
「
我

牢
獄
」
と
同
じ
く
脱
蝉
子
の
名
で
発
表
さ
れ
た
。
附
記
に
よ
れ
ば
、
友
人
・
桜
井
明
石
の
失
恋
事
件
に
着

想
を
得
て
い
る
。
明
石
の
た
め
に
結
婚
式
で
「
春
駒
」
と
い
う
詩
を
朗
読
し
よ
う
と
透
谷
は
考
え
て
い
た

が
、
こ
の
婚
約
が
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
作
っ
た
小
説
が
「
星
夜
」
で
あ
る
と
い
う
。
自
分
が
モ
デ

ル
と
な
っ
た
桜
井
明
石
は
「
星
夜
」
を
評
す
る
一
文
（「
脱
蝉
子
に
与
へ
て
其
『
星
夜
』
を
評
す
」
）
を
書

き
、
そ
の
主
人
公
が
自
分
と
は
全
く
別
人
と
な
っ
て
い
る
と
非
難
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
透
谷
は
「
脱

蝉
子
の
答
へ
」
で
「
今
日
の
女
流
に
虚
名
虚
榮
を
慕
ふ
こ
と
多
く
し
て
男
子
の
心
膽
に
戀
す
る
こ
と
の
少

な
き
は
事
實
に
て
生
を
激
せ
し
め
た
る
一
原
因
と
な
り
居
り
候
」
と
述
べ
て
い
る
。 

主
人
公
は
原
生
館
の
音
楽
会
で
ア
ル
ト
の
独
誦
を
し
た
彼
女
を
初
め
て
見
、
そ
の
後
の
歌
留
多
会
で
恋

い
の
病
に
と
ら
わ
れ
る
。
友
人
の
世
話
で
彼
女
と
婚
約
す
る
が
、
一
年
間
は
学
業
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
な

る
。
五
ヶ
月
た
っ
た
こ
ろ
、
彼
女
の
母
親
か
ら
突
然
婚
約
破
棄
の
手
紙
が
届
く
が
、
本
人
か
ら
は
何
の
便

り
も
な
い
。「
信
じ
つ
疑
ひ
つ
、
迷
ひ
つ
晴
れ
つ
」
狂
っ
て
ゆ
く
主
人
公
は
、
彼
女
の
写
真
と
手
紙
と
を
送

り
返
し
て
、
絶
望
の
底
に
落
ち
る
。「
我
が
書
齋
は
荒
れ
は
て
た
る
廣ひ

ろ

野の

の
如
く
、
我
が
枕
は
冷
え
凍
り

た
る
野
中
の

巖い

は

に
も
似
た
り
」
と
夜
も
眠
れ
ぬ
主
人
公
は
空
の
景
色
で
も
眺
め
て
、
せ
め
て
心
の
安
ら

ぎ
を
得
よ
う
と
、
雨
戸
を
開
い
て
見
た
、「
月
は
西
へ
西
へ
と
落
ち
ゆ
き
て
、
慕
ひ
し
も
の
ゝ
影
は
な
く
、

茫
々
た
る
虚
空
に
無
數
の
星
屑

ほ
し
く
ず

の
炳へ

い

ゝ〱
た
る
あ
る
の
み
」
と
い
う
空
の
描
写
が
結
び
に
な
っ
て
い
る
。 

明
治
二
十
六
年
一
月
十
三
日
『
国
民
之
友
』
第
一
七
八
号
の
春
期
附
録
に
発
表
さ
れ
た
「
宿
魂
鏡
」
は

「
透
谷
の
小
説
の
中
で
は
一
応
小
説
ら
し
い
構
想
を
も
つ
た
作
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（
１８７
）
。
こ

の
作
品
は
「
上
」
と
「
下
」
か
ら
な
る
。「
上
」
は
牛
込
に
あ
る
戸
沢
男
爵
の
邸
、
「
下
」
は
白
河
村
か
ら

三
里
離
れ
た
一
小
村
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
主
人
公
で
あ
る
山
名
芳
三
は
東
京
の
大
学
に
入
り
、
戸
沢

男
爵
に
見
出
さ
れ
書
生
と
し
て
屋
敷
に
住
み
、
将
来
は
高
官
に
な
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

芳
三
の
学
費
を
出
し
て
く
れ
た
故
郷
白
河
在
住
の
孫
兵
衛
の
娘
・
阿
梅
と
は
婚
約
の
約
束
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
芳
三
は
山
名
家
の
令
嬢
弓
子
と
恋
仲
に
な
る
。
弓
子
の
継
母
は
あ
る
企
み
か
ら
芳
三
が
邪
魔
に
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な
り
、
故
郷
に
追
い
返
す
。
別
れ
際
、
弓
子
は
自
分
の
血
が
つ
い
た
古
鏡
を
贈
る
。
弓
子
は
継
母
に
よ
っ

て
亀
野
へ
嫁
が
せ
ら
れ
そ
う
に
な
り
、
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
の
芳
三
は
故
郷
で
鏡
に
映
る
弓
子

の
幻
像
に
取
り
つ
か
れ
、
狂
乱
状
態
に
陥
る
。
戸
沢
男
爵
は
弓
子
と
芳
三
と
の
仲
を
許
し
、
東
京
よ
り
戸

沢
家
の
執
事
・
福
田
を
芳
三
の
も
と
に
遣
わ
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
す
で
に
芳
三
は
古
鏡
を
抱
い
て
死
ん

で
い
た
。
そ
し
て
福
田
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
一
通
の
電
報
が
届
く
。「
今
朝
三
時
四
十
分
弓
子
死
す

彼
件
は
中
止
す
べ
し
」
。
も
う
一
人
の
ヒ
ロ
イ
ン
・
阿
梅
も
十
日
ほ
ど
寝
込
ん
だ
後
亡
く
な
る
。 

発
表
当
時
、
特
に
そ
の
主
題
に
関
し
て
、
高
い
評
価
と
低
い
評
価
の
両
方
が
な
さ
れ
た
。
影
響
関
係
に

関
し
て
は
、
同
時
代
の
『
浮
雲
』
（
金
港
堂
、
明
治
二
十
年
）
、
『
舞
姫
』
（
『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
三

年
）
と
の
関
連
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
真
夏
の
夜
の
夢
』
と
の
連
想
が
指
摘
さ
れ
た
。
中
国
古
典
文
学

と
関
連
づ
け
た
論
文
は
笹
淵
友
一
の
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
と
池
間
里
代
子
「
透
谷
と
『
紅

楼
夢
』
」
の
二
篇
だ
け
で
あ
る
。
笹
淵
友
一
の
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
で
は
「
宿
魂
鏡
」
の

鏡
即
ち
幻
鏡
を
愛
情
の
象
徴
と
し
た
理
由
が
読
者
に
十
分
理
解
で
き
な
い
」
と
し
、「
私
の
解
釈
で
は
こ
の

根
拠
は
清
朝
の
人
情
小
説
「
紅
楼
夢
」
の
「
風
月
鑑
」
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
１８８
）
。
当
時
、
儒
学

者
で
あ
る
田
辺
蓮
舟
（
１８９
）
に
つ
い
て
『
紅
楼
夢
』
を
読
ん
だ
島
崎
藤
村
は
そ
の
第
十
二
回
を
「
紅
楼
夢

の
一
節
―
風
月
宝
鑑
の
辞
―
」
の
題
で
抄
訳
し
、『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
二
一
号
（
明
治
二
十
五
年
六

月
十
八
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
雑
誌
に
、
透
谷
の
評
論
「
「
歌
念
佛
」
を
讀
み
て
」
が
載
せ
て
い
る
。

ま
た
、
透
谷
の
年
譜
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
五
年
六
月
四
日
号
か
ら
専
ら
『
白
表
・
女
學
雑
誌
』
へ
の
執

筆
が
多
い
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
か
ら
、
透
谷
は
島
崎
藤
村
が
抄
訳
し
た
『
紅
楼
夢
』
第
十
二
回
を
目
通

し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
笹
淵
友
一
の
指
摘
は
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
透
谷
の
「
宿
魂
鏡
」
に
見
え
る
中
国
古
典
文
学
の
影
響
は
本
当
に
島
崎
藤
村
の
抄
訳
し
た
『
紅
楼

夢
』
の
第
十
二
回
の
み
に
留
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、『
紅
楼
夢
』
に
留
ま
ら
ず
、
深
い
漢
文
学
素

養
を
も
っ
て
い
た
透
谷
の
「
宿
魂
鏡
」
の
中
に
見
ら
れ
る
中
国
古
典
文
学
の
影
響
を
見
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
う
。 
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第
一
節 

「
宿
魂
鏡
」
の
評
価
及
び
受
容 

 
「
宿
魂
鏡
」
の
発
表
当
時
、
透
谷
自
身
が
こ
の
作
品
を
「
非
常
に
不
出
来
だ
つ
た
」
と
認
め
た
こ
と
が

島
崎
藤
村
の
「
北
村
透
谷
の
短
き
一
生
」
（
『
文
章
世
界
』
一
九
一
二
年
年
十
月
）
の
中
に
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
理
由
を
藤
村
は
「
あ
の
作
は
透
谷
君
の
得
意
作
で
は
む
ろ
ん
な
か
つ
た
と
思
う
が
、
わ
た
し
に

は
そ
の
病
的
方
面
が
窺
わ
れ
る
と
思
う
」
と
考
察
し
て
い
る
。
藤
村
の
ほ
か
に
も
「
宿
魂
鏡
」
を
め
ぐ
る

評
は
い
く
つ
か
あ
る
。
田
山
花
袋
は
、 

 

硯
友
社
あ
た
り
で
は
、
殆
ん
ど
そ
れ
を
問
題
に
し
て
ゐ
な
か
つ
た
。「
あ
ゝ
い
ふ
風
に
西
洋
か
ぶ
れ
に

な
る
か
ら
駄
目
だ
！
ち
つ
と
も
人
間
が
書
け
て
ゐ
は
し
な
い
！
そ
れ
に
、
何
う
だ
？
あ
の
文
章
の
拙
さ

は
？
丸
で
論
文
か
何
か
書
く
気
で
小
説
を
書
い
て
ゐ
る
！
」
か
う
い
ふ
風
に
誰
も
彼
も
言
つ
た
。
技
巧

の
拙
な
さ
と
い
ふ
意
味
で
は
、
現
に
私
も
さ
う
思
つ
て
ゐ
た
。 

し
か
し
拙
い
と
言
つ
て
も
、
何
等
か
の
努
力
と
、
何
等
か
の
暗
示
と
、
何
等
か
の
新
し
さ
を
私
は
そ

こ
に
認
め
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
か
つ
た
。
（『
近
代
の
小
説
』
近
代
文
明
社
、
一
九
二
三
年
二
月
） 

 

と
述
べ
て
お
り
、
硯
友
社
の
作
家
達
は
透
谷
の
意
図
を
解
し
え
な
か
っ
た
が
、
何
ら
か
の
暗
示
は
、
何
ら

か
の
新
し
さ
が
存
在
す
る
こ
と
を
花
袋
は
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
正
宗
白
鳥
は
さ
ら
に
、
一
歩
進
ん

で
、
『
文
壇
的
自
叙
伝
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
八
年
十
二
月
）
の
中
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 

私
は
ま
だ
故
郷
に
ゐ
た
十
五
六
才
の
頃
に
、「
文
学
界
」
を
講
読
し
て
、
古
藤
庵
の
「
悲
曲
琵
琶
法
師
」

と
い
ふ
、
為
体
の
分
ら
ぬ
も
の
を
分
ら
ぬ
な
り
に
愛
誦
し
た
り
、「
国
民
之
友
」
新
年
号
附
録
所
蔵
の
北

村
透
谷
作
の
「
宿
魂
鏡
」
と
い
ふ
不
思
議
な
小
説
を
、
こ
れ
も
分
ら
ぬ
な
り
に
幾
度
も
読
返
し
て
感
動

し
た
り
し
て
ゐ
た
。
（
中
略
）
「
宿
魂
鏡
」
は
、
透
谷
の
作
中
で
は
、
樋
口
一
葉
の
「
た
け
く
ら
べ
」
が

彼
女
の
作
中
で
最
も
傑
出
し
て
ゐ
る
如
く
傑
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
透
谷
の
は
一
葉
の
作
品
の
や
う

に
日
本
趣
味
の
現
れ
で
な
く
、
一
般
向
き
で
な
く
技
巧
も
冴
え
て
ゐ
な
か
つ
た
が
、
当
時
の
文
壇
に
は

珍
し
く
独
創
的
分
子
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。 

 

少
年
こ
ろ
の
白
鳥
に
と
っ
て
は
一
葉
の
『
た
け
く
ら
べ
』
が
彼
女
の
作
中
で
最
も
傑
出
し
て
い
る
ご
と

く
「
宿
魂
鏡
」
が
透
谷
の
作
中
で
傑
出
し
て
お
り
、
「
不
思
議
な
小
説
」
で
、
「
当
時
の
文
壇
に
は
珍
し
く

独
創
的
分
子
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
白
鳥
の
「
不
思
議
」「
独
創
」
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
以
後
透
谷
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の
「
宿
魂
鏡
」
論
の
代
表
的
な
評
価
に
な
っ
て
い
る
。 

透
谷
の
「
宿
魂
鏡
」
を
め
ぐ
る
影
響
関
係
に
関
し
て
は
、
既
に
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
笹
淵
友
一
は
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
で
、
「
「
宿
魂
鏡
」
は
主
と
し
て
「
紅

楼
夢
」
の
「
風
月
鑑
」
と
「
風
流
仏
」
と
の
湊
合
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
具

体
的
に
い
う
と
、
「
宿
魂
鏡
」
は
「
透
谷
の
精
神
主
義
的
恋
愛
観
の
具
体
化
」
で
あ
る
が
、
「
宿
魂
鏡
」

の
鏡
即
ち
幻
鏡
を
愛
情
の
象
徴
と
し
た
理
由
が
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
着
想
は
藤
村
が
抄
訳
し
た
清
朝
の

人
情
小
説
『
紅
楼
夢
』
第
十
二
回
か
ら
示
唆
を
得
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
弓
子
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
芳

山
の
信
疑
二
筋
の
心
の
動
揺
等
は
『
風
流
仏
』
の
珠
運
の
煩
悶
の
場
面
に
酷
似
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
（
１９０
）
。
ま
た
、
橋
詰
静
子
の
「
『
舞
姫
』
の
反
措
定
と
し
て
の
『
宿
魂
鏡
』
―
『
蓬
莱
曲
』
前
論
」

で
は
、
人
物
設
定
と
テ
ー
マ
に
お
け
る
類
似
性
か
ら
、
同
時
代
の
森
鴎
外
の
『
舞
姫
』
と
の
比
較
検
討
を

行
っ
て
い
る
（
１９１
）
。
平
岡
敏
夫
は
『
北
村
透
谷 
評
伝
』
で
、
「
宿
魂
鏡
」
上
の
「
孫
兵
衛
の
隣
村
の

阿
夏
と
い
う
東
京
帰
り
の
開
化
娘
批
判
は
「
浮
雲
」
に
お
け
る
お
勢
批
判
と
重
な
っ
て
」
お
り
、
「
善
良

な
孫
兵
衛
も
ふ
く
め
て
「
宿
魂
鏡
」
に
「
浮
雲
」
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
、
橋

詰
静
子
と
同
じ
よ
う
に
、
同
時
代
の
作
品
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
「
宿
魂
鏡
」
下
の
「
美
し

い
弓
子
と
髑
髏
の
両
極
は
、
従
来
指
摘
が
な
い
が
、
露
伴
「
対
髑
髏
」
（
明
治
二
十
二
年
。
初
出
「
縁
外

縁
」
）
を
想
起
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
１９２
）
。
ま
た
、
呉
佩
珍
の
「
明
治
中
期
に
お
け
る
「
恋
愛
」

概
念
の
探
究
―
北
村
透
谷
の
『
宿
魂
鏡
』
を
軸
と
し
て
」
で
は
、
「
阿
梅
と
弓
子
と
の
間
の
関
係
は
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
真
夏
の
夜
の
夢
』
の
中
に
お
け
る
ヘ
レ
ナ
と
ハ
ー
ミ
ア
の
会
話
を
想
起
さ
せ
る
」
と

欧
米
文
学
と
の
関
連
も
さ
れ
て
い
る
（
１９３
）
。
池
間
里
代
子
の
「
透
谷
と
『
紅
楼
夢
』
」
に
は
、
笹
淵
友

一
の
論
考
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
宿
魂
鏡
」
の
半
年
前
に
発
表
し
た
随
筆
「
三
日
幻
鏡
」
の
「
幻
鏡
」
に

注
目
し
、
藤
村
が
『
紅
楼
夢
』
第
十
二
回
の
抄
訳(

明
治
二
十
五
年
六
月)

を
発
表
す
る
直
前
に
、
森
槐
南

が
第
一
回
の
抄
訳
を
『
城
南
評
論
』
第
一
巻
二
号
（
明
治
二
十
五
年
四
月
）
に
発
表
し
、
別
に
「
紅
楼
夢

評
論
」
を
『
早
稲
田
文
学
』
第
二
十
七
号
（
明
治
二
十
五
年
十
一
月
）
に
寄
稿
し
て
お
り
、
第
一
回
に
登

場
す
る
「
太
虚
幻
鏡
」
を
透
谷
が
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
１９４
）
。 

以
上
の
先
行
研
究
を
考
慮
し
た
上
で
、
「
宿
魂
鏡
」
の
影
響
関
係
に
お
い
て
、
信
憑
性
が
高
い
の
は
幸

田
露
伴
の
『
対
髑
髏
』
『
風
流
仏
』
お
よ
び
『
紅
楼
夢
』
の
第
一
回
の
抄
訳
（
森
槐
南
）
と
第
二
回
の
抄

訳
で
あ
る
と
言
え
る
。
幸
田
露
伴
の
『
風
流
仏
』
『
対
髑
髏
』
と
の
比
較
か
ら
、「
明
ら
か
な
こ
の
透
谷
独

自
の
方
法
を
可
能
に
し
た
の
は
「
幻
鏡
」
と
い
う
装
置
で
あ
」
る
と
平
岡
敏
夫
が
指
摘
し
て
い
る
（
１９５
）
。

こ
の
「
幻
鏡
」
と
い
う
装
置
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
笹
淵
友
一
が
清
朝
の
人
情
小
説
『
紅
楼
夢
』
か
ら
の

も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
透
谷
の
「
宿
魂
鏡
」
と
『
紅
楼
夢
』
並
び
に
中
国
古
典
文
学
に
つ
い
て
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考
察
す
る
前
に
、
透
谷
の
著
作
に
出
た
「
鏡
」
に
関
す
る
箇
所
を
全
体
と
し
て
把
握
し
た
い
。 
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第
二
節 

透
谷
の
著
作
に
お
け
る
「
鏡
」 

 

 
 

明
治
二
十
二
年
四
月
、
透
谷
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
「
楚
囚
之
詩
」
に
は
、
主
人
公
「
余
」
が
楚
囚
と

な
り
、
花
嫁
も
共
に
捕
ら
わ
れ
、「
山
頂
の
鷲
」
だ
っ
た
誇
り
高
い
青
年
の
獄
中
の
苦
し
み
を
歌
う
独
白
体

の
長
詩
の
「
第
十
二
」
と
「
第
十
三
」
の
間
に
、
意
味
あ
り
げ
な
挿
画
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
は
て
し
な

い
宵
闇
に
蝙
蝠
が
飛
ん
で
い
て
、
憔
悴
し
た
男
が
蝙
蝠
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
て
羽
織
を
広
げ
立
ち
上
げ
っ

て
い
る
構
図
で
あ
る
。
挿
画
の
左
上
方
の
鏡
の
よ
う
な
円
の
中
に
花
嫁
の
肖
像
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
鏡
」
と
い
う
字
が
「
楚
囚
之
詩
」
に
は
見
え
な
い
が
、
花
嫁
の
肖
像
が
手
鏡
を
思
わ
せ
る
構
図
に
な
っ

て
い
る
の
は
透
谷
が
「
鏡
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
た
め
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
楚
囚
之
詩
」

よ
り
二
年
後
の
明
治
二
十
四
年
五
月
に
、
出
版
さ
れ
た
「
蓬
莱
曲
」
に
は
、
「
鏡
」
と
い
う
語
句
が
は
っ

き
り
現
れ
て
い
る
。 

 

第
一
齣
（
一
場
）
蓬
莱
山
麓
の
森
の
中 

ぬ
ぐ
へ
ど
も
、
ぬ
ぐ
へ
ど
も
、
わ
が
精
神

た

ま

の
鏡
の 

く
も
り
を
如
何

い

か

に

せ
ん
、 

其
の
鏡
に
は
つ
れ
な
く
も
、 
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過
ぎ
こ
し
方
の
み
明
ら
か
に
、 

行
手

E

ゆ

く

て

A

は
悲
し

AE

暗

E

や

み

A

の

AE

暗

E

や

み

A

。 

 

第
二
齣
第
一
場 

蓬
莱
原
之
一 

ま
ば
ゆ
き
ば
か
り
の
其
光
に
、 

か
き
眩く

ら

ま
さ
れ
て
い
つ
し
か
再ま

た
曇
る
、
わ
が 

魂
鏡

E

た
ま
か
が
み

A

、
こ
れ
を
し
も
ま
た

AE

琵
琶

E

い

ま

し

A

の
AE

音
E

ね
A

に
、 

再
び
回か

へ
す
ほ
と
け
の
面お

も

！ 

 

第
三
齣
第
二
場 

蓬
莱
山
頂 

 
 

怪

E

あ
や

A

し
と
？ 

世
の

AE

生
涯

E

い

の

ち

A

こ
そ
怪
し
け
れ
、 

過
ぎ
こ
し
經
驗

か

た

や
鏡
な
る
…
… 

死
こ
そ
物
の
終
り
な
れ
、
死
し
て
消
ゆ
る
こ
そ
、 

死
す
れ
ば
こ
そ
、
復
た
他
の
生
涯

い

の

ち

に
も
入
る
ら
め
、 

来
れ
死
！ 

来
れ
死
！ 

 

「
蓬
莱
曲
」
に
表
れ
た
四
個
所
の
「
鏡
」
は
い
ず
れ
も
、
自
分
の
過
去
を
映
す
こ
と
が
で
き
る
鏡
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
鏡
は
曇
っ
て
お
り
、
主
人
公
が
「
ぬ
ぐ
へ
ど
も
、
ぬ
ぐ
へ
ど
も
」
、
く
も
り
は
消
す

こ
と
が
で
き
ず
、
か
え
っ
て
、
そ
の
「
鏡
」
に
は
見
た
く
な
い
自
己
の
過
去
の
姿
ば
か
り
が
映
る
。
主
人

公
の
知
り
た
い
未
来
は
何
ひ
と
つ
見
え
な
い
鏡
で
あ
る
。 

明
治
二
十
五
年
一
月
下
旬
、
透
谷
は
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
（
『
女
学
雑
誌
』
第
三
〇
三
、
三
〇
五
号
、

明
治
二
十
五
年
二
月
六
、
二
十
日
）
の
原
稿
を
携
え
て
、
巌
本
善
治
を
訪
問
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
文
壇
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
は
近
代
日
本
の
精
神
史
の
う
え
で
、
最
初
の
恋

愛
至
上
主
義
の
宣
言
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
誠
実
な
恋
愛
の
効
用
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
描
か
れ
た
「
鏡
」
は
恋
愛
を
比
喩
す
る
「
明
鏡
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
厭
世
家
は
「
我
が
眞

影
の
寫
る
を
見
」
、
ま
す
ま
す
厭
世
の
度
を
増
や
し
て
し
ま
い
、
婚
姻
は
彼
等
に
「
誠
信
と
楽
天
に
導
く

に
は
力
足
」
ら
ず
、
失
望
を
招
い
て
し
ま
う
。 
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恋
愛
は
一
た
び
我
を
犧
牲
に
す
る
と
同
時
に
我
れ
な
る
「
己
れ
」
を
寫
し
出
す
明
鏡
な
り
。
男
女
相

愛
し
て
後
始
め
て
社
界
の
眞
相
を
知
る
、
細
小
な
る
昆
蟲
も
全
く
孤
立
し
て
己
が
自
由
に
働
か
ず
、
人

間
の
相
集
つ
て
社
界
を
為
す
や
相
倚
托
し
、
相
抱
擁
す
る
に
よ
り
て
、
始
め
て
社
界
な
る
者
を
建
成
し
、

維
持
す
る
事
を
得
る
の
理
も
、
相
愛

さ
う
あ
い

な
る
第
一
階
を
登
つ
て
始
め
て
之
を
知
る
を
得
る
な
れ
。（
中
略
）

故
に
多
く
の
希
望
を
以
て
、
多
く
の
想
像
を
以
て
入
り
た
る
婚
姻
の
結
合
は
、
彼
等
を
し
て
敵
地
に
蹈

入
ら
し
め
た
る
が
如
き
の
み
。
彼
等
が
明
鏡
の
裡う

ち

に
我
が
眞
影
の
寫
る
を
見
て
、
益
厭
世
の
度
を
高
う

す
べ
き
も
、
婚
姻
の
歡
楽
は
彼
等
を
誠
信
と
楽
天
に
導
く
に
は
力
足
ら
ぬ
な
り
。 

 

五
ヵ
月
後
、
同
じ
雑
誌
で
発
表
さ
れ
た
「
徳
川
氏
時
代
の
平
民
的
理
想
」
（
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第

三
二
三
号
、
明
治
二
十
五
年
七
月
十
六
日
）
の
（
第
二
）
で
は
、
徳
川
時
代
に
平
民
の
理
想
と
な
っ
た
「
粹
」

に
つ
い
て
の
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

わ
れ
常
に
惟
へ
ら
く
、
至
粹

し

す

ゐ

は
極
致
の
翼
に
し
て
、
天
地
に
充
滿
す
る
一
種
の
精
氣
な
り
。
唯
だ
至

粹
を

嚮む

か

へ
て
之
を
或
境
地
に

箝は

む
る
は
人
間
の
業
に
し
て
、
時
代
な
る
者
は
常
に
其
の

擇
取

た
く
し
ゅ

し
た

る
至
粹
を
歴
史
の
明
鏡
に
寫
し
出
す
な
り
。 

 

こ
こ
で
の
「
明
鏡
」
も
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
と
同
じ
く
、
比
喩
的
表
現
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
明
治
二
十
五
年
九
月
十
五
日
に
、
『
平
和
』
第
六
号
で
発
表
さ
れ
た
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
で

は  

哲
學
あ
り
、
科
學
あ
り
、
人
生
を
研
究
せ
ん
と
企
つ
る
事
久
し
、
客
觀
的
詩
人
あ
り
、
主
観
的
詩
人

あ
り
、
千
里
の
天
眼
鏡
を
懸か

け

て
人
生
を
觀
測
す
る
こ
と
既
に
久
し
、
而
し
て
哲
學
を
以
て
、
科
學
を
以

て
、
詩
人
の
靈
眼
を
以
て
、
終つ

い

に
説
明
し
盡
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
夫そ

れ
人
生
な
る
か
な
。
（
中
略
）

凡
て
の
批
評
眼
を

抉く

じ

り
去
り
て
後
に

聖
經

せ
い
け
い

を

解と

か
む
と
す
る
は
、
む
か
し
羅
馬
教
の
積
弊
た
り
し

も
の
を
受
け
て
今
日
の
淺
薄
な
る

聖
經

せ
い
け
い

の
讀
者
が
為
す
と
こ
ろ
な
り
、
心
を
以
て
基
礎
と
し
、
心
を

以
て
明
鏡
と
し
、
心
を
以
て
判
斷
者
と
な
し
、
以
て
聖
經
に
教
ゆ
る
と
こ
ろ
を
行
は
ん
と
す
る
は
、
最

近
の
思
想
を
奉
じ
自
由
の
意
志
に
從
ひ
て
信
仰
を

形
か
た
ち
づ

く
る
も
の
な
り
け
り
。 

 

と
あ
り
、
鏡
は
運
命
・
吉
凶
な
ど
を
判
断
で
き
る
「
天
眼
鏡
」
に
一
変
し
た
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
し
て
も

人
生
は
説
明
し
尽
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
「
心
を
以
て
基
礎
と
し
、
心
を
以
て
明
鏡
と
し
、
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心
を
以
て
判
斷
者
と
な
し
」
と
「
明
鏡
」
の
比
喩
を
用
い
、
信
仰
を
形
る
の
が
最
近
の
傾
向
で
あ
る
と
論

じ
て
い
る
。
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
に
続
い
て
発
表
さ
れ
た
「
心
機
妙
変
を
論
ず
」
（
『
白
表
・
女
学

雑
誌
』
三
二
八
号
、
明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
四
日
）
で
は
、
「
心
鏡
」
と
い
う
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。 

 

最
後
に
彼
は
此
際
に
於
て
佛
智
を
得
た
り
。
彼
は
無
慚
、
無
愧
、
無
苦
、
無
憂
に
し
て
、
百
煩
悩
の

繁
擁
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
て
、
自
ら
知
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
な
り
。
然し

か

る
に
發
露
刀
一
た
び
彼
の
心
機

を
斷
截
す
る
や
、
彼
は
自
ら
依
怙

い

こ

す
る
と
こ
ろ
を
喪
ひ
た
り
、
佛
智
は
こ
の
一
瞬
間
に
彼
の
中う

ち

に
入

り
、
彼
を
し
て
照
明
の
心
鏡
に
對
せ
し
め
、
慚
愧
苦
憂
、
輾
轉
煩
悶
せ
し
め
、
然し

か

る
後
に
自
己
を
寄
す

る
と
こ
ろ
を
知
ら
し
め
た
り
。 

 

文
覚
が
意
中
人
で
あ
る
袈
裟
を
誤
殺
し
た
後
、
仏
智
を
得
る
。
彼
は
「
心
鏡
」
に
よ
っ
て
、
真
の
自
分

を
見
、
自
己
を
知
る
こ
と
と
な
る
。
つ
い
で
透
谷
は
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
二
九
号
に
「
處
女
の
純

潔
を
論
ず
（
富
山
洞
伏
姫
の
一
例
の
観
察
）
」
（
明
治
二
十
五
年
十
月
八
日
）
を
発
表
し
た
。
「
伏
姫
の

心
既
に
平
滑
に
な
り
て
、
苦
痛
全
く
痊
え
、
眞
如
鏡
面
又
た
一
物
の
存
す
る
な
し
」
と
具
体
的
に
伏
姫
の

心
を
鏡
面
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
例
え
て
い
る
。
一
ヶ
月
後
に
書
か
れ
た
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
（
『
白
表
・

女
学
雑
誌
』
三
三
二
号
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
五
日
）
と
い
う
詩
に
も
同
じ
心
を
鏡
と
す
る
趣
旨
が

見
え
る
。 

 

○
い
ま
の
心
の
鏡
の
う
ち
に
、 

む
か
し
の
榮
華
の
う
つ
る
と
き
、 

 
 
 

そ
の
す
が
た
か
た
ち
の
み
に
く
き
を
、 

 
 
 

わ
れ
は
笑
ひ
て
あ
は
れ
む
な
り
。 

○
む
か
し
を
拙
な
し
と
言
ふ
も
晩お

そ

し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
を
お
こ
ぞ
と
言
ふ
も
む
や
く
し
。 

 
 

夢
も
鏡
も
天あ

め

も
地つ

ち

も
、 

 
 

い
ま
の
わ
が
身
を
い
か
に
せ
む
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
二
十
六
年
四
月
二
十
二
日
、
透
谷
は
『
評
論
』
第
二
号
に
「
明
治
文
学
管
見
（
日
本
文
学
史
骨
）
」

を
発
表
し
た
。
「
文
学
」
に
関
す
る
論
の
中
で
も
鏡
の
比
喩
を
使
っ
て
い
る
。 
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文
學
は
人
間
と
無
限
と
を
研
究
す
る
一
種
の
事
業
な
り
、
事
業
と
し
て
は
然
り
、
而
し
て
其
起
因
す

る
と
こ
ろ
は
、
現
在
の
「
生
」
に
於
て
、
人
間
が
自
ら
の
滿
足
を
充
さ
ん
と
す
る
欲
望
を
塡
ぐ
為
に
あ

る
べ
し
。
文
学
は
快
楽
を
人
生
に
備
ふ
る
も
の
な
り
、
文
學
は
保
全
を
人
生
に
補
ふ
も
の
な
り
。
然
れ

ど
も
歴
史
上
に
て
文
學
を
研
究
す
る
に
は
、
そ
を
人
生
の
鏡
と
し
、
そ
を
人
生
の
欲
望
と
滿
足
の
像
影

と
し
て
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
（
中
略
）
徳
川
時
代
の
初
期
を
視
る
時
は
、
一
方
に
於
て
實
用
の
文
學
大

に
奬
勵
せ
ら
る
ゝ
間
に
、
他
方
に
於
て
は
単
に
快
楽
の
目
的
に
應
じ
た
る
文
學
の
勃
と
し
て
興
起
し
た

る
を
視
る
べ
し
。
武
士
は
倫
理
に
捕
は
れ
た
り
、
而
し
て
平
民
は
自
由
の
意
志

ウ

イ

ル

に
誘
は
れ
て
、
放
縦

な
る
文
學
を
形
成
せ
り
。
爰
に
至
り
て
平
民
的
思
想
な
る
も
の
ゝ
始
め
て
文
學
と
い
ふ
明
鏡
の
上
に
照

り
出
づ
る
も
の
あ
り
、
こ
れ
日
本
文
學
史
に
特
書
す
べ
き
文
学
上
の
大
革
命
な
る
べ
し
。
（
中
略
）
文

學
は
時
代
の
鏡
な
り
、
國
民
の
精
神
の
反
響
な
り
、
故
に
天
下
の
蒼
生
が
朝
夕
を
安
ず
る
こ
と
能
は
ざ

る
時
に
當
り
て
、
超
然
身
を
脱
し
て
心
を
虚
界
に
注
ぐ
べ
し
と
す
る
に
あ
ら
ず
。 

文
学
は
人
間
を
研
究
す
る
一
種
の
事
業
で
、
時
代
を
映
す
鏡
で
あ
る
と
透
谷
は
論
じ
て
い
る
。 

 
 
 

以
上
の
透
谷
の
著
作
に
出
た
「
鏡
」
を
総
合
的
に
見
る
と
、
透
谷
に
お
け
る
「
鏡
」
は
「
楚
囚
之
詩
」

の
花
嫁
の
肖
像
が
鏡
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
構
図
か
ら
、「
蓬
莱
曲
」
の
「
魂
鏡

た
ま
か
が
み

」（
＝
「
精
神
の
鏡
」
）

へ
、
さ
ら
に
、「
精
神
の
鏡
」
の
延
伸
と
言
え
る
「
心
鏡
」
に
ま
で
及
ぶ
。
そ
の
時
期
に
、
一
連
の
心
宮
論

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
文
学
に
関
心
を
寄
せ
る
時
は
、
透
谷
の
鏡
は
「
時
代
の
鏡
」
な
ど
の
比

喩
表
現
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。「
蓬
莱
曲
」
の
「
魂
鏡

た
ま
か
が
み

」
以
後
の
、「
心
鏡
」
や
「
時
代
の
鏡
」
は
い

ず
れ
も
「
魂
鏡

た
ま
か
が
み

」
に
属
し
て
い
る
。
明
治
二
十
六
年
一
月
十
三
日
、「
宿
魂
鏡
」
（『
国
民
之
友
』
一
七
八

号
）
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
テ
ー
マ
か
ら
も
、
そ
れ
ま
で
の
「
魂
鏡

た
ま
か
が
み

」
を
宿
そ
う
と
す
る
透
谷
の
姿
が
読

み
取
れ
る
。「
宿
魂
鏡
」
の
鏡
が
始
め
て
出
た
場
面
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

暫
く
あ
り
て
阿
鶴
と
か
云
ふ
腰
元
、
袖
に
持
た
せ
し
、
袱
裟
包

ふ
く
さ
づ
ゝ
み

、
中
に
は
怪
し
き
古
鏡
ひ
と
つ
、
何

や
ら
咡
き
て
芳
三
の
手
に
渡
し
出
で
行
き
し
が
、
懐
中
に
投
入
れ
ん
と
し
て
何
氣
な
く
袱
紗
を
披
き
面

鏡
を
視
れ
ば
、
鮮
や
か
な
る
紅
血
両
三
點
、
あ
の
美
し
い
指
を
む
ご
た
ら
し
う
傷き

づ

つ
け
し
か
。 

 

阿
鶴
の
袖
に
あ
る
袱
裟
包
に
包
ま
れ
る
古
鏡
は
「
蓬
莱
曲
」
の
「
精
神
の
鏡
」
、
及
び
以
後
の
「
心
鏡
」

な
ど
の
非
現
実
の
鏡
を
超
え
、
も
っ
と
以
前
の
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
の
花
嫁
の
姿
を
映
す
現
実
的
な
鏡
に

も
ど
っ
て
い
る
。
精
神
世
界
に
は
ま
っ
て
い
る
透
谷
は
何
故
、
急
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
現
実
に
戻
っ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
ど
う
し
て
「
宿
魂
鏡
」
の
文
字
通
り
、
精
神
を
鏡
に
宿
そ
う
と
す
る
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の
だ
ろ
う
か
。
透
谷
自
身
が
何
か
不
吉
の
兆
し
を
予
感
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
何
か
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
透
谷
の
死
と
関
連
す
る
よ
う
な
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。 

周
知
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
五
年
初
頭
か
ら
、
透
谷
は
意
識
的
に
現
実
社
会
に
向
っ
て
、
ペ
ン
を
持
っ

て
戦
い
を
挑
ん
だ
。
文
学
批
評
の
担
当
者
に
な
っ
た
『
女
学
雑
誌
』
が
中
心
だ
っ
た
が
、
編
集
者
・
主
筆

と
し
て
発
表
し
た
日
本
平
和
会
の
機
関
誌
『
平
和
』
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
彼
の
縊
死
ま
で
の
僅
か
二
年

数
ヶ
月
の
間
に
、
百
数
十
篇
に
及
ぶ
評
論
・
感
想
、
さ
ら
に
小
説
・
詩
が
書
き
残
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の

詩
も
「
楚
囚
之
詩
」
や
「
蓬
莱
曲
」
の
よ
う
な
叙
事
詩
・
劇
詩
の
詩
風
が
一
変
し
、
「
叙
事
性
（
＝
思
想

性
）
と
抒
情
性
を
抱
合
し
た
抒
情
性
（
叙
事
抒
情
性
）
の
時
代
に
変
わ
る
（
１９６
）
。
目
も
鼻
も
な
い
み
み

ず
が
、「
蟻
」
の
大
群
に
囲
ま
れ
て
食
い
殺
さ
れ
て
い
く
「
み
ゝ
ず
の
う
た
」、「
み
に
く
」
く
「
い
た
ま
し
」

い
乞
食
の
最
後
に
残
さ
れ
た
喜
び
で
あ
る
旅
路
の
果
て
の
再
び
目
覚
め
ぬ
眠
り
、
即
ち
「
死
」
を
描
く
「
ゆ

き
だ
ふ
れ
」、「
み
す
て
ら
れ
つ
ゝ
海
」
に
住
む
死
ぬ
こ
と
さ
え
も
許
さ
れ
な
い
蟹
が
、「
常
世
暗
」
の
水
底

で
生
き
て
ゆ
く
「
平
家
蟹
」
、
土
中
か
ら
這
い
出
て
舞
う
髑
髏
が
「
い
ざ
歸
ら
む
」
と
土
中
に
戻
っ
て
ゆ
く

「
髑
髏
舞
」
な
ど
の
地
上
的
生
存
の
過
酷
さ
を
う
た
う
詩
が
中
心
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、「
宿
魂
鏡
」
の

半
年
前
に
書
か
れ
た
「
我
牢
獄
」
に
は
、「
世
の
常
の
獄
室
と
異
な
」
る
獄
室
に
投
じ
ら
れ
、
孤
寂
な
主
人

公
「
我
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
結
末
は
こ
の
牢
獄
か
ら
脱
す
る
道
は
死
あ
る
の
み
と
い
う
暗
い
も
の
で
あ

る
。
透
谷
は
明
治
二
十
五
年
四
月
中
旬
以
後
、
麻
布
区
霞
町
二
十
二
番
地
に
転
居
し
、
同
年
八
月
三
十
日
、

国
府
津
在
前
川
村
の
長
泉
寺
の
一
室
に
転
居
し
、
ま
た
、
十
二
月
、
前
川
村
の
長
泉
寺
を
ひ
き
は
ら
っ
て
、

京
橋
区
弥
左
衛
門
の
父
母
の
家
に
戻
っ
た
。
何
か
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
何
か
か
ら
逃
れ
る
か

の
よ
う
に
、
一
年
に
三
回
引
越
し
を
繰
り
返
す
ほ
ど
彼
の
精
神
が
弱
り
、
ひ
ど
い
状
態
に
拘
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。「
死
」
は
す
で
に
彼
に
身
に
近
づ
く
こ
と
を
透
谷
自
身
が
す
で
に
意
識
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
厭

世
詩
家
と
女
性
」
に
よ
る
「
想
世
界
」
と
「
実
世
界
」
と
の
対
立
の
中
で
は
実
世
界
が
強
大
な
勢
力
で
あ

る
か
ら
、「
想
世
界
の
敗
将
」
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。「
我
が
自
ら
造
れ
る
天
地
」「
我
が
理
想
の
小
天
地
」

が
透
谷
に
と
っ
て
は
、
理
想
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
透
谷
は
実
世
界
と
戦
い
な
が
ら
、
想
世
界
を
追
求
し
続

け
た
。
し
か
し
、
精
神
世
界
の
追
求
は
生
へ
の
希
望
を
も
た
ら
さ
ず
、
彼
を
死
に
導
い
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
を
意
識
し
た
透
谷
は
そ
れ
ま
で
、
精
神
へ
の
追
求
を
鏡
に
宿
し
、
死
か
ら
離
れ
よ
う
と
、「
宿
魂
鏡
」
を

執
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
透
谷
が
想
像
し
た
魂
鏡
を
宿
す
こ
と
が
で
き
る
鏡
と
は

一
体
ど
ん
な
鏡
な
の
か
。
先
行
研
究
で
は
、
中
国
清
朝
の
人
情
小
説
『
紅
楼
夢
』
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い

る
の
み
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
『
紅
楼
夢
』
以
外
の
、
も
っ
と
広
い
範
囲
の
中
国
古
典
文
学
に
お
け
る
鏡

と
結
び
つ
け
て
考
察
す
る
。 
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第
三
節 

透
谷
の
小
説
と
中
国
古
典
文
学 

 
先
に
「
不
思
議
な
小
説
」
の
中
心
要
素
で
あ
る
「
鏡
」
と
の
受
容
に
関
し
て
は
、
藤
村
の
抄
訳
し
た
清

朝
の
人
情
小
説
『
紅
楼
夢
』
第
十
二
回
か
ら
示
唆
を
得
た
と
笹
淵
が
推
測
し
て
い
る
。
確
認
し
た
よ
う
に
、

池
間
里
代
子
は
笹
淵
の
論
考
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
宿
魂
鏡
」
の
モ
チ
ー
フ
と
『
紅
楼
夢
』
の
第
八
十
二

回
と
第
八
十
三
回
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
し
た
。
『
紅
楼
夢
』
の
第
八
十
二
回
・
八
十
三
回
に

お
け
る
黛
玉
に
「
心
」
を
見
せ
る
か
ら
と
言
っ
て
胸
を
切
り
開
く
宝
玉
に
驚
く
黛
玉
と
、
同
時
刻
に
心
臓

が
痛
い
と
大
騒
ぎ
す
る
宝
玉
の
「
別
床
同
夢
」
は
、
「
宿
魂
鏡
」
に
お
け
る
同
時
刻
に
死
亡
す
る
主
人
公

た
ち
と
似
通
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
宿
魂
鏡
」
の
半
年
前
に
書
か
れ
た
「
三
日
幻
鏡
」

と
結
び
つ
け
、
日
本
語
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
「
幻
鏡
」
と
い
う
装
置
は
藤
村
の
抄
訳
（
明
治
二
十
五

年
六
月
）
の
直
前
に
、
森
槐
南
が
抄
訳
し
た
第
一
回
（
『
城
南
評
論
』
第
一
巻
二
号
、
明
治
二
十
五
年
四
月
）

と
彼
が
書
い
た
「
紅
楼
夢
評
論
」
（『
早
稲
田
文
学
』
二
十
七
号
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
）
に
関
連
し
て

い
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。「
三
日
幻
鏡
」
の
「
幻
鏡
」
は
森
槐
南
が
訳
し
た
『
紅
楼
夢
』
第
一
回
に
で
て

く
る
「
太
虚
幻
鏡
」
を
借
用
し
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
１９７
）
。 

 

『
紅
楼
夢
』
が
始
め
て
日
本
に
渡
来
し
た
時
期
は
未
詳
だ
が
、
現
存
資
料
に
よ
る
と
、
す
で
に
寛
正
五

年
（
一
七
九
三
）
に
は
南
京
船
に
よ
っ
て
九
部
が
長
崎
に
舶
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
舶
載
書
目
に
は

時
々
そ
の
名
前
が
見
え
、
ま
た
長
崎
の
唐
通
事
た
ち
が
唐
話
（
中
国
語
）
の
教
材
と
し
て
使
用
し
て
い
た

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
幕
末
に
は
、
田
能
村
竹
田
が
『
屠
赤
瑣
瑣
録
』（
文
政
十
二
年
〜
一
八
二
九
年
）

中
に
書
名
を
引
い
た
こ
と
、
中
国
小
説
に
造
詣
の
深
い
滝
沢
馬
琴

た
き
ざ
わ
ば
き
ん

が
晩
年
七
十
歳
の
天
保
七
年
（
一
八
三

六
）
に
小
津
桂
窓
か
ら
漸
く
こ
の
長
編
を
借
り
、
数
年
間
手
元
に
置
い
て
披
閲
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

明
治
に
な
る
と
、
東
京
外
国
語
学
校
で
の
清
語
の
教
材
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
方
、
「
支
那
趣
味
」

を
解
す
る
文
人
の
中
に
も
大
河
内
輝
声
の
ご
と
く
こ
の
長
編
を
嗜
読
す
る
者
が
現
れ
る
（
１９８
）
。 

 

笹
淵
友
一
と
池
間
里
代
子
の
研
究
は
「
宿
魂
鏡
」
と
『
紅
楼
夢
』
と
の
類
似
点
だ
け
に
注
目
し
て
い
る

が
、
全
体
的
に
両
作
品
の
比
較
を
す
る
と
、
類
似
し
て
い
な
い
部
分
も
多
い
。
以
下
で
は
、
類
似
点
と
相

違
点
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
上
で
、
そ
の
相
違
と
由
来
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
。 

藤
村
訳
『
紅
楼
夢
』
第
十
二
回
は
道
士
が
病
が
日
々
に
重
く
な
る
賈
揣
に
「
風
月
宝
鑑
」
と
い
う
鏡
を

渡
し
、
決
し
て
そ
の
鏡
の
正
面
を
見
る
な
と
言
っ
て
去
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
賈
揣
が
鏡
を
受
け
と

り
、
背
面
を
照
し
て
み
る
と
、
一
個
の
髑
髏
が
そ
の
裏
に
立
っ
て
い
る
。
驚
き
懼
れ
て
正
面
を
返
せ
ば
最

愛
の
鳳
姐
が
そ
の
裏
に
現
れ
て
彼
を
さ
し
招
く
。
笹
淵
友
一
は
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
で
は
、

そ
の
場
面
を
引
用
し
な
が
ら
、「
幻
鏡
の
怪
異
を
中
心
と
す
る
構
想
に
お
い
て
、
両
者
は
完
全
に
一
致
し
て
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ゐ
る
。
更
に

胡
思
亂
想

と

つ

お

い

つ

、
髑
髏
等
と
い
ふ
「
紅
楼
夢
の
一
節
」
中
の
語
彙
が
「
宿
魂
鏡
」
に
も
あ
る
、

し
か
も
「
宿
魂
鏡
」
に
あ
る
だ
け
で
、
透
谷
の
他
の
文
章
や
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る

（
１９９
）
。
け
れ
ど
も
、
具
体
的
な
比
較
は
し
て
い
な
い
の
で
、
次
に
具
体
的
に
対
照
さ
せ
て
み
る
。（
前
句

は
「
宿
魂
鏡
」
か
ら
の
引
用
と
し
、
後
句
は
『
紅
楼
夢
』
か
ら
の
引
用
と
す
る
。「
宿
魂
鏡
」
を
「
宿
」
に

し
、
『
紅
楼
夢
』
を
『
紅
』
と
略
記
す
る
。）
（
２００
） 

 

① 

胡
思
亂
想 

「
宿
」
そ
の
面
影
を
、
右
に
眺
め
つ
左
に
眺
め
つ
、
起
し
て
視
つ
、
臥
さ
せ
て
視
つ
、
仰
ぎ
て
眺
め
つ
、

俯
し
て
眺
め
つ
、
取
つ
て
視
つ
、
措
き
て
視
つ
、
一
視
は
一
視
よ
り
想
を
亂
し
、
一
眺
は
一
眺
よ
り
心
を

奪
ひ
、
恍
々
惚
々
と
し
て
、
精
神
天
涯
に
浮
び
去
り
、
夢
と
も
現
と
も
、
幻
と
も
覺
と
も
、
身
一
ツ
を
置

か
ぬ
る
一
室
の
中
、
立
ち
つ
座
り
つ
胡
思
亂
想

と

つ

お

い

つ

、 

 

『
紅
』
さ
れ
ど
そ
の

花は

な

の

姿
す
が
た

の

眼
ま
な
こ

に

浮う

か

び
て
は
ま
た

恨う

ら

み
も
な
ら
ざ
る
に
、
思お

も

ひ
は

懐う

ち

に
む
す

ぼ
れ
て
胡
思
亂
想

と

つ

を

い

つ

に

一
夜

い

ち

や

ま
な
こ
を
合
せ
し
こ
と
も
あ
ら
ざ
り
け
り
。 

 

② 

高
く
叫
び 

「
宿
」
何
物
を
か
探
り
求
む
る
如
く
手
を
廣
げ
、
何
物
を
か
捉
へ
得
た
捉
る
如
く
空
を
攫
み
、
い
よ

く

ま
す

く
紛
々
亂
々
迷
々
惑
々
、
頓や

が

て
突
然
高
く
。
や
、
御
身

そ

な

た

は
。
と
叫
び
出
で
ぬ
。 

 

『
紅
』
お
の
れ

鏡
か
ヾ
み

を
わ
た
す
べ
き
か
と

一
聲

ひ

と

こ

え

高た

か

く

叫さ

け

び
し
の
み

復ま

た

も
の
を

言い

ひ

得え

ざ
る
に
、
か

た
は
ら
な
る

看
護

か

ん

ご

の

人ひ

と

々〲
こ
れ
を
あ
や
し
み

馳は

せ

寄よ

れ
ば
、
賈カ

揣ズ

イ

の

身み

は
す
で
に

氷
こ
ほ
り

の
ご
と
く

な
り
て
あ
り
ぬ
。 

 

③ 

髑
髏 

「
宿
」
懐
中
よ
り
例
の
古
鏡
を
取
出
れ
ば
、
照
々
と
寫
り
出
た
る
意
中
人
の
面
影
。（
中
略
）
彼
古
鏡
を
眞
向

ま

む

き

の
壁
に
抛
付
れ
ば
、
鏘
然

さ
う
ぜ
ん

た
る
音
も
ろ
共
に
、
朦
朧
と
し
て
異
態
の
怪
物
現
は
れ
出
た
り
。
髑
髏

こ

ろ

う

に
し

て

髑
髏

こ

ろ

う

に
あ
ら
ず
、
人
間
に
し
て
人
間
に
あ
ら
ず
、
悽
惨
醜
毒
の
状
、
一
々
筆
に
盡
し
難
し
、 

 

『
紅
』
「
風
月
宝
鑑

ふ
う
け
つ
ほ
う
か
ん

」
を

拿と

り
て

反は

ん

面め

ん

を

照て

ら

し
け
る
に
、
一
個

い

つ

こ

の

髑
髏

ろ

く

ろ

そ
の

裡う

ち

に

立た

ち
て
あ
り

け
り
。
（
中
略
）
さ
は
い
へ
そ
の

正
面

せ
い
め
ん

は

如
何

い

か

な
ら
む
と
、
こ
の
た
び
は

正
面

せ
い
め
ん

を

照て

ら

し
け
る
に
、
い
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か
に
し
け
む
最
愛

さ
い
あ
い

の

鳳
姐

ホ
ウ
タ
ン

そ
の
裡う

ち

に
あ
り
て

首
か
う
べ

を

點
う
な
づ

き
手て

を
招ま

ね

き
て
渠か

れ

を
呼よ

ぶ
め
り
。
あ
や

し
や
と

賈カ

揣ズ

イ

は

心
中

し
ん
ち
う

に

喜
よ
ろ
こ

ぶ
こ
と

一
方

ひ
と
か
た

な
ら
ず
。
悠ゆ

う

々〱
と
し
て

心
こ
こ
ろ

も

蘯と

け
な
む

斗は

か

り
、
覺お

ぼ

へ

ず

鏡
か
ヾ
み

の
う
ち
に
入い

り
て
鳳
姐

ホ
ウ
タ
ン

に
遇あ

ひ
し
よ
ろ
こ
び
を
言い

へ
ば
、
鳳
姐

ホ
ウ
タ
ン

ま
た
渠か

れ

を
送お

く

り
て

鏡
か
ヾ
み

の

外そ

と

に
出い

で
来き

た

り
ぬ
。 

 

以
上
の
対
照
に
よ
り
、「
胡
思
亂
想
」、「
高
く
叫
び
」
、「
髑
髏
」
の
用
字
上
の
類
似
が
は
っ
き
り
見
え
る

こ
と
、
意
中
人
と
髑
髏
が
交
代
に
出
た
場
面
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、「
宿
魂
鏡
」
の

「
古
鏡
」
は
「「
紅
楼
夢
」
の
や
う
に
両
面
鏡
で
な
い
宿
魂
鏡
に
お
け
る
弓
子
と
髑
髏
と
の
交
互
出
現
は
風

月
鑑
程
鮮
や
か
で
は
な
い
」（
２０１
）
と
笹
淵
友
一
の
指
摘
部
分
は
、
正
し
く
は
、「
弓
子
と
髑
髏
と
の
交
互

出
現
」
で
は
な
く
、
弓
子
と
「
髑
髏
に
し
て
髑
髏
に
あ
ら
ず
、
人
間
に
し
て
人
間
に
あ
ら
」
ざ
る
異
態
の

怪
物
と
の
交
互
出
現
で
あ
る
。
ま
た
、
鳳
姐
が
鏡
の
中
を
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
い
る
場
面
に
対
応
す
る

描
写
は
「
宿
魂
鏡
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
続
い
て
、
具
体
的
に
両
作
品
に
お
け
る
相
違
点
を
検
討
す
る
。 

 ① 

主
題 

『
紅
楼
夢
』
で
は
そ
も
そ
も
賈
揣
は
王
鳳
姐
と
の
間
に
恋
愛
関
係
は
成
立
し
て
い
な
い
。
藤
村
が
訳
し

た
第
十
二
回
の
冒
頭
に
は
「
こ
れ
は

痴
情

ち

ぜ

う

の

為た

め

に

病
死

び
や
う
し

す
る

賈
揣

カ

ズ

イ

な
る

人
物

じ
ん
ぶ
つ

を

借か

り
て
、
渠か

れ

が

色
則

し
き
そ
く

是
空

ぜ

く

う

な
る
禪
機

ぜ

ん

き

を
悟さ

と

り
得え

ざ
り
し
こ
と
を
叙ぢ

ょ

せ
る
一
節

い
つ
せ
つ

也
」と
あ
り
、
淫
欲
の
虚
妄
を
諷
し
、

人
を
悟
道
に
導
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
宿
魂
鏡
」
で
は
『
紅
楼
夢
』
と
異

な
り
、
恋
愛
関
係
が
成
立
し
、
主
人
公
の
芳
三
は
山
名
家
の
令
嬢
弓
子
と
恋
仲
に
な
る
関
係
が
描
か
れ
て

い
る
。 

 

② 

鏡
の
設
定 

『
紅
楼
夢
』
で
は
、
鏡
の
背
面
を
照
ら
し
て
み
る
と
、
一
個
の
髑
髏
が
そ
の
裡
に
立
っ
て
い
る
。
驚
き

怖
れ
て
正
面
を
返
せ
ば
最
愛
の
鳳
姐
が
そ
の
裡
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
両
面
鏡
で
あ
る
が
、「
宿
魂
鏡
」
で

は
、
両
面
鏡
で
な
い
「
古
鏡
」
に
、
弓
子
と
怪
物
が
交
互
的
に
出
現
す
る
。 

 

③ 

意
中
の
人
の
姿
が
映
さ
れ
る
形 

『
紅
楼
夢
』
で
は
「
こ
の
た
び
は

正
面

せ
い
め
ん

を

照て

ら

し
け
る
に
、
い
か
に
し
け
む

最
愛

さ
い
あ
い

の

鳳
姐

ホ
ウ
タ
ン

そ
の

裡う

ち

に

あ
り
て

首
か
う
べ

を

點
う
な
づ

き
手て

を
招ま

ね

き
て
渠か

れ

を
呼よ

ぶ
め
り
。（
中
略
）
覺お

ぼ

へ
ず

鏡
か
ヾ
み

の
う
ち
に
入い

り
て
鳳
姐

ホ
ウ
タ
ン

に
遇あ

ひ
し
よ
ろ
こ
び
を
言い

へ
ば
、
鳳
姐

ホ
ウ
タ
ン

ま
た
渠か

れ

を
送お

く

り
て

鏡
か
ヾ
み

の
外そ

と

に
出い

で
来き

た

り
ぬ
」
と

鳳
姐

ホ
ウ
タ
ン
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が
鏡
の
中
に
出
入
り
で
き
る
こ
と
に
対
し
て
、「
宿
魂
鏡
」
で
は
「
唯
だ
弓
子
の
魂
魄
が
鏡
の
中
に
打
ち
込

ま
れ
て
別
離
の
時
の
形
見
の
品
に
な
り
し
事
」
と
あ
り
、
弓
子
が
『
紅
楼
夢
』
の

鳳
姐

ホ
ウ
タ
ン

の
よ
う
な
鏡
の

中
に
自
由
に
出
入
り
す
る
能
力
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
鏡
の
中
に
魂
を
「
打
ち
込
」
ん
で
い
る
だ
け
で

あ
る
。 

 

④ 

鏡
の
用
途 

『
紅
楼
夢
』
で
は
、「
風
月
宝
鑑
」
と
い
う
鏡
は
、
賈
揣
の
「
寃
業
の
症
を
治
す
」
た
め
に
、
導
士
か
ら

渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
宿
魂
鏡
」
で
は
、
鏡
は
「
別
離
の
時
の
形
見
の
品
」
と
し
て
、
弓
子
の
指
示

で
腰
元
の
阿
鶴
か
ら
主
人
公
の
芳
三
に
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

⑤ 

鏡
を
投
げ
る
場
面 

『
紅
楼
夢
』
の
「
賈
揣
は

病
床

び
ょ
う
せ
う

に
あ
り
て

汗あ

せ

し
ん

〱
と

身み

を

浸ひ

た

し
、
正
面

せ
い
め
ん

を

照て

ら

し
て

鳳ホ

ウ

姐タ

ン

に
招よ

ば
れ
、
反
面

は
ん
め
ん

を
照て

ら

し
て
髑
髏

ろ

く

ろ

に
を
そ
れ
、
か
く
て
三
四
度ど

も

繰
返

く
り
か
へ

し
け
る
に
、
二
人

ふ

た

り

斗
ば
か
り

の

誰た

れ

と
も

知し

ら
ぬ
も
の

馳は

せ
来
り
て

鐵て

つ

の

鎖
く
さ
り

に

渠か

れ

を

巻ま

き
、
例れ

い

の

鏡
か
ゞ
み

を

奪う

ば

ひ

去さ

ら
む
と
せ
り
。」

に
対
し
て
、「
宿
魂
鏡
」
で
は
、
芳
三
が
「
古
鏡
を
眞
向
の
壁
に
抛
付
れ
ば
、
鏘
然
た
る
音
も
ろ
共
に
、
朦

朧
と
し
て
異
態
の
怪
物
現
は
れ
出
た
り
。
髑
髏
に
し
て
髑
髏
に
あ
ら
ず
、
人
間
に
し
て
人
間
に
あ
ら
ず
、

悽
惨
醜
毒
の
状
一
々
筆
に
盡
し
難
し
」
と
あ
り
、
鏡
が
投
げ
ら
れ
る
と
、「
異
態
の
怪
物
」
が
現
れ
る
。「
再

び
古
鏡
を

拿と

り

上
て
」
、
「
こ
の
時
忽
焉
と
し
て
、
壁
上
に
意
中
の
人
の
形
を
再
現
せ
り
。
可
愛
や
、
弓
子

か
。
と
言
は
ん
と
す
る
時
、
彼
方
の
壁
上
に
見
え
し
怪
物
が
そ
ろ

〱
と
歩
み
出
る
に
、
可
愛
の
弓
子
も

歩
み
は
じ
め
て
、
行
き
戻
り
入
り
亂
れ
、
或
は
走
り
或
は

駐と

ゞ

ま
り
、
逃
げ
つ
追
は
れ
つ
、
追
は
れ
つ
逃

げ
つ
。
忽
と
し
て
消
え
、
忽
と
し
て
現
じ
、
忽
と
し
て
浮
び
、
忽
と
し
て
滅
す
、
斯
く
す
る
こ
と

霎
時

し

ば

し

な
り
し
が
、
聲
も
出
ず
手
足
も
動
か
ず
、
ひ
た
あ
き
れ
に
あ
き
れ
て

背
そ
び
ら

に
汗
の
玉
な
す
ば
か
り
の
芳
三
、

只と

見
れ
ば
、
美
人
の
姿
は
何
時
し
か
消
え
て
、
彼か

の

怪
物
の
み
悠
々
と
し
て
壁
上
を
横
行
す
る
に
」
と
怪

物
と
弓
子
が
交
代
に
出
現
し
、
特
に
、
怪
物
と
弓
子
と
の
お
互
い
に
追
い
か
け
る
シ
ー
ン
に
は
、『
紅
楼
夢
』

の
「
髑
髏
」
の
出
現
の
場
面
よ
り
、
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
宿
魂
鏡
」
に
は
「
手
に
持
つ
た

る
古
鏡
を
再
び

抛
撲

な

げ

や

れ
ば
、
紙
障
の
破
る
ゝ
音
、
庭
上
に
落
つ
る
響
を
聞
き
し
が
、
か
の
怪
物
の
姿
こ

の
時
全
く
消
え
て
、
遠
吠
の
犬
の
聲
か
す
か
に
聞
え
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
、「
鏡
」
を
再
び
投
げ
る
と
「
遠

吠
の
犬
の
聲
」
が
聞
こ
え
る
と
い
う
場
面
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
『
紅
楼
夢
』
に
は
な
い
。 

 

以
上
の
比
較
を
通
し
て
、
両
作
品
の
主
題
の
違
い
を
除
い
て
、
異
な
る
の
は
「
鏡
」
に
か
か
わ
る
こ
と

（
鏡
の
出
現
、
鏡
に
映
る
女
性
、
鏡
の
用
途
、
鏡
を
投
げ
る
場
面
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
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れ
ら
の
違
い
は
た
だ
の
透
谷
の
想
像
に
よ
る
も
の
と
い
う
解
釈
で
は
い
さ
さ
か
不
足
を
覚
え
る
。
そ
こ
で

「
宿
魂
鏡
」
の
「
古
鏡
」
の
由
来
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
た
い
。 

 
 

 
 

こ
の
幻
鏡
の
来
歴
委
し
く
知
ら
ん
と
思
は
ゞ
、
造
化
の

主ぬ

し

を
呼
べ
よ
か
し
。
幾
千
年
前
に
い
づ
く

い
か
な
る
鬼
神
が
戯
れ
に
鑄
て
、
我
人
間
界
に
傳
へ
た
り
し
か
は
作
者
に
も
讀
者
に
も
秘
密
の
天
機
。

こ
の
幻
鏡
、
深
く

見
惚

み

と

れ
る
も
の
に
危
ふ
き
こ
と
あ
り
、
人
間
始
ま
つ
て
よ
り
、
こ
の
幻
鏡
に
釣
り

こ
ま
れ
て
、
奈
落
の
底
に
宙
乗
り
し
た
る
數
の
多
け
れ
ば
、
或
學
者
は
之
を
盲
鏡
と
呼
び
、
或
博
士
は

之
を
死
鏡
と
命な

づ

け
し
と
ぞ
、
學
者
に
も
博
士
に
も
、
こ
の
幻
鏡
の
由
来
は
未
だ
取
ら
ぬ
と
の
事
。 

 

「
宿
魂
鏡
」
は
「
幾
千
年
前
」、「
我
人
間
界
に
傳
へ
」
ら
れ
た
も
の
で
、「
作
者
に
も
讀
者
に
も
秘
密
の

天
機
」
な
ど
の
言
葉
で
描
か
れ
た
「
古
鏡
」
は
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。「
秘
密
の
天
機
」
を
含
ん

で
い
る
「
古
鏡
」
を
単
な
る
清
朝
の
『
紅
楼
夢
』
と
の
関
連
の
み
が
説
明
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ

こ
で
、
以
下
で
は
、
透
谷
の
「
宿
魂
鏡
」
の
「
古
鏡
」
の
由
来
を
探
る
た
め
に
、
中
国
に
お
け
る
鏡
の
歴

史
及
び
中
国
歴
史
上
の
鏡
に
関
す
る
物
語
な
ど
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
、「
宿
魂
鏡
」
と
の
関
連
性
を
考
察

し
た
い
。 

 

１ 

中
国
古
典
に
お
け
る
「
鏡
」
の
説
話 

 中
国
の
古
典
で
「
鏡
」
を
以
て
カ
ガ
ミ
を
あ
ら
わ
し
た
最
も
古
い
例
の
一
つ
は
『
荘
子
應
帝
王
篇
（
七
）
』

で
「
至
人
之
用
心
若
鏡
、
不
将
不
迎
、
應
而
不
蔵
、
故
能
勝
物
而
不
傷
。
（
至
人
の
心
を
用
ふ
る
は
鏡
の

若
く
、
将
ら
ず
迎
え
ず
、
應
じ
て
蔵
さ
ず
、
故
に
能
く
物
に
勝
へ
て
傷
ら
ず
。
）
」
の
ご
と
く
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
『
楚
辞
』
の
う
ち
宋
玉
の
作
っ
た
九
辯
に
も
「
今
脩
飾
而
窺
鏡
兮 

後
尚
可
以
竄
藏
（
今

脩
飾
し
て
鏡
を
窺
へ
ば
、
後
に
尚
以
て
竄
藏
す
可
し
。
）
」
と
あ
る
。
他
に
も
、
『
呂
氏
春
秋
・
達
鬱
』

の
篇
に
「
人
皆
知
説
鏡
之
明
己
也
、
而
悪
士
之
明
己
也
。
（
人
皆
鏡
の
己
を
明
ら
か
に
す
る
を
説
ぶ
こ
と

を
知
り
て
、
士
の
己
を
明
ら
か
に
す
る
を
悪
む
。
）
」
と
さ
れ
て
い
る
。
漢
代
の
文
献
で
あ
る
『
淮
南
子
』

に
は
鏡
に
関
す
る
記
事
が
頗
る
多
い
。
「
人
間
訓
」
に
「
夫
戟
者
所
以
攻
城
也
、
鏡
者
所
以
照
形
也
。
（
夫

れ
戟
は
城
を
攻
む
る
所
以
な
り
、
鏡
は
形
を
照
す
所
以
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
漢
・
劉
向
の
『
列
仙
伝
』

に
、
鏡
面
を
磨
く
負
局
先
生
の
よ
う
な
仙
人
も
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
説
話
に
出
て
き
た
「
鏡
」
を
神

秘
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
用
例
は
な
い
。 

初
め
て
鏡
を
神
秘
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
文
献
は
、
晋
朝
の
、
葛
洪
が
書
い
た
『
西
京
雑
記
』
で
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あ
る
。
そ
の
中
で
秦
の
始
皇
帝
が
、
人
間
の
内
臓
や
善
悪
を
映
し
出
す
鏡
を
所
有
し
て
い
た
話
が
採
録
さ

れ
て
い
る
。
更
に
、
後
漢
の
郭
憲
の
作
と
さ
れ
る
『
洞
冥
記
』
に
も
「
元
封
中
、
有
衹
国
献
此
鏡
。
照
見

魑
魅
、
不
獲
隠
形
。
（
衹
国
か
ら
献
上
さ
れ
た
青
金
鏡
が
魑
魅
百
鬼
を
照
見
し
、
本
来
の
姿
か
ら
逃
げ
れ

得
な
く
さ
せ
る
。
）
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
鏡
の
効
用
の
叙
述
が
集
中
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る

文
献
は
『
抱
朴
子
』
で
あ
る
。
命
を
延
ば
し
た
り
、
病
を
治
し
た
り
、
未
来
を
予
知
し
た
り
す
る
話
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
王
嘉
『
王
子
年
拾
遺
記
』
に
も
干
宝
『
捜
神
記
』
に
も
神
秘
的
な
鏡
の

話
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
時
代
が
下
り
、
隋
末
あ
た
り
に
流
通
し
て
い
た
鏡
に
関
す
る
説
話
を
集
大
成
し

た
の
は
唐
・
王
度
が
書
い
た
『
古
鏡
記
』
で
あ
る
。
九
話
か
ら
な
る
『
古
鏡
記
』
は
内
容
上
、
次
の
よ
う

に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
２０２
）
。 

 

第
一
、
三
、
五
、
六
、
七
、
九
話
（
鏡
が
妖
魔
の
正
体
を
現
し
殺
す
） 

第
二
話
（
鏡
が
日
蝕
・
月
蝕
に
影
響
さ
れ
る
） 

第
四
話
（
鏡
が
疫
病
に
な
っ
た
病
人
を
治
す
） 

第
八
話
（
鏡
が
荒
海
を
鎮
め
難
波
を
免
れ
る
） 

 

詳
細
は
後
述
す
る
が
、
美
し
い
女
性
の
姿
が
鏡
に
映
さ
れ
た
話
は
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
も
の
が
初
め
て

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
実
社
会
の
人
間
が
鏡
の
中
に
刻
ま
れ
、
或
い
は
鏡
の
中
に
入
る
話
は
元
・

伊
世
珍
『
瑯
嬛
記
』
が
最
初
で
あ
る
（
２０３
）
。
明
清
に
な
る
と
、
鏡
中
世
界
が
男
女
の
情
、
と
り
わ
け
婚

姻
と
密
接
に
結
び
つ
く
形
の
作
品
が
散
見
さ
れ
る
。 

 

２ 

「
宿
魂
鏡
」
と
中
国
古
典
文
学 

 

「
宿
魂
鏡
」
に
は
、
女
性
が
鏡
に
映
る
場
面
は
二
つ
あ
る
。 

 

① 

汝
我
を
欺
く
か
、
戀
よ
、
我
を
狂
人
と
呼
ぶ
は
汝
か
、
戀
よ
、
汝
、
我
を
愚
人
と
笑
ふ
か
、
戀
よ
、

我
が
學
問
を
捨
て
、
榮
達
を
捨
て
た
る
を
、
汝
、
我
を
變
物
と
嘲
る
か
、
戀
よ
。 

と
獨
り
言
ち
し
な
が
ら
、懐
中
よ
り
例
の
古
鏡
を
取
出
れ
ば
、照
々
と
寫
り
出
た
る
意
中
人
の
面
影
。 

② 

唯
だ
弓
子
の
魂
魄
が
鏡
の
中
に
打
ち
込
ま
れ
て
別
離
の
時
の
形
見
の
品
に
な
り
し
事
。 

 

一
つ
は
「
寫
り
出
た
」
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
打
ち
込
ま
れ
」
た
も
の
で
あ
り
、
程
度
が
違
う
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こ
と
が
う
か
が
え
る
。
女
性
が
鏡
に
映
る
物
語
と
い
う
と
、
中
国
の
鏡
の
説
話
で
は
、
唐
代
伝
奇
の
一
つ

で
あ
る
『
古
鏡
記
』
（
２０４
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
隋
の
大
業
七
年
（
六
一
一
年
）
、
「
私
（
王
度
）
」
は
古

い
鏡
を
手
に
入
れ
た
。
汾
陰
の
侯
生
が
死
に
臨
ん
で
私
に
遺
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
邪
悪
な
魑
魅
魍
魎
を

遠
ざ
け
、
屈
服
さ
せ
る
宝
鏡
で
あ
っ
た
。
私
が
宝
鏡
を
所
持
し
て
い
た
大
業
十
三
年
ま
で
の
不
思
議
を
後

世
に
書
き
残
す
と
い
う
物
語
で
あ
る
。 

 

至
其
年
六
月
、
度
歸
長
安
、
至
長
楽
坡
、
宿
於
主
人
程
雄
家
。
雄
新
受
寄
一
婢
。
頗
甚
端
麗
、 

名
曰
鸚
鵡
。
度
既
税
駕
、
將
整
冠
履
、
引
鏡
自
照
。
鸚
鵡
遥
見
、
即
便
叩
首
流
血
云
、
不
敢
住
。
（
其

の
年
の
六
月
に
至
り
、
度
は
長
安
に
歸
ら
ん
と
し
て
、
長
楽
坡
に
至
り
、
主
人
程
雄
の
家
に
宿
す
。
雄

は
新
た
に
一
婢
を
受
寄
す
。
頗
る
甚
だ
端
麗
に
し
て
、
名
づ
け
て
鸚
鵡
と
曰
ふ
。
度
既
に
駕
を
税
き
、

將
に
冠
履
を
整
へ
ん
と
し
、
鏡
を
引
き
て
自
ら
照
ら
す
。
鸚
鵡
遥
か
に
見
て
、
即
便
ち
叩
首
流
血
し
て

云
く
、
敢
て
住
ま
ら
ず
、
と
。
） 

 

と
王
度
が
鏡
を
引
き
寄
せ
自
分
の
姿
を
整
え
よ
う
と
し
た
と
き
、
鸚
鵡
と
い
う
女
中
が
鏡
を
遠
目
に
し

た
だ
け
に
も
関
ら
ず
、
正
体
を
現
す
こ
と
と
な
る
。
元
代
に
な
る
と
、
伊
世
珍
の
『
瑯
嬛
記
』
（
２０５
）
に
、

恋
患
い
で
病
床
に
臥
す
男
の
も
と
に
道
士
が
鏡
を
持
っ
て
く
る
と
い
う
物
語
が
あ
る
。 

 

方
喬
既
与
紫
竹
遇
、
（
中
略
）
昼
夜
思
之
面
貌
。
（
中
略
）
終
日
悲
嘆
、
幾
成
痼
疾
、（
中
略
）
一
日

遇
一
道
士
。
出
一
錦
囊
、
内
有
古
鏡
、
謂
喬
曰
、
（
中
略
）
吾
有
此
純
陽
古
鏡
、
（
中
略
）
此
鏡
一
触

陰
之
気
、
留
影
不
散
。
（
方
喬
既
に
紫
竹
と
遇
ひ
、
（
中
略
）
昼
夜
之
の
面
貌
を
思
ふ
。
（
中
略
）
終

日
悲
嘆
し
、
幾
ば
く
し
て
痼
疾
を
成
す
、（
中
略
）
一
日
一
道
士
の
、
一
錦
囊
を
出
す
に
遇
ふ
。
内
に
古

鏡
有
り
。
喬
曰
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
（
中
略
）
吾
に
此
の
純
陽
古
鏡
有
り
、
（
中
略
）
此
の
鏡
一
た
び

陰
の
気
に
触
れ
な
ば
、
影
を
留
め
て
散
ぜ
ず
」
と
。 

 

道
士
が
方
喬
に
渡
し
た
鏡
は
恰
も
カ
メ
ラ
の
よ
う
に
紫
竹
の
姿
を
鏡
の
中
に
留
め
る
。
こ
の
話
は
明
・

王
世
貞
『
艶
異
編
』
や
馮
夢
龍
『
情
史
』
に
も
採
録
さ
れ
た
。
馮
夢
龍
『
情
史
』
（
２０６
）
に
は
、
「
紫
竹

顧
鏡
、
影
遂
留
焉
（
紫
竹
鏡
を
顧
れ
ば
、
影
遂
に
留
ま
る
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
清
・
蒲
松
齢
『
聊
斎
志

異
』
巻
六
「
八
大
王
」
（
２０７
）
に
も
、
「
（
馮
生
）
得
一
鏡
。
（
中
略
）
佳
人
一
照
、
則
留
影
其
中
、
磨

之
不
能
滅
也
。
（
（
馮
生
）
一
鏡
を
得
。
（
中
略
）
佳
人
一
た
び
照
ら
せ
ば
、
則
ち
影
其
の
中
に
留
ま
り
、

之
を
磨
け
ど
滅
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
唐
・
『
古
鏡
記
』
か
ら
清
・
『
紅
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楼
夢
』
ま
で
美
女
と
鏡
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

唐
（
美
女
が
鏡
に
映
さ
れ
る
）→

元
（
影
を
留
め
て
散
ぜ
ず
）→

清
（
鏡
に
出
入
り
す
る
） 

 

元
・
伊
世
珍
「
瑯
嬛
記
」
の
「
留
影
不
散
」
は
『
紅
楼
夢
』
の
鏡
に
出
入
る
と
い
う
場
面
の
萌
芽
の
段

階
で
あ
る
と
森
中
美
樹
が
指
摘
し
て
い
る
（
２０８
）
。
「
宿
魂
鏡
」
の
弓
子
が
鏡
の
中
に
「
打
ち
込
ま
れ
て
」

い
る
場
面
は
元
・
伊
世
珍
『
瑯
嬛
記
』
の
「
留
影
不
散
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
宿
魂

鏡
」
の
古
鏡
は
『
紅
楼
夢
』
の
鏡
に
出
入
り
す
る
場
面
の
前
の
段
階
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

「
宿
魂
鏡
」
に
お
け
る
弓
子
の
魂
魄
が
打
ち
込
ま
れ
る
鏡
が
「
別
離
の
時
の
形
見
の
品
」
と
し
て
芳
三

に
渡
さ
れ
る
。
鏡
を
愛
の
し
る
し
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は
、
南
朝
宋
・
劉
義
慶
が
著
し
た
志
怪
小
说
集

で
あ
る
『
幽
明
録
』
（
２０９
）
に
見
ら
れ
る
。
「
義
煕
三
年
（
四
〇
七
）
、
山
陰
徐
琦
毎
出
門
、
見
一
女
子
、

貌
極
豔
麗
、
琦
便
解
臂
上
銀
鈐
贈
之
。
女
曰
、
感
君
來
貺
、
以
青
銅
鏡
与
琦
、
便
爾
結
為
伉
儷
」
。
同
じ
く
、

陳
の
太
子
舎
人
徐
徳
言
の
妻
は
才
色
冠
絶
で
あ
っ
た
が
、
乱
に
あ
い
、
共
に
暮
ら
す
こ
と
か
な
わ
ず
、
別

れ
に
の
ぞ
ん
で
、
鏡
を
割
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
も
ち
、
縁
が
あ
れ
ば
正
月
十
五
日
、
市
で
売
り
に
出
せ
ば
、
そ

の
日
の
う
ち
に
訪
ね
よ
う
と
約
束
し
た
（『
本
事
詩
』
、『
太
平
広
記
』
一
六
六
）
。（
２１０
） 

ま
た
、
女
性
が
鏡
に
映
さ
れ
る
、
唐
初
の
『
古
鏡
記
』
の
冒
頭
に
は
、
王
度
が
経
験
し
た
怪
異
の
事
件

の
前
に
、
不
思
議
な
力
を
も
つ
神
鏡
の
様
子
が
描
写
さ
れ
る
。 

 

鏡
横
径
八
寸
、
鼻
作
麒
麟
蹲
伏
之
象
。
遶
鼻
列
四
方
、
亀
竜
鳳
虎
、
依
方
陳
布
。
四
方
外
又
設
八
卦
、

卦
外
置
十
二
辰
位
而
具
畜
焉
。
（
鏡
の
横
径
八
寸
、
鼻
は
作
麒
麟
蹲
伏
の
象
を
作
す
。
鼻
を
遶
り
て
四

方
に
列
な
る
は
、
亀
竜
鳳
虎
、
方
に
依
り
て
陳
布
す
。
四
方
の
外
又
た
八
卦
を
設
け
、
卦
の
外
は
十
二

辰
位
を
置
き
て
畜
を
具
に
す
。
） 

 

鏡
面
の
裏
側
の
装
飾
、
つ
ま
り
、
亀
・
竜
・
鳳
・
虎
・
が
四
方
（
北
・
東
・
南
・
西
）
の
方
角
に
従
っ

て
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
我
牢
獄
」
（
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
三
二
〇
号 

明
治
二
十
五
年
六
月
四

日
）
の
主
人
公
が
禁
籠
さ
れ
る
牢
獄
の
描
写
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は 

 

余
を
囲
む
に
は
堅
固
な
る
鐵
塀
あ
り
、
余
を
繋
ぐ
に
は
鋼
鐵
の
連
鎖
あ
り
、
之
に
加
ふ
る
に
東
側
の

巖
端
に
は
危
ふ
く
懸
れ
る
倒
石
あ
り
て
我
を
脅
か
し
、
西
方
の
鐵
窓
に
は
巨
大
な
る
悪
蛇
を
住
ま
せ
て

我
を
怖
れ
し
め
、
前
面
に
は
猛
虎
の
檻
あ
り
て
、
我
室
内
に
向
け
て
戸
を
開
き
あ
り
、
後
面
に
は
彼
の
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印
度
あ
た
り
に
あ
り
と
い
ふ
毒
蝮
の
尾
の
鈴
、
斷
間

た

え

ま

な
く
我
が
耳
に
響
き
た
り
。 

 
「
我
が
投
ぜ
ら
れ
た
る
獄
室
は
世
の
常
の
獄
室
と
は
異
な
り
、
全
く
我
を
孤
寂
に
委
せ
り
」
と
し
て
、

奇
怪
な
獄
室
の
様
子
が
描
写
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
獰
猛
な
動
物
が
主
人
公
に
迫
っ
て
い
る
描
写
は『
古
鏡
記
』

の
青
銅
鏡
の
形
に
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
透
谷
は
「
我
牢
獄
」
の
「
世
の
常
の
獄

室
と
は
異
な
」
る
牢
獄
の
描
写
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

さ
ら
に
、「
宿
魂
鏡
」
と
『
紅
楼
夢
』
と
の
「
高
く
叫
び
」
と
い
う
用
字
の
類
似
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、「
宿
魂
鏡
」
で
は
、
弓
子
と
の
恋
仲
に
陥
た
芳
三
が
弓
子
の
継
母
に
故
郷
に
追
い
出
さ
れ
、
病
床
に

つ
く
。
い
い
な
ず
け
で
あ
る
阿
梅
が
芳
三
を
見
舞
い
に
来
た
が
、
芳
三
に
室
か
ら
押
し
出
さ
れ
る
。
室
に

い
る
芳
三
は
「
微
か
に
風
に
乗
り
来
る
阿
梅
の
悲
鳴
を
何
と
聽
く
ら
む
」
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
「
悲
鳴
」

と
い
う
言
葉
は
『
古
鏡
記
』
に
も
見
ら
れ
る
。「
大
業
十
三
年
七
月
十
五
日
、
匣
中
悲
鳴
、
其
聲
纖
遠
、
俄

而
漸
大
、
若
龍
咆
虎
吼
。
良
久
乃
定
。
開
匣
視
之
、
即
失
鏡
矣
。
（
大
業
十
三
年
七
月
十
五
日
、
匣
中
悲

鳴
し
、
其
の
聲
纖
遠
な
る
も
、
俄
に
し
て
漸
く
大
に
し
て
、
龍
の
咆
え
虎
の
吼
ゆ
る
が
若
し
。
良
久
し
く

し
て
乃
ち
定
ま
る
。
匣
を
開
き
て
之
を
視
れ
ば
、
即
ち
鏡
を
失
へ
り
。
）
」
と
『
古
鏡
記
』
の
鏡
は
「
悲

鳴
」
を
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
最
後
に
「
失
鏡
（
鏡
を
失
）
」
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
宿
魂

鏡
」
で
も
芳
三
が
再
び
古
鏡
を
投
げ
る
時
、
「
紙
障
の
破
る
ゝ
音
、
庭
上
に
落
つ
る
響
を
聞
き
し
が
、
か

の
怪
物
の
姿
こ
の
時
全
く
消
え
て
、
遠
吠
の
犬
の
聲
か
す
か
に
聞
え
ぬ
」
と
鏡
の
行
方
は
描
か
れ
ず
、「
怪

物
の
姿
こ
の
時
全
く
消
え
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
『
古
鏡
記
』
の
「
鏡
」
は
「
悲
鳴
」
を
発
し
、

「
宿
魂
鏡
」
の
「
鏡
」
は
人
の
声
で
は
な
い
が
、
音
を
発
す
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
透
谷
は
「
宿

魂
鏡
」
の
中
で
「
悲
鳴
」
と
い
う
言
葉
を
鏡
に
は
使
わ
ず
、
阿
梅
に
使
う
。
ま
た
、
鏡
自
体
は
消
え
な
い

が
、
鏡
か
ら
出
て
き
た
怪
物
は
鏡
を
再
度
投
げ
つ
け
る
こ
と
で
消
え
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
「
怪
物
の
姿

こ
の
時
全
く
消
え
て
」
し
ま
っ
た
後
、「
遠
吠
の
犬
の
聲
か
す
か
に
聞
え
ぬ
」
と
い
う
一
節
を
透
谷
が
設
定

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
怪
物
の
正
体
は
犬
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
消
滅
す
る
時
に
、
元
の
姿
に

戻
る
と
い
う
展
開
は
中
国
の
六
朝
時
代
の
怪
談
に
お
い
て
常
套
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
陶
淵
明
と
仮
託
さ

れ
る
『
捜
神
後
記
』
「
林
慮
山
亭
犬
」
（
２１１
）
に
は
、 

 

林
慮
山
下
有
一
亭
、
人
毎
過
此
宿
者
、
輒
病
死
。（
中
略
）
至
中
夜
、
忽
有
十
餘
人
来
、
與
伯
夷
並
坐
、

蒲
博
。
伯
夷
密
以
鏡
照
之
、
乃
是
群
犬
。
（
中
略
）
伯
夷
懷
刀
、
捉
一
人
刺
之
。
初
作
人
喚 

遂
死
成

犬
。
餘
悉
走
去
。（
林
慮
山
の
下
に
一
つ
の
亭
が
あ
る
。
こ
こ
を
通
っ
て
、
そ
こ
に
宿
る
者
は
み
な
病
死

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）
夜
な
か
に
十
余
人
が
あ
つ
ま
っ
て
来
て
、
彼
と
列
ん
で
坐
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を
占
め
た
が
、
博
奕
の
勝
負
を
し
た
。
伯
夷
は
ひ
そ
か
に
鏡
を
以
て
窺
う
と
、
か
れ
ら
の
顔
は
み
な
犬

で
あ
っ
た
。（
中
略
）
か
れ
は
懐
ろ
刀
を
ぬ
き
出
し
て
、
や
に
わ
に
そ
の
一
人
を
突
き
刺
す
と
、
初
め
は

人
の
よ
う
な
叫
び
を
揚
げ
た
が
、
や
が
て
倒
れ
て
犬
の
姿
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
、
他
の
者
ど
も
は

み
な
逃
げ
去
っ
た
。
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
あ
り
、
人
に
刺
さ
れ
る
と
、
元
の
犬
の
姿
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
透
谷
の
犬
の
描
写
は
「
蓬
莱
曲
」

に
も
見
ら
れ
る
。 

 

第
二
齣
第
一
場 

 

わ
れ
の
み
と
思
ひ
は
差た

が

ひ
て
、 

情

E

つ
れ

A

な
き
人
に
飼
は
れ
て
や
、 

あ
は
れ
小こ

狗い
ぬ

の
痩や

せ
さ
ら
ば
へ
た
る
が 

わ
が
前
に
悲
し
く
尾
を
垂
れ
て 

物

E

も
の

AAE

欲

E

ほ

A

し

AE

氣

E

げ

A

に
鳴
き
し
に
わ
れ
も 

AE

物

E

も
の

AAE

言

E

い

A

は
ぬ

A
E

涙

E

な
み
だ

A

を
催
し
て 

AE

糧

E

か
て

A

を
分
ち
て
取
ら
し
つ
ゝ
、 

AE

旅

E

た
び

AAE

路

E

ぢ

A

の

AE

伴

E

と
も

A

と
せ
し
事
も
あ
り
き
、 

AE

彼
狗

E

か
の
い
ぬ

A

今
は
い
か
に
な
り
し
、 

AE

桀

E

け
つ

A

に
や

AE

飼

E

か

A

は
れ
て

AE

堯

E

げ
う

A

に
吠
ゆ
る 

た
ぐ
ひ
と
な
り
も
や
し
て
ん
。
」 

 

と
あ
り
、
桀
の
犬
堯
に
吠
ゆ
と
い
う
中
国
の
古
典
の
諺
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

「
宿
魂
鏡
」
と
『
紅
楼
夢
』
と
の
相
違
点
の
も
う
一
つ
は
主
題
の
違
い
で
あ
る
。
『
国
民
之
友
』
第
一

七
七
号
（
明
治
二
六
年
一
月
）
に
「
宿
魂
鏡
」
の
予
告
文
が
載
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

嗚
呼
弓
子
の
影
此
中
に
現
ず
、
彼
の
女
の
心
は
此
の
中
に
籠
れ
り
、
詩
人
は
曾
つ
て
此
の
幻
鏡
を
把

つ
て
、
盲
鏡
と
呼
び
、
死
鏡
と
名
づ
く
、
さ
れ
ど
こ
は
人
間
最
高
の
愛
情
也
、
最
純
最
潔
の
愛
是
れ
也
。

宿
魂
鏡
宿
魂
鏡
、
我
れ
之
を
懐
い
て
名
を
捨
て
た
り
、
利
を
捨
て
た
り
、
果
て
は
此
の
世
も
此
の
命
も
、

一
篇
悲
観
的
の
文
字
、
悽
愴
人
を
愁
殺
す
、
又
得
易
か
ら
ざ
る
の
大
作
也
。 
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「
人
間
最
高
の
愛
情
也
、
最
純
最
潔
の
愛
是
れ
也
」
は
透
谷
が
構
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
の
主
題

の
違
い
に
関
し
て
は
、
笹
淵
友
一
は
幻
鏡
の
怪
異
を
中
心
と
す
る
構
想
に
お
い
て
、
藤
村
の
抄
訳
し
た
『
紅

楼
夢
』
第
十
二
回
と
「
宿
魂
鏡
」
は
一
致
し
て
い
る
が
、「
荘
子
の
所
謂
寓
言
で
あ
り
、
道
教
の
本
体
論
の

立
場
か
ら
淫
欲
の
虚
妄
を
諷
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
思
想
は
「
宿
魂
鏡
」
の
恋
愛
肯
定
と
は
全

く
反
対
で
あ
る
」
と
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
原
文
の
淫
猥
な
現
実
味
は
切
り
捨
て

て
比
較
的
下
品
で
な
い
恋
愛
物
語
に
化
し
て
い
る
」「
藤
村
の
抄
訳
の
み
を
読
み
、
原
文
を
読
ん
で
い
な
か

っ
た
か
ら
」
と
述
べ
て
い
る
（
２１２
）
。
実
は
、
透
谷
の
劇
詩
『
蓬
莱
曲
』
の
中
の
主
人
公
素
雄
と
愛
人
露

姫
と
の
悲
恋
、
評
論
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
「
処
女
の
純
潔
を
論
ず
」
な
ど
を
通
し
て
、「
人
間
最
高
の
愛

情
也
、
最
純
最
潔
の
愛
」
と
い
う
主
題
が
透
谷
の
著
作
に
お
い
て
貫
か
れ
て
い
る
。「
蓬
莱
曲
」
に
お
け
る

主
人
公
素
雄
と
愛
人
露
姫
と
の
悲
恋
、
愛
人
露
姫
が
死
ん
だ
後
、
仙
姫
に
な
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
玄

宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
恋
愛
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
第
二
章
第

二
節
）
。
透
谷
の
「
人
間
最
高
の
愛
情
也
、
最
純
最
潔
の
愛
」
へ
の
追
求
は
藤
村
の
抄
訳
し
た
、
下
品
で
は

な
い
恋
愛
物
語
で
あ
る
『
紅
楼
夢
』
に
由
来
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
を
愛
好
す
る

気
持
ち
と
関
係
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

両
作
品
の
も
う
一
つ
の
違
い
は
鏡
の
設
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。『
紅
楼
夢
』
で
は
、
鏡
の
背
面
を
照

ら
し
て
み
る
と
、
一
個
の
髑
髏
が
そ
の
裡
に
立
っ
て
い
る
。
驚
き
怖
れ
て
正
面
を
返
せ
ば
最
愛
の
鳳
姐
が

そ
の
裡
に
現
れ
る
。「
宿
魂
鏡
」
で
は
、
両
面
鏡
で
な
い
「
古
鏡
」
に
、
弓
子
と
髑
髏
が
交
互
的
に
出
現
す

る
。
「
弓
子
」
が
「
生
」
を
表
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
怪
物
」
は
「
死
」
を
表
す
。
こ
う
い
っ
た
鏡
の
一

面
で
生
と
死
を
司
る
鏡
は
『
列
仙
伝
』
の
崑
崙
十
二
仙
の
一
人
で
あ
る
赤
精
子
が
持
っ
て
い
る
陰
陽
鏡
で

あ
る
。『
封
神
演
義
』
の
第
五
十
九
回
（「
殷
二
洪
、
下
山
し
て
四
将
を
収
め
る
」
）
に
、
赤
精
子
が
弟
子
で

あ
る
殷
洪
に
宝
物
の
一
つ
で
あ
る
陰
陽
鏡
を
渡
す
時
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
此
鏡
半
邊
紅
，
半
邊

白
。
把
紅
的
一
晃
便
是
生
路
，
把
白
的
一
晃
便
是
死
路
。（
こ
の
鏡
は
片
面
が
赤
く
て
、
片
面
が
白
い
。
赤

い
面
で
一
晃
さ
せ
れ
ば
、
蘇
生
さ
せ
る
一
方
、
白
い
面
で
一
晃
さ
せ
れ
ば
、
死
な
せ
る
）
」
と
あ
る
（
２１３
）
。 

 

鏡
を
投
げ
る
最
後
の
場
面
に
関
し
て
は
、『
紅
楼
夢
』
で
は
、
賈
揣
が
「
古
鏡
を
眞
向
の
壁
に
抛
付
」
け

る
と
、
鏘
然
た
る
音
が
す
る
と
共
に
、
怪
物
が
現
れ
る
。『
紅
楼
夢
』
で
の
簡
単
な
投
げ
る
動
き
に
対
し
て
、

「
宿
魂
鏡
」
で
は
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
芳
三
の
所
作
は
「
彼
古
鏡
を
眞
向

の
壁
に
抛
付
」
け
る
か
ら
、
「
彼
は
再
び
古
鏡
を
拿
上
て
、」
へ
、
「
手
に
持
つ
た
る
古
鏡
を
再
び

抛
撲

な

げ

や

れ
ば
」
ま
で
、
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。「
宿
魂
鏡
」
の
鏡
を
投
げ
る
場
面
に
関
し
て
は
、
中
国
の
六
朝
時

代
の
干
宝
が
書
い
た
『
捜
神
記
』
于
吉
篇
（
晋
・
干
宝
）
（
２１４
）
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
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考
え
ら
れ
る
。 

  
 

策
既
殺
吉
、
毎
独
坐
、
彷
彿
見
吉
在
左
右
。
意
深
悪
之
、
頗
有
失
常
。
後
治
瘡
方
差
、
而
引
鏡
自
照
、

見
吉
在
鏡
中
、
顧
而
弗
見
。
如
是
再
三
。
扑
鏡
大
叫
、
瘡
皆
崩
裂
、
須
臾
而
死
。
（
策
既
に
吉
を
殺
す

や
、
獨
り
坐
す
毎
に
、
彷
彿
と
し
て
吉
が
左
右
に
在
る
を
見
る
。
意
深
く
之
を
悪
み
、
頗
る
常
を
失
ふ

有
り
。
後
に
瘡
を
治
め
て
方
に
差
え
、
而
し
て
鏡
を
ひ
き
て
自
ら
照
ら
す
に
、
吉
の
鏡
中
に
在
る
を
見
、

顧
み
る
も
見
る
弗
し
。
是
く
の
如
き
こ
と
再
三
な
り
。
鏡
を
撲
ち
て
大
い
に
叫
び
、
瘡
皆
な
崩
裂
し
、

須
臾
に
し
て
死
す
。
） 

 

策
が
鏡
を
見
る
と
、
中
に
吉
が
現
れ
る
。
鏡
を
幾
度
と
な
く
を
見
る
と
い
う
繰
り
返
し
は
芳
三
の
鏡
を

見
た
り
、
投
げ
た
り
、
再
び
持
ち
上
げ
た
り
、
ま
た
投
げ
た
り
す
る
動
作
と
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
撲
鏡
大
叫
（
鏡
を
撲
ち
て
大
い
に
叫
び
）
」
は
「
宿
魂
鏡
」
の
「
突
然
高
く
（
中
略
）
叫
び
」
と
も
酷
似

し
て
い
る
。 

 

ま
と
め 

 
 

本
章
で
は
、
透
谷
の
三
篇
の
小
説
を
取
り
上
げ
、
特
に
、
当
時
の
文
壇
で
論
議
を
か
も
し
た
「
宿
魂
鏡
」

を
主
に
扱
っ
た
。
特
に
、「
宿
魂
鏡
」
の
「
幻
鏡
」
と
い
う
装
置
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
透
谷
の

著
作
で
、「
鏡
」
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
把
握
し
た
上
で
、
明
治
二
十
四
年
の
「
蓬
莱
曲
」
の
「
魂
鏡
」

か
ら
、
後
の
エ
ッ
セ
ー
で
用
い
ら
れ
た
比
喩
と
し
て
の
鏡
に
変
わ
り
、
又
再
び
「
幾
千
年
前
」
か
に
作
ら

れ
た
神
秘
的
な
「
宿
魂
鏡
」
で
、
「
魂
鏡
」
を
宿
そ
う
と
し
た
当
時
の
透
谷
の
心
情
と
目
的
を
推
測
し
た
。

次
に
、
透
谷
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
正
宗
白
鳥
に
「
独
創
的
分
子
」
と
評
さ
れ
た
「
古

鏡
」
に
つ
い
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
紅
楼
夢
』
と
の
類
似
点
と
相
違
点
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
た
上

で
、
特
に
、
そ
の
相
違
点
に
注
目
し
、
中
国
古
典
文
学
に
見
ら
れ
る
鏡
に
関
す
る
説
話
と
結
び
つ
け
、
そ

こ
か
ら
透
谷
が
受
容
し
た
可
能
性
の
あ
る
作
品
と
の
関
連
を
検
討
し
た
。 
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第
四
章 

北
村
透
谷
と
中
国
近
・
現
代
文
学 

 

は
じ
め
に 

 

一
八
九
四
年
の
日
清
戦
争
で
の
惨
敗
で
中
国
は
自
ら
の
国
力
が
隣
国
の
日
本
に
遥
か
に
及
ば
な
い
こ
と

に
気
づ
き
始
め
て
い
た
。
文
化
大
国
で
あ
る
中
国
に
長
い
間
追
随
し
て
い
た
日
本
は
明
治
維
新
後
、
西
洋

を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
世
界
列
強
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
八
九
八
年
、 

康
有
為
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
七
）
、
梁
啓
超
（
一
八
七
三
〜
一
九
二
九
）
な
ど
は
皇
帝
の
支
持
を
得
て
、

日
本
の
明
治
維
新
を
真
似
た
「
戊
戍
変
法
」（
制
度
改
革
）
を
起
し
た
が
、
そ
の
事
件
自
体
は
西
太
后
を
中

心
と
す
る
守
旧
派
、
反
対
派
に
よ
り
、
百
日
足
ら
ず
で
崩
壊
、
だ
が
、
そ
の
後
も
改
革
の
機
運
は
脈
々
と

受
け
継
が
れ
、
一
九
〇
一
年
一
月
二
十
九
日
、
清
朝
政
府
は
い
わ
ゆ
る
「
新
政
運
動
」
の
国
政
改
革
を
行

っ
た
。
内
容
は
主
に
官
制
と
学
制
の
改
革
で
あ
っ
た
。
学
制
に
お
い
て
は
、
一
八
九
八
年
に
創
立
さ
れ
た
、

初
め
て
の
大
学
「
京
師
大
学
堂
」（
今
の
北
京
大
学
）
の
ほ
か
、
各
省
に
も
洋
式
学
校
を
設
置
し
、
留
学
生

を
派
遣
せ
よ
と
の
命
令
が
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
七
二
年
に
清
朝
政
府
は
ア
メ
リ
カ
へ
学
生
三
十
人

を
送
り
、
中
国
最
初
の
西
洋
留
学
を
実
現
さ
せ
た
。
以
後
、
一
八
九
五
年
ま
で
が
所
謂
西
洋
留
学
の
初
期

に
あ
た
り
、
留
学
先
は
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
主
と
し
て
い
た
。
日
清
戦
争
の
敗
北
を
経
て
、
中
国

人
は
日
本
に
目
を
向
け
、
留
学
先
も
欧
米
か
ら
日
本
へ
と
転
移
し
た
。
中
国
人
の
日
本
留
学
開
始
は
西
洋

諸
国
へ
の
留
学
開
始
よ
り
二
十
四
年
遅
れ
た
が
、
や
が
て
そ
の
数
は
諸
外
国
を
圧
倒
し
、
全
留
学
生
の
約

半
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
の
十
年
間
の
留
日
学
生
の

人
数
は
突
出
、
最
大
一
万
人
に
も
及
び
中
国
近
代
史
に
お
け
る
最
初
の
日
本
留
学
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
（
２１５
）
。 

魯
迅
（
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
）
の
留
学
に
も
こ
の
背
景
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
一
九
〇
二
年
、

三
月
二
十
四
日
、
魯
迅
は
日
本
の
船
「
大
貞
丸
」
で
南
京
を
立
っ
た
後
、
上
海
で
「
神
戸
丸
」
に
乗
り
換

え
、
四
月
四
日
に
横
浜
に
到
着
し
、
四
月
七
日
に
東
京
へ
着
い
た
。
四
年
後
の
一
九
〇
六
年
八
月
、
彼
の

弟
・
周
作
人
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
七
）
も
上
海
で
東
渡
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
。
国
家
存
亡
の
憂
患
意
識
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を
持
ち
、
中
国
を
救
お
う
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
、
二
人
は
相
次
い
で
日
本
へ
留
学
し
た
。
日
本
に
い
る

間
、
彼
ら
は
日
本
文
化
に
接
し
、
日
本
の
文
人
た
ち
へ
の
関
心
を
醸
成
し
た
。
特
に
、
文
学
の
面
で
、
魯

迅
は
「
ロ
マ
ン
主
義
文
学
に
接
近
し
、
熱
意
を
持
っ
て
紹
介
し
、
さ
ら
に
自
ら
も
ロ
マ
ン
主
義
的
文
学
観

を
確
立
し
た
こ
と
は
当
時
の
日
本
の
思
想
、
文
化
の
動
向
、
特
に
日
本
の
ロ
マ
ン
主
義
文
学
運
動
な
ど
と

緊
密
な
関
係
」
（
２１６
）
を
持
っ
た
。
一
方
、
周
作
人
も
晩
年
の
『
知
堂
回
想
録
』
に
は
、
浪
漫
主
義
の
思

想
に
依
拠
し
な
が
ら
、
文
学
活
動
を
し
た
と
回
想
し
て
い
る
（
詳
細
は
第
四
章
第
一
節
）。
従
来
か
ら
、
二

人
の
日
本
留
学
期
と
重
な
っ
て
い
た
中
期
浪
漫
主
義
と
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
。
日
本
浪
漫
主
義
の
先
駆
を
な
し
た
北
村
透
谷
と
の
間
に
は
い
か
な
る
関
係
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。 本

章
で
は
、
日
本
浪
漫
主
義
運
動
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
北
村
透
谷
に
絞
っ
て
、
魯
迅
、
周
作
人

兄
弟
が
透
谷
と
接
し
た
可
能
性
や
思
想
面
と
の
類
似
点
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
こ
の
兄
弟
の

紹
介
に
よ
っ
て
、
北
村
透
谷
の
名
前
は
中
国
文
壇
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
百
年
、
中
国

に
お
け
る
透
谷
研
究
の
状
況
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
北
村
透
谷
と
中
国
近
代
文
学
に
つ
い
て
論

じ
た
い
。 
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第
一
節 

 

北
村
透
谷
と
魯
迅
・
周
作
人
兄
弟 

 

一 

北
村
透
谷
と
魯
迅 

 

日
本
の
近
代
文
学
史
、
更
に
近
代
思
想
史
に
あ
っ
て
、
北
村
透
谷
の
存
在
が
惹
起
す
る
重
要
性
と
問
題

性
は
従
来
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
透
谷
は
明
治
元
年
生
ま
れ
で
、
少
年
時

代
は
自
由
民
権
運
動
の
最
高
潮
期
に
あ
た
り
、「
奮
つ
て
自
由
の
犠
牲
に
も
な
ら
ん
」（「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡

（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）
」）
と
い
う
功
名
心
か
ら
政
治
家
を
志
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
運
動
は

次
第
に
閉
塞
し
て
ゆ
く
時
期
で
あ
り
、
大
阪
事
件
の
際
、
同
志
か
ら
活
動
資
金
を
得
る
た
め
強
盗
を
す
る

と
い
う
計
画
へ
の
参
加
を
勧
誘
さ
れ
て
絶
望
し
、
運
動
を
離
れ
た
。
こ
の
転
向
後
、
ま
も
な
く
、
ユ
ゴ
ー

の
よ
う
な
政
治
小
説
家
と
な
っ
て
、
自
由
民
権
の
理
想
の
実
現
の
た
め
に
働
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

る
。
処
女
作
「
楚
囚
之
詩
」
（
一
八
八
九
年
四
月
）
は
日
本
最
初
の
革
命
的
ロ
マ
ン
主
義
の
長
詩
で
、「
蓬

莱
曲
」（
一
八
九
一
年
五
月
）
に
描
か
れ
た
、
物
質
の
繁
栄
と
破
滅
を
つ
か
さ
ど
る
大
魔
王
と
主
人
公
柳
田

素
雄
の
対
決
は
現
代
、
特
に
戦
後
の
日
本
の
社
会
事
情
に
も
通
じ
る
。
透
谷
が
世
の
注
目
を
引
い
た
の
は

『
文
学
界
』
創
刊
号
（
一
八
九
三
年
一
月
）
で
の
山
路
愛
山
と
の
論
争
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
透
谷
は
文
学
の
自
律
を
説
い
た
が
、
そ
れ
は
日
本
近
代
文
学
の
根
本

に
か
か
わ
る
重
要
な
論
争
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
透
谷
は
「
人
間
性
の
自
由
」
と
い
う
地
平
を
開
き
、

以
降
の
文
学
に
対
し
、
人
間
の
心
理
、
内
面
性
を
開
拓
す
る
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
北
村

透
谷
の
著
作
で
は
「
近
代
的
自
我
、
近
代
と
反
近
代
、
伝
統
と
革
新
、
日
本
と
西
洋
、
キ
リ
ス
ト
教
の
受

容
、
宗
教
と
文
学
、
知
識
人
と
民
衆
、
民
族
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
政
治
と
文
学
、
文
学
的
自
立
、
恋
愛

と
女
性
な
ど
、
す
べ
て
根
源
的
な
も
の
と
し
て
様
々
な
領
域
に
ま
た
が
」
（
２１７
）
っ
た
問
題
が
提
起
さ
れ

て
い
る
。
透
谷
は
「
日
本
の
近
代
に
お
け
る
人
間
の
問
題
の
端
緒
を
切
り
開
い
た
」（
２１８
）
作
家
で
あ
り
、

「
近
代
的
自
我
の
確
立
者
、
な
い
し
、
そ
の
た
め
の
苦
闘
者
」
（
２１９
）
で
あ
る
な
ど
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。 
 
 
 

一
方
、
透
谷
よ
り
十
三
歳
年
下
で
あ
る
魯
迅
は
一
八
八
一
年
に
生
ま
れ
た
。
時
代
は
清
末
の
革
命
運
動

の
激
動
期
に
あ
た
り
、
二
百
六
十
余
年
に
わ
た
る
清
王
朝
の
崩
壊
、
政
権
の
交
代
、
中
国
文
化
の
根
源
に
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か
か
わ
る
価
値
観
の
変
動
及
び
中
国
瓜
分
の
危
機
を
体
験
し
た
。
十
八
歳
の
と
き
に
南
京
の
江
南
水
師
学

堂
に
入
学
、
ま
も
な
く
江
南
陸
師
学
堂
附
設
鉱
務
鉄
路
学
堂
に
転
じ
、
こ
こ
で
厳
復
訳
の
『
天
演
論
』（
一

八
九
七
）
や
変
法
派
の
出
版
物
を
通
じ
て
、
新
思
想
に
触
れ
る
。
一
九
〇
二
年
、
官
費
留
学
生
と
し
て
日

本
に
派
遣
さ
れ
、
弘
文
学
院
を
経
て
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
進
む
が
、
中
国
人
を
救
う
の
は
医
学
に
よ

る
治
療
で
は
な
く
、
文
学
に
よ
る
精
神
の
改
造
で
あ
る
と
気
づ
き
、
文
筆
活
動
を
始
め
る
。
こ
の
こ
ろ
、

魯
迅
は
明
治
末
期
の
日
本
で
欧
州
文
芸
の
新
鮮
な
息
吹
に
触
れ
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
文
壇
の
活
況
に
も

刺
激
さ
れ
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
世
界
の
文
学
を
広
く
読
ん
だ
。
七
年
間
に
も
お
よ
ん
だ
留
学
体

験
は
文
学
者
魯
迅
の
誕
生
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

北
村
透
谷
と
魯
迅
に
は
、
民
族
も
生
き
た
時
代
も
社
会
的
環
境
も
文
学
的
環
境
も
大
き
な
差
が
あ
る
。

魯
迅
が
透
谷
の
影
響
を
受
け
た
形
跡
は
明
確
で
は
な
く
、
直
接
的
な
関
連
性
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
透
谷
と
魯
迅
の
近
縁
性
を
指
摘
し
た
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。
戦
時
中
か
ら
今
日

に
至
る
ま
で
の
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

１
、 

中
野
重
治
「
魯
迅
伝
」
（『
文
学
者
』
一
九
三
九
年
十
月
） 

２
、 

鈴
木
正
「
思
想
家
と
し
て
の
透
谷
」
（『
思
想
』
第
三
九
一
号
、
一
九
五
七
年
一
月
） 

３
、 

今
村
与
志
雄
『
魯
迅
と
伝
統
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
十
二
月
） 

４
、 

樋
谷
秀
昭
「
近
代
知
識
人
に
お
け
る
進
歩
と
保
守
―
啄
木
・
鴎
外
・
魯
迅
」（
『
現
代
の
眼
』
第
九
巻

十
号 

、
一
九
六
八
年
十
月
） 

５
、 

津
田
洋
行
『〈
伝
統
〉
と
〈
自
然
〉
透
谷
像
構
想
序
説
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年
五
月
） 

６
、 

大
石
智
良
「
透
谷
と
魯
迅
」
（
『
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
四
十
五
号
、
一
九
八
三
年
一
月
） 

７
、 

蘭
明
「
透
谷
と
魯
迅
―
「
鬼
」
の
場
合
」
（
『
立
教
大
学
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
二
巻
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
） 

 

中
野
重
治
は
魯
迅
に
お
け
る
「
文
学
と
政
治
、
文
学
と
実
利
」
に
関
心
を
寄
せ
、「
文
学
と
政
治
と
に
関

す
る
魯
迅
の
言
葉
は
北
村
透
谷
と
長
谷
川
二
葉
亭
と
を
つ
な
ぐ
日
本
文
学
の
源
に
比
較
し
て
論
ぜ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
近
代
文
学
の
源
で
あ
る
透
谷
と
中
国
近
代
文
学
の
父
と

呼
ば
れ
る
魯
迅
と
が
初
め
て
結
び
付
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
十
年
足
ら
ず
を
経
た
一
九
五

七
年
、
鈴
木
正
が
、
透
谷
を
論
じ
る
立
場
か
ら
、
と
り
わ
け
、
透
谷
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ

ス
ト
教
批
判
、
「
欧
化
主
義
者
の
西
洋
か
ぶ
れ
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
」
を
論
じ
、
「
自
由
・
平
等
の
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
観
念
の
輸
入
に
抵
抗
し
た
魯
迅
の
反
近
代
意
識
」
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、「
彼
ら
の
思
想
が
民
族
的
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利
益
と
自
由
と
人
権
の
実
現
と
を
統
一
し
、
祖
国
へ
の
愛
情
と
祖
国
の
改
革
の
情
熱
を
結
ぶ
努
力
に
お
い

て
共
通
の
運
命
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
、
激
し
い
時
代
変
化
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
二

人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
共
通
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六
七
年
、
今
村
与
志
雄
の
『
魯

迅
と
伝
統
』
で
は
、
そ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
二
人
の
「
文
学
と
政
治
」「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
け

る
共
通
性
で
は
な
く
、
彼
ら
の
「
内
部
精
神
」
が
新
た
に
注
目
さ
れ
た
。「
魯
迅
は
、
こ
の
こ
ろ
、
し
ば
し

ば
心
声
と
内
曜
（
内
面
の
光
）
と
か
い
う
コ
ト
バ
を
つ
か
う
。「
内
曜
」
と
は
暗
黒
を
破
る
も
の
で
あ
り
、

心
声
と
は
、
虚
為
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
（
『
破
悪
声
論
』）
。
個
性
を
個
性
た
ら
し
む
も
の
、
主

観
の
内
面
精
神
を
さ
す
。
魯
迅
は
こ
れ
に
希
望
を
託
し
た
。
そ
れ
は
北
村
透
谷
の
哲
学
に
お
け
る
「
内
部

生
命
」
に
似
か
よ
っ
て
い
た
」
と
し
、
魯
迅
の
希
望
を
託
し
た
「
心
声
」
が
、
透
谷
の
「
内
部
生
命
」
と

似
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
樋
谷
秀
昭
は
「
近
代
知
識
人
に
お
け
る
進
歩
と
保
守
―
啄
木
・

鴎
外
・
魯
迅
」
に
は
、「
初
期
の
魯
迅
の
思
想
形
成
の
位
相
は
北
村
透
谷
を
お
も
わ
せ
る
」
と
し
、
そ
こ
に

は
「
初
期
」
と
い
う
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
「
初
期
」
と
い
う
制
限
を
踏
襲
し
つ
つ
「
両
者
に

関
す
る
比
較
研
究
の
重
大
性
及
び
課
題
の
豊
富
さ
が
明
示
さ
れ
た
」
と
蘭
明
が
「
透
谷
と
魯
迅
―
「
鬼
」

の
場
合
」
で
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
者
の
共
通
点
に
つ
い
て
は
、
大
石
智
良
は
中
野
重
治
の
「
文
学

と
政
治
」
、
鈴
木
正
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
、
今
村
与
志
雄
の
「
内
部
生
命
」
と
い
う
範
囲
を
超
え
、
「
魯

迅
の
、
物
質
尊
重
に
対
す
る
内
部
の
生
活
の
重
視
や
、
文
学
無
用
の
用
論
は
、
透
谷
の
「
内
部
生
命
」、「
想

世
界
」
を
根
底
と
す
る
文
学
自
立
論
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
論
、
文
明
論
と
、
発
想
、
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
イ
に

著
し
い
類
似
を
示
す
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
。「
魯
迅
は
漱
石
や
鴎
外
は
知
っ

て
い
た
が
、
透
谷
は
読
ん
だ
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
類
似
は
本
質
的
な
も
の
で

あ
る
と
お
も
う
」
と
両
者
に
お
け
る
本
質
的
類
似
の
重
要
性
を
も
強
調
し
て
い
る
。 

樋
谷
秀
昭
の
「
初
期
」
と
い
う
の
は
魯
迅
の
日
本
留
学
時
代
を
指
す
。
こ
の
時
期
の
思
想
的
結
晶
と
し

て
の
論
文
は
、
主
に
河
南
省
出
身
の
留
学
生
に
よ
る
『
河
南
』（
月
刊
、
東
京
に
お
い
て
、
第
九
号
ま
で
出

版
さ
れ
た
）
に
掲
載
さ
れ
た
以
下
の
五
篇
で
あ
る
。 

 

「
人
の
歴
史
」
『
河
南
』
第
一
号
、
一
九
〇
七
年
十
二
月
。 

「
魔
羅
詩
力
説
」
『
河
南
』
第
二
号
、
第
三
号
、
一
九
〇
八
年
二
月
、
三
月
。 

「
科
学
史
教
篇
」
『
河
南
』
第
五
号
、
一
九
〇
八
年
六
月
。 

「
文
化
偏
至
論
」
『
河
南
』
第
七
号
、
一
九
〇
七
年
八
月
。 

「
破
悪
声
論
」
『
河
南
』
第
八
号
、
一
九
〇
八
年
十
二
月
。 
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魯
迅
は
「
摩
羅
詩
力
説
」
の
中
で
、
バ
イ
ロ
ン
の
反
逆
精
神
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
一
方
、
透
谷
の

初
期
劇
詩
「
楚
囚
之
詩
」
や
「
蓬
莱
曲
」
に
も
バ
イ
ロ
ン
の
『
シ
ヨ
ン
の
囚
人
』
や
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』

か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
自
由
を
求
め
る
精
神
や
形
式
を
破
壊
す
る
精
神
な
ど
は

バ
イ
ロ
ン
の
反
抗
精
神
の
反
映
と
も
言
え
る
。 

一
九
八
三
年
、
透
谷
と
魯
迅
を
中
心
に
す
え
た
最
初
の
論
文
が
書
か
れ
た
。
大
石
智
良
の
「
透
谷
と
魯

迅
」
で
あ
る
。
大
石
は
「
魯
迅
の
日
本
留
学
時
代
（
一
九
〇
二
〜
〇
九
年
）
に
志
し
た
文
学
運
動
は
、
透

谷
の
浪
漫
主
義
文
学
の
再
演
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
酷
似
し
た
も
の
を
も
っ
て
」
お
り
、「
両
者
の
文
学
が

時
代
と
民
族
の
差
を
越
え
て
通
い
あ
う
同
質
性
を
備
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
透
谷
と

魯
迅
の
具
体
的
な
類
似
点
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

第
一
、
「
無
用
の
用
」
を
主
軸
に
据
え
る
こ
と
で
、
文
学
に
独
自
の
役
割
を
負
わ
せ
て
い
る
こ
と
。 

第
二
、
文
学
の
側
か
ら
、
政
治
及
び
革
命
の
接
点
（
及
び
対
立
点
）
を
求
め
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
。 

第
三
、
個
と
民
族
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
。 

 
 西

洋
列
強
に
よ
っ
て
「
近
代
化
」
を
強
い
ら
れ
た
日
本
と
中
国
に
は
、
大
き
な
苦
痛
と
困
難
が
も
た
ら

さ
れ
た
。「
そ
の
苦
痛
と
困
難
を
最
初
に
、
自
覚
的
に
、
そ
の
身
に
ひ
き
受
け
た
文
学
者
が
、
日
本
で
は
北

村
透
谷
、
中
国
で
は
魯
迅
で
あ
っ
た
」
と
大
石
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
大
石
智
良
の
論
の
ほ
ぼ
十
年
後
、

伊
藤
虎
丸
は
「
魯
迅
〝
生
命
〟
与
〝
鬼
〟
」（『
文
学
评
论
』
二
〇
〇
〇
年
第
一
号
）
の
中
で
「
魯
迅
的
《
随

感
録
六
十
六
生
命
的
路
》
跟
北
村
透
谷
的
《
内
部
生
命
論
》
有
著
相
通
的
地
方
，
可
以
説
他
们
都
发
现
了

作
为
〝
生
命
〟
的
人
的
尊
严
。
（
魯
迅
の
『
随
感
録
六
十
六
生
命
の
路
』
は
北
村
透
谷
の
『
内
部
生
命
論
』

と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
彼
ら
は
「
生
命
」
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
を
発
見
し
た
。）
」
と
評
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
内
部
生
命
論
』
の
「
造
化

ネ
ー
チ
ユ
ア

は
人
間
を
支
配
す
、
然
れ
ど
も
人
間
も
亦
た
造
化
を
支
配
す
、
人
間

の
中
に
存
す
る
自
由
の
精
神
は
造
化
に
黙
従
す
る
を

肯
が
へ
ん

ぜ
ざ
る
な
り
」
と
い
う
一
節
を
挙
げ
、
「
同
样

的
思
想
，
乃
是
留
学
期
间
魯
迅
论
文
的
特
点
之
一
。
（
同
様
の
思
想
は
、
留
学
時
の
魯
迅
の
論
文
の
特
徴

の
一
つ
で
も
あ
る
。
）
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
内
部
生
命
論
』
の
「
生
命
」
に
関
す
る
内
容

（
２２０
）
を
引
き
、
「
透
谷
用
生
命
之
有
无
，
来
区
别
东
西
文
明
，
认
为
由
此
而
优
胜
劣
败
。
这
一
认
识
，

跟
后
面
将
论
及
的
，
魯
迅
所
说
的
，
在
中
国
的
书
上
看
到
的
是
死
人
的
乐
观
，
在
西
方
书
上
看
到
的
即
使

是
颓
废
也
是
活
人
的
颓
废
这
一
认
识
是
一
致
的
。
（
透
谷
は
生
命
の
有
無
で
東
西
の
文
明
を
区
別
し
、
そ

れ
に
よ
り
、
優
勢
劣
敗
が
決
定
さ
れ
る
と
考
え
た
。
こ
う
し
た
認
識
は
、
後
で
論
ず
る
魯
迅
の
説
く
、
中

国
の
書
物
に
見
ら
れ
る
の
は
死
人
の
楽
観
で
あ
る
が
、
西
洋
の
書
物
に
見
ら
れ
る
の
は
た
と
え
退
廃
で
あ
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っ
て
も
そ
れ
は
生
身
の
人
間
の
退
廃
で
あ
る
と
い
う
認
識
と
一
致
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

日
本
と
中
国
の
二
人
の
文
学
者
、
透
谷
と
魯
迅
は
「
文
学
と
政
治
と
の
関
連
」
、「
欧
化
主
義
へ
の
批
判
」
、

「
内
部
精
神
へ
の
重
視
」
な
ど
の
点
で
の
近
代
的
意
識
は
酷
似
し
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
魯
迅
が
透
谷
の

影
響
を
受
け
た
と
い
う
直
接
的
な
関
連
性
が
な
い
こ
と
で
、
両
者
に
関
す
る
研
究
は
対
比
研
究
に
留
ま
ら

ざ
る
を
得
な
い
。 

し
か
し
、
魯
迅
の
実
弟
・
周
作
人
は
帰
国
後
の
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
と
い
う
講
演
で
、
透

谷
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
（
２２１
）
。
周
作
人
は
透
谷
を
露
伴
と
比
較
し
、「
露
伴
的
主
観
是
主
意
的
；
透
谷

是
主
情
的
。
露
伴
於
人
生
问
題
，
不
曾
切
實
的
感
著
；
透
谷
感
得
十
分
痛
切
，
甚
至
因
此
自
盡
。（
露
伴
の

主
観
は
意
を
重
ん
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
透
谷
は
情
を
重
ん
ず
る
。
人
生
の
問
題
に
つ
い
て
、
露
伴
は
切

実
な
も
の
が
な
く
、
対
し
て
透
谷
の
ほ
う
は
非
常
に
痛
切
に
感
じ
、
つ
い
に
は
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
）
」

と
述
べ
て
い
る
。
透
谷
の
死
に
痛
感
し
た
周
作
人
の
透
谷
に
関
す
る
こ
の
説
明
は
、
管
見
の
限
り
、
北
村

透
谷
と
い
う
名
前
の
中
国
へ
の
輸
入
の
嚆
矢
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
周
作
人
の
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之

発
達
」
と
い
う
文
章
は
日
本
浪
漫
主
義
が
中
国
近
代
文
学
へ
与
え
た
影
響
、
特
に
、
日
本
浪
漫
主
義
の
リ

ー
ダ
ー
と
言
え
る
北
村
透
谷
が
語
ら
れ
る
時
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
ま
ず
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
拠
り
所

と
さ
れ
て
き
た
。
以
下
に
、
透
谷
を
知
っ
た
周
作
人
と
透
谷
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
。 

 
 
 

二 

北
村
透
谷
と
周
作
人 

 
 
 

知
日
派
作
家
、
周
作
人
は
一
九
一
八
年
四
月
十
九
日
、
北
京
大
学
文
科
研
究
所
で
「
日
本
近
三
十
年
小

説
之
発
達
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演
を
行
な
い
、
北
村
透
谷
を
幸
田
露
伴
と
比
較
し
て
い
る
。
こ
の
講
演

を
通
し
て
、
周
作
人
は
初
め
て
透
谷
の
名
前
を
近
代
中
国
へ
紹
介
し
た
。「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」

の
最
後
に
、
「
文
學
與
人
生
兩
件
事
，
關
聯
的
愈
加
密
切
，
這
也
是
新
文
學
発
達
的
一
歩
。（
文
学
と
人
生

の
二
つ
の
関
わ
り
が
い
っ
そ
う
緊
密
と
な
る
こ
と
、
こ
れ
も
ま
た
新
文
学
の
発
達
の
一
歩
で
あ
る
）
」
と
い

う
文
学
観
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
周
作
人
の
文
学
思
想
に
つ
い
て
、
従
来
、
日
本
留
学
時
期
に
、
日
本
文

学
界
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
及
び
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
を
受
け
、
理
想
主
義
的
人
道

主
義
的
を
掲
げ
た
白
樺
派
に
つ
よ
く
影
響
さ
れ
た
。
そ
の
後
、周
作
人
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
価
値
観
を
学
び
、

そ
れ
を
具
現
化
す
る
も
の
と
し
て
の
白
樺
派
の
代
表
的
作
家
武
者
小
路
実
篤
の
「
新
し
き
村
」
を
訪
ね
、

熱
心
に
紹
介
し
た
。
同
時
に
、
魯
迅
と
共
に
『
域
外
小
説
集
』
（
一
九
〇
九
年
）
な
ど
で
ト
ル
ス
ト
イ
を

含
む
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
を
試
み
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
周
作
人
の
精
神
遍
歴
に
お
い
て
、
主
に
「
人
間

本
位
の
人
道
主
義
」
あ
る
い
は
「
理
想
主
義
の
人
道
主
義
」
の
思
想
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
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が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
周
作
人
を
浪
漫
主
義
と
関
連
づ
け
る
論
説
は
あ
ま
り
見
え
な
い
。

し
か
し
、
新
文
化
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
当
時
の
自
分
の
考
え
方
に
関
し
て
、
周
作
人
は
後
年
の
『
知

堂
回
想
録
・
文
学
与
宗
教
』
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

 

在
这
个
时
期
（
新
文
化
运
动
―
―
引
用
者
），
我
凭
了
那
时
浪
漫
的
文
艺
思
想
，
在
做
文
学
活
动
，
这
所

谓
浪
漫
的
思
想
第
一
表
现
在
我
给
《
每
日
评
论
》
所
写
而
后
来
发
表
在
《
新
青
年
》
上
的
一
篇
《
人
的
文

学
》
里
边
。（
こ
の
時
期
（
新
文
化
運
動
―
―
引
用
者
）
、
私
は
当
時
の
浪
漫
的
な
文
芸
の
思
想
に
依
拠
し

て
、
文
学
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
浪
漫
的
な
文
芸
の
思
想
は
最
初
『
毎
日
評
論
』
の
た
め

に
書
き
、
そ
の
後
、
『
新
青
年
』
に
載
せ
た
「
人
的
文
学
」
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。）
（
２２２
） 

 

新
文
化
運
動
で
活
躍
し
た
周
作
人
は
「
浪
漫
的
文
艺
思
想
（
浪
漫
的
な
文
芸
の
思
想
）
」
を
支
持
し
て
い

た
。
中
国
の
近
代
に
お
け
る
浪
漫
主
義
と
い
う
と
、
一
九
二
一
年
六
月
に
結
成
さ
れ
た
『
創
造
社
』
、
及

び
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
郭
沫
若
の
既
成
道
徳
へ
の
反
抗
と
個
性
の
解
放
と
を
歌
っ
た
『
女
神
』
、
郁
達
夫
の

現
代
人
の
内
的
苦
悩
を
描
い
た
『
沈
淪
』
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
、
一
九
〇
八
年
、
魯

迅
の
発
表
し
た
『
摩
羅
詩
力
説
』
か
ら
浪
漫
主
義
は
す
で
に
中
国
に
導
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
第
一

篇
比
较
全
面
地
介
绍
西
方
近
代
浪
漫
主
义
作
家
作
品
的
论
文
。
（
比
較
的
全
面
的
に
西
洋
の
近
代
浪
漫
主

義
の
作
家
た
ち
お
よ
び
彼
ら
の
作
品
を
紹
介
す
る
初
め
て
の
論
文
で
あ
る
。
）
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
２２３
）
。

兄
・
魯
迅
の
影
響
の
下
で
文
学
活
動
を
始
め
た
周
作
人
は
一
九
二
一
年
三
月
の
大
患
に
到
る
ま
で
、
古
い

思
想
、
形
式
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
中
国
の
文
壇
に
お
い
て
、
浪
漫
主
義
的
な
思
想
が
新
文

学
の
発
展
を
促
す
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
周
作
人
は
「
日

本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
北
村
透
谷
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
『
文
学
界
』

に
関
し
て
は
「
破
壊
因
襲
，
尊
重
个
性
；
对
於
従
来
的
信
仰
道
德
，
都
不
信
任
，
祇
是
尋
求
自
己
的
理
想
。

（
古
い
習
慣
を
破
壊
し
、
個
性
を
尊
重
し
、
従
来
の
信
仰
道
徳
を
一
切
信
じ
ず
、
ひ
た
す
ら
自
分
の
理
想

を
求
め
る
）
」
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
人
的
文
学
」
（
２２４
）
「
平
民
文
学
」
（
２２５
）
「
新
文
学

的
要
求
」
（
２２６
）
等
を
通
じ
て
、
新
文
化
運
動
に
お
い
て
、
文
学
を
人
生
と
結
び
つ
け
、
人
生
の
た
め
の

文
学
の
重
要
性
を
説
い
た
著
作
を
発
表
し
た
。 

先
の
引
用
文
に
見
ら
れ
る
「
那
时
浪
漫
的
文
艺
思
想
（
当
時
の
浪
漫
的
文
芸
の
主
義
）」
の
「
当
時
」
が

い
つ
を
指
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
周
作
人
自
身
明
確
に
記
し
て
は
い
な
い
。
周
作
人
が
日
本
に
滞
在

し
て
い
た
六
年
間
（
一
九
〇
六
年
六
月
～
一
九
一
一
年
夏
）
に
は
、
『
透
谷
全
集
』
（
星
野
天
知
編
、
一
九

〇
二
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
北
村
透
谷
を
モ
デ
ル
と
し
た
『
春
』（
島
崎
藤
村
、
一
九
〇
八
年
）
が
発
表
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さ
れ
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
に
よ
っ
て
、
透
谷
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
時

代
の
状
況
を
考
え
る
と
、
周
作
人
が
日
本
の
浪
漫
主
義
を
受
容
す
る
環
境
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
時
に
接
し
た
日
本
の
浪
漫
主
義
思
想
が
彼
に
と
っ
て
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

日
本
側
で
は
、
透
谷
と
周
作
人
を
結
び
つ
け
た
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
か
ら
な
い
。
た
だ

し
、
周
作
人
の
兄
で
あ
る
魯
迅
と
透
谷
と
の
親
近
性
を
論
じ
る
論
文
が
あ
る
（
小
論
既
述
）
。
一
方
、
中
国

側
で
は
、
方
長
安
の
「
五
四
文
学
现
代
性
与
日
本
浪
漫
主
义
文
学
」
（
２２７
）
や
胡
瑞
祥
・
楊
超
の
「
北
村

透
谷
浪
漫
主
义
思
想
对
中
国
文
学
之
影
响
和
关
联
」
（
２２８
）
な
ど
に
、
透
谷
と
中
国
文
学
、
あ
る
い
は
日

本
浪
漫
主
義
文
学
と
五
四
文
学
の
関
連
を
論
じ
た
と
こ
ろ
に
透
谷
と
周
作
人
を
関
連
付
け
た
個
所
が
見
え

る
。
内
容
か
ら
見
る
と
、
両
論
文
と
も
透
谷
と
い
う
人
物
及
び
彼
の
思
想
（
浪
漫
主
義
思
想
）
を
紹
介
し
、

北
村
透
谷
の
名
前
が
出
る
周
作
人
の
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
方
長

安
の
論
文
で
は
、
「
要
求
文
学
立
足
于
人
生
，
弘
扬
人
性
，
他
这
里
所
谓
的
〝
人
生
的
艺
术
派
〟
的
内
涵

颇
似
北
村
透
谷
的
〝
人
生
的
浪
漫
主
义
〟
。
（
文
学
は
人
生
に
立
脚
し
、
人
間
性
を
頌
揚
さ
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
彼
（
中
村
新
太
郎
―
―
引
用
者
）
が
こ
こ
で
所
謂
「
人
生
の
芸
術
派
」
の
内
包
す
る
所
は
、

北
村
透
谷
の
「
人
生
の
浪
漫
主
義
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
）
」
と
、
周
作
人
の
思
想
と
透
谷
の
考
え
方
の

類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
張
剣
の
「
论
北
村
透
谷
与
周
作
人
的
文
学
关
系
」
（
２２９
）
も

ま
ず
、
周
作
人
の
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
を
と
り
あ
げ
、
次
に
、
透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」
の

中
の
、
貴
族
的
思
想
を
打
破
し
、
平
民
的
思
想
を
造
る
思
想
、
自
由
を
追
求
す
る
思
想
を
「
近
代
日
本
浪

漫
主
義
文
学
的
题
中
要
义
。
（
近
代
日
本
浪
漫
主
義
文
学
の
核
心
で
あ
る
。
）
」
と
高
く
評
価
し
、
さ
ら

に
、
日
本
に
留
学
し
た
周
作
人
は
「
人
的
文
学
」
や
「
平
民
文
学
」
等
で
も
「
提
出
了
一
种
透
谷
式
浪
漫

主
义
精
神
的
〝
人
学
〟
思
想
。
（
一
種
の
透
谷
式
浪
漫
主
義
精
神
で
あ
る
「
人
学
」
と
い
う
思
想
を
提
起

し
て
い
る
。
）
」
と
両
者
を
結
び
付
け
て
い
る
。 

要
す
る
に
、
日
本
側
で
は
透
谷
と
魯
迅
を
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
魯
迅
が
透
谷
を
読
ん
で
い
た
と
い
う

根
拠
が
乏
し
い
た
め
、
研
究
が
停
滞
し
て
い
る
。
中
国
側
で
は
、
周
作
人
が
透
谷
に
触
れ
た
「
日
本
近
三

十
年
小
説
之
発
達
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
研
究
は
概
観
的
な
段
階
に
と
ど
ま
り
、
周
作
人
が
北

村
透
谷
の
思
想
に
接
し
た
経
緯
や
両
者
の
作
品
に
お
け
る
具
体
的
な
比
較
は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
状

態
で
あ
る
。 

以
下
、
文
学
を
人
生
と
関
連
付
け
る
こ
と
を
新
文
学
運
動
の
目
標
と
唱
え
た
周
作
人
が
日
本
に
滞
在
し

た
六
年
間
の
う
ち
に
、
親
し
く
接
し
た
日
本
の
浪
漫
主
義
、
と
く
に
、
島
崎
藤
村
を
経
由
し
、
ど
の
よ
う

に
北
村
透
谷
の
思
想
に
接
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
、
周
作
人
と
北
村
透
谷
の
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作

に
お
け
る
具
体
的
な
類
似
点
を
考
察
し
た
い
。 
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 １ 
北
村
透
谷
と
周
作
人
の
関
連
性
（
島
崎
藤
村
『
春
』
と
星
野
天
知
が
編
集
し
た
『
透
谷
全
集
』
を
中

介
と
し
て
） 

 

周
作
人
の
「
島
崎
藤
村
先
生
」
（
２３０
）
に
は
藤
村
を
知
り
、
面
会
し
た
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ

て
い
る
。 

 

我
們
最
初
聽
見
藤
村
先
生
的
名
字
，
還
是
在
東
京
留
學
的
時
代
，
這
大
約
是
明
治
四
十
年
丁
未
，
長

篇
小
説
春
開
始
在
東
京
朝
日
新
聞
上
登
載
，
其
時
作
者
年
紀
还
只
是
三
十
六
歳
，
想
起
来
也
正
是
三
十

六
年
前
的
事
了
。（
我
々
が
最
初
に
藤
村
先
生
の
名
前
を
聞
い
た
の
は
ま
だ
東
京
に
留
学
し
て
い
た
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
年
丁
未
ご
ろ
、
彼
の
長
篇
小
説
『
春
』
が
東
京
の
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ

始
め
た
。
藤
村
は
当
時
ま
だ
三
十
六
歳
だ
っ
た
。ま
た
、そ
れ
は
ま
さ
に
三
十
六
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。） 

 

当
時
の
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
『
春
』
に
よ
り
、
周
作
人
は
初
め
て
藤
村
の
名
前
を
知
っ
た
。

い
つ
か
ら
『
朝
日
新
聞
』
を
購
読
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
周
作
人
が
「
我
与
日
本
文
学
的
最
初
的
接
触
，

说
起
来
还
与
东
京
《
朝
日
新
闻
》
有
关
。
（
省
略
）
平
常
所
看
的
是
所
谓
学
生
报
的
《
读
卖
新
闻
》
，
这
时

也
改
订
了
《
朝
日
》，
天
天
读
《
虞
美
人
草
》，
还
切
拨
了
卷
起
留
着
。（
私
が
日
本
文
学
と
接
し
た
最
初
の

き
っ
か
け
は
東
京
『
朝
日
新
聞
』
だ
っ
た
。（
中
略
）
い
つ
も
学
生
向
け
の
『
読
売
新
聞
』
を
読
ん
で
い
た

が
、
こ
の
時
期
か
ら
『
朝
日
新
聞
』
に
替
え
た
の
だ
。『
虞
美
人
草
』
を
毎
日
読
ん
で
は
、
そ
の
頁
の
端
を

切
り
抜
き
、
巻
い
て
残
し
て
お
い
た
。
）」
と
述
べ
て
い
る
（
２３１
）。
即
ち
、『
朝
日
新
聞
』
は
周
作
人
に
と

っ
て
は
日
本
文
学
を
知
る
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。『
春
』
連
載
の
一
年
前
に
連
載
さ
れ
て
い
た
夏
目
漱

石
の
『
虞
美
人
草
』
を
「
天
天
读
《
虞
美
人
草
》
，
还
切
拨
了
卷
起
留
着
。（
毎
日
読
ん
で
は
、
そ
の
頁
の

端
を
切
り
抜
き
、
巻
い
て
残
し
て
お
い
た
。）
」
と
、
当
時
、『
朝
日
新
聞
』
の
連
載
小
説
に
熱
中
し
て
い
る

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
翌
年
、
透
谷
と
の
交
友
を
描
い
た
『
春
』
が
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
時
は
、

「
天
天
读
《
虞
美
人
草
》（
『
虞
美
人
草
』
を
毎
日
読
ん
で
）
」
い
た
よ
う
に
、
『
春
』
も
、
毎
日
読
ん
で
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。 

一
方
、
透
谷
と
藤
村
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
二
人
が
最
も
頻
繁
に
交
際
し
た
時
期
は

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
春
か
ら
の
二
年
間
に
過
ぎ
な
い
が
、
透
谷
と
の
交
友
は
藤
村
の
青
春
時
代

に
お
け
る
最
も
感
銘
深
い
事
件
で
あ
っ
た
。
藤
村
は
、
透
谷
の
死
後
、
そ
の
遺
稿
を
整
理
し
、
『
透
谷
集
』

（
一
八
九
四
年
）
と
し
て
編
集
し
た
。
そ
の
後
、
小
説
『
春
』
（
一
九
〇
八
年
）
や
『
桜
の
実
の
熟
す
る
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時
』
（
一
九
一
八
年
）
で
は
透
谷
と
の
交
友
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
一
年
に
「
飯
倉
だ
よ
り
（
北

村
透
谷
二
十
七
回
忌
に
）
」
に
「
し
か
し
、
そ
の
惨
澹
と
し
た
戰
ひ
の
跡
に
は
拾
つ
て
も
拾
つ
て
も
盡
き

な
い
や
う
な
光
つ
た
形
見
が
残
つ
た
。
彼
は
私
達
と
同
時
代
に
あ
つ
て
、
最
も
高
く
見
、
遠
く
見
た
人
の

一
人
だ
」
と
透
谷
を
高
く
評
価
し
た
文
章
を
書
い
て
い
る
。
『
春
』
に
は
、
透
谷
を
モ
デ
ル
と
し
、
内
面

的
苦
悩
の
末
に
自
殺
す
る
青
木
駿
一
と
い
う
人
物
が
第
一
章
か
ら
青
木
が
自
殺
す
る
九
十
章
ま
で
（
全
百

三
十
五
章
）、
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
藤
村
は
何
度
も
透
谷
の
作
品
を
『
春
』
の
中
に
引

用
し
て
い
る
（
２３２
）
。
永
渕
朋
枝
の
「
藤
村
『
春
』
執
筆
当
時
の
透
谷
像
」（
２３３
）
に
よ
る
と
、「
藤
村
の

『
春
』
が
北
村
透
谷
の
名
を
一
般
的
な
も
の
と
し
、
透
谷
像
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
」
。

『
春
』
の
連
載
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
、「
近
代
三
十
六
文
豪
」（
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
八
年
五
月

号
）
に
、
日
本
人
で
は
子
規
、
紅
葉
、
樗
牛
な
ど
と
共
に
透
谷
が
選
ば
れ
て
い
る
。
同
誌
の
六
月
号
に
太

田
水
穂
は
藤
村
の
『
破
戒
』
に
「
透
谷
子
が
創
始
し
た
道
」
を
見
だ
し
、
透
谷
が
「
明
治
文
壇
に
於
い
て

各
特
異
の
時
代
を
劃
し
た
特
功
者
」
の
一
人
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
（
２３４
）
。
ま
た
、『
春
』
連
載
中
に

開
か
れ
た
第
二
回
文
芸
研
究
会
（
一
九
〇
八
年
七
月
八
日
）
に
お
い
て
相
馬
御
風
は
透
谷
が
「
明
治
文
学

史
上
」
「
わ
が
新
興
の
文
芸
」
の
「
偉
大
な
先
駆
者
」
で
あ
り
、
「
生
命
あ
る
新
し
き
文
藝
の
出
現
を
叫
ん

だ
人
」
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
透
谷
の
情
熱
に
魅
せ
ら
れ
た
相
馬
御
風
は
「
『
透
谷
全

集
』
一
巻
は
私
に
初
め
て
人
生
の
意
義
だ
と
か
文
学
の
使
命
だ
と
か
詩
人
の
天
職
だ
と
か
云
ふ
事
を
教
へ

た
」
と
述
べ
て
い
る
（
２３５
）
。
確
か
に
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
、
星
野
天
知
が
編
集
し
た
『
透

谷
全
集
』
の
出
版
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
透
谷
の
名
前
と
彼
の
思
想
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
黒
田
俊

太
郎
は
当
時
の
出
版
経
緯
や
流
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
透
谷
が
縊
死
し
た

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
透
谷
集
』
は
「
僅
三
百
部
」
の
小
部
数
し
か
印
刷
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
明
治
三
十
五
年
版
の
『
透
谷
全
集
』
の
ほ
う
は
「
博
文
館
」
と
い
う
著
名
な
発
売
元
に
よ

っ
て
「
壱
千
部
」
単
位
で
売
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
予
期
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
『
透
谷
全
集
』
の
宣
伝
広

告
を
掲
載
し
た
雑
誌
は
十
六
社
を
数
え
た
。
そ
の
後
、
『
春
』
の
影
響
で
『
透
谷
全
集
』
の
広
告
が
再
び

『
早
稲
田
文
学
』
九
月
号
（
一
九
〇
八
年
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
２３６
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
半
ば
、
『
文
学
界
』
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
透
谷
は
当
時
、
文

学
と
関
わ
る
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
透
谷
の
死
後
、
彼
の
名
前
、
作
品
は

一
度
、
文
壇
か
ら
消
え
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
、
天
知
が
編
集
し
た
『
透

谷
全
集
』
及
び
六
年
後
の
透
谷
と
の
交
友
を
描
い
た
『
春
』
（
一
九
〇
八
年
）
の
連
載
に
よ
っ
て
、
透
谷

の
名
前
、
或
い
は
彼
の
作
品
が
提
示
し
た
先
駆
的
な
問
題
意
識
が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
た
か
も
、
一
九
〇
二
年
、
魯
迅
が
来
日
し
、
一
九
〇
六
年
に
は
、
周
作
人
が
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来
日
し
た
。
従
っ
て
、
周
作
人
は
生
前
の
北
村
透
谷
と
は
交
際
が
な
い
が
、
透
谷
死
後
、
文
壇
に
再
び
起

こ
っ
た
透
谷
ブ
ー
ム
に
接
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 ２ 

北
村
透
谷
と
周
作
人
の
著
作
に
お
け
る
類
似
点 

 

周
作
人
は
帰
国
後
の
一
九
一
八
年
四
月
十
九
日
、
北
京
大
学
文
科
研
究
所
で
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之

発
達
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
中
国
初
の
近
代
文
学
理
論
と
し
て
重
要
と
さ
れ
る

「
人
的
文
学
」
や
「
平
民
文
学
」
及
び
「
新
文
学
的
要
求
」
を
相
次
い
で
書
い
た
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
、

周
作
人
は
人
生
の
た
め
の
文
学
、
新
し
い
自
由
、
新
文
明
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
著
作
は
そ
の

後
、
す
べ
て
自
編
文
集
『
芸
術
與
生
活
』
に
収
録
さ
れ
た
。
周
作
人
は
『
芸
術
與
生
活
』
に
つ
い
て
、
自

序
に
は
「
這
一
本
書
是
我
近
十
年
来
的
論
文
集
，
自
一
九
一
七
至
一
九
二
六
年
間
所
作
，
共
二
十
篇
，
文

章
比
較
地
長
，
態
度
也
比
較
地
正
經
，
我
對
于
文
藝
與
人
生
的
意
見
大
抵
在
這
裏
邊
了
，
所
以
就
題
名
曰

藝
術
與
生
活
。（
こ
の
一
冊
の
本
は
、
私
が
こ
こ
十
年
間
に
か
け
て
の
論
文
集
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
か
ら

一
九
二
六
年
ま
で
に
書
い
た
。
全
二
十
篇
か
ら
な
り
、
文
章
は
比
較
的
長
く
、
態
度
も
比
較
的
真
面
目
で

あ
る
。
文
芸
と
人
生
に
対
す
る
私
の
考
え
は
ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
『
芸
術
與
生
活
』
と

名
付
け
た
。）
」
と
述
べ
て
い
る
（
２３７
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
周
作
人
は
日
本
の
浪
漫
主
義
の
思
想
に

依
拠
し
て
お
り
、
彼
の
人
生
と
芸
術
に
関
す
る
理
論
は
『
芸
術
與
生
活
』
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。 

一
方
、
一
八
九
三
年
二
月
二
十
八
日
、
『
文
学
界
』
第
二
号
に
発
表
さ
れ
た
北
村
透
谷
の
「
人
生
に
相

渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
は
「
文
章
即
ち
事
業
な
り
」
と
い
う
山
路
愛
山
の
「
頼
襄
を
論
ず
」
に
対
す
る
透

谷
の
実
利
主
義
へ
の
攻
撃
の
代
表
的
な
著
作
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
に
書
か
れ
た
「
明
治
文
学
管
見

（
２３８
）
、「
内
部
生
命
論
」
（
２３９
）
、
「
国
民
と
思
想
」
（
２４０
）
な
ど
に
も
透
谷
の
文
学
観
や
現
実
認
識
が

集
約
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
内
部
生
命
論
」
で
提
出
し
た
人
間
の
平
等
に
対
す
る
痛
切
な
意
識
と
自
由
へ

の
要
求
の
切
実
さ
が
当
時
の
文
壇
の
人
々
に
強
い
響
き
を
引
き
起
こ
し
た
。 

以
下
で
は
、
透
谷
と
周
作
人
の
そ
れ
ぞ
れ
四
点
の
著
作
を
中
心
と
し
て
、
人
生
と
文
学
に
関
す
る
論
説

の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
中
の
、
「
北
村
透
谷
」
と
い

う
名
前
に
触
れ
た
前
後
の
文
脈
を
見
て
み
る
と
、
周
作
人
は
坪
内
逍
遥
や
二
葉
亭
四
迷
に
代
表
さ
れ
る「
人

生
的
芸
術
派
」
に
触
れ
、
彼
ら
が
創
作
手
法
と
し
て
写
実
を
唱
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
戯
作
者
的
な

態
度
を
捨
て
て
い
る
の
が
「
一
大
特
色
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
一
方
で
、
尾
崎
紅
葉
を
中
心
と
す

る
硯
友
社
を
「
藝
術
的
藝
術
派
」
と
定
義
づ
け
、
紅
葉
ら
は
『
小
説
神
髄
』
の
写
実
主
義
に
賛
同
し
て
い

る
が
、
こ
の
派
の
欠
点
は
「
不
重
在
眞
，
祇
重
在
美
。（
真
を
重
ん
じ
る
の
で
は
な
く
、
美
だ
け
を
重
ん
じ
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る
）
」
点
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
時
期
に
、
紅
葉
と
並
び
称
さ
れ
た
幸
田
露
伴
に
つ
い
て
は
、
努
力
と
悟

り
が
う
か
が
え
る
が
、
彼
の
思
想
は
徹
底
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
因
为
他

不
是
従
實
人
生
觀
察
得
来
，
祇
従
主
觀
斷
定
的
。（
彼
（
露
伴
―
―
引
用
者
）
は
実
人
生
の
観
察
か
ら
得
た

の
で
は
な
く
、
た
だ
主
観
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）」
。
さ
ら
に
、
周
作
人
は
北
村
透
谷
の

『
文
学
界
』
を
と
り
あ
げ
、
透
谷
を
露
伴
と
比
較
し
、
特
に
、
人
生
の
問
題
に
つ
い
て
、
透
谷
が
痛
切
に

感
じ
入
り
、
つ
い
に
は
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
周
作
人
は
、
文
学
と
人
生

の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
る
の
は
当
時
の
新
文
学
の
発
達
の
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
透
谷
は
「
内
部
生
命
論
」
で
、
写
実
派
と
は
「
客
觀
的
に
内
部
の
生
命
を
觀
察
す
べ
き
」

も
の
で
あ
り
、
「
客
觀
的
に
内
部
の
生
命
の
百
般
の
顯
象
を
觀
察
」
し
、
「
世
道
人
心
を
益
す
る
」
も
の
で

あ
り
、｢

此
目
的
の
外
に
嘉
讃
す
べ
き
写
実
派
の
目
的
は
あ
ら
ざ
る
な
り｣

と
述
べ
、
ま
た
「
此
目
的
を
外

れ
た
ら
ば
何
等
の
功
益
も
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。
他
方
、
理
想
派
に
つ
い
て
は
、「
主
觀
的
に

内
部
の
生
命
を
觀
察
す
べ
き
」
も
の
で
あ
り
、
「
主
觀
的
に
内
部
の
生
命
の
百
般
の
顯
象
を
觀
察
す
べ
き
」

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
「
い
か
に
高
大
な
る
極
致
を
唱
ふ
る
と
も
、
い
か
に
美
妙
な
る
理
想
を
歌
ふ
と
も
、

こ
の
目
的
の
外
に
理
想
派
の
嘉
讃
す
べ
き
目
的
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
写
実
主

義
も
理
想
主
義
も
人
間
の
内
部
の
生
命
や
人
間
の
心
を
離
れ
る
と
意
味
が
な
い
と
透
谷
は
言
い
た
か
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
周
作
人
は
、「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
に
お
い
て
、
日
本
の
文
学
が
か
つ
て
は
、
中
国
か

ら
の
影
響
を
受
け
た
が
、純
文
学
の
ほ
う
に
は
特
別
な
精
神
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
特
別
な
精
神
と
は
、

日
本
の
文
学
の
創
作
的
模
倣
の
側
面
を
指
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
人
類
的
世
界
的
傾
向
（
人
類
的
な

世
界
の
傾
向
）
」
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
將
他
的
精
神
（
西
洋
新
思
想
和
東
洋
的
国
粹
―
―
引

用
者
）
，
傾
注
在
自
己
心
裹
，
混
和
了
，
隨
後
又
傾
倒
出
来
；
模
拟
而
獨
創
的
好
。
（
西
洋
の
新
思
想
と
東

洋
の
国
粋
的
精
神
―
―
引
用
者
）
を
、
自
分
の
心
に
注
ぎ
、
融
合
さ
せ
て
か
ら
、
独
創
性
を
発
揮
さ
せ
た

模
倣
で
あ
る
点
が
優
れ
て
い
る
。）
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
透
谷
の
「
国
民
と
思
想
」
に
は
、「
創
造
的

勢
力
は
何
れ
の
時
代
に
あ
り
て
も
之
を
缺
く
可
か
ら
ず
。
国
民
の
生
気
は
、
そ
の
創
造
的
勢
力
に
よ
つ
て

ト
す
る
を
得
べ
く
」
し
、
と
創
造
力
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
る
。
続
い
て
、
透
谷
は
三
千
年
の
系
図
を
も

つ
某
旧
家
の
姉
と
妹
を
例
と
し
（
２４１
）
、
日
本
社
会
で
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
を
西
洋
文
明
の
良
質
な
部
分

に
融
合
さ
せ
て
、
創
造
性
の
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
思
想
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
国
民
に
期
待
し
て
い
る

と
強
調
し
て
い
る
。 

「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
の
最
後
に
、
周
作
人
が
「
中
國
現
時
小
説
情
形
仿
佛
明
治
十
七
八
年

時
的
様
子
；
所
以
目
下
切
要
辧
法
，
也
便
是
提
倡
翻
譯
及
研
究
外
國
著
作
。（
中
国
の
現
時
の
小
説
の
情
況
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は
ま
る
で
明
治
十
七
、
八
年
（
日
本
の
文
壇
―
―
筆
者
）
の
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
翻
訳
の
提
唱
及
び
外
国

文
学
著
作
の
研
究
が
目
下
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
。）
」
と
中
国
の
新
文
学
へ
の
希
望
を
出
し
て
い
る
。「
明

治
十
七
八
年
（
一
八
八
四
、
五
）
」
は
坪
内
逍
遥
の
『
小
説
神
髄
』（
一
八
八
五
年
）
と
二
葉
亭
四
迷
の
『
小

説
総
論
』
（
一
八
八
六
年
）
を
代
表
と
す
る
日
本
の
写
実
主
義
の
発
達
の
時
期
に
相
当
す
る
。
周
作
人
は
、

中
国
の
小
説
が
日
本
の
写
実
主
義
の
段
階
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
文
壇
は
日

本
の
文
壇
の
よ
う
に
、
写
実
主
義
の
後
、
浪
漫
主
義
が
来
る
と
予
言
し
、
そ
の
た
め
、
日
本
の
文
壇
の
経

験
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
に
よ
っ
て
、
日
本
の
文
壇
の
状
況
を
紹
介
し
、
文
学
と
人
生
の
関
係

が
深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
新
文
学
の
発
達
の
一
歩
で
あ
る
と
認
識
し
た
周
作
人
は
、
そ
の
理
念
を
中

国
文
学
と
結
び
つ
け
、
八
ヵ
月
後
に
「
人
的
文
学
」
を
発
表
し
た
。
「
我
們
現
在
應
該
提
倡
的
新
文
學
，

簡
單
的
説
一
句
，
是
「
人
的
文
學
」
。
應
該
排
斥
的
，
便
是
反
對
的
非
人
的
文
學
。
（
わ
れ
わ
れ
が
現
在

提
唱
す
べ
き
新
し
い
文
学
は
、
簡
単
に
一
こ
と
で
い
え
ば
、
「
人
の
文
学
」
で
あ
り
、
排
斥
す
べ
き
文
学

は
、
す
な
わ
ち
そ
の
反
対
の
非
人
間
の
文
学
で
あ
る
。
）
」
と
周
作
人
は
、
中
国
の
新
文
学
の
理
念
を
定

義
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
国
文
学
の
現
状
に
つ
い
て
、
「
中
國
文
學
中
，
人
的
文
學
本
来
極
少
。
従

儒
教
道
教
出
来
的
文
章
，
幾
乎
都
不
合
格
。（
中
国
の
文
学
に
は
、
人
の
文
学
は
も
と
も
と
き
わ
め
て
少
な

く
、
儒
教
や
道
教
か
ら
出
て
く
る
文
章
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
不
合
格
で
あ
る
。
）
」
と
述
べ
た
上
で
、

い
く
つ
か
の
別
の
文
学
作
品
を
例
に
挙
げ
て
、
「
這
幾
類
全
是
妨
礙
人
性
的
生
長
，
破
壊
人
類
的
平
和
的

東
西
。
統
應
該
排
斥
。
（
こ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
人
間
性
の
成
長
を
さ
ま
た
げ
、
人
類
の
平
和
を
破
壊

す
る
も
の
で
あ
り
、
一
さ
い
排
斥
す
べ
き
で
あ
る
。
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
文
学
は
人
生

に
触
れ
ず
、
人
生
の
問
題
を
研
究
す
る
文
学
で
は
な
い
た
め
、
排
斥
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
儒
教
文
学
に
関
す
る
認
識
は
、
透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」
に
も
同
様
の
趣
旨
が
読
み
取
れ
る
。

透
谷
に
よ
れ
ば
、
徳
川
時
代
の
儒
教
道
徳
は
当
時
で
は
、
最
も
人
間
の
生
命
に
近
い
道
徳
で
あ
っ
た
が
、

結
局
、
「
人
間
の
生
命
を
教
へ
尽
し
た
」
も
の
と
は
言
え
ず
、「
繁
雑
な
る
礼
法
を
設
け
、
種
々
な
る
儀
式

を
備
ふ
る
も
、
到
底For

ma
lity

に
陥
る
を
免
か
れ
ざ
り
し
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
歴
史
的
意
義
或
い
は

文
学
的
価
値
を
認
め
な
が
ら
、
結
局
、
人
生
に
触
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
新
文
学
に
相
応
し
く
な
い
と
い

う
儒
教
文
学
批
判
の
点
で
周
作
人
と
透
谷
の
考
え
は
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
作
人
は
「
我
們
立
論
，

應
抱
定
「
时
代
」
這
一
個
觀
念
，
又
將
批
評
與
主
張
，
分
作
兩
事
。
批
評
古
人
的
著
作
，
便
認
定
他
们
的

時
代
，
给
他
一
個
正
直
的
評
價
，
相
應
的
位
置
。
（
わ
れ
わ
れ
の
立
論
は
「
時
代
」
と
い
う
観
念
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
、
ま
た
批
評
と
主
張
の
け
じ
め
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
古
代
人
の
作
品
を
批
評
す
る
場

合
、
そ
の
時
代
を
ち
ゃ
ん
と
把
握
し
た
上
で
、
正
当
な
評
価
と
ふ
さ
わ
し
い
位
置
を
作
品
に
与
え
る
の
で
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あ
る
。
）
」
と
、
古
代
の
人
々
の
著
作
を
評
す
る
場
合
は
時
代
性
を
意
識
し
な
が
ら
評
す
べ
き
だ
と
指
摘

し
て
い
る
。
透
谷
の
「
国
民
と
思
想
」
や
「
明
治
文
学
管
見
」
に
も
文
学
と
時
代
と
の
関
係
を
論
じ
た
部

分
が
見
え
る
。
た
と
え
ば
「
歴
史
は
意
味
な
き
ペ
ー
ヂ
の
堆
積
に
あ
ら
ず
」
、
「
人
間
の
心
血
が
捺
印
し
た

る
跡
は
、
之
を
抹
す
べ
か
ら
ず
」、
「
文
学
は
時
代
の
鏡
な
り
」
な
ど
で
あ
る
。 

ま
た
、｢

人
的
文
学｣
の
続
編
で
あ
る
「
新
文
学
的
要
求
」
で
は
、
芸
術
と
人
生
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し

く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
周
作
人
は
「
人
生
派
」
は
「
説
藝
術
要
與
人
生
相
關
（
芸
術
を
論
ず
る
な

ら
人
生
と
関
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
）
」
特
徴
が
あ
り
、
「
不
承
認
有
與
人
生
脱
離
關
係
的
藝
術
（
人
生
と

離
れ
た
芸
術
は
認
め
な
い
）
」
と
し
て
、
人
生
派
の
長
所
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
派
の
「
流
弊

（
弊
害
）
」
は
「
是
容
易
講
到
功
利
裏
邊
去
，
以
文
藝
为
倫
理
的
工
具
，
變
成
一
种
壇
上
的
説
教
。
（
議

論
が
容
易
に
功
利
の
方
向
へ
と
進
み
、
文
芸
が
倫
理
の
道
具
と
し
て
、
一
種
の
壇
上
の
説
教
の
よ
う
な
も

の
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
）
」
と
し
て
、
こ
の
派
が
功
利
や
倫
理
的
な
道
具
や
論
壇

上
の
説
教
に
陥
り
や
す
い
と
周
作
人
は
考
え
て
い
る
。
人
生
派
の
文
学
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
「
仍
以
文
藝

為
究
極
的
目
的
；
但
這
文
藝
應
當
通
過
了
著
者
的
情
思
，
與
人
生
有
接
觸
。
（
即
ち
文
芸
を
究
極
の
目
的

と
す
る
が
、
こ
の
文
芸
は
筆
者
自
身
の
感
情
を
透
過
し
、
人
生
と
の
接
触
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
）
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
芸
術
を
究
極
の
目
的
」
と
し
、
「
人
生
と
の
接
触
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う

考
え
は
明
治
二
十
年
代
の
文
壇
で
大
き
な
論
議
を
呼
ん
だ
透
谷
と
愛
山
の
論
争
に
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

透
谷
の
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
は
山
路
愛
山
が
「
頼
襄
を
論
ず
」
で
唱
え
た
「
文
章
即
ち
事

業
な
り
」
と
い
う
観
点
へ
の
猛
烈
な
反
論
で
あ
る
。
文
学
の
直
接
的
な
効
用
を
説
く
愛
山
の
考
え
方
に
対

し
て
、
透
谷
は
文
章
と
事
業
は
同
一
視
で
き
ず
、
「
文
学
は
事
業
を
目
的
と
せ
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
、
「
文

学
は
人
生
に
相
渉
る
こ
と
」
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
文
学
が
人
生
を
離
れ
る
と
意
味
が
な
い
が
、
人

生
を
究
極
の
目
的
と
す
る
の
も
片
手
落
ち
で
あ
る
と
い
う
芸
術
と
人
生
に
対
す
る
考
え
方
は
透
谷
の
著
作

に
も
周
作
人
の
著
作
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
驚
く
ほ
ど
の
類
似
は
た
だ
の
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

「
平
民
文
学
」
で
周
作
人
は
貴
族
文
学
の
弱
点
を
指
摘
し
、
平
民
文
学
へ
の
要
求
を
提
出
し
て
い
る
。

「
貴
族
文
學
形
式
上
的
缺
點
、
是
偏
于
部
分
的
、
修
飾
的
、
享
楽
的
、
或
游
戲
的
；
這
内
容
上
的
缺
點
、

也
正
如
此
。
所
以
平
民
文
學
應
該
著
重
、
與
貴
族
文
學
相
反
的
地
方
、
是
内
容
充
實
、
就
是
普
遍
與
眞
摯

兩
件
事
。
（
貴
族
文
学
の
形
式
上
の
欠
点
は
部
分
的
で
、
修
飾
的
で
、
享
楽
的
で
、
あ
る
い
は
遊
戯
的
で

あ
る
点
で
あ
る
；
内
容
上
の
欠
点
も
同
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
平
民
文
学
は
貴
族
文
学
と
正
反
対
の
部
分
を

重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
。
内
容
が
充
実
し
て
い
る
、
つ
ま
り
普
遍
性
と
眞
摯
さ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
）
」
。
周
作
人
は
貴
族
文
学
の
不
足
を
述
べ
た
上
で
、
平
民
文
学
の
普
遍
性
と
眞
摯
さ

を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
々
が
混
同
し
や
す
い
平
民
文
学
と
通
俗
文
学
を
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区
別
す
る
際
に
、
「
研
究
平
民
生
活
―
―
人
的
生
活
―
―
的
文
學
（
平
民
の
生
活
、
―
―
人
の
生
活
―
―

を
研
究
す
る
文
学
）
」
と
述
べ
、
即
ち
平
民
文
学
は
「
人
の
生
活
」
を
研
究
す
る
文
学
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
貴
族
と
平
民
へ
の
認
識
は
透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、「
明
治
の
思
想

は
大
革
命
を
経
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
貴
族
的
思
想
を
打
破
し
て
、
平
民
的
思
想
を
創
興
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」

と
し
て
、
貴
族
的
思
想
を
打
破
し
、
平
民
的
思
想
を
創
興
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
貴
族
的
思

想
と
は
差
別
を
容
認
す
る
思
想
で
あ
る
。
平
民
的
思
想
と
は
根
本
の
生
命
を
伝
え
る
思
想
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
「
平
民
社
界
の
胸
奥
よ
り
（
発
す
る
―
―
引
用
者
）
自
然
的
育
成
の
声
」
（
２４２
）
、
「
人
間
の
精
神

が
自
由
を
追
求
す
る
一
表
象
」
（
２４３
）
と
も
表
現
さ
れ
る
。
周
作
人
の
提
唱
し
た
平
民
文
学
、
即
ち
「
人

の
生
活
」
を
研
究
す
る
文
学
は
人
間
の
精
神
を
重
視
し
た
平
民
思
想
と
い
う
透
谷
の
理
念
に
繋
が
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。 

 

本
節
で
は
、
一
八
九
四
年
の
日
清
戦
争
で
の
惨
敗
後
、
中
国
を
救
お
う
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
、
相
次

い
で
日
本
に
留
学
し
た
魯
迅
・
周
作
人
兄
弟
と
、
日
本
浪
漫
主
義
の
先
駆
を
な
し
た
北
村
透
谷
と
の
関
連

性
を
追
究
し
た
。
特
に
、
弟
で
あ
る
周
作
人
は
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」
と
い
う
講
演
を
通
し
て
、

「
北
村
透
谷
」
と
い
う
名
前
を
近
代
中
国
に
紹
介
し
た
。
帰
国
後
の
彼
は
そ
の
理
念
に
基
づ
き
、
中
国
の

新
文
化
運
動
の
理
念
と
み
な
さ
れ
る
「
人
的
文
学
」
「
平
民
文
学
」
「
新
文
学
的
要
求
」
な
ど
を
相
次
い
で

発
表
し
た
。
そ
の
中
で
提
唱
し
た
「
文
学
と
人
生
」
「
文
学
の
時
代
性
」
「
功
利
主
義
文
学
の
弊
害
」
な
ど

の
考
え
は
当
時
、
浪
漫
主
義
初
期
の
文
学
団
体
で
あ
る
『
文
学
界
』
の
中
心
人
物
で
あ
る
透
谷
の
著
作
に

も
よ
く
見
ら
れ
る
。 

二
人
の
活
躍
し
た
時
期
は
重
な
っ
て
い
な
い
が
、
透
谷
の
死
後
、
友
人
の
力
で
出
版
さ
れ
た
『
透
谷
全

集
』
や
透
谷
と
の
交
友
を
描
く
藤
村
の
『
春
』
の
連
載
を
通
し
て
、
透
谷
像
が
読
者
に
浸
透
し
、
透
谷
の

名
前
及
び
彼
の
著
作
が
提
示
し
た
問
題
意
識
が
再
び
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
同
時
期
に
日
本

に
い
た
周
作
人
は
そ
う
し
た
透
谷
ブ
ー
ム
に
接
し
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
周
作
人
の
著
作

に
現
れ
る
文
学
と
人
生
に
関
す
る
考
え
は
間
接
的
に
透
谷
の
影
響
を
受
け
、
透
谷
の
著
作
で
提
出
さ
れ
た

問
題
意
識
と
共
有
し
て
い
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 
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第
二
節 
中
国
近
・
現
代
に
お
け
る
北
村
透
谷
の
研
究
状
況 

 

魯
迅
の
弟
・
周
作
人
は
帰
国
後
の
一
九
一
八
年
四
月
十
九
日
、
北
京
大
学
文
科
研
究
所
で
「
日
本
近
三

十
年
小
説
之
発
達
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講
演
の
中
で
、
二
葉
亭
四
迷
の
「
人
生
的
芸
術
派
」
は
、
硯
友

社
ら
の
「
藝
術
的
藝
術
派
」
に
よ
っ
て
圧
倒
さ
れ
た
が
、
北
村
透
谷
の
『
文
学
界
』
一
派
に
よ
っ
て
継
承

さ
れ
、
特
に
、
透
谷
に
よ
っ
て
、
文
学
と
人
生
の
関
連
が
よ
り
密
接
と
な
っ
た
と
近
代
日
本
文
学
史
の
紹

介
を
し
な
が
ら
、
透
谷
の
名
前
お
よ
び
彼
を
リ
ー
ダ
ー
、
と
す
る
『
文
学
界
』
に
触
れ
た
。
し
か
し
、
魯

迅
と
周
作
人
が
訳
し
、
出
版
し
た
『
現
代
日
本
小
説
集
』（
一
九
二
三
年
六
月
）
の
中
に
は
、
国
木
田
独
歩

や
夏
目
漱
石
を
始
め
、
十
五
人
の
日
本
人
作
家
の
作
品
三
十
篇
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
透
谷
の
作
品
は
入
ら

な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
東
方
雑
誌
社
編
『
近
代
日
本
小
説
集
』（
一
九
二
四
年

四
月
）
や
小
説
月
報
社
編
『
日
本
小
説
集
』（
一
九
二
五
年
四
月
）
な
ど
の
中
に
も
透
谷
の
作
品
は
一
切
見

え
な
い
。
同
時
期
に
、
日
本
人
作
家
の
個
人
集
も
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
夏
丏
尊
（
一
八

八
六
〜
一
九
四
六
）
が
訳
し
た
『
國
木
田
獨
歩
集
』（
開
明
書
店
、
一
九
二
七
年
八
月
）
や
徐
祖
正
（
一
八

九
五
〜
一
九
七
八
）
が
訳
し
た
島
崎
藤
村
の
『
新
生
』（
北
新
書
局
、
一
九
二
七
年
十
二
月
）
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。
一
九
二
八
年
四
月
に
な
る
と
、『
語
絲
』
の
第
四
巻
第
十
四
号
に
透
谷
の
「
厭
世
詩
人
與
女
性
」

と
い
う
作
品
が
韓
侍
桁
（
一
九
〇
八
〜
一
九
八
七
）
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
。
こ
れ
が
恐
ら
く
透
谷
の
作
品

が
初
め
て
中
国
語
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
翌
年
に
は
、
透
谷
の
「
萬
物
之
聲
與
詩
人
」
も
翻
訳
さ

れ
、「
厭
世
詩
人
與
女
性
」
と
と
も
に
、『
近
代
日
本
文
芸
論
集
』（
北
新
書
局
、
一
九
二
九
年
二
月
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
（
本
稿
一
三
五
〜
一
三
六
頁
の
図
版
参
照
）
。
韓
侍
桁
の
自
筆
し
た
『
我
的
経
歴
与
交
往
』

（
２４４
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
一
九
二
四
年
、
日
本
に
留
学
し
、
一
年
間
の
日
本
語
の
学
習
期
間
を
経
て
、
翌

年
、
慶
応
大
学
の
英
文
系
に
入
っ
た
。
一
九
二
九
年
の
七
月
に
帰
国
す
る
ま
で
の
約
五
年
間
、
日
本
に
滞

在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
期
に
透
谷
の
作
品
に
触
れ
、
そ
の
魅
力
に
引
か
れ

た
こ
と
が
そ
れ
ら
を
訳
そ
う
と
す
る
大
き
な
動
機
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。 
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し
か
し
、
こ
の
韓
侍
桁
訳
『
近
代
日
本
文
芸
論
集
』
は
北
京
図
書
館
編
『
民
国
時
期
総
書
目
（
一
九
一

一
〜
一
九
四
九
）
』（
一
九
八
七
年
）
「
外
国
文
学
」
の
翻
訳
出
版
一
覧
の
中
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

同
じ
く
韓
侍
桁
訳
『
現
代
中
国
小
説
』
（
春
潮
書
局
、
一
九
二
九
年
六
月
）
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
中
国

訳
日
本
書
総
合
目
録
』
（
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
や
『
中
国
現
代
文
学
総
書
目
』
（
福
建
教
育

出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
に
も
一
切
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
韓
侍
桁
訳
『
近
代
日
本
文
芸
論
集
』
は

何
か
の
理
由
に
よ
り
漏
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
出
版
社
も
翻
訳
者
も
当
時
有
名
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
書
き

漏
ら
し
に
は
疑
問
が
残
る
が
、
こ
う
い
っ
た
ミ
ス
が
透
谷
の
二
作
品
が
多
く
の
中
国
人
に
注
目
さ
れ
て
い

な
い
原
因
の
一
つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
、
方
長
安
（
武
漢
大
学
の

研
究
者
）
が
「
五
四
文
学
的
現
代
性
与
日
本
浪
漫
主
義
文
学
」（（
『
人
文
杂
志
』
第
三
期
、
二
〇
〇
〇
年
）
）

で
、「
五
四
時
期
，
中
国
作
家
対
日
本
浪
漫
主
義
文
学
投
以
了
极
大
的
热
情
（
五
四
運
動
の
時
期
、
中
国
の

作
家
た
ち
が
日
本
浪
漫
主
義
文
学
に
極
め
て
大
き
な
情
熱
を
投
じ
た
」
を
論
じ
た
際
、
韓
侍
桁
訳
『
近
代

日
本
文
芸
論
集
』
を
挙
げ
、
日
本
浪
漫
主
義
作
家
で
あ
る
北
村
透
谷
及
び
韓
侍
桁
に
翻
訳
さ
れ
た
透
谷
の

作
品
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、「
一
九
二
九
年
北
新
書
局
出
版
了
韓
侍
桁
的
近
代
日
本
文
芸
论
集
，
内
收

有
北
村
透
谷
的
《
厭
世
詩
人
与
女
性
》，
《
万
物
之
声
与
詩
人
》。
（
一
九
二
九
年
、
北
新
書
局
が
韓
侍
桁
の

『
近
代
日
本
文
芸
論
集
』
を
出
版
し
、
北
村
透
谷
の
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
と
「
万
物
之
声
と
詩
人
」
が

収
め
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
透
谷
の
作
品
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
は
見
当
た
ら
な
い
。 
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そ
の
後
、
日
中
戦
争
が
起
こ
っ
て
、
新
中
国
が
成
立
し
、
長
い
間
に
、
中
国
文
学
界
は
北
村
透
谷
及
び

彼
の
作
品
へ
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
な
く
、
研
究
成
果
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。 

 

一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
以
来
、
中
日
間
の
経
済
交
流
や
文
化
交
流
が
ま
す
ま
す
進
行
し
始
め
、
研
究

も
漸
く
盛
ん
に
な
り
、
文
学
の
面
で
も
日
本
近
代
文
学
へ
の
情
熱
が
高
ま
っ
て
い
く
。
勿
論
、
北
村
透
谷

を
研
究
す
る
研
究
者
も
現
れ
る
。
以
下
、
透
谷
を
中
心
と
す
る
八
十
年
代
以
後
の
論
文
を
挙
げ
る
（
２４５
）
。 

 

１
、 

武
継
平
「
北
村
透
谷
文
艺
思
想
管
見
」（
『
外
国
语
文
教
学
』
第
四
期
、
一
九
八
五
年
一
一
月
） 

２
、 

蘭
明
「
人
类
〝
做
的
是
同
一
个
梦
〟
―
写
在
北
村
透
谷
的
《
蓬
萊
曲
》
之
后
」（
『
读
书
』
第
十
一
期
、 

一
九
八
六
年
六
月
） 

３
、 

鄭
憲
春
「
屈
原
与
北
村
透
谷
散
论
」
（『
船
山
学
报
』
第
S1
期
、
一
九
八
七
年
十
二
月
） 

４
、 

蘭
明
「
〝
透
谷
文
学
世
界
〟
的
基
本
构
成
」
（『
外
国
文
学
研
究
』
第
四
期
、
一
九
八
八
年
十
二
月
） 

５
、 

金
煥
玑
、
陳
淑
敏
「
北
村
透
谷
的
生
命
文
学
论
」
（『
外
语
学
刊
』
第
一
期
、
一
九
九
三
年
三
月
） 

６
、 

武
安
隆
「
〝
把
姐
妹
二
人
都
娶
了
〟
―
北
村
透
谷
论
两
难
处
境
下
的
文
化
选
择
」
（『
日
本
研
究
论 

集
』
一
九
九
八
年
） 

７
、 

肖
霞
「
论
日
本
明
治
時
期
浪
漫
主
義
的
文
学
评
论
及
文
芸
思
想
―
从
北
村
透
谷
到
高
山
樗
牛
」（『
文 

史
哲
』
第
一
期
、
二
〇
〇
三
年
一
月
） 

８
、 

張
剣
「
北
村
透
谷
文
学
观
初
探
」
（
修
士
论
文
『
华
中
师
范
大
学
』
二
〇
〇
八
年
） 

９
、
胡
瑞
祥
、
張
進
紅
「
论
北
村
透
谷
的
文
学
思
想
及
其
影
响
」
（『
飛
天
』
第
二
十
三
期
、
二
〇
〇
九
年 

一
月
） 

１０
、
張
剣
「
纯
粹
自
我
的
浪
漫
主
義
追
求
―
北
村
透
谷
文
学
观
初
探
」（『
湖
南
大
学
学
报
』
第
二
十
四
巻 

第
三
期
、
二
〇
一
〇
年
五
月
） 

１１
、
胡
瑞
祥
、
楊
超
「
北
村
透
谷
浪
漫
主
义
思
想
対
中
国
文
学
之
影
响
和
关
联
」（
『
青
年
文
学
家
』
第
七 

期
、
二
〇
一
〇
年
四
月
） 

１２
、
胡
瑞
祥
、
宋
冠
純
、
張
進
紅
「
论
北
村
透
谷
在
日
本
近
代
文
学
中
的
地
位
和
影
响
」
（
『
名
作
欣
赏
』 

第
二
十
四
期
、
二
〇
一
〇
年
八
月
） 

１３
、
張
剣
「
论
北
村
透
谷
対
日
本
早
期
浪
漫
主
义
文
学
的
影
响
」（
『
考
试
周
刊
』
第
五
十
三
期
、
二
〇
〇 

〇
年
十
二
月
） 

１４
、
張
剣
「
五
四
运
动
以
来
的
中
国
北
村
透
谷
研
究
综
述
」
（
『
湖
南
工
业
职
业
技
术
学
院
学
报
』
、
二
〇 

一
一
年
五
月
） 

１５
、
張
剣
「
论
北
村
透
谷
浪
漫
主
义
文
学
观
対
西
方
浪
漫
主
義
的
接
受
」（
『
湖
南
大
众
传
媒
职
业
技
术
学
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院
学
报
』
第
六
期
、
二
〇
一
一
年
） 

１６
、
張
剣
「
论
北
村
透
谷
浪
漫
主
义
文
学
观
成
因
」
（『
东
京
文
学
』
第
八
期
、
二
〇
一
一
年
八
月
） 

１７
、
井
利
「
北
村
透
谷
与
五
四
时
期
文
人
的
文
学
关
系
」（
『
剑
南
文
学
』
第
九
期
、
二
〇
一
一
年
九
月
） 

１８
、
井
力
「
论
北
村
透
谷
浪
漫
主
义
文
学
観
対
西
方
浪
漫
主
义
的
接
受
」（『
文
芸
生
活
』
第
十
期
、
二
〇 

一
一
年
） 

１９
、
張
剣
「
论
北
村
透
谷
与
周
作
人
的
文
学
关
系
」（
『
当
代
教
育
理
论
与
实
践
』
第
十
二
期
、
二
〇
一
一 

年
十
二
月
） 

２０
、
富
沢
成
実
、
劉
立
善
「
论
岩
本
善
治
与
北
村
透
谷
的
近
代
恋
爱
观
」
（『
日
本
研
究
』、
二
〇
一
二
年 

〇
二
期
） 

２１
、
魏
玮
華
「
北
村
透
谷
《
內
部
生
命
论
》
解
读
」
（『
作
家
』
第
六
期
、
二
〇
一
二
年
三
月
） 

２２
、
于
立
傑
「
日
本
近
代
文
学
中
北
村
透
谷
的
站
位
研
究
」
（
『
剑
南
文
学
』
二
〇
一
二
年
〇
九
期
） 

 

武
継
平
は
「
北
村
透
谷
文
艺
思
想
管
見
」
に
、
日
本
浪
漫
主
義
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
浪
漫
主
義
と
の
違
い

を
述
べ
た
上
で
、
日
本
浪
漫
主
義
の
先
駆
で
あ
る
『
文
学
界
』
を
引
き
あ
い
に
出
し
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
北
村
透
谷
の
功
績
は
「
宣
传
资
产
阶
级
人
道
主
义
和
平
博
爱
思
想
，
宣
扬
赞
美
人
性
。
在
这
方
面
，

作
为
批
评
家
的
北
村
透
谷
建
立
的
功
绩
尤
为
突
出
。（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
人
道
主
義
、
平
和
博
愛
の
思
想
を
宣

伝
す
る
面
で
は
、
批
評
家
で
あ
る
北
村
透
谷
が
立
て
た
功
績
が
非
常
に
目
立
っ
て
い
る
」
と
高
く
評
価
し

て
い
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
武
は
、
透
谷
の
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
を
引
き
、
山
路
愛
山

と
の
論
争
を
取
り
上
げ
、
功
利
主
義
と
実
用
主
義
を
説
く
愛
山
の
考
え
方
に
対
し
て
、
透
谷
が
強
く
批
判

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
人
生
要
有
理
想
，
文
学
的
任
务
是
启
迪
人
的
自
由
民
主
思
想
，
是
赞
美
人
性
，

追
求
精
神
上
的
解
放
。
（
人
生
は
理
想
が
あ
る
べ
き
で
、
文
学
に
関
わ
る
人
間
は
自
由
民
主
主
義
を
啓
蒙

し
、
人
生
を
賛
美
し
、
精
神
上
の
解
放
を
追
求
す
る
人
で
あ
る
）
」
と
す
る
透
谷
の
文
学
思
想
は
現
実
社

会
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
理
想
を
提
出
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
続
い
て
、
武
は
浪
漫
主
義
派

と
並
存
し
た
硯
友
社
、
あ
る
い
は
写
実
主
義
と
の
違
い
を
区
別
し
た
上
で
、
透
谷
の
浪
漫
主
義
派
の
文
学

主
張
に
つ
い
て
、
「
北
村
透
谷
文
学
观
的
最
大
价
值
在
于
他
第
一
个
提
出
了
文
学
应
该
表
现
人
性
和
理
想

（
中
略
）
他
认
为
文
学
是
否
有
价
值
，
最
关
键
的
是
看
它
是
否
描
写
表
现
了
人
的
精
神
，
用
他
自
己
的
话

说
，
即
是
〝
内
部
生
命
〟
。
（
北
村
透
谷
の
文
学
観
の
最
大
の
価
値
は
彼
が
文
学
が
人
間
性
と
理
想
を
表

す
も
の
で
あ
る
と
初
め
て
提
唱
し
、
（
中
略
）
人
の
精
神
を
表
す
か
ど
う
か
が
文
学
の
価
値
を
判
断
す
る

基
準
で
あ
る
と
透
谷
は
考
え
て
い
る
。
彼
自
分
の
言
葉
で
言
う
と
、
つ
ま
り
、「
内
部
生
命
」
で
あ
る
。
）
」

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
武
は
透
谷
の
縊
死
前
に
書
か
れ
た
蝶
に
関
す
る
三
部
作
を
引
き
な
が
ら
、
透
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谷
が
現
実
世
界
に
絶
望
し
、
「
在
追
求
理
想
的
过
程
中
屡
遭
失
败
（
理
想
を
追
求
し
て
い
る
う
ち
、
失
敗

を
繰
り
返
し
た
）
」
こ
と
が
、
彼
の
自
殺
に
導
い
た
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
蘭

明
は
「
人
类
〝
做
的
是
同
一
个
梦
〟
―
写
在
北
村
透
谷
的
《
蓬
萊
曲
》
之
后
」
と
「
〝
透
谷
文
学
世
界
〟

的
基
本
构
成
」
の
中
で
、
透
谷
の
劇
詩
「
蓬
莱
曲
」
を
取
り
上
げ
て
、
透
谷
文
学
世
界
の
構
成
を
詳
細
に

論
じ
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
、
八
十
年
代
の
透
谷
研
究
は
論
文
の
数
は
少
な
い
も
の
の
、
半
世
紀
の
間
、

氷
結
し
て
い
た
透
谷
研
究
の
幕
が
開
か
れ
た
と
言
え
る
。
武
継
平
、
蘭
明
は
二
人
と
も
日
本
に
留
学
し
た

こ
と
が
あ
り
、
二
人
の
透
谷
論
は
ほ
と
ん
ど
日
本
に
お
け
る
透
谷
研
究
を
基
本
に
書
い
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。 

 

九
十
年
代
に
入
る
と
、
透
谷
研
究
は
新
し
い
段
階
へ
と
踏
み
込
む
。
先
ず
、
金
煥
玑
、
陳
淑
敏
の
「
北

村
透
谷
的
生
命
文
学
论
」
と
魏
玮
華
の
「
北
村
透
谷
《
内
部
生
命
论
》
解
读
」
が
、
当
時
の
日
本
文
壇
の

背
景
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」
を
解
読
し
て
い
る
。
ま
た
、
肖
霞
が
「
论
日
本
明

治
時
期
浪
漫
主
义
的
文
学
评
论
及
文
艺
思
想
―
从
北
村
透
谷
到
高
山
樗
牛
」
の
中
で
、
日
本
浪
漫
主
義
の

前
期
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
北
村
透
谷
と
日
本
浪
漫
主
義
の
中
後
期
の
代
表
者
で
あ
る
高
山
樗
牛
を
取
り
上

げ
、
透
谷
（
「
具
有
〝
悲
悲
观
主
义
〟
的
倾
向
（
悲
観
主
義
的
な
傾
向
を
も
っ
て
い
る
」）
か
ら
樗
牛
（「
带

有
〝
乐
观
主
义
〟
的
倾
向（
楽
観
主
義
的
な
傾
向
を
持
っ
て
い
る
」
）ま
で
の
文
芸
思
想
の
分
析
を
通
し
て
、

日
本
浪
漫
主
義
思
想
の
成
長
か
ら
隆
盛
ま
で
の
過
程
を
一
括
し
て
見
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
な
り
、
方

長
安
の
「
五
四
文
学
的
现
代
性
与
日
本
浪
漫
主
义
文
学
」
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
透
谷
を

中
心
と
す
る
論
文
で
は
な
い
が
、
そ
の
中
に
触
れ
る
透
谷
と
五
四
運
動
の
作
家
た
ち
と
の
影
響
関
係
と
い

う
新
し
い
視
点
で
書
か
れ
て
お
り
、
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
に
、
胡
瑞
祥
、
楊
超
の
「
北
村
透
谷

浪
漫
主
义
思
想
対
中
国
文
学
之
影
响
和
关
联
」
は
、
透
谷
を
中
心
と
し
、
彼
の
浪
漫
思
想
と
恋
愛
思
想
が

中
国
五
四
運
動
に
与
え
た
影
響
と
い
う
指
摘
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
方
長
安
の
論
文

か
ら
透
谷
を
中
心
に
取
り
出
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
、
北
村
透
谷
を
テ
ー
マ
と
す
る
修

士
論
文
、
張
剣
の
「
北
村
透
谷
文
学
观
初
探
」
が
書
か
れ
た
。
論
文
は
三
章
に
分
け
ら
れ
、
第
一
章
で
は
、

透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」
や
蝶
の
三
部
作
な
ど
を
中
心
と
し
、
純
粋
な
自
我
を
追
求
し
て
い
る
透
谷
の
姿

が
描
か
れ
る
と
同
時
に
、
透
谷
の
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
や
「
楚
囚
之
詩
」
な
ど
を
取
り
上

げ
、
「
文
学
は
事
業
を
目
的
と
せ
ざ
る
な
り
」
、
つ
ま
り
文
学
の
非
功
利
性
と
い
う
透
谷
の
主
張
を
分
析

し
た
。
第
二
章
で
、
当
時
の
文
壇
の
背
景
や
透
谷
の
生
い
立
ち
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
浪
漫
主
義
の
影
響
な
ど
の

要
素
を
分
析
し
、
透
谷
の
文
学
思
想
の
形
成
原
因
を
追
究
し
、
最
後
に
、
透
谷
の
文
学
思
想
の
日
本
浪
漫

主
義
へ
の
影
響
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。
張
は
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
計
六
篇
の
論
文
を
雑
誌

に
発
表
し
て
い
る
。 
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以
上
が
中
国
近
代
文
学
、
特
に
、
五
四
運
動
以
後
の
透
谷
研
究
状
況
で
あ
る
。
総
合
的
に
見
る
と
、
透

谷
に
関
す
る
研
究
は
二
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
周
作
人
や
韓
侍
桁
ら
の
留
学
生
た

ち
が
透
谷
を
中
国
に
紹
介
し
た
初
期
と
八
十
年
代
以
後
の
透
谷
研
究
の
再
出
発
期
で
あ
る
。
特
に
、
再
出

発
期
の
先
駆
者
で
あ
る
武
継
平
と
蘭
明
の
論
文
は
、
内
容
か
ら
見
る
と
、
斬
新
と
は
言
え
な
い
が
、
武
の

総
合
的
な
透
谷
論
と
蘭
の
具
体
的
な
作
品
分
析
が
な
さ
れ
た
こ
の
二
篇
の
論
文
は
、
改
革
開
放
の
機
運
と

も
相
俟
っ
て
、
透
谷
研
究
が
再
開
さ
れ
た
と
い
う
点
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
九
十
年
代
に
入
る

と
、
そ
れ
ま
で
の
蘭
明
の
「
蓬
莱
曲
」
論
の
他
に
「
内
部
生
命
論
」
に
つ
い
て
の
研
究
も
始
ま
っ
た
。
二

〇
〇
〇
年
、
方
長
安
が
透
谷
を
中
国
五
四
運
動
と
結
び
つ
け
た
論
文
は
、
そ
れ
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本

を
中
心
と
し
た
透
谷
研
究
で
あ
っ
た
論
風
か
ら
離
れ
て
、
中
国
と
透
谷
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
中

国
の
透
谷
研
究
は
比
較
文
学
的
視
点
を
踏
ま
え
た
受
容
と
い
う
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。 

し
か
し
、
透
谷
研
究
が
八
十
年
代
か
ら
豊
富
な
成
果
を
挙
げ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
だ
次
の
よ
う
な
問

題
点
が
残
っ
て
い
る
。 

 ① 

透
谷
の
作
品
の
分
析
は
ほ
と
ん
ど
、
有
名
な
作
品
（
評
論
で
は
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
「
人
生
に
相

渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
、
詩
で
は
「
楚
囚
之
詩
」
、
「
蓬
莱
曲
」
、
蝶
の
三
部
作
）
に
集
中
し
て
い

る
。 

② 

透
谷
の
個
々
の
作
品
の
詳
細
な
分
析
が
不
十
分
で
あ
り
、
透
谷
の
文
学
思
想
の
理
解
は
概
説
的
な
も

の
が
多
い
。 

③ 

透
谷
の
作
品
の
翻
訳
は
停
止
状
態
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
の
韓
侍
桁
訳
「
厭
世
詩
人
與
女
性
」
と
「
萬

物
之
聲
與
詩
人
」（
北
新
書
局
）、
一
九
八
五
年
の
蘭
明
訳
「
蓬
莱
曲
」（
上
海
訳
文
出
版
社
）
を
除
い

て
、
こ
こ
三
十
年
、
ほ
か
の
翻
訳
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

④ 

翻
訳
に
伸
展
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
研
究
者
た
ち
が
透
谷
の
作
品
を
引
用
す
る
際
の
中
国
語

訳
が
混
乱
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
透
谷
の
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
は
武
の
論
文
で
は
《
何

谓
文
学
必
须
干
预
人
生
》
で
あ
り
、
金
煥
玑
、
陳
淑
敏
の
論
文
で
は
《
所
谓
于
人
生
相
关
是
指
什
么
》

で
あ
る
。
肖
霞
の
論
文
で
は
《
何
谓
干
预
人
生
》
で
あ
る
。 

  

透
谷
作
品
へ
の
翻
訳
お
よ
び
作
品
へ
の
深
い
理
解
が
今
度
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
と
め 
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本
章
は
、
二
節
に
分
か
れ
る
。
第
一
節
で
は
ア
ヘ
ン
戦
争
、
日
清
戦
争
に
相
次
い
で
敗
戦
し
た
背
景
の

下
、
強
い
危
機
感
と
責
任
感
を
抱
き
、
国
民
の
魂
を
救
い
祖
国
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
い
う
目
的
を
も
っ
て

日
本
に
留
学
し
た
魯
迅
、
周
作
人
が
、
日
本
の
文
人
た
ち
の
作
品
を
翻
訳
し
、
先
進
的
な
意
識
や
思
想
を

中
国
に
も
た
ら
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
述
べ
た
。
特
に
、
留
学
時
期
の
二
人
が
日
本
浪
漫
主
義
か
ら
影

響
を
受
け
、
日
本
浪
漫
主
義
の
先
駆
者
で
あ
る
北
村
透
谷
と
ど
ん
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
第
二
節
で
は
、
近
・
現
代
中
国
に
お
け
る
北
村
透
谷
研
究
の
状
況
を
め
ぐ
っ
て
、
戦
前
と

戦
後
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た
上
で
、
透
谷
研
究
に
関
す
る
不
備
を
指
摘
し
た
。 

 

      

終
章 本

研
究
で
は
、
透
谷
の
作
品
の
受
容
に
関
し
て
、
特
に
、
中
国
文
学
と
の
親
近
性
を
詳
し
く
検
討
し
た
。

従
来
、
透
谷
と
中
国
古
典
文
学
と
の
関
連
を
言
及
す
る
先
行
研
究
で
は
、
ほ
と
ん
ど
、
彼
の
エ
ッ
セ
ー
に

集
中
し
て
い
た
状
態
を
一
変
さ
せ
、
透
谷
の
詩
及
び
小
説
を
中
心
と
し
て
検
討
し
た
の
が
本
論
文
で
あ
る
。

先
行
研
究
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
中
国
思
想
か
ら
の
論
及
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
中
国
の
古
典
詩
や
小
説

な
ど
と
の
親
近
性
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
従
来
の
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
透
谷
と

中
国
近
代
文
学
と
の
関
わ
り
、
つ
ま
り
透
谷
が
中
国
で
ど
う
読
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。 

本
論
文
の
各
章
の
内
容
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。 

第
一
章
で
、
透
谷
の
周
縁
や
同
窓
か
ら
培
っ
た
漢
文
学
素
養
を
始
め
、
彼
が
通
っ
た
学
校
な
ど
で
取
り

扱
っ
た
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
透
谷
が
受
け
た
教
育
を
通
し
て
、
幼
少
年
時
代
か
ら
透
谷
は
十
分
に
漢
文
学
の

素
養
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は
彼
が
文
学
の
道
に
踏
み
込
む
前
に
書
か
れ
た
一
連
の
漢

詩
や
妻
の
・
美
那
子
の
透
谷
と
親
友
・
大
矢
の
漢
詩
作
り
の
回
想
や
、
彼
の
著
作
に
見
ら
れ
る
中
国
古
典

に
関
る
人
物
な
ど
の
箇
所
に
よ
っ
て
、
十
分
裏
付
け
ら
れ
る
。 

第
二
章
で
は
、
透
谷
の
詩
を
中
心
と
し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
中
国
的
な
要
素
を
検
討
し
た
。
具
体
的

に
中
国
古
典
文
学
と
の
対
応
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
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① 
「
楚
囚
之
詩
」 

 
 
 
 
 
 
 

―
屈
原
「
離
騒
」（
『
楚
辞
』
） 

② 
「
蓬
莱
曲
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

―
白
楽
天
『
長
恨
歌
』
『
琵
琶
行
』 

―
唐
代
伝
奇
（『
枕
中
記
』、
『
杜
子
春
伝
』、
『
遊
仙
窟
』
） 

③ 

「
ふ
ゆ
だ
ふ
れ
」 

 
 
 
 
 
 

―
陶
淵
明
「
乞
食
」 

「
髑
髏
舞
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

―
荘
子
「
嘆
髑
髏
」 

―
白
楽
天
『
琵
琶
行
』 

 
 
 

「
ほ
た
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

―
杜
甫
「
螢
火
」 

蝶
の
三
部
作
（「
蝶
の
ゆ
く
へ
」「
眠
れ
る
蝶
」
「
双
蝶
の
わ
か
れ
」
）
―
荘
子
『
斉
物
論
』 

―
白
楽
天
「
秋
蝶
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』 

  

透
谷
の
作
品
か
ら
は
可
視
化
に
西
洋
文
学
か
ら
の
影
響
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
源
に
右
記
で
列
挙
し

た
よ
う
な
中
国
古
典
文
学
の
色
が
表
れ
て
い
る
。
透
谷
の
著
作
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
そ
の

影
響
は
た
だ
の
類
似
と
は
言
い
切
れ
な
い
。 

 

第
三
章
で
は
、
透
谷
の
小
説
「
宿
魂
鏡
」
の
「
幻
鏡
」
に
注
目
し
、
今
ま
で
指
摘
さ
れ
た
『
紅
楼
夢
』

を
再
検
討
し
た
上
で
、
両
作
品
の
相
違
点
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
古
典
に
お
け
る
「
鏡
」
に
関
す
る
説
話
に

そ
の
答
え
を
追
究
し
た
。
透
谷
の
「
鏡
」
の
持
つ
意
味
は
中
国
古
典
説
話
に
表
れ
た
意
味
に
酷
似
し
て
お

り
、
こ
こ
に
も
透
谷
の
中
国
古
典
文
学
素
養
が
確
実
に
窺
え
る
。 

 

第
四
章
で
は
、
二
十
世
紀
の
初
め
、
日
本
に
留
学
し
た
魯
迅
・
周
作
人
兄
弟
が
日
本
浪
漫
主
義
に
接
し

た
可
能
性
、
さ
ら
に
、
彼
ら
の
作
品
と
透
谷
の
著
作
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
比
較
し
た
。
ま
た
、
透
谷
の

名
前
が
中
国
文
壇
に
紹
介
さ
れ
て
か
ら
の
百
年
に
お
け
る
透
谷
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。 

 

以
上
の
ま
と
め
に
よ
り
、
特
に
、
透
谷
の
詩
と
小
説
を
中
心
と
す
る
第
二
章
と
第
三
章
を
通
し
て
、
そ

の
中
に
含
ま
れ
る
中
国
的
な
要
素
が
明
瞭
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
中
国
的

な
要
素
は
、
中
国
古
典
原
文
の
引
用
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
つ
の
単
語
や
一
つ
の
諺
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、「
楚
囚
之
詩
」
の
「
楚
囚
」
、「
蓬
莱
曲
」
の
「
蓬
莱
」、「
桀
に
や
飼
は
れ
て
堯

に
吠
ゆ
る
」
と
い
う
中
国
の
古
典
の
諺
の
使
い
方
や
、
「
髑
髏
舞
」
の
「
霓
裳
羽
衣
」
と
い
う
唐
の
玄
宗

が
楊
貴
妃
の
た
め
に
作
っ
た
曲
の
選
び
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
透
谷
は
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
に
感

服
し
て
、「
乞
食
」
の
主
人
の
「
主
人
は
余
の
意
を
解
し
、
遺
贈
あ
り 

豈
に
虚
に
來
ら
ん
や
」
と
い
う
や
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り
と
り
と
同
じ
よ
う
に
、
透
谷
も
「
客
居
偶
録
」
で
老
僕
を
店
に
引
き
入
れ
、
飯
を
注
文
し
、
食
べ
さ
せ

る
。
終
わ
り
に
、
食
を
終
え
た
陶
淵
明
と
主
人
の
「
談
諧
し
て
日
夕
を
終
え
、
觴
至
れ
ば
輒
ち
杯
を
傾
く
」

と
い
う
愉
快
な
雰
囲
気
に
対
し
て
、
透
谷
の
方
は
旧
事
を
思
い
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
言
葉
も
あ
ま
り
交

わ
さ
ず
、
自
分
か
ら
先
に
去
っ
た
が
、
言
葉
な
く
と
も
無
限
の
情
が
あ
っ
た
と
い
う
別
趣
の
思
い
や
り
が

感
じ
ら
れ
る
。
透
谷
の
「
ほ
た
る
」
も
同
じ
よ
う
に
、
杜
甫
の
「
螢
火
」
か
ら
影
響
を
受
け
た
が
、
よ
り

憐
れ
な
存
在
と
し
て
の
「
ほ
た
る
」
を
描
い
た
。
そ
れ
ら
は
中
国
古
典
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
使
う
の

で
は
な
く
、
も
っ
と
透
谷
な
り
な
解
釈
や
組
み
合
わ
せ
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
透
谷
の
漢
学
素
養
は
乏

し
い
も
の
で
は
な
く
、
漢
学
の
知
識
を
摂
取
し
、
自
分
の
も
の
に
し
、
血
肉
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

英
文
学
者
で
あ
る
小
川
和
夫
の
「
蓬
莱
曲
」
評
（「
『
蓬
莱
曲
』
と
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』」
）
は
透
谷
の
「
蓬

莱
曲
」
と
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
を
比
較
し
、
従
来
の
両
作
品
の
類
似
と
い
う
観
念
を
批
判
し
、
た
だ
「
表

面
的
類
似
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
透
谷
は
バ
イ
ロ
ン
を
模
倣
し
た
個
所
に
お
い
て
、
終
始
一
貫
し

て
バ
イ
ロ
ン
の
作
品
主
題
を
誤
解
し
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
理
解
し
え
な
か
っ
た
」
（
２４６
）
と
述
べ
て

い
る
。
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
は
バ
イ
ロ
ン
の
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
影
響
下
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
疑
う
余
地
は
な
い
が
、
小
川
和
夫
の
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
「
文
脈
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
」、
「
個
々
の
比
喩
や
言
葉
づ
か
い
の
暗
指
す
る
も
の
も
把
捉
し
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
指
摘
は
厳
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
鴎
外
の
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
に
は
、
漢

学
者
の
友
人
裔
一
が
学
資
が
足
り
な
い
の
で
廃
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。「
そ
こ
で
国
へ
帰
っ
て

小
学
校
の
教
員
で
も
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
教
員
に
な
る
に
し
て
も
、
そ
の
旁
何
か
遣
り
た

い
。
西
洋
の
学
問
を
す
る
に
は
、
素
養
が
不
十
分
な
上
に
、
新
し
い
本
を
買
う
の
は
容
易
で
な
い
。
そ
こ

で
一
時
の
凌
ぎ
に
と
云
っ
て
、
伯
父
の
出
し
て
く
れ
た
金
の
大
部
分
は
漢
籍
に
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う

記
述
が
あ
る
。
当
時
の
文
人
た
ち
は
西
洋
文
学
へ
関
心
を
持
っ
て
い
て
も
、
テ
キ
ス
ト
の
入
手
の
難
し
さ

や
素
質
の
不
足
な
ど
で
、
西
洋
作
品
へ
の
理
解
が
十
分
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
当
時
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
英
文
学
の
素
養
と
比
べ
て
、
幼
少
年
時
代
か
ら
培
わ
れ
た
漢
文
学

の
素
養
は
内
在
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
由
に
生
か
せ
る
知
識
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

明
治
二
十
年
代
前
半
期
に
、
日
本
浪
漫
主
義
の
機
運
を
受
け
つ
い
だ
『
文
学
界
』
の
創
刊
当
時
の
同
人

は
天
知
、
夕
影
、
透
谷
、
禿
木
、
藤
村
、
秋
骨
の
六
人
で
あ
る
。
経
営
は
天
知
が
担
当
し
、
主
宰
は
透
谷

で
あ
っ
た
。『
文
学
界
』
が
『
女
学
生
』
を
媒
介
と
し
『
女
学
雑
誌
』
に
そ
の
母
胎
を
も
ち
、
同
人
た
ち
は

ほ
と
ん
ど
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
う
け
て
い
た
。
先
行
研
究
で
は
『
文
学
界
』
同
人
に
お
け
る
西
欧
近
代

文
学
の
感
化
や
『
文
学
界
』
と
西
洋
文
学
と
の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
が
多
い
。
実
は
、
同
人
た
ち
は
ほ

と
ん
ど
明
治
初
期
生
ま
れ
で
、
少
年
時
代
は
漢
学
、
漢
文
学
の
環
境
で
育
て
ら
れ
た
。
星
野
天
知
は
同
人
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た
ち
の
中
で
唯
一
の
江
戸
末
生
ま
れ
で
、
少
年
時
代
に
楚
漢
軍
談
や
金
瓶
梅
な
ど
を
耽
読
し
、
後
年
、
明

治
女
学
校
高
等
漢
文
科
で
詩
経
、
老
子
、
荘
子
、
孟
子
、
韓
非
子
、
王
陽
明
、
陶
淵
明
な
ど
を
講
じ
て
い

る
（
『
黙
歩
七
十
年
』）
。
平
田
禿
木
は
幼
時
、
母
親
の
叔
父
永
田
荘
作
の
養
子
に
な
っ
て
い
た
。
永
田
は
漢

詩
を
学
ん
で
相
当
の
域
に
達
し
て
い
る
（
『
文
学
界
前
後
』）
。
藤
村
の
場
合
は
漢
学
と
の
親
し
さ
が
も
っ
と

深
い
。
歌
人
、
国
学
者
で
あ
っ
た
父
親
・
正
樹
は
小
学
校
に
通
っ
た
藤
村
に
自
ら
漢
学
を
教
え
、
幼
年
期

の
終
わ
り
に
は
勧
学
篇
、
三
字
経
、
孝
経
、
論
語
を
講
授
し
た
。
明
治
学
院
在
学
中
の
頃
か
ら
、
彼
は
李

白
や
杜
甫
の
詩
集
な
ど
を
も
愛
読
す
る
（「
文
学
に
志
し
た
頃
」
）。
『
文
学
界
』
同
人
た
ち
は
、
西
洋
文
学

に
魅
力
を
捉
え
ら
れ
る
前
に
、
漢
学
、
漢
文
学
の
素
養
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
彼
ら
が
後

の
創
作
や
翻
訳
な
ど
を
す
る
と
き
、
漢
文
学
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
反
映
さ
せ
た
か
と
い
う
問
題
は
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

第
四
章
で
検
討
し
た
八
十
年
代
以
後
の
透
谷
研
究
の
状
況
に
よ
り
、
成
果
を
挙
げ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
は
い
ま
だ
透
谷
の
有
名
な
作
品
の
み
に
留
ま
っ
て
お
り
、
翻
訳
も
ほ
と
ん
ど
進
ま
な
い
黎
明
期
の
状

態
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
透
谷
の
著
作
は
文
語
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
、
大
正
、
昭

和
の
口
語
体
と
比
べ
非
常
に
読
み
に
く
い
こ
と
か
ら
、
彼
の
作
品
の
翻
訳
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、
若
く
し
て
死
ん
だ
透
谷
は
、
日
本
留
学
ブ
ー
ム
で
日
本
に
留
学
し
た
当
時
の
中
国
文
人
た
ち
と
の

直
接
な
交
流
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
島
崎
藤
村
や
夏
目
漱
石
や
佐
藤
春
夫
な
ど
の
よ
う
に

盛
ん
に
紹
介
さ
れ
た
り
、
作
品
を
翻
訳
さ
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
透
谷
の
作
品

翻
訳
数
が
少
な
い
こ
と
で
、
透
谷
の
作
品
へ
の
理
解
は
概
観
的
な
解
釈
が
多
く
、
テ
キ
ス
ト
研
究
ま
で
至

っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
よ
う
だ
。
加
え
て
、
透
谷
の
作
品
を
引
用
す
る
際
、
作
品
タ
イ
ト
ル
の
中
国
語

表
記
は
い
ま
だ
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
透
谷
作
品
の
中
国
に
お
け
る
受
容
は
や
は
り
ま
だ
初
期
段
階
で
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

今
後
は
、
本
研
究
を
ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
と
し
て
、
透
谷
を
中
心
と
す
る
『
文
学
界
』
同
人
た
ち
の
漢

文
学
素
養
や
著
作
に
お
け
る
漢
文
学
の
影
響
の
様
相
、
ひ
い
て
は
『
文
学
界
』
と
い
う
グ
ル
ー
プ
と
漢
文

学
と
の
総
合
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
な
ど
に
つ
い
て
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
透
谷
の
著
作

の
中
国
語
の
翻
訳
や
解
釈
な
ど
の
中
国
に
お
け
る
透
谷
理
解
の
研
究
に
も
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。 
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【
注
】 

（
１
）
「
飯
倉
だ
よ
り
（
北
村
透
谷
二
十
七
回
忌
に
）
」
『
大
観
』
大
正
十
年
七
月 

（
２
）
明
治
二
十
七
年
十
月
に
、
「
女
学
雑
誌
」「
文
学
界
」
「
評
論
」
「
国
民
之
友
」
の
発
表
し
た
も
の
を

材
料
と
し
、
島
崎
藤
村
の
編
集
で
文
学
界
雑
誌
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
）
中
山
和
子
「
透
谷
の
近
代
―
研
究
史
を
と
お
し
て
」『
差
異
の
近
代
―
透
谷
・
啄
木
・
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
一
〇
一
頁
。 

（
４
）
「
透
谷
研
究
と
そ
の
時
代
」
『
文
学
』
昭
和
三
十
一
年
二
月 

（
５
）
小
田
切
秀
雄
「
透
谷
と
近
代
文
学
の
成
立
」『
北
村
透
谷
論
』
八
木
書
店
、
一
九
七
〇
年
四
月
、
九

十
九
頁
。 

（
６
）
「
透
谷
像
序
説
」
『
北
村
透
谷
研
究
』
有
精
堂
、
一
九
六
七
年
六
月
、
七
頁
。 

（
７
）
「
自
由
民
権
運
動
の
地
下
水
を
汲
む
も
の
」
『
新
編 

明
治
精
神
史
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
十

月
、
三
十
六
頁
。 

（
８
）
桶
谷
秀
昭
「
北
村
透
谷
論
」
『
近
代
の
奈
落
』
国
文
社
、
一
九
八
四
年
一
月
。 

（
９
）
『
明
治
文
学
研
究
』
昭
和
九
年
四
月
、
六
月
。 

（
１０
）
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
第
二
十
四
号
、
一
九
五
八
年
六
月
。 

（
１１
）
同
上
、
さ
ら
に
、
太
田
三
郎
が
岩
波
版
の
『
透
谷
全
集
』
に
よ
っ
て
、
得
た
外
国
作
家
名
の
頻
度
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数
も
詳
し
く
統
計
さ
れ
て
い
る
。 

（
１２
）
『
人
文
学
』
第
三
号
、
一
九
五
〇
年
九
月
。 

（
１３
）
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
。 

（
１４
）
『
近
代
文
芸
評
論
史 

明
治
篇
』
至
文
堂
、
一
九
七
五
年
二
月
。 

（
１５
）
三
浦
叶
『
明
治
漢
文
学
史
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
六
月
、
一
〇
一
〜
一
〇
三
頁
を
参
照
。 

（
１６
）
山
崎
金
男
「
漢
詩
入
都
々
逸
の
研
究
」
『
東
京
雑
誌
』
一
九
二
七
年
六
月
。 

（
１７
）
三
浦
叶
『
明
治
漢
文
学
史
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
六
月
、
九
十
二
〜
九
十
四
頁
を
参
照
。 

（
１８
）
「
詩
吟
時
代
」
『
正
宗
白
鳥
全
集
』
第
二
十
七
巻
、
福
武
書
店
、
一
九
八
五
年
六
月
、
二

五
九
頁
。 

（
１９
）
幸
田
露
伴
「
明
治
初
期
文
学
界
」
昭
和
八
年
十
一
月
（
『
露
伴
全
集
』
第
十
八
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
四
九
年
十
月
、
二
九
三
〜
二
九
五
頁
）
。 

（
２０
）
入
谷
仙
介
『
近
代
文
学
と
し
て
の
明
治
漢
詩
』
研
文
出
版
、
一
九
八
九
年
二
月
、
二
一
四
頁
。 

（
２１
）
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
「
解
題
」 

岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
九
月
、
六
四
四
頁
。 

（
２２
）
古
田
芳
江
「
バ
イ
ロ
ン
と
透
谷
（
そ
の
一
）
―
『
楚
囚
之
詩
』
に
つ
い
て
―
」
『
立
命
館
大
学
研

究
紀
要
』
二
〇
〇
二
年
七
月
。 

（
２３
）
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
二
巻 

昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
一
九
五
六
年
一
月
、
一
二
八
頁
。 

（
２４
）
海
原
亮
「
十
九
世
紀
前
半
に
け
る
地
方
藩
医
の
蔵
書
と
学
問
」『IS
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佐
賀
大

学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
十
月
。 
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（
２５
）
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）」
（
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
） 

（
２６
）
平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究 

評
伝
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
一
月
、
六
十
六
頁
。 

（
２７
）
『
式
亭
三
馬
集
』
国
民
図
書
、
一
九
二
七
年
十
月
、
六
九
四
頁
。 

（
２８
）
加
藤
秀
俊
ほ
か
『
人
づ
く
り
風
土
記
（
聞
き
書
き
に
よ
る
知
恵
シ
リ
ー
ズ
１４
神
奈
川
）
』
（
農
山

漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
七
年
十
一
月
、
二
〇
八
―
二
一
一
頁
）
を
参
照
し
、
関
山
邦
宏
・
多
田
建
次

『
日
本
教
育
史
資
料
』
（
文
部
省
）
第
一
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
五
月
）
も
参
照
。 

（
２９
）
平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究 

評
伝
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
一
月
、
四
十
四
頁
。 

（
３０
）
石
川
謙
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
七
年
十
二
月
、
一
九
四
―
二
二

〇
頁
を
参
照
。 

（
３１
）
当
時
、
透
谷
の
綏
猷
堂
入
塾
證
書
綴
が
東
京
都
立
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
見
ら
れ
る
。
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（
３２
）
村
山
吉
廣
『
藩
校
―
人
を
育
て
る
伝
統
と
風
土
―
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
一
三
三
頁
。 

（
３３
）
桜
井
明
石
「
透
谷
子
を
追
懐
す
」『
明
治
文
学
研
究
』
昭
和
九
年
四
、
六
月
。 

（
３４
）
関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻
、
一
九
五
八
年
六
月
。 

（
３５
）
『
透
谷
全
集
』「
年
譜
」
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
十
月
。 

（
３６
）
平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究 

評
伝
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
一
月
、
五
十
九
頁
。 

（
３７
）『
日
本
教
育
史
資
料
』（
文
部
省
）
第
三
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
五
月
、
三
四
三
―
三
四
六

頁
を
参
照
。 

（
３８
）「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）
に
「
同
十
五
年
は
生
を
し
て
殆
ど
困
死
せ
し

む
べ
き
程
の
一
年
な
り
、
其
第
二
着
は
、
生
が
新
に
入
学
し
た
る
岡
千
仭
の
私
塾
は
実
に
生
を
し
て
不

愉
快
に
堪
へ
ざ
ら
し
め
た
り
」
と
あ
る
。 

（
３９
）
神
辺
靖
光
「
明
治
初
年
の
東
京
府
の
漢
学
塾
―
「
明
治
五
年
・
開
業
願
書
」
を
中
心
に
―
」
『
幕

末
維
新
期
漢
学
塾
の
研
究
』
、
溪
水
社
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、
三
〇
八
頁
。 

（
４０
）
勝
本
清
一
郎
「
透
谷
と
蒙
軒
學
社
―
透
谷
の
綽
名
に
つ
い
て
―
」
『
東
北
文
学
』
第
四
巻
三
号
、

一
九
七
九
年
三
月
。 

（
４１
）
「
其
の
頃
（
大
矢
さ
ん
と
仲
好
し
の
頃
―
―
引
用
者
注
）
は
漢
詩
を
作
つ
た
何
ん
で
も
大
矢
さ
ん

の
話
に
依
る
と
一
ヶ
月
に
三
千
首
も
作
る
。
而
も
奇
妙
な
詩
句
を
並
べ
て
あ
る
の
で
大
矢
さ
ん
に
は
判

ら
な
か
つ
た
「
お
い
北
村
之
れ
は
何
だ
、
ち
つ
と
も
判
ら
な
い
ぢ
や
な
い
か
と
云
は
れ
る
と
「
も
う
少

し
勉
強
す
る
さ
」
と
済
し
た
も
の
で
す
」
と
あ
る
（
北
村
透
谷
未
亡
人
談
「
国
府
津
時
代
と
公
園
生
活
」

『
新
天
地
』
明
治
四
十
一
年
十
月
号
）。 

（
４２
）
勝
本
清
一
郎
「
透
谷
と
蒙
軒
學
社
―
透
谷
の
綽
名
に
つ
い
て
―
」
『
東
北
文
学
』
第
四
巻
三
号
、

一
九
七
九
年
三
月
。 

（
４３
）
「
透
谷
傳
の
一
節
」
『
透
谷
全
集
』
第
一
巻
附
録
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
七
月
、
六
頁
。 

（
４４
）
『
半
世
紀
の
早
稲
田
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
三
二
年
十
月
、
四
十
一
頁
。 

（
４５
）
高
田
早
苗
『
半
峰
昔
ば
な
し
（
明
治
大
正
文
学
回
想
集
成
六
）
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八

三
年
四
月
、
三
十
九
頁
。 

（
４６
）
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」
（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）
（
『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
） 

（
４７
）
色
川
大
吉
『
北
村
透
谷
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
四
月
、
九
十
〜
九
十
一
頁
を
参
照
。 

（
４８
）
同
上
、
八
十
八
頁
。 
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（
４９
）
北
村
美
那
子
談
「『
春
』
と
透
谷
」『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
附
録
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
九
月
、

八
頁
。 

（
５０
）
『
大
矢
正
夫
自
徐
傳
』
大
和
書
房
、
一
九
七
九
年
三
月
、
二
十
一
頁
。 

（
５１
）
同
上
、
四
十
八
頁
。 

（
５２
）
同
（
４１
） 

（
５３
）
『
北
村
透
谷
集
（
明
治
文
学
全
集
二
十
九
）
』
「
年
譜
」
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
十
月
。 

（
５４
）
透
谷
の
自
作
漢
詩
に
関
す
る
引
用
は
『
透
谷
全
集
』
に
よ
る
が
、
翻
訳
は
桶
谷
秀
昭
『
北
村
透
谷
』

（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
十
一
月
）
を
参
照
。
以
下
同
様
。 

（
５５
）
関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻
、
一
九
五
八
年
六
月
。 

（
５６
）
同
上
。 

（
５７
）
色
川
大
吉
『
北
村
透
谷
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
四
月
、
十
頁
。 

（
５８
）
桶
谷
秀
昭
『
北
村
透
谷
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
十
一
月
、
十
三
頁
。 

（
５９
）
関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻
、
一
九
五
八
年
六
月
。 

（
６０
）
関
良
一
の
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」（『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻
、
一
九
五
八
年
六
月
）

や
佐
藤
善
也
注
釈
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
七
年
八
月
）
な
ど
に
も
触
れ

た
こ
と
が
あ
る
。 

（
６１
）
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
十
月
二
十
八
日
、
五
頁
。 

（
６２
）
津
田
洋
行
『
透
谷
像
構
想
序
説
〈
伝
統
〉
と
〈
自
然
〉
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年
五
月
、
一
二

六
〜
一
二
八
頁
。 

（
６３
）
『
中
央
文
学
』
大
正
八
年
七
月
。 

（
６４
）
『
王
文
成
公
全
書
（
巻
之
二
十
）
』
明)

・
王
守
仁
撰
（
『
四
部
叢
刊
』
所
収
）
。 

（
６５
）
山
田
謙
次
「
北
村
透
谷
に
お
け
る
陽
明
学
」
『
近
代
文
学
試
論
』
第
十
六
号
、
一
九
七
七
年
十
一

月
。 

 
 

（
６６
）
『
国
民
新
聞
』
一
八
九
四
年
五
月
二
十
二
日
。 

（
６７
）
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
一
巻
、
日
本
近
代
文
学
館
、
一
九
七
七
年
十
一
月
、
四
九
四
頁
。 

（
６８
）
同
上
、
四
九
五
頁
。 

（
６９
）
笹
淵
友
一
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代
（
上
）
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
三
〇
三
頁
。 

（
７０
）
桶
谷
秀
昭
『
北
村
透
谷
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
十
一
月
、
二
四
〇
頁
。 

（
７１
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
四
二
〇
頁
。 

（
７２
）
橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
国
文
社
、
一
九
八
六
年
十
月
、
二
十
四
頁
。 
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（
７３
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
六
十
八
頁
。 

（
７４
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
の
「
注
釈
」
や
関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
（
『
明
治
大
正

文
学
研
究
』
二
十
四
巻
、
一
九
五
八
年
六
月
）
な
ど
に
指
摘
さ
れ
る
。 

（
７５
）
橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
国
文
社
、
一
九
八
六
年
十
月
、
一
九
六
頁
。 

（
７６
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
。 

（
７７
）
新
井
徹
「
詩
人
と
し
て
の
北
村
透
谷
」
『
明
治
文
学
研
究
』
一
九
三
四
年
四
月
。 

（
７８
）
高
木
市
之
助
「
楚
囚
之
詩
―
とThe

 Pr
is
one

r o
f Chil

lo
n

」
『
九
大
国
文
学
会
誌
』
第
十
六

号
、
昭
和
十
五
年
三
月
。 

（
７９
）
佐
藤
善
也
「
「
楚
囚
之
詩
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
五
八
年
二
月
、
五
十

一
頁
。 

（
８０
）
『
正
宗
白
鳥
全
集
』
第
二
十
七
巻
、
福
武
書
店
、
一
九
八
五
年
六
月
、
二
六
〇
頁
。 

（
８１
）
『
劉
禹
錫
集
』
劉
禹
錫
著
、
卞
孝
萱
校
訂
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
三
月
。
訳
文
は
松
枝
茂
夫

『
中
国
名
詩
選
（
下
）』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
一
月
、
九
十
二
頁
）
に
よ
る
。 

（
８２
）
斎
藤
茂
「
劉
禹
錫
「
金
陵
五
題
」
詩
に
つ
い
て
―
懐
古
の
詩
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
中
心
に
―
」

（
『
東
方
学
』
第
五
十
九
巻
、
一
九
八
〇
年
一
月
）
と
田
口
暢
穂
「
石
頭
城
に
よ
せ
る
潮
―
劉
禹
錫
「
口 

頭
城
」
詩
の
解
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
研
究
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

を
参
照
。 

（
８３
）『
三
国
志
演
義
』（
罗
贯
中
著
、
毛
纶
、
毛
宗
岗
评
、
刘
世
徳
、
郑
铭
点
校
）
中
華
書
局
、
一
九
九

五
年
三
月
。
訳
文
は
『
三
国
志
演
義
（
下
）』
（
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
三
月
、
二
二
五
頁
）
に
よ
る
。 

（
８４
）
坂
本
浩
『
北
村
透
谷
』
至
文
堂
、
一
九
五
七
年
八
月
、
七
十
〜
七
十
一
頁
。 

（
８５
）
海
老
池
俊
治
『
明
治
文
学
と
英
文
学
』
明
治
書
院
、
一
九
五
八
年
一
一
月
、
六
十
八
頁
。 

（
８６
）
平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究
』
有
精
堂
、
一
九
六
七
年
六
月
、
一
二
七
頁
。 

（
８７
）
同
上
、
一
二
八
頁
。 

（
８８
）
中
国
・
南
宋
末
の
政
治
家
・
文
天
祥
が
南
宋
滅
亡
時
、
元
に
捕
え
ら
れ
た
が
、
節
を
守
っ
て
降
ら

ず
、
殺
害
さ
れ
た
。
彼
が
獄
中
で
作
っ
た
五
言
詩
「
正
気
歌
」
は
「
浩
然
の
気
」
を
も
っ
て
、
苦
境
に

屈
す
ま
い
と
す
る
気
概
を
叙
句
し
た
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
（『
新
潮
世
界
文
学
辞
典
』
新
潮
社
、

一
九
九
〇
年
四
月
、
九
六
五
頁
）
。 

（
８９
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
四
二
〇
頁
。 

（
９０
）
成
公
九
年
秋
、
晋
の
景
公
が
軍
隊
の
中
で
、
南
国
風
の
冠
を
か
ぶ
っ
た
捕
虜
を
見
か
け
、
た
ず
ね

て
見
る
と
南
方
の
大
国
の
楚
の
囚
で
あ
っ
た
。
言
葉
を
か
わ
し
て
み
る
と
、
鐘
儀
と
い
う
名
の
者
で
、
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身
分
が
低
い
が
忠
義
に
し
て
賢
明
な
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
帰
国
さ
せ
て
楚
と
講
和
し
た
。
（『
春
秋

左
氏
伝
』
明
治
書
院
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
、
四
七
四
頁
） 

（
９１
）
橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
国
文
社
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
、
二
十
四
〜
二
十
五
頁
。 

（
９２
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
二
十
五
日
、
四
二
〇
頁
。 

（
９３
）
『
文
学
者
の
日
記
四 

星
野
天
知
（
日
本
近
代
文
学
館
資
料
叢
書
）
第
一
期
』
博
文
館
、
一
九
九

九
年
七
月
、
一
四
八
頁
。 

（
９４
）
竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
三
〇
八
頁
。 

（
９５
）
王
註
楚
辞
三
冊
（
王
逸
単
注
本
）
、
荘
允
益
校
、
寛
延
三
年
（
清
乾
隆
一
五
年
、
西
紀
一
七
五
〇

年
）
江
戸
前
川
六
左
衛
門
刊
。
楚
辞
箋
註
五
冊
（
洪
興
祖
補
注
本
）
、
柳
美
啓
跋
、
寛
延
二
年
（
清
乾
隆

一
四
年
、
西
紀
一
七
四
九
年
）
京
都
中
村
治
郎
兵
衛
等
刊
。
註
解
楚
辞
全
集
一
一
冊
（
朱
子
集
注
本
）、

慶
安
四
年
（
清
順
治
八
年
、
西
紀
一
六
五
一
年
）
京
都
村
上
平
楽
寺
刊
。 

（
９６
）
『
新
潮
世
界
文
学
辞
典
』
新
潮
社
、
一
九
九
〇
年
四
月
、
二
九
八
頁
。 

（
９７
）
『
文
章
規
範
（
正
編
）
上
』
明
治
書
院
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
、
一
頁
。 

（
９８
）
『
続
・
文
章
規
範
（
上
）
』
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
、
一
〜
二
頁
。 

（
９９
）
槙
林
滉
二
「
続
・
北
村
透
谷
と
漢
学
―
『
文
選
』
を
中
心
に
―
」
、『
国
語
教
育
研
究 (

二
十
六
上)

』

（
広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会
、
一
九
八
〇
年
一
一
月
）
。
次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
。
①
透
谷
の
「
嗟
世
に
愛
情
よ
り
」（
明
治
二
十
〜
二
十
一
年
）
の
「
首
陽
山
」
は
『
史
記
』
の
「
伯

夷
傳
」
の
「
首
陽
山
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
。
②
透
谷
の
「
徳
川
時
代
の
平
民
的
理
想
」（
明
二
十

五
年
七
月
）
の
『
遊
侠
傳
』
は
『
史
記
』
の
「
遊
侠
傳
」
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
。
③
透
谷
の
「
松

島
に
於
て
芭
蕉
翁
を
読
む
」（
明
治
二
十
五
年
九
月
）
と
『
文
選
』
巻
七
、
賈
誼
の
「
鵬
鳥
賦
竝
序
」
に

類
似
の
箇
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
④
透
谷
の
「
一
種
の
攘
夷
思
想
」
の
文
句
と
『
文
選
』
巻
六
、
郭
景

純
（
郭
璞
）
の
「
江
賦
」
と
の
関
連
性
。
⑤
透
谷
の
「
富
嶽
の
詩
神
を
思
ふ
」
と
『
文
選
』
巻
八
、
陸

士
衡
（
陸
機
）
の
「
歎
逝
賦
竝
序
」
の
関
連
性
。
⑥
透
谷
の
「
頑
執
妄
排
の
弊
」
と
『
文
選
』
巻
五
、

潘
安
仁
の
「
西
征
賦
」
の
関
連
性
。
⑦
透
谷
の
「
鬼
心
非
鬼
心
」
と
『
文
選
』
巻
十
二
、
王
仲
宜
「
七

哀
詩
二
首
」
の
第
一
首
と
の
関
連
性
。 

（
１００
）
「
通
常
屈
原
賦
二
十
五
篇
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
中
の
一
〇
篇
と
、
そ
の
他
の
三
篇
（
う
ち
宋
玉
の

九
辯
は
全
篇
の
約
半
分
）
を
収
載
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
読
め
ば
ま
ず
楚
辞
の
文
辞
と
思
想

と
の
概
略
を
知
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
故
に
直
接
楚
辞
の
書
に
依
ら
ず
と
も
、
文
選
を
通
し
て
そ
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
竹
治
貞
夫
が
分
析
し
て
い
る
。
（『
楚
辞
研
究
』
風
間
書
房
、
昭

和
五
十
三
年
三
月
、
三
〇
六
頁
）
。 
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（
１０１
）『
屈
原
賈
生
列
傳
第
二
十
四
（
史
記
巻
八
十
四
）
』
漢
・
司
馬
遷
撰
、
宋
・
裴
駰
集
解
、
唐
・
司
馬

貞
索
隱
、
唐
・
張
守
節
正
義
（『
四
部
備
要
』
所
収
）
。 

（
１０２
）
『
楚
辞
』
劉
向
集
、
王
逸
章
句
、
洪
興
祖
補
注
（『
四
部
叢
刊
』
所
収
）
。 

（
１０３
）「
苗
裔
」
と
は
遠
い
子
孫
で
あ
り
、「
皇
考
」
と
は
亡
き
父
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。（
竹
治
貞
夫
『
屈

原
―
憂
国
詩
人
』
集
英
社
、
一
九
八
三
年
三
月
、
六
頁
）
。 

（
１０４
）
岡
本
成
蹊
訳
『
バ
イ
ロ
ン
全
集
』
第
一
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
七
月
、
五
頁
。 

（
１０５
）
先
秦
及
び
漢
代
の
文
献
に
名
を
留
め
る
屈
氏
の
人
人
は
、
上
は
始
祖
で
あ
る
屈
瑕
よ
り
下
は
屈
原

と
同
時
の
後
輩
で
あ
る
屈
署
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
三
〇
人
に
及
ん
で
い
る
。
屈
氏
は
楚
国
中
興
の
英
主

武
王
よ
り
出
て
、
令
尹
・
司
馬
と
鼎
立
す
る
莫
敖
の
官
を
世
襲
し
、
随
時
に
国
政
・
軍
事
・
外
交
の
要

務
に
従
事
し
得
た
特
別
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
屈
氏
の
一
門
で
、
莫
敖
の
官
に
任
じ
、
ま
た
令
尹
の
地
位

に
上
が
っ
た
人
々
は
、
も
と
よ
り
楚
王
を
助
け
て
国
家
の
富
強
を
謀
る
こ
と
に
懸
命
の
努
力
を
し
た
忠

良
の
士
で
あ
る
。
莫
敖
・
令
尹
の
重
職
に
就
か
な
く
て
も
、
或
い
は
戦
場
で
勇
名
を
と
ど
ろ
か
し
、
或

い
は
国
政
に
す
ぐ
れ
た
才
腕
を
発
揮
し
、
更
に
王
室
の
危
機
に
臨
ん
で
身
を
以
て
君
国
を
守
っ
た
忠
勇

義
烈
の
士
で
あ
る
。（
竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
六
十
五
〜
七
十
四

頁
）
。 

（
１０６
）
「
三
日
幻
境
」（
『
透
谷
全
集
』
第
一
巻
） 

（
１０７
）
同
上
。 

（
１０８
）
色
川
大
吉
『
新
編
明
治
精
神
史
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
十
月
、
一
〇
二
頁
。 

（
１０９
）
明
治
十
九
年
六
月
ご
ろ
作
と
色
川
大
吉
に
推
定
さ
れ
る
。
呉
市
に
住
む
大
矢
正
夫
の
長
男
、
故
大

矢
正
巳
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。（
色
川
大
吉
『
新
編
明
治
精
神
史
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
十
月
、
一

〇
八
頁
）
。 

（
１１０
）
大
矢
が
入
獄
後
、
透
谷
は 

「
大
矢
さ
ん
が
徳
島
の
監
獄
に
居
ら
し
た
間
に
金
な
ん
か
送
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
（
北
村
美
那
子
談
「
春
と
透
谷
」『
早
稲
田
文
学
』
第
三
十
一
号
、
明
治
四
十

一
年
七
月
）。 

（
１１１
）
竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
（
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
や
『
楚
辞
（
新
釈
漢
文
大
系
）
』

な
ど
を
参
照
。  

（
１１２
）
明
治
十
八
年
七
月
よ
り
、
十
月
に
至
る
四
ヶ
月
間
に
、
大
矢
は
非
常
手
段
実
行
運
動
（
強
盗
を
以

て
軍
資
を
得
る
）
前
に
、
森
氏
（
妻
・
菊
子
の
兄
で
あ
る
と
同
時
に
、
山
中
学
校
で
教
鞭
を
取
っ
た
時

期
の
同
僚
で
も
あ
る
）
に
一
書
を
渡
し
た
。「
襄
に
非
常
手
段
を
決
心
し
た
る
余
ハ
、
一
書
を
森
甚
太
郎

氏
に
寄
せ
て
、
吾
々
の
計
画
も
愈
実
行
期
に
入
れ
る
旨
を
告
げ
、
妻
と
両
親
に
向
て
、
左
の
如
く
申
し
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含
め
ら
る
ゝ
様
依
頼
し
た
り
」
（『
大
矢
正
夫
自
徐
傳
』
大
和
書
房
、
一
九
七
九
年
三
月
、
三
十
六
頁
）
。 

（
１１３
）
佐
藤
善
也
に
よ
れ
ば
、
「
透
谷
の
結
婚
式
は
明
示
二
十
一
年
十
一
月
三
日
、
菊
の
季
節
に
行
わ
れ

た
。
そ
れ
は
透
谷
夫
妻
に
と
っ
て
、
そ
の
親
た
ち
に
対
す
る
勝
利
を
記
念
す
る
と
共
に
、
親
た
ち
と
の

短
い
調
和
的
関
係
を
象
徴
す
る
日
で
も
あ
っ
た
」
。
ま
た
、「
結
婚
後
の
透
谷
と
ミ
ナ
と
の
間
に
は
、「
第

七
」
・「
第
八
」
に
叙
述
さ
れ
た
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
想
像
さ
れ
る
」
と
し

て
い
る
。 

（
１１４
）
『
大
矢
正
夫
自
徐
傳
』
大
和
書
房
、
一
九
七
九
年
三
月
、
二
十
六
〜
二
十
八
頁
。 

（
１１５
）
同
上
、
三
十
六
頁
。 

（
１１６
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
五
十
九
頁
。 

（
１１７
）
岩
城
準
太
郎
『
明
治
文
学
史
』
育
英
舎
、
一
九
六
四
年
、
一
六
八
頁
。 

（
１１８
）
日
夏
耿
之
介
『
明
治
大
正
詩
史
』
巻
之
上
、
創
元
社
、
一
九
二
九
年
一
月
、
一
五
四
頁
。 

（
１１９
）
『
透
谷
全
集
』
第
一
巻
「
解
題
」
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
七
月
、
四
一
九
頁
。 

（
１２０
）
太
田
三
郎
「『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
と
『
蓬
莱
曲
』
」（
『
比
較
文
学
』
研
究
社
、
一
九
五
五
年
六
月
）、

『
透
谷
全
集
』
第
一
巻
「
解
題
」
岩
波
書
店
、
四
一
九
頁
）
、
笹
淵
友
一
「
蓬
莱
曲
」
（『「
文
学
界
」
と

そ
の
時
代
（
上
）
』
明
治
書
院
、
三
八
四
頁
）
、
塩
田
良
平
「
北
村
透
谷
」（
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
』
岩

波
書
店
、
一
九
三
一
年
六
月
）
な
ど
で
あ
る
。 

（
１２１
）
本
間
久
雄
は
「
蓬
莱
曲
」
と
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
内
容
に
つ
い
て
概
略
し
た
上
で
、
「
作
中
の

人
物
の
上
で
も
、
作
の
結
構
の
上
で
も
、
又
、
作
中
に
使
用
さ
れ
た
場
面
の
上
で
も
、
こ
の
二
作
に
は

相
當
に
相
通
ず
る
も
の
ゝ
あ
る
こ
と
も
、
亦
容
易
に
頷
か
れ
る
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
、
例
え
ば
、
「
主

人
公
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
は
城
主
、
『
蓬
莱
曲
』
は
子
爵
と
い
う
相
違
は
あ
る
が
、
と
も
に
極
端
な
懐
疑
家

で
、
厭
世
家
で
あ
る
の
が
第
一
に
似
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
の
僧
院
長
と
ア
リ
マ
ネ

ス
と
精
霊
と
妖
女
と
は
、
『
蓬
莱
曲
』
の
道
士
、
大
魔
王
、
鬼
王
（
小
鬼
）
仙
姫
な
ど
ゝ
夫
ゝ
相
似
た

役
割
を
し
て
ゐ
る
。
又
、
結
構
の
點
で
も
、
例
へ
ば
、
死
ん
だ
戀
人
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
す
る
點
、
煩
悶

の
餘
り
死
な
う
と
す
る
の
を
獵
師
の
と
ゞ
め
る
點
、
死
點
、
そ
し
て
獨
り
で
自
ら
死
ん
で
行
く
點
な
ど

が
甚
だ
似
通
つ
て
ゐ
る
。
試
み
に
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
が
が
死
の
間
際
に
僧
院
長
に
向
っ
て
「―

m
y dull 

eyes can fix thee not; But all things sw
im

 around m
e, and the earth―

O
ld m

an ! ’tis not so 

difficult to die.

」
（G

. Byron, The poem
s and play of Lord Byron, vol2, London: Everym

an's 

Library,1921, p
p. 296, ll.4

〜10.

―
―
引
用
者
）
と
云
つ
て
ゐ
る
言
葉
を
『
蓬
莱
曲
』
の
主
人
公
の
言

葉
と
比
べ
て
、
翫
味
す
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
誰
人
も
こ
の
こ
と
を
疑
は
な
い
で
あ
ら
う
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
太
田
三
郎
は
両
作
の
人
物
と
舞
台
に
注
目
し
、
と
く
に
『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
と
「
蓬
莱
曲
」
の
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女
性
観
、
恋
愛
観
、
神
に
対
す
る
観
念
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
橋
浦
兵
一
は
主
に
両
作
品
の

主
題
に
つ
い
て
論
じ
、「
バ
イ
ロ
ン
が
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
に
統
一
さ
れ
た
主
題
を
與
へ
得
た
の
は
恐
ら
く
、

バ
イ
ロ
ン
が
自
己
の
幻
寫
と
し
て
の
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
に
対
し
、
十
分
こ
れ
を
客
觀
化
し
う
る
位
置
か
ら

造
形
し
た
」
の
に
対
し
、
「
柳
田
素
雄
は
透
谷
の
な
ま
な
ま
し
い
肖
像
そ
の
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
」

お
り
、
「
テ
ー
マ
の
発
見
及
び
統
一
は
自
己
の
客
觀
化
並
び
に
批
判
を
必
要
と
し
、
距
離
を
置
く
こ
と

に
よ
つ
て
は
じ
め
て
完
全
な
技
術
を
施
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
技
術
の
喪
失
が
一
層
蓬
莱
曲
を
混
乱

に
お
と
し
入
れ
る
結
果
と
な
つ
て
ゐ
る
」
と
、
「
蓬
莱
曲
」
の
主
題
の
混
乱
の
原
因
に
つ
い
て
指
摘
し

て
い
る
。
し
か
し
、
「
こ
の
未
熟
な
技
術
か
ら
か
へ
つ
て
透
谷
自
身
の
切
迫
し
た
思
想
や
感
性
を
聞
き

取
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
し
、
透
谷
は
「
自
体
劇
中
の
す
ぐ
れ
た
主
役
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
し

て
、
そ
こ
に
透
谷
の
独
自
性
を
見
て
い
る
。 

（
１２２
）
太
田
三
郎
「『
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
』
と
『
蓬
莱
曲
』」（『
比
較
文
学
』
研
究
社
、
一
九
五
五
年
六
月
）、

笹
淵
友
一
「
蓬
莱
曲
」（
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代
（
上
）
』
明
治
書
院
、
三
八
四
頁
）
、
吉
武
好
孝
「
北

村
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
と
バ
イ
ロ
ン
の
「
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
」
」（『
武
蔵
野
英
米
文
学
』
第
五
号
、
一
九
七

三
年
一
月
）
な
ど
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（
１２３
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
七
十
頁
。 

（
１２４
）
桶
谷
秀
昭
『
北
村
透
谷
―
近
代
日
本
詩
人
選
１
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
十
一
月
、
一
一
二
頁
。 

（
１２５
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
七
十
頁
。 

（
１２６
）
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
行
』
の
概
要
は
す
べ
て
『
白
氏
文
集
（
二
下
）
』
（
明
治
書
院
、

二
〇
〇
七
年
七
月
）
に
よ
る
。 

（
１２７
）
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
行
』
の
日
本
受
容
に
関
し
て
は
す
べ
て
近
藤
春
雄
の
『
長
恨
歌
・

琵
琶
行
の
研
究
』
（
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
四
月
）
を
参
照
。 

（
１２８
）『
長
恨
歌
』
と
『
琵
琶
行
』
の
引
用
は
す
べ
て
『
白
居
易
集
箋
校
』（
唐
・
白
居
易
著
、
朱
金
城
箋

校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
十
二
月
）
に
よ
る
。
以
下
、
同
様
。 

（
１２９
）G

. Byron, The poem
s and play of Lord Byron, vol2, London: Everym

an's Library,1921, 

p
p. 279, ll.28

〜35. 

（
１３０
）G

. Byron, The poem
s and play of Lord Byron, vol2, London: Everym

an's Library,1921, p
p.  

267, ll.1

〜5. 

（
１３１
）
「
補
注
」
一
六
九
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘆
花
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
四
三
五
頁
。 

（
１３２
）
「
補
注
」
一
七
一
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘆
花
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
四
三
六
頁
。 

（
１３３
）
「
注
」
十
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘆
花
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
九
十
八
頁
。 

157 
 



（
１３４
）
「
注
」
十
五
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘆
花
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
一
二
二
頁
。 

（
１３５
）
関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻
、
一
九
五
八
年
六
月
。 

（
１３６
）
近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
四
月
、
六
十
四
〜
六
十
七
頁

を
参
照
。 

（
１３７
）
笹
淵
友
一
『「
文
學
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
三
三
二
頁
。 

（
１３８
）
『
伊
勢
物
語
』
に
「
狩
の
使
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
昔
、
男
が
い
た
。
そ
の
男
は
伊
勢
の
国
に
、

狩
の
使
い
と
し
て
行
っ
た
。 
そ
の
伊
勢
の
斎
宮
だ
っ
た
人
の
親
が
、
「
い
つ
も
の
勅
使
よ
り
は
、
こ
の

人
に
丁
重
に
お
も
て
な
し
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
女
は
親
の
言
い
つ
け
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
手
厚
く
も
て
な
し
た
の
だ
っ
た
。
二
日
目
の
夜
、
男
は
、
心
が
惑
乱
し
て
「
今
夜
ど
う
し
て
も

逢
い
た
い
」
と
言
う
。
女
も
勿
論
、
決
し
て
逢
い
た
く
な
い
と
は
思
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

人
目
が
多
い
の
で
逢
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
の
男
は
使
者
の
中
で
も
中
心
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
の

で
、
そ
ん
な
に
遠
い
場
所
に
泊
め
る
事
が
で
き
な
い
。
女
の
寝
所
の
近
く
に
あ
っ
た
の
で
、
女
は
人
が

寝
静
ま
る
を
待
っ
て
、
午
後
十
一
時
頃
に
男
の
も
と
に
来
た
の
だ
っ
た
。
男
は
悶
々
と
し
て
寝
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
外
の
方
を
見
な
が
ら
横
に
な
っ
て
寝
て
い
る
と
、
月
光
の
お
ぼ
ろ
げ
な
中
に
小
さ
な
女

の
子
を
先
に
立
て
て
、
人
が
立
っ
て
い
る
姿
が
見
え
た
の
だ
っ
た
。
男
は
と
て
も
嬉
し
く
て
自
分
の
寝

所
に
連
れ
て
入
り
、
午
前
二
時
頃
ま
で
一
緒
に
い
た
が
、
女
は
ま
だ
何
も
話
を
し
な
い
う
ち
に
帰
っ
て

し
ま
っ
た
。
男
は
狩
り
に
出
か
け
た
。
野
の
中
に
は
居
た
け
れ
ど
心
は
空
っ
ぽ
で
、
今
夜
人
が
寝
静
ま

っ
た
ら
、
す
ぐ
に
逢
お
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
伊
勢
の
国
守
で
、
斎
宮
寮
の
長
官
で
も
あ
る
人
が
、
狩

り
の
使
い
が
来
て
い
る
と
聞
い
て
、
そ
の
夜
は
一
晩
中
酒
を
飲
み
明
か
し
た
の
で
、
全
く
逢
う
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
夜
が
明
け
れ
ば
尾
張
の
国
へ
出
発
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
男
の
方
も
秘
か

に
血
の
涙
を
流
し
た
。
と
う
と
う
二
人
き
り
で
は
逢
え
な
か
っ
た
。「
大
神
宮
に
て
某
女
と
或
男
の
愛
せ

し
こ
と
」
と
は
こ
の
物
語
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

十
二
』
小

学
館
、
一
九
九
四
年
十
二
月
、
一
七
四
頁
）
。 

（
１３９
）
玄
宗
皇
帝
は
死
ん
だ
楊
貴
妃
を
懐
か
し
く
て
た
ま
ら
な
い
が
、
道
士
は
皇
帝
の
心
に
感
動
し
、
部

下
の
修
験
者
に
言
い
つ
け
て
、
そ
の
魂
魄
の
行
方
を
丁
寧
に
探
さ
せ
た
結
果
、
仙
山
の
蓬
莱
宮
に
彼
女

を
見
つ
け
た
。
楊
貴
妃
も
皇
帝
の
こ
と
を
恋
し
く
思
い
、
部
下
の
修
験
者
に
思
い
出
の
品
を
差
し
上
げ

て
彼
女
の
心
の
切
な
き
を
見
せ
た
。
最
後
、
思
い
出
の
品
は
半
分
を
皇
帝
に
渡
し
、
半
分
を
自
分
の
手

元
に
と
ど
め
た
。
二
人
が
天
上
と
人
間
、
二
つ
の
世
界
に
分
か
れ
て
も
、
き
っ
と
、
合
う
日
が
あ
る
と

楊
貴
妃
が
祈
っ
て
い
る
。 

（
１４０
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
七
十
頁
。 
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（
１４１
）
桶
谷
秀
昭
『
北
村
透
谷
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
十
一
月
、
一
一
四
頁
。 

（
１４２
）
橋
詰
静
子
「『
蓬
莱
曲
』
論
」
『
磁
場
』
昭
和
五
十
四
年
二
月
。 

（
１４３
）
佐
藤
善
也
「『
蓬
莱
曲
』
の
劇
空
間
」
『
日
本
文
学
』
三
十
二
巻
十
一
号
、
一
九
八
三
年
十
一
月
。 

（
１４４
）
王
秀
文
「
桃
を
め
ぐ
る
蓬
莱
山
・
崑
崙
山
・
桃
源
郷
の
比
較
民
族
学
的
研
究
」『
日
本
研
究:

国
際  

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
十
二
号
、
二
〇
〇
一
年
。 

（
１４５
）
近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
四
月
、
二
一
二
頁
。 

（
１４６
）
小
林
保
治
編
『
唐
物
語
全
釈
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
二
月
、
一
八
〇
頁
。 

（
１４７
）『
魯
迅
全
集
』
魯
迅
全
集
出
版
社
、
一
九
三
八
年
六
月
、
二
一
一
頁
。
訳
文
は
『
中
国
小
説
史
略
』

（
中
島
長
文
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
六
月
）
に
よ
る
。 

（
１４８
）
増
子
和
男
「
唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
」
『
日
本
文
学
研
究
』
第
二
十
八
巻
、

一
九
九
二
年
十
一
月
。 

（
１４９
）
出
石
誠
彦
『
支
那
神
話
傳
説
の
研
究
』
中
央
公
論
、
一
九
七
三
年
十
月
、
七
〇
七
〜
七
一
〇
頁
も

参
照
。 

（
１５０
）
屋
敷
信
晴
「
唐
代
伝
奇
と
日
本
文
化
―
「
枕
中
記
」
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一

〇
五
号
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
。 

（
１５１
）『
枕
中
記
』
に
関
す
る
概
略
は
『
唐
代
伝
奇
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
九
月
、
六
十
六
頁
）
を 

 
 
 
 
 

参
照
。
原
文
は
『
太
平
広
記
』
第
八
十
二
「
呂
翁
」（
宋
・
李
李
昉
等
撰
、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
九

月
）
を
参
照
。 

（
１５２
）『
杜
子
春
伝
』
に
関
す
る
概
略
は
『
唐
代
伝
奇
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
九
月
、
三
五
六
〜
三

五
七
頁
）
を
参
照
。
原
文
は
『
太
平
広
記
』
第
十
六
「
杜
子
春
」（
宋
・
李
李
昉
等
撰
、
中
華
書
局
、
一

九
六
一
年
九
月
）
を
参
照
。 

（
１５３
）
同
上
。 

（
１５４
）
笹
淵
友
一
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
三
五
八
〜
三
五

九
頁
。 

（
１５５
）
「
注
十
三
」
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘆
花
』
角
川
書
店
、
一
四
九
頁
。 

（
１５６
）
前
野
直
彬
『
中
国
小
説
史
考
』
秋
山
書
店
、
一
九
七
五
年
十
月
、
六
十
五
頁
。 

（
１５７
）
橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
国
文
社
、
一
九
八
六
年
十
月
、
一
一
五
頁
。 

（
１５８
）
『
遊
仙
窟
校
注
』
唐
・
張
文
成
撰
、
李
時
人
、
詹
绪
左
校
注
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
五
月
。 

（
１５９
）
『
露
伴
全
集
』
第
十
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
十
二
月
、
七
十
四
〜
七
十
五
頁
。 

（
１６０
）
『
北
村
透
谷
（
明
治
文
学
全
集
二
十
九
）』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
、
四
〇
四
頁
。 
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（
１６１
）
関
良
一
『
近
代
文
学
注
釈
大
系
―
近
代
詩
』
有
精
堂
、
一
九
六
三
年
九
月
、
二
十
七
頁
。 

（
１６２
）
野
山
嘉
正
「
北
村
透
谷
の
抒
情
詩
―
蝶
の
イ
メ
ー
ジ
」
『
山
梨
大
學
教
育
學
部
研
究
報
告
』
第
一

分
冊
（
人
文
社
会
科
学
系
）
二
十
四
巻
、
一
九
七
三
年
。 

（
１６３
）
古
文
と
は
六
朝
時
代
に
流
行
し
た
「
駢
文
」
と
呼
ば
れ
る
、
一
句
の
字
数
を
四
字
と
六
字
に
限
定

し
、
ほ
と
ん
ど
全
部
対
句
で
構
成
さ
れ
た
、
極
端
に
装
飾
的
な
文
体
に
対
し
て
、
唐
の
韓
愈
・
柳
宗
元

た
ち
が
始
め
た
文
体
を
さ
す
。 

（
１６４
）
『
透
谷
全
集
』「
年
譜
」
を
参
照
。 

（
１６５
）
陶
淵
明
の
詩
に
関
す
る
引
用
は
す
べ
て
『
陶
淵
明
集
校
箋
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年

十
二
月
）
に
よ
る
。
訳
文
は
す
べ
て
斯
波
六
郎
『
陶
淵
明
詩
譯注
』
（
東
門
書
房
、
一
九
五
一
年
一
月
三

十
日
）
に
よ
る
。 

（
１６６
）
「
七
月
二
十
六
日
、
宮
崎
湖
處
子
、
東
京
専
門
学
校
政
治
経
済
學
科
に
入
学
、
夏
に
透
谷
と
相
知

る
」
と
『
北
村
透
谷
（
明
治
文
学
全
集
二
十
九
）』
「
年
譜
」
に
よ
る
。 

（
１６７
）
第
一
の
冒
頭
に
「
帰
田
園
居
」
の
中
の
三
連
、
第
二
の
冒
頭
に
「
帰
去
来
辞
」
の
中
の
四
連
、
第

三
の
冒
頭
に
「
帰
田
園
居
」
の
中
の
六
連
、
第
四
の
冒
頭
に
「
帰
田
園
居
」
の
中
の
四
連
、
第
五
の
冒

頭
に
「
雅
詩
」
の
中
の
四
連
、
第
六
の
冒
頭
に
「
雑
詩
」
の
中
の
二
連
、
第
七
の
冒
頭
に
「
桃
花
源
詩
」

の
中
の
十
二
連
が
あ
る
。 

（
１６８
）
宮
崎
湖
處
子
「
透
谷
庵
を
懐
ふ
」『
国
民
新
聞
』
、
明
治
二
十
七
年
六
月
八
日
。 

（
１６９
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
六
十
八
頁
。 

（
１７０
）
笹
淵
友
一
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
四
〇
〇
頁
。 

（
１７１
）
明
治
二
十
三
年
八
月
十
四
日
の
日
記
に
「
う
た
ひ
稽
古
初
め
た
り
。
」
と
あ
る
し
、
明
治
二
十
五

年
三
月
十
二
日
「
高
田
與
五
郎
と
い
ふ
人
を
訪
ふ
、（
中
略
）
能
楽
の
事
に
堪
能
な
り
と
の
事
な
れ
ば
（
中

略
）
尋
ね
た
り
、
」
に
窺
え
る
通
り
、
か
な
り
持
続
し
た
も
の
で
あ
る
。
（「
透
谷
子
漫
録
摘
集
」
） 

（
１７２
）
橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
国
文
社
、
一
九
八
六
年
十
月
、
一
八
〇
頁
。 

（
１７３
）
莊
子
之
楚
、
見
空
髑
髏
。
髐
然
有
形
。
撽
以
馬
捶
、
因
而
問
之
曰
、
夫
子
貪
生
失
理
、
而
為
此
乎
。 

將
子
有
亡
國
之
事
、
斧
鉞
之
誅
、
而
為
此
乎
。
將
子
有
不
善
之
行
、
愧
遺
父
母
妻
子
之
醜
、
而
為
此
乎
。 

將
子
有
凍
餒
之
患
、
而
為
此
乎
。
將
子
之
春
秋
、
故
及
此
乎
。
於
是
語
卒
、
援
髑
髏
枕
而
臥
。 

夜
半
髑

髏
見
夢
曰
、
子
之
談
者
似
辯
士
。
諸
子
所
言
、
皆
生
人
之
累
也
。
死
則
無
此
矣
。
子
欲
聞
死
之
說
乎
。

莊
子
曰
、
然
。
髑
髏
曰
、
死
無
君
於
上
、
無
臣
於
下
、
亦
無
四
時
之
事
。
從
然
以
天
地
為
春
秋
。
雖
南

面
王
樂
、
不
能
過
也
。
莊
子
不
信
曰
、
吾
使
司
命
復
生
子
形
、
為
子
骨
肉
肌
膚
、
反
子
父
母
妻
子
、
閭

里
知
識
。
子
欲
之
乎
。
髑
髏
深
矉
蹙
頞
曰
、
吾
安
能
棄
南
面
王
樂
、
而
復
為
人
間
之
勞
乎
。（『
荘
子
注
』
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『
百
部
叢
書
集
成
』
（
嚴
一
萍
選
輯
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
）
を
参
照
。
） 

（
１７４
）
子
列
子
適
衛
、
食
於
道
、
從
者
見
百
歲
髑
髏
。
攓
蓬
而
指
、
顧
謂
弟
子
百
豐
曰
、
唯
予
與
彼
知
、

而
未
嘗
生
、
未
嘗
死
也
。
此
過
養
乎
、
此
過
歡
乎
、
種
有
幾
。
若
蛙
為
鶉
。
得
水
為
継
、
得
水
土
之
際
、

則
為
蛙
蠙
之
衣
、
生
於
陵
屯
、
則
為
陵
舄
。
陵
舄
得
鬱
栖
、
則
為
烏
足
。
烏
足
之
根
、
為
蠐
螬
、
其
葉

為
胡
蝶
。
胡
蝶
胥
也
化
而
為
蟲
、
生
竈
下
、
其
狀
若
脫
、
其
名
曰
鴝
掇
。
鴝
掇
千
日
、
化
而
為
鳥
、
其

名
曰
乾
餘
骨
。
乾
餘
骨
之
沫
、
為
斯
彌
。
斯
彌
為
食
醯
頤
輅
、
食
醯
頤
輅
生
乎
食
醯
黃
軦
、
食
醯
黃
軦

生
乎
九
猷
、
九
猷
生
乎
瞀
芮
、
瞀
芮
生
乎
腐
蠸
。
羊
肝
化
為
地
皋
、
馬
血
之
為
轉
鄰
也
、
人
血
之
為
野

火
也
。
鷂
之
為
鸇
、
鸇
之
為
布
穀
、
布
穀
久
復
為
鷂
也
、
燕
之
為
蛤
也
，
田
鼠
之
為
鶉
也
、
朽
瓜
之
為

魚
也
、
老
韭
之
為
莧
也
、
老
羭
之
為
猨
也
、
魚
卵
之
為
蟲
。
亶
爰
之
獸
、
自
孕
而
生
曰
類
。
河
澤
之
鳥
、

視
而
生
曰
鶂
。
純
雌
、
其
名
大
腰
、
純
雄
其
名
稺
蜂
。
思
士
不
妻
而
感
、
思
女
不
夫
而
孕
。
后
稷
生
乎

巨
跡
、
伊
尹
生
乎
空
桑
。
厥
昭
生
乎
濕
、
醯
雞
生
乎
酒
。
羊
奚
比
乎
不
筍
久
竹
生
青
寧
、
青
寧
生
程
、

程
生
馬
、
馬
生
人
、
人
久
入
於
機
。
萬
物
皆
出
於
機
、
皆
入
於
機
。（
『
列
子
釈
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
六
年
九
月
）
を
参
照
。
） 

（
１７５
）
佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観
』
第
三
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
三
一
年
一
月
、
一
七
一
六
頁
。 

（
１７６
）
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
十
六
頁
。 

（
１７７
）
『
国
文
学
攷
』
第
一
七
六
、
一
七
七
号
合
併
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
。 

（
１７８
）
杜
甫
の
「
螢
火
」
と
「
見
螢
火
」
に
関
す
る
引
用
は
す
べ
て
『
杜
詩
詳
注
』（
唐
・
杜
甫
著
、
清
・

仇
兆
鰲
注
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
十
月
）
に
よ
る
。
訳
文
は
す
べ
て
『
續
國
譯
漢
文
大
成
・
杜
少

陵
詩
集
』
国
民
文
庫
刊
行
會
、
一
九
二
八
年
〜
一
九
三
一
年
）
に
よ
る
。 

（
１７９
）
「
空
に
帰
す
る
も
の
―
「
蛍
」
「
ほ
た
る
」
論
―
」『
透
谷
詩
考
』
国
文
社
、
一
九
八
六
年
十
月
。 

（
１８０
）
関
良
一
『
近
代
文
学
注
釈
大
系
―
近
代
詩
』
有
精
堂
、
一
九
六
三
年
九
月
、
二
十
七
頁
。 

（
１８１
）
長
安
か
ら
抗
州
に
赴
任
す
る
途
上
の
作
。
引
用
は
す
べ
て
『
白
居
易
集
箋
校
』（
唐
・
白
居
易
著
、

朱
金
城
箋
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
十
二
月
）
に
よ
る
。 

（
１８２
）
島
崎
藤
村
「
亡
友
反
古
帖
」
『
北
村
透
谷
（
明
治
文
学
全
集
２９
）
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
十

月
、
三
二
八
頁
。 

（
１８３
）
『
梁
祝
文
化
大
観
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）
を
参
照
。 

（
１８４
）
北
村
美
那
子
「
春
と
透
谷
」
『
早
稲
田
文
学
』
第
三
十
一
号
、
明
治
四
十
一
年
七
月
。 

（
１８５
）
笹
淵
友
一
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
四
一
七
頁
。 

（
１８６
）
平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究 

評
伝
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
一
月
、
二
八
七
頁
。 

（
１８７
）
笹
淵
友
一
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
四
三
〇
頁
。 
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（
１８８
）
笹
淵
友
一
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
四
三
一
頁
。 

（
１８９
）
伊
藤
漱
平
『
伊
藤
漱
平
著
作
集
』
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
一
九
六
頁
。 

（
１９０
）
同
上
、
四
三
〇
〜
四
三
五
頁
を
参
照
。 

（
１９１
）
橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
新
栄
堂
、
一
九
八
六
年
十
月
、
七
十
八
〜
八
十
七
頁
を
参
照
。 

（
１９２
）
平
岡
敏
夫
は
『
北
村
透
谷
評
伝
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
一
月
、
三
六
〇
〜
三
六
七
頁
を
参
照
。 

（
１９３
）
呉
佩
珍
「
明
治
中
期
に
お
け
る
「
恋
愛
」
概
念
の
探
究
―
北
村
透
谷
の
『
宿
魂
鏡
』
を
軸
と
し
て
」

『
日
本
文
化
研
究
』
第
十
二
巻
、
二
〇
〇
一
年
。 

（
１９４
）
池
間
里
代
子
「
透
谷
と
『
紅
楼
夢
』
」
『
流
通
経
済
大
学
論
集
』
第
四
十
六
巻
三
号
、
二
〇
一
一

年
十
一
月
。 

（
１９５
）
平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究 

評
伝
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
一
月
、
三
六
九
頁
。 

（
１９６
）
橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
新
栄
堂
、
一
九
八
六
年
十
月
、
二
一
三
頁
を
参
照
。 

（
１９７
）
池
間
里
代
子
「
透
谷
と
『
紅
楼
夢
』
」
『
流
通
経
済
大
学
論
集
』
第
四
十
六
巻
三
号
、
二
〇
一
一

年
十
一
月
。 

（
１９８
）
伊
藤
漱
平
『
中
国
古
典
文
学
大
系
・
紅
楼
夢
（
上
）
』「
解
説
」
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
一
月
、
五

八
三
頁
。 

（
１９９
）
笹
淵
友
一
は
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
四
三
三
頁
。 

（
２００
）『
紅
楼
夢
』
に
関
す
る
引
用
は
島
崎
藤
村
の
抄
訳
し
た
第
十
二
回
（
『
白
表
・
女
學
雑
誌
』
第
三
二

一
号
、
明
治
二
十
五
年
六
月
十
八
日
）
に
よ
る
。 

（
２０１
）
笹
淵
友
一
は
『
「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 

上
』
（
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
四
三
三
頁
）

に
は
、
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
言
葉
だ
け
並
ん
で
い
る
が
、
具
体
的
な
研
究
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。 

（
２０２
）
多
賀
浪
砂
「
中
国
「
鏡
」
説
話
考
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
六
号
、
一
九
七
七
年
五
月
）
や
駒
井

和
愛
『
中
国
古
鏡
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
七
月
）
な
ど
を
参
照
。 

（
２０３
）
森
中
美
樹
「『
紅
楼
夢
』「
風
月
宝
鑑
」
考
―
明
清
小
説
・
戯
曲
に
描
か
れ
た
鏡
中
世
界
と
の
比
較

か
ら
―
」
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
五
十
一
巻
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。 

（
２０４
）『
古
鏡
記
』
唐
・
王
度
撰
（
『
百
部
叢
書
集
成
』
嚴
一
萍
選
輯
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
所
収
）
。 

（
２０５
）『
瑯
嬛
記
』
元
・
伊
世
珍
輯
（『
百
部
叢
書
集
成
』
嚴
一
萍
選
輯
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
所

収
）
。 

（
２０６
）
『
情
史
』
明
・
馮
夢
龍
著
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
六
月
。 

（
２０７
）
『
聊
齋
志
異
（
會
校
會
注
會
評
本
）
』
清
・
蒲
松
齡
著
、
張
友
鶴
輯
校
、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
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年
七
月
。 

（
２０８
）
森
中
美
樹
「『
紅
楼
夢
』「
風
月
宝
鑑
」
考
―
明
清
小
説
・
戯
曲
に
描
か
れ
た
鏡
中
世
界
と
の
比
較

か
ら
―
」
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
五
十
一
巻
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。 

（
２０９
）『
幽
明
録
』
南
朝
宋
・
劉
義
慶
撰
（『
百
部
叢
書
集
成
』
嚴
一
萍
選
輯
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五

年
所
収
）
。 

（
２１０
）
荘
司
格
一
「「
古
鏡
記
」
成
立
の
背
景
―
中
世
に
お
け
る
鏡
の
説
話
」『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科

学
）
』
第
十
一
巻
第
一
号 
一
九
八
六
年
一
月
。 

（
２１１
）
『
捜
神
後
記
』
巻
九
、
（
『
百
部
叢
書
集
成
』
嚴
一
萍
選
輯
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
所
収
）
。

訳
文
は
岡
本
綺
堂
『
中
国
怪
奇
小
説
集
』
光
文
社
、
一
九
九
四
年
四
月
）
に
よ
る
。 

（
２１２
）
笹
淵
友
一
『「
文
学
界
」
と
そ
の
時
代 
上
』
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
、
四
三
二
頁
。 

（
２１３
）
『
封
神
演
義
』
明
・
許
仲
琳
編
、
明
・
鐘
惺
評
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
九
月
、
五
六

九
頁
。
訳
文
は
執
筆
者
に
よ
る
。 

（
２１４
）
『
捜
神
記
』
巻
一
（
『
百
部
叢
書
集
成
』
嚴
一
萍
選
輯
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
所
収
）
。
訳

文
は
先
坊
幸
子
・
森
野
繁
夫
編
『
捜
神
記
』
（
白
帝
社
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
三
十
七
頁
）
に
よ
る
。 

（
２１５
）
実
藤
惠
秀
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
三
月
）
を
参
照
。 

（
２１６
）
潘
世
聖
『
魯
迅
・
明
治
日
本
・
漱
石
―
影
響
と
構
造
へ
の
総
合
的
比
較
研
究
―
』 

汲
古
書
院
、 

二
〇
〇
二
年
十
一
月
、
六
十
二
頁
。 

（
２１７
）
「
人
間
果
し
て
生
命
を
持
て
る
者
な
り
や
、
生
命
と
い
ふ
は
、
こ
の
五
十
年
の
人
生
を
指
し
て
言

ふ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
（
中
略
）
吾
人
は
人
間
に
生
命
あ
る
事
を
信
ず
る
者
な
り
。
…
…
彼
の
用
語
の

如
き
、
彼
の
文
明
の
如
き
、
彼
の
学
芸
の
如
き
、
是
等
外
部
の
物
は
、
自
然
の
陶
汰
を
以
て
自
然
の
進

化
を
経
べ
き
な
り
、
吾
人
の
関
す
る
所

爰こ

ゝ

に
あ
ら
ず
、
生
命
と
不
生
命
、
之
れ
即
ち
東
西
思
想
の
大

衝
突
な
り
。（
中
略
）
外
部
の
文
明
は
内
部
の
文
明
の
反
映
な
り
、
而
し
て
東
西
二
大
文
明
の
要
素
は
、

生
命
を
教
ふ
る
の
宗
教
あ
る
と
、
生
命
を
教
ふ
る
宗
教
な
き
と
の
差
異
あ
る
の
み
。
優
勝
劣
敗
の
由
つ

て
起
る
と
こ
ろ
、
茲こ

ゝ

に
存
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
」 

（
２１８
）
津
田
洋
行
『
透
谷
像
構
想
序
説
―
〈
伝
統
〉
と
〈
自
然
〉
笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年
五
月
、
十
頁
。 

（
２１９
）
同
上
。 

（
２２０
）
平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究
四
』
有
精
堂
、
一
九
六
七
年
六
月
、
二
頁
。 

（
２２１
）「
日
本
近
三
十
年
小
説
之
発
達
」『
北
京
大
学
日
刊
』
一
四
一
〜
一
五
二
号
、
一
九
一
八
年
五
月
二

十
日
〜
一
九
一
八
年
六
月
一
日
。 

（
２２２
）
「
文
学
与
宗
教
」
一
九
六
一
年
十
一
月
二
十
四
日
作
（
『
知
堂
回
想
録
』
所
収
）
。
周
作
人
の
著
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作
の
翻
訳
は
「
人
的
文
学
」
（
『
五
四
文
学
革
命
集
』
増
田
渉
・
服
部
昌
之
訳
）
を
除
い
て
、
す
べ
て
執

筆
者
に
よ
る
。 

（
２２３
）
張
大
明
、
陳
学
超
、
李
葆
琰
『
中
国
現
代
文
学
思
潮
史
上
』
北
京
出
版
社
、
一
九
九
五
年
十
一
月
、

二
五
五
頁
。 

（
２２４
）
「
人
的
文
学
」
『
新
青
年
』
第
五
巻
第
六
号
、
一
九
一
八
年
十
二
月
十
五
日
。 

（
２２５
）
「
平
民
文
学
」『
毎
週
評
論
』
第
五
号
、
一
九
一
九
年
一
月
十
九
日
。 

（
２２６
）
「
新
文
学
的
要
求
」
『
晨
報
』
一
九
二
〇
年
一
月
八
日
。 

（
２２７
）
方
長
安
「
五
四
文
学
的
现
代
性
与
日
本
浪
漫
主
义
文
学
」『
人
文
杂
志
』
第
三
期
、
二
〇
〇
〇 

年
五
月
。 

（
２２８
）
胡
瑞
祥
・
楊
超
「
北
村
透
谷
浪
漫
主
义
思
想
対
中
国
文
学
之
影
响
和
关
联
」
『
青
年
文
学
家
』
第

七
期
、
二
〇
一
〇
年
四
月
。 

（
２２９
）
張
剣
「
论
北
村
透
谷
与
周
作
人
的
文
学
关
系
」
『
当
代
教
育
理
论
与
实
践
』
第
十
二
期
、
二
〇
一

一
年
十
二
月
。 

（
２３０
）
「
島
崎
藤
村
先
生
」
『
藝
文
雑
誌
』
第
一
巻
第
四
号
、
一
九
四
三
年
十
月
一
日
。 

（
２３１
）
「
明
治
文
学
之
追
憶
」
一
九
四
四
年
十
二
月
二
十
日
（
『
立
春
以
前
』
所
収
）
。 

（
２３２
）
『
春
』
に
引
用
さ
れ
た
透
谷
の
作
品
は
『
厭
世
詩
家
と
女
性
』
、
『
星
夜
』、
『
一
夕
観
』、
『
眠
れ
る

蝶
』
、『
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
』
及
び
『
我
牢
獄
』
で
あ
る
。 

（
２３３
）
永
渕
朋
枝
「
藤
村
『
春
』
執
筆
当
時
の
透
谷
像
」
『
北
村
透
谷
と
は
何
か
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇

四
年
月
、
一
六
三
頁
。 

（
２３４
）
多
太
田
水
穂
「
小
説
界
に
於
け
る
時
代
の
創
始
者
」
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
八
年
六
月
号
。 

（
２３５
）
相
馬
御
風
「
北
村
透
谷
私
観
」
『
早
稲
田
文
学
』
一
九
〇
八
年
九
月
号
。 

（
２３６
）
黒
田
俊
太
郎
「
明
治
三
十
五
年
版
『
透
谷
全
集
』
―
そ
の
商
品
性
と
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
『
三

田
国
文
』
四
十
二
号
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
。 

（
２３７
）
『
語
絲
』
第
九
十
三
号
、
一
九
二
六
年
八
月
十
日
。 

（
２３８
）
「
明
治
文
学
管
見
」
『
評
論
』
第
一
～
四
号
、
一
八
九
三
年
四
月
八
日
、
二
十
二
日
、
五
月
六
日
、

二
十
日
。 

（
２３９
）
「
内
部
生
命
論
」
『
文
学
界
』
第
五
号
、
一
八
九
三
年
五
月
三
十
一
日
。 

（
２４０
）
「
国
民
と
思
想
」
『
評
論
』
第
八
号
、
一
八
九
三
年
七
月
十
五
日
。 

（
２４１
）
隣
村
で
養
わ
れ
た
姉
が
、
絶
世
の
美
人
の
上
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
共
和
制
）
と
イ
ン
ヂ
ビ
ヂ
ュ
ア 

リ
ズ
ム
（
個
人
制
）
と
ク
リ
ス
チ
ア
ン
、
モ
ラ
リ
チ
ー
（
キ
リ
ス
ト
教
理
論
）
を
身
に
着
け
て
い
る
の 
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に
対
し
て
、
祖
先
の
家
を
守
っ
て
成
長
し
た
妹
は
顔
色
も
悪
く
毛
髪
（
天
然
の
資
質
）
の
ほ
か
に
誇
る 

べ
き
も
の
を
も
っ
て
い
な
い
。
妹
の
未
来
は
悲
観
的
で
姉
の
未
来
は
希
望
的
な
の
だ
が
、
国
民
よ
、
汝 

が
元
気
な
精
神
を
所
有
し
て
い
る
な
ら
ば
、
多
妻
主
義
と
な
っ
て
両
者
を
娶
る
な
ら
ば
希
望
あ
る
国
民 

で
あ
る
。 

（
２４２
）
「
徳
川
氏
時
代
の
平
民
的
理
想
」
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
、
第
三
二
二
～
三
二
四
号
、
一
八
九
二

年
七
月
二
、
十
六
、
三
十
日
。 

（
２４３
）
「
明
治
文
学
管
見
」
『
評
論
』
第
一
～
四
号
、
一
八
九
三
年
四
月
八
日
、
二
十
二
日
、
五
月
六
日
、

二
十
日
。 

（
２４４
）『
新
文
学
史
料
』
一
九
八
七
年
第
三
期
。『
新
文
学
史
料
』
は
人
民
文
学
出
版
社
が
出
版
し
た
季
刊

で
あ
る
。
主
と
し
て
、
五
四
運
動
以
来
、
中
国
の
作
家
の
回
憶
録
、
伝
記
を
中
心
と
す
る
雑
誌
で
あ
る
。 

（
２４５
）
デ
ー
タ
は
す
べ
て
「
中
国
国
家
図
書
館
・
中
国
国
家
数
字
図
書
館
」
に
よ
る
。 

（
２４６
）
小
川
和
夫
『
明
治
文
学
と
近
代
自
我
』
南
曇
社
、
一
九
八
二
年
六
月
、
二
五
二
頁
。 

  

参
考
文
献
一
覧 

 

【
北
村
透
谷
に
関
す
る
書
籍
】 

安
徳
軍
一
『
比
較
文
学
―
異
文
学
間
の
言
語
宇
宙
』
梓
書
院 

一
九
九
九
年
十
月 

色
川
大
吉
『
北
村
透
谷
』
東
京
大
学
出
版
会 

一
九
九
四
年
四
月 

色
川
大
吉
『
新
編
明
治
精
神
史
』
筑
摩
書
房 

一
九
九
五
年
十
月 

大
矢
正
夫
『
大
矢
正
夫
自
徐
傳
』
色
川
大
吉
編 

大
和
書
店 

一
九
七
九
年
三
月 

岡
村
繁
雄
『
透
谷
の
風
景
―
八
王
子
川
口
村
「
幻
境
」』
か
た
く
ら
書
店 

一
九
八
九
年
十
一
月 

樋
谷
秀
昭
『
北
村
透
谷
』
筑
摩
書
房 

一
九
九
四
年
十
月 

小
沢
勝
美
『
北
村
透
谷
―
原
象
と
水
脈
』
勁
草
書
房 

一
九
八
二
年
五
月 

小
沢
勝
美
『
透
谷
と
漱
石
―
自
由
と
民
権
の
文
学
』
双
文
社
出
版 

一
九
九
一
年
六
月 

小
田
切
秀
雄
『
近
代
日
本
の
作
家
た
ち
』
厚
文
社 

一
九
五
四
年
四
月 

小
田
切
秀
雄
『
北
村
透
谷
論
』
八
木
書
店 

一
九
七
〇
年
四
月 

小
田
切
秀
雄
（
編
）
『
北
村
透
谷
集
（
明
治
文
学
全
集
二
十
九
）
』
筑
摩
書
房 

一
九
七
六
年
十
月 

北
川
透
『
北
村
透
谷
試
論
』
全
三
巻 

冬
樹
社 

一
九
七
四
年
五
月
〜
一
九
七
七
年
十
二
月 

『
透
谷
全
集
』
（
全
三
巻
）
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
七
月
〜
一
九
五
五
年
九
月 
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『
北
村
透
谷
・
山
路
愛
山
集
』
筑
摩
書
房 

一
九
六
九
年
六
月 

北
村
透
谷
研
究
会
（
編
）『
透
谷
と
近
代
』
翰
林
書
房 

一
九
九
四
年
五
月 

北
村
透
谷
研
究
会
（
編
）『
透
谷
と
現
代
―
二
十
一
世
紀
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
翰
林
書
房 

一
九
九
八
年
五 

 

 

月 

北
村
透
谷
研
究
会
（
編
）『
北
村
透
谷
と
は
何
か
』 

笠
間
書
院 

二
〇
〇
四
年
五
月 

木
村
毅
『
明
治
文
学
を
語
る
』
恒
文
社 

一
九
八
二
年
三
月 

黒
古
一
夫
『
北
村
透
谷
論 

―
天
空
へ
の
渇
望
』
冬
樹
社 

一
九
七
九
年
四
月 

桑
原
敬
治
『
北
村
透
谷
論
』
学
藝
書
林 

一
九
九
四
年
十
月 

坂
本
浩
『
北
村
透
谷
』
至
文
堂 

一
九
五
七
年
八
月 

笹
淵
友
一
『「
文
學
界
」
と
そ
の
時
代
』
明
治
書
院 

一
九
五
九
年
一
月 

佐
藤
善
也
・
佐
藤
勝
（
注
）
『
北
村
透
谷
・
徳
富
蘆
花
集
（
日
本
近
代
文
学
大
系
九
）
』
角
川
書
店 

一
九

七
二
年
八
月 

佐
藤
善
也
『
北
村
透
谷
―
そ
の
創
造
の
営
為
』
翰
林
書
店 

一
九
九
四
年
十
月 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
（
編
）『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
二
巻 

光
葉
会 

一
九
五
六
年
四
月 

新
保
祐
司
（
編
）
『
北
村
透
谷
―
《
批
評
》
の
誕
生
』 

至
文
堂 

二
〇
〇
六
年
三
月 

関
良
一
（
注
）
『
近
代
詩
』
有
精
堂 

一
九
六
三
年
九
月 

相
馬
黒
光
『
黙
移
―
明
治
・
大
正
文
学
史
回
想
』
法
政
大
学 

一
九
八
〇
年
五
月 

高
田
早
苗
『
半
峰
昔
ば
な
し
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
八
三
年
四
月 

津
田
洋
行
『
透
谷
像
構
想
序
説<

伝
統>

と<

自
然>

』
笠
間
書
院 

一
九
七
九
年
五
月 

『
藤
村
全
集
』
第
三
巻 

筑
摩
書
房 

一
九
六
七
年
一
月 

中
山
和
子
『
差
異
の
近
代
―
透
谷
・
啄
木
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
翰
林
書
房 

二
〇
〇
四
年
六
月 

永
畑
道
子
『
双
蝶
―
透
谷
の
自
殺
』
藤
原
書
店 

一
九
九
四
年
五
月 

日
本
文
学
研
究
資
料
刊
行
会
（
編
）
『
北
村
透
谷
』
有
精
堂 

一
九
七
二
年
一
月 

橋
詰
静
子
『
透
谷
詩
考
』
国
文
社 

一
九
八
六
年
十
月 

平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究
』
全
四
巻 

有
精
堂 

一
九
六
七
年
六
月
〜
一
九
九
三
年
四
月 

平
岡
敏
夫
『
北
村
透
谷
研
究 

評
伝
』
有
精
堂 

一
九
九
五
年
一
月 

舟
橋
聖
一
『
北
村
透
谷
』
中
央
公
論
社 

一
九
四
二
年
一
月 

本
間
久
雄
『
明
治
文
学
作
家
論
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
〇
年
一
月 

槙
林
滉
二
（
編
）
『
北
村
透
谷
―
日
本
文
学
研
究
大
成
―
』 

一
九
九
八
年
十
二
月 

『
幕
末
維
新
期
漢
学
塾
の
研
究
』
溪
水
社 

二
〇
〇
三
年
二
月 
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『
正
宗
白
鳥
全
集
』
第
二
十
七
巻 

福
武
書
店 

一
九
八
五
年
六
月 

増
田
五
良
『「
文
学
界
」
記
傳
』
聖
文
閣 

一
九
三
九
年
十
二
月 

森
山
重
雄
『
北
村
透
谷
―
エ
ロ
ス
的
水
脈
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
八
六
年
五
月 

山
崎
国
紀
（
編
）
『
自
殺
者
の
近
代
文
学
』 

世
界
思
想
社 

一
九
八
六
年
十
二
月 

藪
禎
子
『
透
谷
・
藤
村
・
一
葉
』
明
治
書
院 

一
九
九
一
年
七
月 

山
田
博
光
（
編
）
『
民
友
社
文
学
集
（
一
）
』
三
一
書
房 

一
九
八
四
年
五
月 

山
田
博
光
『
北
村
透
谷
と
国
木
田
独
歩
―
比
較
文
学
的
研
究
―
』
近
代
文
芸
社 

一
九
九
〇
年
十
二
月 

吉
田
精
一
『
近
代
日
本
浪
漫
主
義
研
究
』
東
京
武
蔵
野
書
院 

一
九
四
〇
年
七
月 

『
露
伴
全
集
』
第
十
巻 

岩
波
書
店 

一
九
五
一
年
十
二
月 

 

【
中
国
文
学
に
関
す
る
書
籍
】 

石
川
謙
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 
一
九
七
七
年
十
二
月 

出
石
誠
彦
『
支
那
神
話
傳
説
の
研
究
』
中
央
公
論 

一
九
四
三
年
十
一
月 

伊
藤
漱
平
『
紅
楼
夢
』
全
三
巻 

平
凡
社 

一
九
六
九
年
一
月
〜
一
九
六
九
年
七
月 

伊
藤
漱
平
『
伊
藤
漱
平
著
作
集
』
第
三
巻 

汲
古
書
院 

二
〇
〇
八
年 

今
村
与
志
雄
『
魯
迅
と
伝
統
』
勁
草
書
房 

一
九
六
七
年
十
二
月 

近
藤
春
雄
『
唐
代
小
説
の
研
究
』
笠
間
書
院 

一
九
七
八
年
十
二
月 

近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』
明
治
書
院 

一
九
八
一
年
四
月 

小
林
保
治
編
『
唐
物
語
全
釈
』
笠
間
書
院 

一
九
九
八
年
二
月 

駒
井
和
愛
『
中
国
古
鏡
の
研
究
』
岩
波
書
店 

一
九
五
三
年
七
月 

先
坊
幸
子
・
森
野
繁
夫
編
『（
干
寶
）
捜
神
記
』 

白
帝
社 

二
〇
〇
四
年
六
月 

『
情
史
』
明
・
馮
夢
龍
著 

上
海
古
籍
出
版
社 

一
九
九
三
年
六
月
。 

斯
波
六
郎
『
陶
淵
明
詩
譯注
』
東
門
書
房 

一
九
五
一
年
一
月
三
十
日 

『
周
作
人
散
文
全
集
』
全
十
四
巻 

広
西
師
範
大
学
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
四
月 

『
荘
子
』
全
二
巻 

明
治
書
院 

一
九
六
六
年
十
月
〜
一
九
六
七
年
三
月 

『
楚
辞
』
明
治
書
院 

一
九
七
〇
年
九
月 

『
春
秋
左
氏
伝
』
全
四
巻 

明
治
書
院 

一
九
七
一
年
十
月
〜
一
九
八
一
年
十
月 

『
續
國
譯
漢
文
大
成
』
文
学
部 

全
十
八
巻 

国
民
文
庫
刊
行
會 

一
九
二
八
年
〜
一
九
二
九
年
七
月 

『
続
文
章
規
範
』
全
二
巻 

明
治
書
院 

一
九
七
七
年
二
月
〜
一
九
七
七
年
四
月 

竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
風
間
書
房 

一
九
七
八
年
三
月 
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『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
岩
波
書
店 

一
九
九
四
年
七
月 

張
大
明
、
陳
学
超
、
李
葆
琰
『
中
国
現
代
文
学
思
潮
史
』
北
京
出
版
社 

一
九
九
五
年
十
一
月 

『
唐
代
伝
奇
』
明
治
書
院 

一
九
七
一
年
九
月 

『
杜
詩
詳
注
』
唐
・
杜
甫
著 

清
・
仇
兆
鰲
注 

中
華
書
局 

一
九
七
九
年
十
月 

『
白
居
易
集
箋
校
』
唐
・
白
居
易
著 

朱
金
城
箋
校 

上
海
古
籍
出
版
社 

一
九
八
八
年
十
二
月 

『
白
氏
文
集
』
全
十
二
巻 
明
治
書
院 

二
〇
〇
七
年
七
月
〜
二
〇
一
〇
年
六
月 

潘
世
聖
『
魯
迅
・
明
治
日
本
・
漱
石
―
影
響
と
構
造
へ
の
総
合
的
比
較
研
究
―
』 

汲
古
書
院 

二
〇
〇
二

年
十
一
月 

『
文
章
規
範
（
正
編
）
』
全
二
巻 

明
治
書
院 

一
九
六
一
年
十
一
月
〜
一
九
六
二
年
九
月 

日
夏
耿
之
介
『
明
治
大
正
詩
史
』
全
三
巻 

創
元
社 

一
九
二
九
年
一
月
〜
十
一
月 

前
野
直
彬
『
中
国
小
説
史
考
』
秋
山
書
店 

一
九
七
五
年
十
月 

町
田
三
郎
『
明
治
の
漢
学
者
た
ち
』
研
文
出
版 

一
九
九
八
年
一
月 

三
浦
叶
『
明
治
漢
文
学
史
』
汲
古
書
院 

一
九
九
八
年
六
月 

村
山
吉
廣
『
藩
校
―
人
を
育
て
る
伝
統
と
風
土
―
』
明
治
書
院 

二
〇
一
一
年
五
月 

森
槐
南
『
杜
詩
講
義
』
平
凡
社 

一
九
九
三
年
五
月 

『
劉
禹
錫
集
』
劉
禹
錫
著 

卞
孝
萱
校
訂 

中
華
書
局 

一
九
九
〇
年
三
月 

『
聊
齋
志
異
（
會
校
會
注
會
評
本
）
』
清
・
蒲
松
齡
著 

張
友
鶴
輯
校 

中
華
書
局 
一
九
六
二
年
七
月 

『
列
子
釈
注
』
上
海
古
籍
出
版
社 

一
九
八
六
年
九
月 

『
魯
迅
全
集
』
全
二
十
巻 

学
習
研
究
社 

一
九
八
四
年
十
一
月
〜
一
九
八
六
年
八
月 

 

【
事
典
類
】 

『
世
界
文
学
大
事
典
』
全
六
巻 

集
英
社 

一
九
九
六
年
十
月
〜
一
九
九
八
年
一
月 

『
中
国
学
芸
大
事
典
』
近
藤
春
雄
編 

大
修
館 

一
九
七
八
年
十
月 

『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
全
六
巻 

日
本
近
代
文
学
館
編 

講
談
社 

一
九
七
七
年
〜
一
九
七
八
年 

『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』
近
藤
春
雄
編 

明
治
書
院 

一
九
八
五
年
三
月 

『
日
本
教
育
史
資
料
』
全
十
巻 

文
部
省
編 

臨
川
書
店 

一
九
八
〇
年
五
月 

『
半
世
紀
の
早
稲
田
』
早
稲
田
大
学
出
版
部 

一
九
三
二
年
十
月 

 

『
民
国
時
期
総
書
目
（
一
九
一
一
〜
一
九
四
九
）
』
北
京
図
書
館
編 

書
目
文
献
出
版
社 

一
九
八
六
年 

『
早
稲
田
文
学
八
十
年
誌
』
早
稲
田
大
学
出
版
部 

一
九
六
二
年
十
月 
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【
日
本
語
雑
誌
論
文
】（
年
代
順
） 

太
田
水
穂
「
小
説
界
に
於
け
る
時
代
の
創
始
者
」
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
八
年
六
月
号 

相
馬
御
風
「
北
村
透
谷
私
観
」
『
早
稲
田
文
学
』
一
九
〇
八
年
九
月
号 

桜
井
明
石
「
透
谷
子
を
追
懐
す
」
『
明
治
文
学
研
究
』
一
九
三
四
年
四
、
六
月
号 

新
井
徹
「
詩
人
と
し
て
の
北
村
透
谷
」『
明
治
文
学
研
究
』
一
九
三
四
年
四
月 

高
木
市
之
助
「
楚
囚
之
詩
―
と

The
 Pr

is
on
er 

of
 Ch

il
lon

」
『
九
大
国
文
学
会
誌
』
第
十
六
号 

一

九
四
〇
年
三
月 

太
田
太
郎
「
「
蓬
莱
曲
」
と
「
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
」
の
比
較
研
究
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
二
十
七
巻
第
五

号 

一
九
五
〇
年
五
月 

益
田
道
三
「
北
村
透
谷
と
ロ
ー
ド
・
バ
イ
ロ
ン
」
『
人
文
研
究
』
第
五
巻
第
十
一
、
十
二
号 

一
九
五
四

年
十
一
月 

佐
藤
善
也
「
「
楚
囚
之
詩
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
十
五
巻
第
二
号 

一
九
五
八

年
二
月 

関
良
一
「
北
村
透
谷
と
和
漢
文
学
」
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』
二
十
四
巻 
一
九
五
八
年
六
月 

平
岡
敏
夫
「
「
楚
囚
之
詩
」
の
発
想
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
十
六
巻
第
三
号 

一
九
五
九
年
三
月 

坂
本
浩
「
透
谷
の
詩
と
小
説
」
『
国
文
学
：
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
九
巻
第
七
号 
一
九
六
四
年
五
月 

中
島
洋
一
「
「
蓬
莱
曲
」
の
主
題
と
構
成
」
『
日
本
文
芸
研
究
』
第
十
五
巻
第
四
号 
一
九
六
四
年
七
月 

竹
田
日
出
夫
「「
宿
魂
鏡
」
の
成
立
過
程
」
『
日
本
文
学
』
第
十
七
巻
第
一
号 

一
九
六
八
年
一
月 

佐
藤
善
也
「
「
蓬
莱
曲
」
の
世
界
―
透
谷
の
自
画
像
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
十
五
巻
第
四
号 
一
九

六
八
年
四
月 

中
村
完
「
「
楚
囚
之
詩
」
考
」
『
日
本
近
代
文
学
』
第
十
一
号 

一
九
六
九
年
十
月 

清
水
茂
「
書
か
れ
ざ
る
「
狭
穗
姫
」
と
「
宿
魂
鏡
」
―
透
谷
文
学
の
一
面
」『
国
文
学
研
究
』
第
十
二
号 

一

九
七
〇
年
六
月 

吉
武
好
孝
「
北
村
透
谷
の
「
蓬
莱
曲
」
と
バ
イ
ロ
ン
の
「
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
」
」
『
武
蔵
野
英
米
文
学
』
第

五
号 

一
九
七
三
年
一
月 

片
岡
懋
「
「
楚
囚
之
詩
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
創
刊
号 

一
九
七
三
年

三
月 

中
村
完
「
北
村
透
谷
の
詩
―
思
想
と
文
体
」
『
日
本
文
学
』
第
二
十
二
号 

一
九
七
三
年
七
月 

野
山
嘉
正
「
北
村
透
谷
の
抒
情
詩
―
蝶
の
イ
メ
ー
ジ
」『
山
梨
大
學
教
育
學
部
研
究
報
告
』
第
一
分
冊
（
人

文
社
会
科
学
系
）
二
十
四
巻 

一
九
七
三
年 
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片
岡
懋
「
「
蓬
莱
曲
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
北
村
透
谷
研
究
（
二
）
」
『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』

第
二
号 

一
九
七
四
年
三
月 

片
山
晴
夫
「
『
蓬
莱
曲
』
論
―
道
士
鶴
翁
の
意
味
」
『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
第
二
十
五
巻
第
二
号 

一

九
七
五
年
二
月 

多
賀
浪
砂
「
中
国
「
鏡
」
説
話
考
」
『
中
国
文
学
論
集
』
第
六
号 

一
九
七
七
年
五
月 

槙
林
滉
二
「「
哀
詞
序
」
考
序
説
」
『
佐
賀
大
国
文
』
第
五
巻 

一
九
七
七
年
十
一
月 

山
田
謙
次
「
北
村
透
谷
に
お
け
る
陽
明
学
」『
近
代
文
学
試
論
』
第
十
六
号 

一
九
七
七
年
十
一
月 

三
二 

〇
頁 

阿
毛
久
芳
「
透
谷
の
『
蝶
』
小
考
」
『
稿
本
近
代
文
学
』
（
筑
波
大
学
・
文
芸
言
語
学
系
平
岡
研
究
室
）
一

九
七
八
年 

勝
本
清
一
郎
「
透
谷
と
蒙
軒
學
社
―
透
谷
の
綽
名
に
つ
い
て
―
」『
東
北
文
学
』
第
四
巻
三
号 

一
九
七
九

年
三
月 

斎
藤
茂
「
劉
禹
錫
「
金
陵
五
題
」
詩
に
つ
い
て
―
懐
古
の
詩
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
中
心
に
―
」
『
東
方

学
』
第
五
十
九
巻 

一
九
八
〇
年
一
月 

佐
藤
善
也
「
「
蓬
莱
曲
」
の
劇
空
間
」
『
日
本
文
学
』
第
三
十
二
巻
第
十
一
号 

一
九
八
三
年
十
一
月 

平
岡
敏
夫
「
「
蓬
莱
曲
」
の
問
題
―
あ
る
読
み
の
こ
こ
ろ
み
」
『
日
本
文
学
』
第
三
十
二
巻
第
十
一
号 

一

九
八
三
年
十
一
月 

藪
禎
子
「
「
蓬
莱
曲
」
の
展
開
」
『
日
本
文
学
』
第
三
十
二
巻
第
十
一
号 

一
九
八
三
年
十
一
月 

清
水
均
「
『
宿
魂
鏡
』
論
―
「
想
」
の
表
出
位
置
―
」
『
上
智
近
代
文
学
研
究
』
第
八
十
四
号 

一
九
八
四

年
十
二
月 

亀
井
秀
雄
「
身
体
性
の
突
出
―
近
代
詩
史
の
試
み
（
四
）
―
」
『
文
学
』
第
五
十
三
巻
第
六
号 

一
九
八

五
年
六
月 

荘
司
格
一
「「
古
鏡
記
」
成
立
の
背
景
―
中
世
に
お
け
る
鏡
の
説
話
」『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）』
第

十
一
巻
第
一
号 

一
九
八
六
年
十
二
月 

 

及
川
茂
「
北
村
透
谷
作
『
楚
囚
之
詩
』
評
釈
抄
―
バ
イ
ロ
ン
作
『
シ
オ
ン
の
囚
人
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
日

本
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
十
九
号 

一
九
八
九
年
三
月 

九
里
順
子
「
宿
魂
鏡
」
論
―
芳
三
の"

決
断"

を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
語
国
文
研
究
』
第
八
十
四
号 

一
九
八

九
年
十
二
月 

山
口
為
広
「
曹
植
「
洛
神
賦
」
考
―
そ
の
作
意
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
文
学
論
考
』
第
二
十
七
号 

一
九
九

一
年
三
月 
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増
子
和
男
「
唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
」『
日
本
文
学
研
究
』
第
二
十
八
巻 

一
九
九
二

年
十
一
月 

西
谷
博
之
「
北
村
透
谷
『
蓬
莱
曲
』
に
お
け
る
陰
れ
る
神
」『
キ
リ
ス
ト
教
文
学
研
究
』
第
十
四
号 

一
九

九
七
年
五
月 

岡
田
正
子
「
北
村
透
谷
「
蓬
莱
曲
」
考
―
「
大
魔
王
」
の
意
味
す
る
も
の
を
主
軸
と
し
て
」『
日
本
文
芸
研

究
』
第
五
十
巻
第
一
号 
一
九
九
八
年
六
月 

木
村
幸
雄
「「
楚
囚
之
詩
」
に
つ
い
て
」
『
大
妻
女
大
学
紀
要
』
第
三
十
二
号 

二
〇
〇
〇
年
三
月 

王
秀
文
「
桃
を
め
ぐ
る
蓬
莱
山
・
崑
崙
山
・
桃
源
郷
の
比
較
民
族
学
的
研
究
」
『
日
本
研
究 : 

国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
十
二
号 
二
〇
〇
一
年 

呉
佩
珍
「
明
治
中
期
に
お
け
る
「
恋
愛
」
概
念
の
探
究
―
北
村
透
谷
の
『
宿
魂
鏡
』
を
軸
と
し
て
」
『
日

本
文
化
研
究
』
十
二
巻 

二
〇
〇
一
年 

古
田
芳
江
「
バ
イ
ロ
ン
と
透
谷
（
そ
の
一
）
―
『
楚
囚
之
詩
』
に
つ
い
て
―
」
『
立
志
舘
大
学
研
究
紀
要

三
』
第
三
号 

二
〇
〇
二
年
七
月 

尾
西
康
充
「
透
谷
を
嗣
ぐ
詩
人
た
ち
―
雑
誌
「
詩
精
神
」
に
つ
い
て
―
」
『
国
文
学
攷
』
第
一
七
六
、
一

七
七
合
併
号 

二
〇
〇
三
年
三
月 

朴
承
柱
「
島
崎
藤
村
の
『
春
』
に
お
け
る
「
懐
剣
」
の
象
徴
性
に
つ
い
て
」『
言
葉
と
文
化
』
第
三
号 

二

〇
〇
三
年
三
月 

黄
冬
柏
「
伝
奇
と
佳
人
―
唐
代
小
説
に
お
け
る
女
性
像
に
つ
い
て
―
」
『
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀

要
』
第
五
十
四
号 

二
〇
〇
三
年
十
二
月 

五
十
嵐
誠
毅
「『
蓬
莱
曲
』
風
姿
譜
」
『
群
馬
近
代
文
学
研
究
』
第
十
九
号 

二
〇
〇
四
年 

黒
田
俊
太
郎
「
明
治
三
十
五
年
版
『
透
谷
全
集
』
―
そ
の
商
品
性
と
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
『
三
田
国
文
』

第
四
十
二
号 

二
〇
〇
五
年
十
二
月 

森
中
美
樹
「『
紅
楼
夢
』「
風
月
宝
鑑
」
考
―
明
清
小
説
・
戯
曲
に
描
か
れ
た
鏡
中
世
界
と
の
比
較
か
ら
―
」

『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
五
十
一
巻 

二
〇
〇
七
年
三
月 

船
越
達
志
「
紅
楼
夢
の
成
立
―
明
治
の
文
人
の
受
容
か
ら
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
〇
五
号 

二
〇
〇
七
年

十
二
月 

屋
敷
信
晴
「
唐
代
伝
奇
と
日
本
文
化
―
「
枕
中
記
」
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
号 

二
〇
〇
七
年
十
二
月 

山
田
尚
子
「『
唐
鏡
』
考
―
歴
史
物
語
と
し
て
の
側
面
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
三
号 

二
〇
〇
八
年
三
月 
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張
培
華
「
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
唐
鏡
」
考
―
「
心
と
き
め
き
す
る
も
の
」
の
章
段
を
中
心
に
」
『
総
研

大
文
化
科
学
研
究
』
第
六
号 

二
〇
一
〇
年
三
月 

兵
藤
裕
己
「
北
村
透
谷
の
「
他
界
」
―
『
蓬
莱
曲
』
と
琵
琶
歌
」『
文
学
』
第
十
一
巻
第
六
号 

二
〇
一
〇

年
十
一
月 

常
思
佳
「
川
端
康
成
と
唐
代
伝
奇
小
説
」『
日
本
近
代
文
学
会
北
海
道
支
部
会
報
』
第
十
四
号 

二
〇
一
一

年
五
月 

池
間
里
代
子
「
透
谷
と
『
紅
楼
夢
』
」
『
流
通
経
済
大
学
論
集
』
第
四
十
六
巻
三
号 

二
〇
一
一
年
十
一

月 

海
原
亮
「
十
九
世
紀
前
半
に
け
る
地
方
藩
医
の
蔵
書
と
学
問
」『I

SHI
K 
201

2 
/ P

ro
cee

di
ngs

 o
f 

t
he
2nd

 I
nte

rn
ati

on
al 

Sy
mpo

si
um
 on

 t
he 

Hi
sto

ry
 of

 I
ndi

ge
nou

s 
Kno

wl
edg

e 

』
佐
賀
大

学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
十
月
。 

 

【
中
国
語
雑
誌
論
文
】（
年
代
順
） 

「
島
崎
藤
村
先
生
」
『
藝
文
雑
誌
』
第
一
巻
第
四
号 

一
九
四
三
年
十
月
一
日 

日
・
伊
藤
漱
平 

中
・
成
同
社
・
訳
「
《
紅
楼
夢
》
在
日
本
的
流
伝
―
江
戸
幕
府
末
年
至
現
代
」
『
紅
楼

夢
研
究
集
刊
』
第
十
四
巻 

上
海
古
籍
出
版
社 

一
九
八
九
年
十
月 

方
長
安
「
五
四
文
学
的
现
代
性
与
日
本
浪
漫
主
义
文
学
」
『
人
文
杂
志
』
二
〇
〇
〇
年
第
〇
三
期 

陳
文
華
、
胡
彬
「
论
〝
梁
祝
〟
故
事
的
形
成
、
演
变
及
其
他
」『
梁
祝
文
化
大
观
』
（
学
术
论
文
巻
）
中
华

书
局 

二
〇
〇
〇
年
十
月 

周
静
書
「
梁
祝
〝
化
蝶
〟
成
因
及
其
文
化
意
义
」
『
梁
祝
文
化
大
观
』
（
学
術
论
文
巻
）
中
华
书
局 

二
〇

〇
〇
年
十
月 

周
静
書
「
试
论
梁
祝
故
事
的
起
源
与
变
异
」
『
梁
祝
文
化
大
观
』
（
学
术
论
文
巻
）
中
华
书
局 

二
〇
〇
〇

年
十
月 

方
長
安
「
魯
迅
立
人
思
想
与
日
本
文
化
（
上
）」
『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
二
年
第
〇
四
期 

方
長
安
「
魯
迅
立
人
思
想
与
日
本
文
化
（
下
）」
『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
二
年
第
〇
五
期 

方
長
安
「
形
成
、
调
整
与
质
变
―
周
作
人
〝
人
的
文
学
〟
观
与
日
本
文
学
的
关
系
」『
文
学
评
论
』
二
〇
〇

〇
四
年
〇
三
期 

方
長
安
「
中
国
近
现
代
文
学
接
受
日
本
文
学
影
响
反
思
」『
福
建
论
坛
・
人
文
社
会
科
学
版
』
二
〇
〇
五
年

第
十
期 

徐
美
燕
「
〝
日
本
体
验
〟
与
五
四
个
性
主
义
文
学
思
想
」
『
折
江
社
会
科
学
』
二
〇
〇
七
年
第
三
期 
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	１　透谷の「ほたる」と杜甫の「螢火」
	落日の光茫も収まったたそがれ時、ものみな静寂な細川の水辺に姿をあらわした「ほたる」は、草陰に「わづかに影を點」して、月に照らされながら、たちまち空に消えていくというのは「ほたる」の主な内容である。引用は以下のようである。
	ゆふべのAAをさまりて、 　　まづ暮れかゝる草陰に、 わづかに影をAAせども、 　　なほ身を恥づるけしきあり。  羽虫を逐ふて細川の、 　　棧瀬をはしる若鮎が、 靜まる頃やほたる火は、 　　低く水邊をわたり行く。  AAに生をうくる身の、 　　かなしや月に照らされて、 もとの草にもかへらずに、 　　たちまちAAに消えにけり。
	一方、杜甫の「螢火」は寓意のある詠物の詩である。当時の宮中に蔓延していた悪い宦官たちの事を誹る為に螢を借りて作った詩である。
	螢火　　　　　　　AA　　　　　　　杜甫
	幸因腐草出　　　　幸に腐草に因りて出づ
	敢近太陽飛　　　　敢へて太陽に近づきて飛ばんや
	未足臨書巻　　　　未だ書巻に臨むに足らず
	時能點客衣　　　　時にAAく客衣に點ず
	帯雨傍林微　　　　雨を帯びて林にAAいて微なり
	十月清霜重　　　　十月　清霜AAし
	飄零何處歸　　　　飄零　何れの處にか歸らん（１７８）
	「腐草」から生まれた螢は、日陰に生息するものであり、大胆にも太陽に近づこうなどとはしない。一方、透谷の「ほたる」も、「身を恥づる」ことを知るだけでなく、杜甫の「太陽」に対照的な「月」を描き、加えて、その自ら輝く太陽に「近づ」くという主体的な行為とは逆の客体的な発想で「照らされ」る「ほたる」を描いている。
	杜甫の「螢火」の第三、四句では、いまだ書を読むに十分な数ではないが、旅人の衣服にくっついて明るく照らすくらいの微小な能力を発揮している。一方、透谷の「ほたる」では「客衣」を「點」すどころか、「暮れかゝる草陰に」、「わづかに」、着物ではなく「影」だけを「點」している。透谷は、杜甫の「螢火」を意識しながらも、さらに憐れな存在として「ほたる」を描いている。
	AAに生をうくる身の、 　　　　かなしや月に照らされて、 　　もとの草にもかへらずに、 　　　　たちまちAAに消えにけり。
	AAに生をうくる身の、 　　　　かなしや月に照らされて、 　　もとの草にもかへらずに、 　　　　たちまちAAに消えにけり。
	螢（草稿） AAに生をAAけし身の 　月の光にAAされて もとの草にもかへらずに 　たちまちAAに歸りけり
	橋詰静子は第一行に関して、草稿では「生を享けし身の」となっており、発表本文の「生をうくる身の」と大きな相違があると言う。前者は「文法上の受身形または過去形の印象が強く、更に「享」という漢字が与える〈享受〉に通ずる〈～させてください〉の印象を留めるのに対して」、後者は「やるせない悲劇の身上を繰返す被造物として、ひとりわが身を超えて、人間一般に普遍化する響きを含んでいる」と言う。また、最後の行の「歸る」「消える」の相違が重要で、「歸る」には「もとあった状態に戻るという意味が濃厚」であり、「消える」のほ...
	草稿の「生を享けし身の」の「享」という字の使用は杜甫の「螢火」の「幸に腐草に因りて出づ」の「幸」に由来すると考えられる。そもそも「享」という字はもてなしをうけるといったありがたみのある「享ける」である。つまり、腐草から生まれるのを厭う一般の理解とは異なり、逆にそれを喜んでうけいれる杜甫の「幸」と同様、幸いなことである。それをうけて、透谷は「生を享けし身」としたのではないか。
	また、草稿にある「空に歸りけり」は杜甫の「螢火」の最終句「飄零　何れの處にか歸らん」と関っていると思われる。杜甫には「螢火」の以外に「見螢火」詩にも同じ字が使われている。その最終句には「來歳如今歸未歸（AAAAAAるやAAだAAらざるや。）」とある。透谷の草稿における「帰」の字は杜甫の影響が大きいだろう。
	文學は人間と無限とを研究する一種の事業なり、事業としては然り、而して其起因するところは、現在の「生」に於て、人間が自らの滿足を充さんとする欲望を塡ぐ為にあるべし。文学は快楽を人生に備ふるものなり、文學は保全を人生に補ふものなり。然れども歴史上にて文學を研究するには、そを人生の鏡とし、そを人生の欲望と滿足の像影として見ざるべからず。（中略）徳川時代の初期を視る時は、一方に於て實用の文學大に奬勵せらるゝ間に、他方に於ては単に快楽の目的に應じたる文學の勃として興起したるを視るべし。武士は倫理に捕はれたり...
	（８１）『劉禹錫集』劉禹錫著、卞孝萱校訂、中華書局、一九九〇年三月。訳文は松枝茂夫『中国名詩選（下）』（岩波書店、一九九一年一月、九十二頁）による。
	（２０４）『古鏡記』唐・王度撰（『百部叢書集成』嚴一萍選輯、藝文印書館、一九六五年所収）。
	（２０５）『瑯嬛記』元・伊世珍輯（『百部叢書集成』嚴一萍選輯、藝文印書館、一九六五年所収）。
	（２０６）『情史』明・馮夢龍著、上海古籍出版社、一九九三年六月。
	（２０７）『聊齋志異（會校會注會評本）』清・蒲松齡著、張友鶴輯校、中華書局、一九六二年七月。
	（２０９）『幽明録』南朝宋・劉義慶撰（『百部叢書集成』嚴一萍選輯、藝文印書館、一九六五年所収）。


